プ 7/ 


全国 各地 か ら 
ん 0 人 0 月 ) | ] 月 ご 参加 いた だ け ま す 感動 の そば に 、 い つも 。 
人 W 涼 WAS 添乗 員 同行 
全開 4 ※ー 部 の コー ス を 除く 


四季 3 光紀 行 


3 5 き レ か 
彩 下 休 体 卓 日 | 彩 
紀 日 送 日 次 の 
NN を ち 
! 旅 | た 


っ を 
マ 
で 2 
er* ep、 
] ON 
こと 
ネ 
Ce 
ふ 
に 


人 放さ = と 、 新 し い 未来 へ ・ 


ANNIVERSARY ( 選 NN 僅 し 


ご 1 し ブヒ 5 
7 Mx Aw Q 


皆 さ 
ま 

と 

ヽ 新 

し し 
い 
未 
来 
へ 


贈 


誤 で 有吉 さき 評 い 飼 選 本 豆 状 ロ 


待 \S パ ー コ | 


上 @q 倒 記 基 ロマ 光 澤 陵 か 人々 藻 


JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 は 、 お か げ さ まで 2023 年 で 開店 20 周 年 。 皆 さま と 、 新 し い 未 来 へ 。 


特 | 熱気 と 興 秦 
集 | 夏 の 風物 詩 
日 本 の 祭り ・ 花 火 


美術 ・ 音 楽 を 愉し む 旅 
講師 同行 の 旅 
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NN P.85 一 110 


お 


出発 日 | 旅行 基 間 | プラ ンド | 


北海 道東 北 
7/24) | 旬間 | 夢 の 休日 | 雄大 な 自然 景観 を 満 央 で きる 3 つの ホテ ル に 宿泊 知床 か ら 釧路 ・ 海 と 空 の 絶景 へ P.41 
8/1() 3 日 間 | 四 移 紀行 甲田 ホテ ル ・ 青 森 市 内 に 宿泊 弘前 ね ぶた まつ り ・ 青 森 ね ぶた 祭 と 奥 入 瀬 渓流 P.18 
8/1( 火 ) 4 昌 間 | 四季 紀行 者 の ーー ジン IN 24202 連 泊 P.123 
873( ホ ) 3 日 間 | 四季 弥 紀 行 | 祭 会 場 か ら 徒歩 導 内 に 宿泊 東北 二 大 夏 祭り 秋田 竿 燈 ま つり と 青森 ね ぶた 祭 P.19 
8/5( 上 ) | 4 昌 間 | 四季 紀 行 | 津軽 の 夏 祭 り を 満喫 秋田 竿 燈 ま つり ・ 五 所 川原 立 修 武 多 と 青森 ね ぶた 祭 フ ィ ナー レ P.19 
876(B) 3 日 間 | 四季 ( 多 紀 行 | 秋田 竿 燈 ま つり と 青森 ね ぶた フィ ナー レ 青森 ね ぶた 祭 海上 運行 ・ 青 森 花火 大 会 特別 観賞 P.20 
86(H) | 5H 間 | 夢 の 作 昌 | 際 海 岸 か ら 蔵王 御 釜 山海 の 絶景 と 美食 東北 縦断 ぐ ⑨) rs 
8/26() 2 日 間 | 四季 弥 紀 行 | 秋田 市 内 秋田 キャ ッ ス ル ホテ ル に 泊まる 全国 花火 競技 大 会 「 大 曲 の 花火 」 P.26 
8/26(t) | 2 日 間 | 四季 疹 2 紀行 | 花巻 温泉 侍 松 園 に 宿泊 全国 花火 競技 大 会 「 大 曲 の 花火 P.27 
8/26(t) | 3 日 間 | 四季 紀 行 | 深緑 の 奥 入 瀬 導 甲 田 全国 花火 競技 大 会 「 大 曲 の 花火 P.27 
973(⑬) 4 旬間 | 夢 の 休日 | 北海道 の 乱 い 身 に 咲き 誇る カラ フル な 花々 を 愉し な 十勝 ・ 富 良 野 ・ 美 瑛 5 つの 庭園 巡り P.66 
979( 上 ) | 3H 間 | 四季 紀 行 | 秘境 本 州 最 北 端 の 地 下北 半島 を 巡る P.126 
10/4(k) | 3 日 間 | 四季 紀 行 | 秋色 の 樹海 を 見 下ろ す 絶景 ロ ー ド * 三 国 峠 を ドラ イブ 美 か ら 十 勝 5 つの 秋 美 景 を 訪ね る P91 
107(H | 5 | 還 w 移 志 | ア ンチ ェ イジ ング ン 和束 アル ケッ チッ ー フ 上 下行 シェ と 末 和 に よる 拓 回 D | ps 
1078) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 食 の 秋 大 田原 和牛: 米 沢 生 の 食べ くら べ 南東 北 の 紅 葉 と 名 産生 を 堪能 する ぐ ⑨) re 
10/10(%) 3 日 間 | 四季 < 紀行 | 登別 温泉 郷 で 上 質 の 宿 「 溢 乃家 」 に 泊まる 神秘 の 支 多 湖 プル ー と 紅葉 の 洞爺 湖 有 珠 山 P.95 
10/13(*) | 3H 間 | 夢 の 作 昌 | 血 芝 り ゲート 八甲田 ホテ ル に 連 泊 錦 秋 の 北東 北 で 紅葉 を 愛でる P.97 
10/17( 火 ) 5H 間 | 夢 の 休日 | 2022 年 開業 の ANA イ ンタ ー コ ンチ ネン タル 安比 高原 リゾ ー ト に 宿泊 秋 高 し みち の く 紅葉 の 中 を 走り ゆく 〈 ぐ ② P.99 
10/25(k) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 秋 の 斉 郊 高原 ホテ ル 2 連 泊 紅葉 に 染まる 般 柄 高原 と 会 津 の 散策 P.100 
10/27( 金 ) | 5H 間 | 夢 の 休日 | 秋色 に 人 柴 ま る 景色 に 出会う 旅 東北 か ら 函 館 へ 紅葉 の 名 所 を 巡る P.01 
関東 中 部 ・ 新 潟 北陸 
6/28k) | 3H 間 | 夢 の 休 昌 | 静 誠 常 文庫 美術 館 と 国立 西洋 美術 館 鑑賞 英国 ロイ ヤル ・ バ パレ エ 団 日 本 公演 と 東京 の 美食 P.13 
773 お ) 7 日 間 | 夢 の 休日 | 音 な る 宿 に ゆっ た り 連 泊 し な が ら 周遊 緑 輝 く 上 高地 北陸 能登 絶景 ハイ ライ ト ぐ ⑨) ぐう | Pe 
7/6() 3 日 間 四季 < 多 紀 行 隠れ 家 オ ー ベ ル ジ ュ 「Ryokan 浦 島 」 に 連 泊 日 本 海 に 浮か ぶ 島 「 佐 渡島 」 連 泊 P.131 
710) | 角間 | 夢 の 休日 | と 山 の 湯 宿 と 白馬 の リゾ ー ト ホテ ル に 宿泊 能登 半島 か ら 信州 へ 涼 を 求め て 旅 する ぐ ⑯) rs 
7/21( 金 ) | 5H 間 | 夢 の 休日 | 吾 井 沢 ・ 上 高地 夏 の 美景 巡り 上 質 な 大 人 の リゾ ー ト ホテ ル を 堪能 する 《⑥ ゆ De 5 ゆ | re 
7/30() | 5H 間 | 夢 の 休日 | 開田 高原 : 馬 . 記 温泉 避暑 地 に 潜在 する 2 つの 雲上 の 花畑 を 愉し む 9 re 
3 | 旨 間 | 四季 和 紀 行 | 「 多 越 里 ] 志 到 風呂 人 客室 に 宿泊 「 長岡 ま つり 大 花火 大 会 」 P.25 


旅行 期間 


8/3( 本 ) | 2H 間 | 四季 紀 行 | 全 11 室 自家 源泉 の お 宿 に 宿泊 「 長 岡 まつ り 大 花火 大 会 」 P.24 
8/11( 金 認 ) | 4 旬間 | 夢 の 作 昌 | 「 加 賀 屋 別 邸 松乃 碧 」 連 泊 で 愉し ち 北 陸 の 山 と 海 越前 ・ 加 賀 ・ 能 登 美食 美景 紀行 ぐ ⑥) ぐ ゆ | Ps 
0、 」3: 旬 間 | 夢 の 休日 | 山 双 エ と 川 の 畔 の 上 質 な お 宿 に 泊まる 立山 黒部 アル ペン ルー ト と 黒部 喘 谷 絶景 旅 ⑯) rs 
8/19( エ ) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 飛騨 高山 美濃 の 歴史 と 文化 に ふれ る 高級 観覧 船 で 愉し む ぎふ 長良 川 の 鵜 飼 ぐ ⑯⑨) rs 
8/22(X) | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 南 信 州 の 名 宿 「 石 昔 享 いし だ 」 に 宿泊 花咲 く 千 崩 敷 カー ル と 阿智 村 の 時 空 ぐ ⑨) pg 
1 まめ | 2 間 | 夢 の 休日 | ょ テル で ゆっ た り と 宮 ぎ な が ら 愉 し む 「 熱 海 海上 花火 大 会 」 ぐ ⑨) mi 
827() | 3H 間 | 夢 の 休 昌 | 野 川 の 錠 あ わび : 明 伊豆 替 な る 宿 と 夏 の 御 千 走 ぐ ⑨) mw 
944) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 四 務 白々 の 美しき を 徹 せ る 上 高地 を ガイ ド と 散策 上 高地 稚 国 ホテ ル で 寛ぐ P4 
9/1() 3 日 間 | 四季 ( 欠 紀 行 | 町 家 貸 功 で ゆっ た り 愉 し な 「 お わら 風 の 盆 」 和倉 温泉 加賀 屋 別邸 松乃 で 寛ぐ P.28 
9/1()-9/3(H) | 2 日 間 | 四季 ( 紀 行 | 個人 型 現地 発着 プラ ン 往復 タク シー 利用 「 お わら 風 の 筆 」 P.29 
9/2(t) | 2 日 間 | 四季 紀 行 | 一 町 家 代 切 で ゆっ た り 愉し む 「 お わら 風 の 盆 」 越 中 の 小 京都 を 訪ね る P.28 
973(⑬) 2 日 間 | 四季 ( 金 紀行 | 町 家 代 切 で ゆっ た り 愉 し な 「 お わら 風 の 盆 観光 列車 「 一 万 三 千 尺 物語 」 と 白 エビ 料理 P.29 
97( 本 ) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 日 本 海 の 絶景 と 食 を 愉し 観光 列車 に 乗車 雄大 な 自然 に 癒さ れる 奥志賀 高 原 P.67 
98( 金 ) | 2H 間 | 夢 の 休日 | 冨 上 山 の ビュ ー ス ポッ ト と 花畑 初秋 の さわ や か 富士 二 湖 巡り 《⑯) | re 
910 | 旬間 | 間 の 休日 | 伝 統 の 宿 上 高地 国 ホテ ル と 徳川 の 秘宝 初秋 の 白川 郷 と 上 高地 の 大 自然 を 愉し む ぐ ⑯) re 
92105 | 2H 間 | の 休日 | ラフ マニ ノ フ 生 150 年 記念 ミハイル: プレ トニ ョ フ ラフ マニ ノ フ ピア ノ 協 奏 曲 全 曲 演奏 会 と 美術 館 第 賞 Pull5 
9/14( 相 ) 3 日 間 四季 $ 紀 行 星 に いち ば ん 近い リゾ ー ト 「 ホ テル 立山 」 に 連 泊 ゆっ た り 過 ご す 立 山 黒部 アル ペン ルー ト P.127 
9/20k) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 2022 年 オー プン 「Restaurant 湊 の 信州 フレ ンチ と 松茸 栗 信州 の 秋 の 味覚 を 愉し な 〈 ぐ ② P.74 
0 | 3 昌 間 | 四季 金 紀行 | 東京 か ら 約 55 分 の 楽園 へ 紺 政 の 海 と 美しい 山々 を 擁する 八丈 島 P.132 
9/23( エ ) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 「 宮 二 山 ビュ ー 特 急 ] に 乗車 し 、 雄 大 な 富士山 を 畳む 2 つの ひら まつ と 観光 列車 を 愉し な ぐ ⑯) ro 
9/27(k) | 3 日 間 | 夢 の 人 日 | 料理 旅館 和田 屋 子持ち 錠 松 茸 秋 の 味覚 を 愉し む 北 陸 ・ 信 州 の 旅 ぐ ⑯⑨) prz 
9/30( せ ) | 3H 間 | 夢 の 休 昌 | 南 信州 の 名 宿 「 石 昔 斉 いし だ 」 に 宿泊 紅葉 の 千 崩 敷 カー ル と 同 智 村 の 星空 ぐ ⑯⑨) rs 
1073() | 2H 間 | 夢 の 休日 | "滞在 する レス トラ ン " ひ ら ま つ で いた だ く フ ラン ス 料 理 お いし い 伊 豆 と 箱根 を 愉し な ぐ ⑯⑨) rs 
1073) | 5H 間 | 夢 の 休日 | 北陸 か ら 信 州 へ 紅葉 と 絶景 を 愛でる 立山 黒部 アル ペン ルー ト と 白 三 段 紅葉 で) re 
10/3( 炎 ) | 3 日 間 | 四季 弥 紀 行 | 白馬 東急 ホテ ル 2 連 泊 で 秋 の 美景 を 満喫 自然 ガイ ド と 愉し ち む 紅 葉 の 格 池 自然 較 P.92 
10/5 本 ) | 3 昌 H 間 | 葛 の 休日 | 2022 年 開業 「 移 租 川 肖 搾 」 に 宿泊 徳川 ゆか り の 地 と 日 光 ・ 晃 色 川 の 紅葉 ぐ ⑯) | Pe 
1078(① | 3H 間 | 夢 の 休日 | 衣 共 細 日 本 三 大 美 祭 秋 の 高山 奈 「 八 幡 祭 」 と 観光 列車 「 な が ら 」 《⑯) rs 
10/11k) | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 開業 90 周 年 を 迎え る 上 高地 帯 国 ホ テル に 宿泊 自 居 ・ 上 高地 の 紅葉 を 巡る ぐ ⑯⑨) rw 
10/14() | 2H 間 | 夢 の 休日 | 2? つの 秋色 赤 の コキ ア と 黄金 色 に 輝く スス キ の 野原 絶景 の 宿 「 ホ テル 四季 の 館 箱根 芦ノ湖 」 の 休日 〈 ぐ ② P.80 
10/16) | 3H 間 | 夢 の 休日 | ryugon( 准 言 / と 高原 リゾ ー ト ホテ ル で 心 ほど ける 時 間 越後 か ら 信州 へ 紅葉 と アー ト の 共演 を 愉し な P.98 
10/25( 水 ) 6 日 間 | 四季 < 多 紀 行 ツン STI PO 連 泊 P.133 
10/29() | 3 日 間 | 四季 多紀 行 | 永 平 で 禅 の 世界 を 体験 で きる 「 相 樹 関 」 に 宿泊 秋 の 美濃 街道 歴 喝 ある 街 々 と 匠 の 技 P.102 
10/30j) | 3 日 間 | 四季 移 紀行 | ノスタルジック な 宿場 町 散策 紅葉 に 上 ま る 木曽 路 を 訪ね る P.103 
10/30( 朋 ) 6H 間 夢 の 休日 錦 秋 の 九頭竜 湖 ・ 黒 部 峡谷 鉄道 ・ 川 峡 と 散 居 村 イタ リア ン 秋色 の 北陸 絶景 ハイ ライ ト ⑨ らら う P.106-107 
計上 LIL DENPO 2 ing 
11/16( ホ ) 3 日 間 | 夢 の 休日 | HH 光 東 宮 “徳川 将軍 着座 の 問 " と ザッツ カー ルト ン 日 光 の 休日 宝 徳 寺 の 床 も み じ と わた ら せ 渓 谷 鐵道 〈 ぐ ② P.88 
伊勢 志摩 近畿 中 国 四 国 
7/14( 多 3H 間 | 夢 の 人 日 | 夏 の 風物 詩 を 愉し ち 近 江 ・ 北 陸 の 旅 「 和 田屋 」 で 味わう 鮎 料 理 と 醍 ヶ 井 窒 (の ②) P.39 
7/16() | 3H 間 | 夢 の 休 昌 | 京都 市 内 の ホテ ル に ゆとり の 2 連 泊 舐 園 祭 (前 祭 ) と 「 美 山荘 」 の 摘 章 料理 P.22 
7/19(k) | 2H 間 | 夢 の 人 上 昌 | 夏 の 風情 溢れ る 「 渓 涼 床 」 を 愉し ち 競 団 祭 ( 後 祭 ) 「 引 き 初め ] 観賞 P.22 


ライ ン ナ ッ プ Lineup 


旅行 期間 


7/22( よ ) | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 1000 年 以上 続く 歴史 と 伝統 ぎふ 長良 川 の 鵜飼 と 京都 葛 園 祭 ( 後 祭 ) P.23 
7/26k) | 4 胃 間 | 夢 の 休日 | 瀬戸 内 を 望む 絶景 ホテ ル と 道後 温泉 に 宿泊 し まな み 海 道 と 四国 の 渓谷 美 ぐ ⑯) Pe 
85) | 2 日 間 | 夢 の 休日 | 古都 の 奥 座敷 を 走る 「 恋 野 トロ ッ コ 列 車 」 納涼 船 観覧 席 で 観る 「 な に わ 淀 川 花火 大 会 」 P.17 
8/11( 金 祝 ) | 3 日 間 | 四季 弥 紀行 | 四国 二 大 祭り と 淡路 鳥 の 恵み を 愉し む フ レン チ の ご 昼食 徳島 阿波 お どり ・ 高 知 よ きこ い 祭 り E.21 


8/15( 炎 ) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 将 生 塚 度 望 台 特別 席 か ら 送り 火 観賞 志 山 送り 火 と 涼 を 感じ る 京都 


海 と 際 か ら 愉 し む 瀬 戸 内 ・ 四 国 
95) | 昌 間 | 夢 の 休日 | せとうち の 光 に 浮か ぶ 、 ち いき な 宿 [ ガ ン ツウ 」 と 「 夜 の 四国 まん な か 千年 も の が だり] 0 
8/16(Xk) | 2 日間 | 夢 の 休日 | な テル の スイ ー ト ルー ム か ら 送 り 火 を 眺め る 五山 送り 火 と 貴船 の 川床 P.30 
8/27(H) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 血 陰 の 名 湯 三 萌 温泉 と 美食 の 宿 「 や ど 紫 苑 享 に 宿泊 食 の 宝庫 鳥取 の 季節 の 味覚 を 味わう P.63 
7 人 H)、 | 3H 間 | 四季 多 紀 行 | 弧 景 さん ぼ 】 今 、 注 目 の 絶景 を 満天 の 星空 る 愉 し な 若き 絶景 仁淀 プル ー か ら 四 万 十 * 足 指 由 P.25 


P.124 


10 2 | 3 日 間 | 四 移 紀行 | [ 花 と 庭 較 さん ぼ 】「 植 物 学 の 父 ] ゆ か り の 地 と 憧れ の 庭園 へ 高知 庭 周 めぐり 牧野 植物 園 と 「 モ ネ の 庭 」 
9790(3、 | a 間 心 和 や ぐ 半 食 の 旅 三重 県 志 礎 英 席 注 に 浮か ぶ 8 席 限定 の 鮨 店 [ 錠 裕 者 

92GH) | 3 「 ザ リッ ツ カ ー ル トン 京都 ] の 人 日 美味 し い 滋賀 ・ 大 阪 

99C) | 2H 間 京都 典 山 の 風物 詩 京都 吉兆 履 山 本 店 の 村 石 料理 と 嵐山 弟 飼 

99() | 2H 間 | 夢 の 休日 | 海 の 絶景 箇 の 絶景 天空 の 城 「 竹 田城 跡 」 と 「 丹後 くろ まつ 号 」 に 乗る 

911) | 5H 間 | 夢 の 休日 | Simose Art Garden Villa「 海 辺 の 建築 作品 に 泊まる 。」 せとうち 美景 * 美 食 の 旅 


9/14( 本 ) | 旬間 | 夢 の 休日 | ま 摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト に ゆっ くり 連 治 美味 巡礼 御 食 つ 国 の 美食 材 を 愉し な 


P.16 


pi っ 
上 
選 
1 
ー) 


9/21( 本 ) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 明治 2 年 創業 の 「 料 理 旅館 や す 井 と 2021 年 開業 の 「KOKE」 伝統 の 和 と 新鋭 の 洋 琵琶 湖 ・ 京 都 美 食 旅 P75 
9/24(⑪) 2 日 間 | 夢 の 休日 | 近鉄 観光 特急 「 青 の 交響 曲 ]「 あ を に よし 」 に 乗る 2 つの 観光 特急 を 愉し 吉野 ・ 奈 良 P.68 
9/24(H) | 4 昌 間 | 四季 欠 紀行 | ダイ ナミ ッ ク な 自然 美 と 古 か ら の 歴史 が 薫る 島 旅 へ 歴史 と 自然 の 宝庫 隙 岐 島 と 玉造 温泉 P.195 
9/26() | 3H 間 | 夢 の 休日 | 消 秋 の 奈良 と 京都 を 訪ね る 春日 大 社 御 本 殿 参拝 と 重森 三 玲 の 庭園 特別 拝観 P78 


9/29( 金 ) 3 日 間 夢 の 休日 海辺 の 絶景 レス トラ ン AL MARE で 至福 の ラン チ 出雲 大 社 参拝 と 足立 美術 館 を 訪ね る P.79 


9/30() 3 日 間 芝 88 2023 年 開業 「 紫 加 ラグ ジュ アリ ー コ レク ショ ン ホ テル 奈良 」 の 休日 美味 し い 滋賀 ・ 奈 良 


10/11k) | 5H 間 | 夢 の 休日 | 泊 で 丹後 : 丹 波 ・ 但 馬 を 巡る 日 本 の 原 風景 5 つの 町 並み 散策 

10/12( 本 ) | 3 日 間 | 四季 < 多紀 行 | の どか な 京 の 山里 で 心 や すら ぐ 自 然 に 触れ る 秋 深 まる 京都 大 原 里 歩 き 

10/14( エ ) | 3H 間 | 夢 の 休 昌 | 訂 御 光 ホ テル ザ ベイ スイ ー ト に ゆっ くり 連 当 伊勢 神宮 両 参り と 将 な る 美食 を 愉し 
10/20( 金 ) | 2H 間 | 夢 の 休日 | ぉ 酒 の 神様 の お ひ ぎ 元 で 鶏 料理 と 利き 酒 京 料 理 鳥 米 で 京 料 理 の 文化 に 触れ る 
10/22() | 3H 間 | 間 の 休日 | 十 都 に 伴 む 2 つの オー ベル ジュ に 宿泊 奈良 大 和 四 寺 巡 礼 と [コス モス 寺 」 

10/24( 火 ) | 3 日 間 | 四季 ( 紀 行 | 【 美 術 さん ぼ 】 建築 も 素晴らし い 個性 的 な 4 つの 美術 館 へ 秋 の 近畿 名 面 と 名 建築 を 愉し む 


P.128 


10/24( 火 ) | 3 日 間 | 四季 欠 紀 行 | 三重 ・ 英 席 湾 の 隠れ 家 的 別荘 で プラ イベ ー ト ディ ナー 英 虎 湾 の 海女 と 伊勢 の 森 の 伝統 に 出逢う 
10/26( ホ ) | 5H 間 | 夢 の 休日 | し まな み 海 道 か ら 眺 め る 美しき 瀬戸 内 海 四国 周遊 14 景 巡り 
2300D、 | 旬間 | 四季 徐 紀 行 | 3 つの 世界 遺産 を 巡る 秋 の 比 者 山 ・ 高 野山 * 吉 野山 探 訪 Pdn0 


11/7 ( 火 ) 
116 お ) 3 日 問 葉 光 7 明寺 間食 160 年 城崎 の 老舗 旅館 「 西 村 屋 本 館 」 に 連 泊 冬 の 味覚 の 王様 [松葉 が に 」 を 堪能 P.15 
美しき 秋 の 岡山 城 と 厳島 神社 、 が ン ツ ウ 貸 切 クル ー ズ 


| lu 園 園 還 い 
隊 
mi 

ol 

< 
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00 当 汐 た せとうち の 則 公 と 化 歴 史 に 触れ る 特別 貸切 クル ー ズ [ガン ツウ 」 で 寛ぐ 上 
九州 ・ 沖 縄 

7/30) | 3H 間 | 夢 の 作 昌 | 宮崎 の 高層 リゾ ー ト ホテ ル か ら 海 と 空 と 松林 の 美景 を 了 臨む 鹿児島 の 名 宿 「 妙 見 石原 荘 」 を 訪ね る P.43 
8/2 水 ) | 3 日 間 | 夢 の 作 昌 | 「36 ぶ ぷら す 3」 福 岡 一 熊本 一 鹿児島 シー ト に 乗車 太宰 府 天満 宮 昇 参 拝 と 世界 遺産 仙 厳 還 P.47 
8/19(t) | 7H 間 | 夢 の 休日 | 折 造船 フェ リー と 観光 列車 36 ぷら す 3」・ 西 九州 新幹線 "新しい 話題" 満載 の 九州 周遊 ⑯) Psss5 
8/26( エ ) | 旬間 | 夢 の 休日 | 天 浴 の 舞台 で 愉し も 和 太 鼓 「DRUM TAO」 和 鑑賞 「 或 る 列車 」 貸 切 乗車 と 美食 堪能 P.60 
8/27(①) 3 日 間 夢 の 休日 全 10 棟 離れ の 高原 リゾ ー ト ホテ ル で 覚 ぐ 自然 豊か な 阿蘇 と 高千穂 を 訪れ る P.62 
9309 3 引 間 | 夢 の 休日 | 但 光 の 城下 町 ひじ 町 と 滋味 豊か な 安心 院 を 訪ね で 別府 温泉 の リゾ ー ト ホテ ル 滞在 で 愉し む 本 9 | ps 
918 | 旬間 | 四季 多 紀 行 | 海 に 隊 む 源泉 か け 流し の 名 旅館 [大 岐 リ トリ ー ト ]2 連 消 悠久 の 自然 と 歴史 が 息づく 壱岐 対馬 P34 
9/30( よ ) 3 日 間 | 四季 < 紀 行 | 料理 研究 家 ・ 山 本 肛 子 さん と 行く 「 口 宜 ( こ うふ く ) の 旅 ] お いし い 壱 岐 ・ 対 馬 P.119 


出発 日 旅行 期間 


295)。 | 邊 間 | 四季 多 引 行 | 歴史 と 自 然 が 生み 出す 絶景 「 祈 り の 島 」 五島 列島 と 長崎 を 訪ね る Pl137 
7 | 提 間 | 四季 引 行 | 屋久 島 い わき き ホ テル に 3 連 消 世界 自然 遺産 の 島 「 屋 久 鳥 ] を 巡る P.139 
102230D、 | 4H 間 四季 徐行 | 美しい 海 と 赤 の 春 が 広がる 委 南 の 楽 財 世界 自然美 大 鳥 を 訪ね る Pl36 
2 日間 竣 の 休日 の クジ と 2 2 の 連 泊 P.138 
11/25( エ ) | 8H 間 | 夢 の 休日 | 達 沼 2 回 で ゆっ た り 紅 葉 の 名 所 を 巡る 晩秋 の 九州 美景 ハイ ライ ト ぐ ⑯@》 9) Piesno9 
8/4( 金 ) | 6H 間 | 夢 の 休日 | 阿 得 村 の 時 白馬 の 絶景 テラ ス * 紀 想 的 な 柳沢 の 沢 ス ギ 美景 を 巡る 中 部 北陸 大 周遊 ぐ ⑯) Psis 
9729( 金 ) | 8H 間 | 夢 の 休 昌 | JAL で H 本 を 縦断 日 本 が 世界 に 誇る 4 つの 「 世 界 自然 遺産 ] を 巡る P.36.37 
10/22⑬) 日 間 夢 の 休日 人 (の 7 P.104105 
11/17(④) g 昌 間 夢 の 人 凍 生 に P ぐ ② P.86.87 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 防 止 対 策 に 関す る 対応 に つい て 
公共 交通 機関 に つい て の 添乗 貞 に つい て 
各社 の 感染 対策 ガイ ドラ イン に 沿っ た 対応 を 確認 の 上 利用 し ます 毎日 の 検温 と 手指 の こま め な 消毒 を 実施 し ます 
_- 6 っ ・3 密 (密閉 ・ 密 集 ・ 密 接 ) を 極力 避け 、 ソ ー シ ャ ルディ スタ ンス た 
こま め な 除 菌 、 清 掃 、 換 気 に 加 え 従 業 員 の 検温 、 マ スク 等 の 適切 な 着用 、 ge の 国人 5 に ゝ 
うがい や 手指 の 消 毒 の 励行 、 価 調 管 理 の 徹底 を 要請 し て お り ます に に に 4 
※ 各 業界 の 対策 ガイ ドラ イン に 沿っ た 対応 を 事前 に 確認 し ます ご 自身 の 体調 管理 を お 願い し ます 。 
ラニ ェ ロ 問 ツア ー 中 は 手洗 い ・ 咳 エチ ケッ ト 等 感染 防止 対策 を 励行 いた だ きま す 
行程 中 の 鋭 光 に つい て ※ マ スク 着用 は 任意 と な り ます 


観光 時 の ご 案内 や 散策 は 少 人 数 に 分 か れ 、 ソ ー シ ャ ルディ スタ ンス の 確保 
に 努め ます (イヤ ホン ガイ ド な ど を 利用 する 場合 が あり ます ) 


※ 上 記 は 、 今 後 の 状況 に よっ て は 必要 に 応じ て 見 直し ます 。 ま た 、 政 府 や 地方 自治 体 か ら の 要請 等 に より 門 避 変 更 と な る 場合 が あり ます 。※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 防止 対策 に 伴い 、 イ ベン ト 、 奈 り 等 が 
中 止 と な る 場合 、 ま た 観光 地 に お いて 通常 より も 所 要 時 間 を 要する 場合 が あり ます 。※ 官 公署 の 命令 や その 他 当 社 の 関与 し 得 な い 事 由 が 生じ た 場合 や 運送 機関 及び 宿泊 . 観 光 施設 等 の サー ビス の 提 
供 が 困難 と 判断 され た 場合 、 行 程 の 変更 また は 催行 の 中 止 を を せ て いた だ く 場合 が て ざいます 。※ 国 や 各自 治 体 か ら の 要請 に 伴い 、 食 事 場所 で の アル コー ル 類 の 提供 を 中 止 する 場合 が ご ざい ます 。 


= 王 コ JR (新幹線 ・ 在 来 線 特急 ) ーーー バス (タク シー・ ジ ャ ン ボ タク シー) 一 航空 機 ヘン 船 ・ フ ェ リ ー THHT 私 鉄 …・〈 人 力 車 〉…・ 人力車 
ィ ッ ケーブル カー ロー プ ウェ イリ フト 還 志久 国生 人 を 加 ヶ 国 吾 人 国人 きき (し ) 合 ま な し 薬 花 の と ころ 、 肖 穫 葉 の みどころ 

内 宣 士 山 の 眺 望 を 楽し め る 場所 。 皿 5 計 計 記 世界 遺産 に 登録 され て いる 場所 | 知子 席 | 椅 子 席 (高座 椅子 や 掘り ご た つ 等 を 含む ) を ご 用 意 

( 〇 入場 し て の 観光 (下車 し て の 観光 倫 車 窓 か ら の 観光 [カジュアル ] ご 旅行 の 目的 や 移動 の 利便 性 を 重視 し 、 比 較 的 簡易 な 設備 や 、 通 常 より 狭い 客室 の ホテ ル を 設定 し て お り ます 。 
JTB 宿 泊 ア ン ケー ト 評 価 で 総合 評価 が 90 点 以上 の 宿泊 施設 (詳し く は 、 ご 案内 ・ ご 注意 欄 [JTB 宿 泊 ア ン ケー ト 評 価 に つい て 」 参 照 ) 


ご 案内 ご 注意 (必ず お 読み くだ さい ) 


コー ス 内 容 の 変更 に つい て 劉 気 象 条 件 、 道 路 状 況 に より 行程 (現地 出発 ・ 到 着 時 間 、 観 光 箇 所 、 行 程 の 順序 、 食 事 時 間 な ど ) が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 劉 気象 条件 に より 、 船 
舶 、 ロ ー プ ウェ イ 等 が 運休 する 場合 が あり ます 。 劉 気象 状況 に より 、 イ ベン ト が 中 止 ・ 延 期 と な る 場合 、 ま た 花 ・ 紅 葉 が 見 頃 と な ら な い 場 合 、 富 士 山 ・ 星 空 が 見 えな い 場合 が あり ます 。 そ の 
場合 で も ツア ー は 実施 し 、 ご 旅行 代金 の 払戻 し は あり ませ ん 。 欠 鉄道 の ダイ ヤ 改 正 、 航 空 機運 航 ス ケ ジ ュ ー ル な どの 変更 で 各 コ ー ス 中 の 出発 ・ 到 着 時 間 幅 を は ずれ る 場合 が あり ます 。 
信行 程 内 の 旅館 ・ ホ テル な どの 出発 お よび 到着 時 刻 は 目安 で 、 諸 事情 に より 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 食 週 末 出発 や 行楽 シー ズン は 道路 の 混雑 が 予想 され る た め 、 到 着 時 間 が 
大 幅 に 遅れ る 場合 が あり ます 。 欠 掲載 の イベ ント は 、2023 年 3 月 31 日 現在 の 予定 と な り ます 。 変 更 ・ 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 欠 官公 署 の 命令 や その 他 当 社 の 関 
与 し 得 な い 理由 が 生じ た 場合 や 、 運 送 機関 及び 宿泊 ・ 観 光 施 設 等 の サー ビス の 提供 が 困難 と な っ た 場合 、 行 程 変更 や 催行 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 久 島 へ の 船 ・ フ ェ リ ー で の ご 移 
動 時 、 手 荷物 制限 が ある 場合 や ポー ター サー ビス が 無い 場合 が ご ざい ます 。 最少 催行 人 員 ・ 最 少 受付 人 員 に つい て 久 各 コー ス に 記載 の 人 員 と な り ま す 。 ま た 、 最 少 催行 人 員 に 満た 
な い 場 合 は 催行 中 止 と な り ま す 。 欠 ご 出発 の 56 一 30 日 前 まで に 最少 催行 人 員 に 満た な い 場合 は 催行 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 な お 、2 名 様 より 出発 保証 日 は 、 
出発 日 の 5630 日 前 の 時 点 で お 申込 人 員 が 2 名 未満 の 場合 、 催 行 中 止 と な る 場合 が あり ます 。( 一 部 コー ス 除 く ) 客室 に つい て 念 特に 記載 が ある 場合 を 除き 、 お 部 屋 は バス * ト イレ 
付き と な り ま す 。 欠 中 天風 呂 付 客室 の 場合 、 内 風呂 が 付い て いな い お 部 屋 や 、 シ ャ ワー ブー ス の み の お 部 屋 と な る こと が あり ます 。 倫 洋室 (また は 和洋 室 ) の 場合 、 ご 利用 人 数 に よっ て エ 
キス トラ ベッ ド ま た は ソフ ァ ベ ッ ド を 利用 する こと が あり ます 。 欠 客室 内 の 風呂 は ユニ ッ ト バ ス の 場合 が あり ます 。 お 席 に つい て 念 航空 機 、 列 車 な ど お 席 の ご 希望 は 事前 に お 伺い で き 
ませ ん 。 カ ッ プ ル 、 同 グル ー プ の 方 で も 座席 が 離れ る 場合 が あり ます 。 欠 食事 の 座席 は 、 ツ アー 参加 の 他 の グル ー プ と 相席 と な る 可能 性 が あり ます 。 列車 ・ 航 空 機 に つい て 劉 東 海 
道 ・ 山 陽 ・ 九 州 新幹線 の 車内 に 3 辺 の 合計 が 160cm を 超え る 荷物 を 持ち 込む 場合 は 、 事 前 に 特大 荷物 スペ ー ス つき 座席 の 予約 が 必要 で す 。 詳 細 は 旅行 お 申し 込み 時 に 販売 店 に お 
問い 合わ せく だ さい 。( 販 売店 の みな さま へ ) 特大 荷物 スペ ー ス 付き 座席 は 販売 店 で の 手配 と な り 、 現 地 合 流 ・ 離 団 と な り ま す 。 念 航空 機 また は 列車 利用 の コー ス に お いて 包括 旅行 割 
引 運 賃 で の お 手配 と な っ た 場合 は マイ レー ジ サ ービス の 対象 外 と な り ます 。 念 特に 記載 の な い 限り 、 往 復 の 利用 便 は 出発 7 日 前 頃 に お 渡し する 旅 の し お り に て ご 確認 くだ さい 。 欠 行程 
表 に 記載 の 利用 駅 、 利 用 空港 に つい て 、 〇 〇 駅 (空港 ) ま た は 〇 〇 駅 (空港 ) 等 の 記載 の 場合 、 利 用 駅 、 利 用 空港 は 選べ ませ ん 。 ま た 、 経 由 便 を 利用 で 経由 地 が 記載 され て いる 場合 で 
も 、 〇 〇 空港 - 〇 〇 空港 - 〇 〇 空港 等 記載 の 場合 、 経 由 地 で ある 空港 か の ら の ご 利用 は で きま せん 。 お 食事 に つい て 旬 一 部 行程 中 食事 が 付か な い コ ー ス が あり ます 。 各 自 お 済ま せ 
くだ さい 。 食事 の 有無 は 各 コ ー ス の スケ ジュ ー ル を ご 確認 くだ さい 。 欠 食材 ・ メ ニュ ー は 仕入れ 状況 に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 欠 食物 アレ ルギー に 関し て は 必ず お 申込 時 に 販売 
店 係員 に お 申出 くだ さい 。 ご 旅行 中 は 厳密 な 「 ア レル ギー 物資 除去 食 」 の 提供 は で きま せん 。 ア レル ギー 対応 で 追加 代金 が 発生 する 場合 は 、 現 地 払い と な り ま す 。 ロイ ヤル ロー ド ・ プ 
レミ アム に つい て 亀 [ ロ イヤ ル ロ ー ド ・ プ レミ アム ] 利 用 コー ス で は テレ ビ 、 雑 誌 等 取材 の た め 、 報 道 関係 者 が 予告 な く ツ アー に 同行 する 場合 が あり ます 。 亀 「 ロ イヤ ル ロ ー ド ・ プ レミ ア 
ム ] 利 用 以外 の ツア ー は 、 ご 参加 人 数 に より 、 バ ス 移 動 と 表記 し て いる ツア ー で も ジャ ン ボ タク シー また は 中 型 ・ 小 型 タ クシ ー を 利用 する 場合 が あり ます 。 四季 彩 紀 行 に つい て 四季 
彩 紀 行 で は ご 旅行 の 目的 や 移動 の 利便 性 を 重視 し 、 比 較 的 簡易 な 設備 や 通常 より も 狭い 客室 の ホテ ル を 設定 し て いる 場合 が あり ます 。 ま た 、 島 へ の 船 ・ フ ェ リ ー で の ご 移動 時 、 手 荷 
物 制限 が ある 場合 や ポー ター サー ビス が 無い 場合 が あり ます 。 お 子 様 の 参加 に つい て 劉 未 就学 見 の お 子 様 の ご 参加 は ご 遠慮 いた だ いて お り ま す 。 お 子 様 の 参加 可否 、 ご 旅行 代 
金 に つい て は お 問い 合わ せく だ さい 。 JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト 評価 に つい て 亀 「JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト 評価 ] は 、JTB 商 品 の 品質 に 対し て JTB が 独自 に 定め た 評価 基準 で す 。 宿 泊 施 設 
その も の の 格付 け や 他 の 旅行 商品 に 対し て の 品質 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 掲 載 の 評価 に つい て は 、2022 年 1 月 一 2022 年 12 月 の JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト を 対象 と し て いま す 。 ア ン 
ケー ト 枚 数 が 30 枚 未満 の 場合 は 対象 外 と な り ま す 。 掲載 写真 に つい て 念 写真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 


お か げ さ まで 
ーー デュ 35 
催行 率 |「 ロイ ヤル ロー ド ・ プ レミ アム | 該当 の コー ス に は 


] 利用 の コー ス は KC この マー ク が 付い て いま す 。 
回 の 利用 バス 会 社 
8 9 5 名 位 0 由 革 保 4:/ (株 )km モ ビリ ティ サー ビス また は 


の 上 : (株 ) フ ジ エ ク スプ レス 
の コー ス を 除き ます 。 
2022 年 4 月 名 様 より 出発 保証 日 は 、 出 発 日 の 56 日 30 日前 の 時 点 で お 申込 人 員 が 2 名 未満 の 場合 催行 中 止 と な る 場合 が あり ます 。( 一 部 コー ス 除 く ) 
2022 年 12 月 発 


上 質 を 知る 大 人 の た め の ラ グ ジ ュ アリ ー バ ス 


記 人 40 3/ 人 


2 な 車内 設備 


ll_ 大 ここ 


全 座 席 に 備え た モニ ター で 、TV や DVD の 他 、 バリ アフ リー の 化粧 室 付 で 、 
バス 前 方 の 車載 カメ ラ が 映し 出す 走行 中 の ロン グ ド ラ イブ や 渋滞 で も 安心 で す 。 
景観 を お 愉し みい た だ け ま す 。 


シー トシ ェ ル で 仕切 られ た 完全 独立 型 シ ー ト は 、 前 後 の 間隔 も 広い た め 、 プ ラ リ r。 


イベ ー ト な 空間 で お 寛ぎ いた だ け ま す 。 荷 棚 の 無い 開放 的 で ワイ ド な 車窓 (UV 
カッ ト 仕 様 ) か ら 、 美 し 景観 を お 愉し みく だ さい 。 


全席 独立 弄 シ ー ト で っ = 8 
ど 参 加 に も 適し て いま す 。 HH 兄 ] 分 」 避 ] 分 ] 避 」 室 木 格 的 ドリ ンク サー ビス を 提供 で きる ギャ レー を 貸し 出し 用 の 傘 $ ど 用 意 し て いま す 。 
安心 の 化粧 室 付 。 


RS 設備 。 溜 れ た て の コー ヒー や 緑茶 、 ジ ュー ス を ど 急 な 雨 も 安心 で す 。 
座席 (イメ ー ジ ) 上 
う ぞ 。 環 境 に 配慮 し た 容器 で ど 提 供し て いま す 。 


ーー 


JTB ロ イヤ ル ロ ー ト 銀座 スタ ッ フ が 
予約 が 取り に くい お 和 宿 や 名 店 な どか ら 厳 選 。 


上 質 な 大 人 の 旅 | 夢 の 休 日 」 の 中 か ら 、 
さら に 秦 を 極め た 、 と っ て お き の ひ と 時 を 
お 愉し みい た だ ける ツア ー で す 。 


まま ば 再 氏 各 
ざき 


通常 で は 体験 で き な い 至福 の ひと と き を 
ご 用 意 い 7 まり 


〇 「 夢 の 休日 」 を 熟知 し た 添乗 員 が 同行 


「 夢 の 休日 」 の 添乗 経験 が 豊富 な 添乗 員 や コー ス を 熟知 し た スタ ッ フ が きめ 細やか に お 客 様 を サポ ー ト し ます 。 


⑨⑤ お 人 荷物 住 復 宅配 で 身軽 な 旅 を 


ど 自 宅 か ら 最 初 の 宿泊 地 へ 、 お よび 最終 宿泊 地 か ら ど 自宅 へ 、 お ひと り 様 お ひと つ 無 料 で お 荷物 を お 送り いた だ け ま す 。 


〇 ど ご 予約 後 の ご 相談 一 夢 の 休 日 ユー ス に ど ご 予約 いた だ いた 方 限定 一 
ツア ー ど 予約 後 か ら ど 出 発 前 の ど 相談 は 、 お 申込 み の 販売 店 また は 国内 旅行 デス ク ( お 電話 また は お 問合せ 専用 フォ ー ム ) に て 承り ます 。 
国内 旅行 デス ク で は 、 ど 旅行 先 の 気候 や 服装 関す る ご 質問 や 自由 行動 時 の 過 ど し 方 な ど 、 
企画 や 販売 、 添 乗 c 携 わる 社員 が 詳し く お 答え し ます の で お 気軽 に お 問い 合わ せく だ さい 。 
ど 質 問 の 内 容 に よっ て は お 答え で き な い 場合 も あり ます 。 
< 国内 旅行 デス ク 電 話 番号 >03-6731-7690 < 国内 旅行 デス ク お 問合せ 専用 フォ ー ム > 


〇 ご 出発 前 に 添乗 員 よ り ご 連絡 いた し ます 
安心 し て ご 旅行 を お 愉し みい た だ く た め に 、 こ と 出発 2 一 3 日 前 頃 に ど 挨 拶 を 兼ね て 最終 の ご 案内 を いた し ます 。 
ど 不 安 、 ど 不明 な 点 人 等 ご ど ざ いま し た ら 革 細 な と と で も 結構 で す の で ご ど 相 談 く だ さい 。 
(※ お 申し 込み 代表 者 様 の み へ の ご 連絡 と な り ま す 。 ) 


⑨③ 旅 の アレ ンジ を 承り ます 
お 部 屋 の アッ プ グ レー ド や 現地 合流 ・ 離 団 、 往 復 交通 の お 座席 の アッ プ グ レー ド な ど お 客 様 の ご ど 希望 に お 応え し ます 。 
ど 予 約 時 に お 申込 の 販売 店 へ ご 希望 を お 申出 くだ さい (と 出発 21 日 前 まで )。 
空き 状況 等 に より ど ご 希望 に 添え な い 場 合 も や ご ざい ます 。 


⑤ 国 内 旅行 保険 が 含ま れ て いま す 


詳細 は P.34 の ご 案内 を ご 覧 くだ さい 。 


販売 店 の みな さま へ 往復 交通 の お 座席 の アッ プ グ レー ド は 販売 店 に て 手配 し て くだ さい 。 


皆さま と 、 新 し い 未来 へ 。 


@)/ パ 1 
OAD 
GINZA 


TH 
ANNIVERSARY 


美しき 秋 の 岡山 城 と 厳島 神社 、 


せとうち の 海 (に 浮 の ぶ き ち いさ な 伯 09untQ 
ーー 瀬戸 内 海 の 心 穏やか な 移り ゆく 風景 、 光 、 租 り ゞ 風 、 旬 の 味わい を 五感 で 愉し む 旅 へ 計 。 


悠久 の せとうち 時 間 を 旅 す る 西 回 9 り 航路 へ -sg 
ベラ ビス タマ リー ナ を 出港 後 、 尾 道 水道 や 音戸 の 瀬戸 な どの 狭 水道 を 披 
け 、 馳 島 方 面 まで 進み ます 。 

ど ご 乗船 2 日 目 は 厳島 神社 へ 。 芸 予 諸島 の 多 島 美 に 酔い しれ な が とら 千年 も 
の 歴史 を 繋ぐ で せとうち に 流れ る 悠久 の 時 を 体験 で きる 旅 で す 。 


陣 せとうち の 秋 の 旬 の 味わい を 五感 で 愉し む 


オー ルイ ンク ルー シブ で 

お 楽し みい た だ ける 

ガン ツウ の お 食事 

水揚げ され た ば か り の 海 の 幸 、 旬 の 
野菜 や 肉 な ど 、 お 客 様 の お 好み を お 
伺い し 丁寧 c 調 理 し ど 提供 し ます 。 


食 私 (4 婦 寺 め 


メオ イニング 
和食 は 東京 の 老舗 割烹 「 重 よし 」 の 
佐藤 憲三 氏 が 監修 。「 重 よし 」 の 料理 
を 基本 と し 、 お 客 様 の お 好み に あわ 
中 | 且 還 | 上 六 間 請 電 し ます 。 ま た 、 じ っ くり と 時 間 を 
rp か け 丁 寧 に 者 込ん で 作り 上 げた ビー 
フシ チュ ー 等 、 ど こ か 懐か し 定番 メ 
ニュ ー を ガン ツウ で し かみ 味わえ な い 洋 
食 で お 愉し みい た だ け ま す 。 


ダイ ニン ク :( の 必要 ジ ) 


鮨 カウ ンタ ー 
6 席 だ け の 小さ な 人 カ ウン ター。 兵 庫 
県 「 淡 路 島 万 (のぶ) 」 の 坂本 互生 
氏 が 監修 し 、 瀬 戸 内 な ら で は の 鮨 を 
ど 提 供し ます 。 


人 鮨 カウ ンタ ー 


10 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 


ー 恵 識 か な せとうち の 目 然 と 文化 、 歴 史 に 


ガン ツウ (に は 4 種類 の 客室 が あり ます 。 全 室 海 面 か ら の 距離 が 近い テラ ス 付 


の スイ ー ト ルー ム 。 心 地 よく 包み 込ま れる よう な 空間 と 目 の 前 に 広がる 景色 が 
一 体 と な る 感覚 で 、 せ と うち を 感じ て いた だ く と と が で きま す 。 
※ 全 室 ハ リウ ッ ド ツイ ンタ イプ と な り ま す 。 


田 ザ ガン ツウ スイ ー ト 
(露天 風呂 付 ・ 約 90m) 

船首 の 前 方 を 独占 する ザ ガン ツウ ス 
イー ト 。 進 行方 向 180 度 の 景色 を 一 
望 で きる 唯一 の 客室 で す 。 


ザ ガ ン ツウ スイ ー ト 客室 


圏 テ ラス スイ ー ト 
(露天 風呂 付 ・ 約 50mm) 

檜 の 浴槽 を 設え た 露天 風呂 付 。 ベ ッ ド 

か ら 海 まで の 距離 が 全 客 室 の な か で 

最も 近い お 部 屋 と な り ま す 。 


圏 グ ラン ドス イー ト 

(露天 風呂 付 ・ 約 80mm) 
全 客 室 の な か で 最も 広い テラ ス ( 約 
11m) を 誇る グラ ンド スイ ー ト 。 大 きく と 
られ た 窓 か ら 移 り ゆ くせ と うち の 景色 
を と 堪能 いただけ ます 。 


旨 。 


由 画 - MT 
語 


グラ ンド スイ ー ト 客室 


圏 テ ラス スイ ー ト 

(内 風呂 付 ・ 約 50mY) 
海 と の 距離 が 間近 に 感じ られ テー ブル 
(に 思わ ず 海 図 を 広げ た く な る よう な ソ 
ファ ー ル ー ム の ある 客室 。 


と J 


テラ スネ スイ ー ト 内 風呂 付 客室 


※ テ ラス スイ ー ト の 客室 に は テレ ビ の ビ ど 用 意 は あり ませ ん 。 


ガン ツウ ツ 貸切 クルーズ 


触れ る 特別 貸切 クル ー ズ 「 ガンツ ウ 」 で 寛ぐ 5 日 問 


> 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 鈴 光 、 
ョ に スケ ジュ ー ル \ は 紅葉 の みどころ 、[ ] は ガン ツウ 通過 予定 ポイ ント 
JPB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 20 周 年 特別 企画 東京 駅 (9.00-10:00) 発 ニー-( 東 海道 山陽 新幹線 グリ ー ン 車 ) ニー 
歴史 学者 磯田 道 史 さ ん (に よる 講演 (2 自 ) ] | 名 古屋 駅 ー 新 大阪 駅 岡山 駅 一 〇 大 原 美術 館 …… 〇 大 原 
2022 年 11 月 令 和 の 大 改修 を 終え た 岡山 城 の 天守 閣 の 展示 を 監修 され た | 日 別 [ 和 有 隣 (特別 見 学 ) 一 一 岡山 市 内 泊 (16:45 頃 ) 
磯田 道 喝 さ ん よる 講演 。( 岡 山城 内 施設 に て ) 回 主 ホテ ル に て フラ ンス 料理 l 
ホテ ル (9:20 人 頃 ) 
還 証 民 還 賠 山 城内 施設 に て 1966 年 の 再建 以来 初 の 大 規模 改修 
2 | で ある 岡山 城 の 天守 閣 の 馬 修 を され た 歴史 学者 磯田 道 史 さ ん に 
' 全 | よる 講演 岡山 城 一 「 荒 手 茶寮 | (和食 の ご 昼食 ) [椅子 席 


導 〇 岡山 後楽 園 一 尾 境 ガ 泥 (17:00 刀 
回 腕 府 メイ ンダ イニ ング エレ テ ギ ア に て 新 火 料理 國 層 図 
ホテ ル (10:00 頃 ) 一 次 〇 千 光 寺 公 園 デ 一 「 料 亭 旅館 魚 信 」 (オコゼ 
了 1 席 の ご 昼食 ) [椅子 席 ベラ ビス タマ リー ナ 着 

1 ガン ツウ 」 出 港 (16:30 頃 ) ン ン [尾道 水道 ] ベン ご 夕食 宮島 沖 
(広島 県 / 錯 泊 ) 國 居 図 
ン ン ご 朝食 ン ン 宮島 機 椅 …… 

[加計 適 恨 厳島 神社 に て 平家 琵琶 の 奉納 演奏 鑑賞 

4 厳島 神社 の 正式 参拝 と 「 平 曲 ( 正 調 平家 琵琶 ) 弾き 語り 奏者 」 荒 尾 努 
11/15| さん に よる 平家 琵琶 の 演奏 を お 愉し みい た だ きま す 。 


( 水 OS 6 3 ER 
由 昌 EE 宮島 機 橋 ー ン ご 昼食 ン ご 夕食 ン ン 百 島 沖 また は 輌 の 浦 沖 
1 区 2010 生 遇 県 ノ 鉛 
近 着 K| 時 く J( 中 公 新 書 )、『 値 家康 選者 0 二 男 還 了 
の 戦略 (文春 新書 ) 加 デン ご 朝食 < ヘー ベラ ビス タマ リー ナ 帰 港 (1 1:00 頃 ) = 
11/1| 福山 駅 =( 山 陽東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 新 大 阪 駅 テー 
(| 名 古屋 駅 = デー 東 京 駅 (15:30 一 18:00) 着 國 LI 
ンー ガン ツウ ご 乗船 中 の 船 外 体験 一 (利用 パス 会 社 ) 中 国 ジ ェ イ アー ル パ ス 
ウ と 乗船 中 の 船 外 体験 ※ ご 参加 は 15 歳 以上 の お 客 様 に 限り ます 。※ 講 演者 や 演者 は ご 本 人 の 健康 上 等 の 
ーー 昌 ゃ 2 と ま 王 壮 手 る > ゞ な:f 理由 で 急 層 変 更 と な る 場合 が ござ いま す 。※「[ ガ ン ツ ウ ] は 天候 ・ 海 象 ・ 入 港 時 間 ・ 洪 
世界 遺産 厳島 神社 に て 平家 琵 芋 の 奉納 演奏 を ご 鑑賞 深 管 理 な どの 諸事 情 に より 、 航 路 や 上 陸 す る 島 、 所 要 時 間 、 船 外 体験 が 変更 ・ 中 止 と 
(4 日 目 ) な る 場合 が あり ます 。 ご 乗船 後に 正式 に ご 案内 と な り ます 。※ 2 日 目 岡 山城 入口 か ら 
上 に て 正式 参拝 後 、 天守 間 前 へ の 昇降 は 階段 の み と な り ます 。 天 守 痢 内 は 入口 か ら 4 階 まで は エレ ベー 
PR 時 SR ター が あり ます が 、5 階 と 最上 階 は 階段 の み と な り ま す 。 ※4 日 目 ガ ン ツウ か ら 宮島 
プッ 条 唱 き 棚 、 k 機 橋 へ は 通 船 の ご 利用 と な り ます 。 宮 島 機 橋 か ら 賊 島 神社 間 は 往復 徒歩 で の ご 案 
者 」 荒 尾 努 さん に よる 奉納 演奏 庁 二 生 E ee 。 内 と な り ま す (片道 約 15 分 ) 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
ト < N スー v 
92 画 和 泊 :〈1 泊 目 ノ 較 山県 * 岡 山 市 内 〉 ホ テル プラ ン ヴ ィ ア 岡山 洋室: ツイ ン ) 
※ 境 内 は 貸切 で は あり ませ ん 。 (2 泊 目 広島 県 "尾道 境 ガ 浜 ) 太 訓 則 ベラ ビス タ スパ & マ リー ナ 尾道 (洋室 ツイ ン ) 
(3・4 泊 》 ガン ツウ 船内 泊 
※ 全 日 、 客 室 は ハリ ウッ ド ツ イン タイ プ と な る 場合 が あり ます 。 
荒尾 努 さん 【 ガ ン ツ ウ に つい て の ご 乗船 の ご 案内 】@ 船 上 で の 基本 の お 食事 、 お 飲み 物 ( 一 部 
5 連語 唐 9 料 ) ・ 船 外 体験 や 般 内 アフ ティ ビ テ ィ は 旅行 代金 に 含ま れ ま す 。 一 部 の メニ ュー( エ 
平 曲 (正調 平家 琵琶 ) 理 き 語 り 奏 者 。1979 年 東京 生 ステ な どけ は 別人 人 加代 金 が か か り ます (現地 払い ) 信 般 内 で の お 食事 の お 時 間 ・ 
まれ 。1999 年 故 金 春彦 先生 ・ 須 田 誠 舟 先生 の 下 ン ES 2 
で 、 平 曲 を 学び 始め 、 指 導 を 受け る 。 数 少な い 平 曲 継 内 容 よ ご 希 望 塁 に 添え な い 場 合 が あり ま 。 (特に 席 数 こ 限 ! が ある 鮨 カウ ンタ ー の 
承 者 と し て 、 一 人 で も 多く の 人 KC 平家 の 語り を 聞い て ご 利用 ) 代 船 内 の ドレ 当 村 お まま ツウ ー で は ガン ツウ ご 乗船 前 に 健 
いた だ く 為 C 年 間 50 回 近く の 演奏 、 講 演 活動 を 行っ て 康 質問 票 同意 書 の ご 記入 な ら び に 検温 お よび 抗原 検査 を 実施 いた し ます 。 予 告 な 
いる 。2005 年 か ら は 宮島 観光 大 使 に 就任 。 く 変 更 ・ 中 止 と な る 場合 ご ざい ます 。 詳 し く は 販売 店 係員 へ お 問合せ くだ さい 。 
最大 28 名 | /1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 往 復 宅配 付 ※1 


出発 日 2023 年 1 1 月 12 日 (日 ) 


ご 旅行 代金 お ぉ 1 人 様 あたり ) @ 最 少 催 行人 員 :18 名 @ コ ー ス 番号 :1GGK000-G 
1 泊 2 泊 3.4 泊 
由 発 到着 地 ホテ ルグラン ヴィ ア 岡 山 ベラ ビス タ スパ & マ リー ナ 尾道 ガン ツウ 2 名 1 室 1 名 1 室 
セパ レー トス ー ペ リア ツイ ン ( 約 32m) 症 1 階 | 1.750,000 円 | 2.700.000 由 
スス イー ト 内 風呂 付 ( 約 50 ッ ク ウ り , ュ ク りり, 
オー シャ ン フ ロン ト 細 の 周 避 付 約 5070 | 2 夫 | 1.850.000 ロ | 2.800.000 ロ 
ラグ ジュ アリ ー( 約 50m) 1 階 | 2.050.000 円 | 2.900,000 由 
ーー ー L 画 二 ( 約 50nf ロ H ロ 
東京 駅 発 装 | グラ ン ヴ ィ アツ イン ( 約 32n1 テラス スイート 舞 天 周 叶 付 ( 約 50m っ 直 | 2.150.000 ロ | 3.000.000 
に 8 eo 、 | 1 階 | 2.300.000 由 
テラ スス イー ト ( 約 100m) グラ ンド スイ ー ト 訓 天 風呂 付 ( 約 80m) 2 直 | 2.400.000 
ジュ ニア スイ ー ト ( 約 69m) ザ ・ ベ ラビ スタ ( 約 100m) | ザ ガン ツウ スイ ー ト 露天 風呂 付 ( 約 90m) | 2 階 | 2.500,.000 円 
名 古屋 駅 発着 片 閣 6.000 円 き 
新 大 阪 駅 発 着 片道 11.000 円 き 
往路 岡山 駅 合流 18.000 円 きき 
復路 福山 駅 離 団 18.000 円 引き 


※1 往路 (ご 自宅 一 1 泊 目 ホテ ル ) 、 復 路 (2 泊 目 ホテ ルー ご 自宅 、「 ガ ン ツ ウ 」 一 ご 自宅 の 2 回 ) の 手荷物 配送 サー ビス を ご 利用 いた だ け ま す 。 添 乗員 は 1 東京 駅 か ら 5 東京 
駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。※ ガ ン ツ ウ に 関す る ご 注意 事項 が ご ざい ます 。 詳 し く は 販売 店 係員 に お 尋ね くだ さい 。 販売 店 の 皆さま へ ニュ ー ス ID507320 を ご 確認 くだ さい 。 
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ロイ ヤル ロー ド ・ 
プレ ミア ム 


美味 し い 滋賀 ・ 犬 阪 3 日 間 


が リッ ツ ・ カ ー ル トン 京都 外観 


語 昌 件 観 本 り ラ ッ . カ ー ル トン 京都 錠 水 星 内 和 
| 泊 ザ リッ ツ ・ カー ルト ン 京 都 2 泊 目 〉 今 、 食 通 の 間 で 熱い 視線 が 
に ェ コ 
三 十 六 峰 を 一 望 で きる 最高 の ロケ ーション 。 全国 の 食 ヵ 通 が 足し げ く 通う 憧れ の 
時 の の 0 さ 
ご 夕食 は 長 さ 11m の カウ ンタ ー を 舞台 に し た 鮨 コー ス を ど 賞 味 く だ さい 。 ー あ とこ が れ の 2 つの 
スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 鈴 光 共 和 徳山 魚 ( 3 日 目 昼食 ) 


ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10.00-11:00) 発 (東海 道 新幹線 グリ ー ン me 余 具 湖 の 自然 豊か な 地 で 、 発 酵 料理 ・ 自 然 の 恵み に あふ れ た お 食事 
車 ) = 王 新 大 阪 駅 ーー 岸和田 だ ん じ り 会 館 = 一 〇 岸 城 神社 を 愉し め る 和風 オー ベル ジュ 。「 熟 鮮 ( な れず し ) 」 な ど 北 近江 の 伝統 的 な 郷土 料 
1 (岸和田 だ ん じ り 祭 発祥 の 宮 ) 一 一 大 阪 市 内 泊 (16:30 紀 ) 理 の 価値 を 見 出し て 、 こ れ ま で の 概念 を 覆す 独自 の 醍 酵 料 理 と し て 昇華 させ た お 
序 健 「 ポ ン テ ベ ッ キ オ 」 関 西 イ タリ ア 料 理 界 の 重鎮 が 贈る イタ 忠 の 数 々 を お 愉し みく だ さい 。 
リア ン 。 (途中 オー ナー シェ フ 「 山 根 大 助 」 氏 が 直接 料理 に つい て 
語る 時 間 が あり ます 。) 男 圏 | 
ホテ ル (9:30 頃 ) 一 つづ ガ ー デ ン ミ ュー ジア ム 比 吉 ー 一 ご 昼食 ーー 
の 〇 平安 神宮 = 京 都市 内 泊 (16:30 仙 
連座 参 ホテ ル 内 「 鮨 水 昌 」 長 さ 1 1m も の カウ ンタ ー を 舞台 に 


鮨 の コー ス 料 理 を 愉し み ま す 國 層 耳 
ホテ ル (9:00 頃 ) = 一 〇 彦根 城 玄 宮 園 ( 徳 川 家康 ゆか り の 城 を 望む 
本 庭園 ) 一 奈 呉 湖 「 徳 山 馬 」 発 酵 料理 の オー ベル ジュ と し て 全国 < 料理 (イメ ー ジ ) 

に 名 を 知ら れる 名 店 に て ご 昼食 (途中 オー ナー シェ フ 「 徳 山 浩明 ] 

氏 が 直接 料理 に つい て 語る 時 間 が あり ます ) 一 一 賠 ョ レー テン で 

ホン や 

米原 駅 (15:30-17:00) 発 王 ( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー ボ ポンテ ベッ キオ GH 上 夕 全 ) 

東京 駅 (18:00-19:30) 着 國 悦 し ミラ ノ を は じ め 各 地 で 研 鐘 し た 山根 大 助 氏 が 帰国 後 地元 大 阪 に 開店 。 ガ ン ベ ロ 
(利用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス ロッ ソ 誌 に お いて 日 本 の イタ リア ン 最 高 点 を 過去 二 回 獲得 。2004 年 イタ リア 政府 よ 
※3 日 目 [ 徳 山 艇 | は 大 型 バ ス が 入る こと が で き な い 立地 の た め 途 中 小型 車 に 乗り 換 "りり カヴァ リエ ー レ 章 を 叙勲 する な ど 日 本 の イタ リア 料理 界 を 牽引 する レス トラ ン 。 
えま す 。 ま た お 料理 に は 「 ジ ビエ 」 が 含ま れる 場合 が あり ます 。 食 材 の 変更 や リフ エス 日 本 食材 等 も 巧み に 利用 する “ポン テ ベ ッ キ オ 流 イタ リア ン "” を お 愉し みく だ さい 。 


ト は 承れ ませ ん の で 予め ご 了承 くだ さい 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

田 宿 泊 :〈1 泊 目 / 大 阪 府 ・ 大 阪 市 内 〉 帝国 ホテ ル 大 阪 (洋室 ・ ツ イン ・ イ ン ペ リア ル 
フロ アノ 約 40m) 
〈2 泊 目 ノ 京都 府 ・ 京 都市 内 〉 ザ が ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 京都 (洋室 ・ ツ イン ・ グ ラン ド 
デラ ックス カモ ガワ ビュ ー ノ 約 55m) 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 2 日 土 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGKRO0-A 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 

東京 駅 発着 600.000 由 780,000 由 料理 マス ター ズ 
往路 新 大 阪 駅 合流 15,000 円 き 日 本 の 「 食 」 や 「 食 材 」、「 食 文化 」 の 素晴らし し さや 魅力 に 誇り と と だ わり を 持ち 、 
客 米 原 駅 団 SMOel 普及 に か か わっ て きた 料理 人 を 表彰 する 農林 水産 省 の 顕彰 制度 で す 。 


添乗 員 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
12 


2023 年 開業 「 紫 連 ラグ ジュ アリ ー コ レク ショ ン ホ テル 奈良 」 の 休日 ルー ド 


プレ ミア ム 


滋賀 ・ 奈 良 3 日 間 


ーー : 。 Gy 


中 是 」 = 
| 還 


アコ ルド > ゥ 内 観 ( イ メー ジ ) 


者: ホ テル (内外 谷 ( コ メー ジ ) 


注 が れる 関西 エリ ア 。 紫 翠 ラグ ジュ アリ ー コ レク ショ ン ホ テル 
名 店 を ラグ ジュ アリ ー バ ス で 巡り ます 。 奈良 議 隊 2023 年 開 


弄 能 する - 日 本 有数 の 名 勝地 「 奈 良 公園 」 の 西端 に 位置 し 、 春 日 
名 店 を 堪能 する 大 社 や 興福 寺 、 東 大 寺 な どの 世界 遺産 (に 囲 まれ た 

希有 な 立地 。 隈 研吾 氏 設計 に より 伝統 的 な 建物 を 
比良 山 蘭 タタ 食 ) 残し っ つ 快 適 な 客室 を 実現 し た 上 質 な ホテ ル 。 | = 


山 懐 に 抱か れ た 静か な 環境 に 位 む 日 本 料理 の 名 店 。 日 本 建築 の 良さ を その まま に 、 スケ ジュ ー ル 
山水 流れ る 庭園 を 囲む 上 質 な 空間 で 季節 ご と に 変わ る 山 の 恵 み を ど 提 供し ます 。 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 信 は 車窓 観光 、 柴 は 花 の みどころ 


秋 の “味覚 の 王様 高級 食材 「 天 然 の 松茸 」 や 「 落 ち 鮎 」 を 香ばし く 炭 火 焼 な ど で ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00 一 11:00) 発 =ー( 東 海道 新幹線 グリ ー 
お 肝 し 上 が り い た だ く 特 別 な 秋 の 味覚 コー ス で す 。 ン 車 ) =ー 京 都 駅 ーー 京都 市 京セラ 美術 館 (2020 年 リニュ ー 


1 アル の 壮 雇 な 建物 の 美術 館 ) 一 京都 市 内 泊 (15:00 鉛 ) 

「 比 良 山荘 」 に て 全国 の 食通 が この 味 を 求め て や っ て くる 
と いう 季節 限定 の 人 気 メ ニュ ー「 天 然 の 松茸 」 と 「 落 ち 鮎 」 を ご 賞味 
くだ さい 【 
ホテ ル (9:30 頃 ) デー@ 酬 恩 庵 一 休 寺 (一 休 禅 師 ゆ か り の お 寺 ) 
ーー 名 物 柿 の 葉 寿司 の ご 昼食 | 特 子 語 〇 朱雀 門 ひろ ば * 復 元 
遣唐使 門 一 一 奈良 市 内 泊 (15:00 頃 ) ※ 早 め の ホ テル チェ ッ ク イ ン 
ノ | 後 隣接 する 奈良 公園 散策 な ど 自 由 に お 愉し みく だ さい 
「 ア コル ドゥ 」 バス ク の モダ ンス パニ ッシュ の 名 店 で 腕 を 
磨い た 川島 軸 シ ェ フ が 贈る 奈良 食材 の 独創 的 な 一 皿 を お 愉し み 
くだ さい 國 忌 力 
ホテ ル (9:30 頃 ) 一 療 〇 明日 香 村 石 舞台 古墳 (彼岸 花 の 咲く < 遺 貴 
3 散策 ) ーー 〇 キト ラ 古 墳 壁画 体験 館 ご 昼食 | 椅子 席 
新 大 阪 駅 ーー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) エー 
東京 駅 (18:00-19:00) 着 國 悦 
(利用 バス 会 社 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
田 宿 泊 :〈1 泊 目 京 都 府 ・ 京 都市 内 〉 ホ テル オー クラ 京都 岡崎 別邸 (洋室 : ツ イン ン 
約 40m) 
(2 泊 目 奈良 県 ・ 奈 良 市 内 紫 加 ラグジュアリー コレ クション ホテ ル 奈良 (洋室 ・ 
ツイ ング 約 41m) 


鮎 料理 (イメ 計 ジ ) 


較 アニ ェ ル ドッ emm) 


アコ ルド ゥ と は バス ク 語 で 「 記 憶 」 の 意味 。 
スペ イン ・ バ スク 地方 の 名 店 ム ガ リ ツ で 学ん だ 
料理 哲学 を 、 奈 良 と いう 古都 が 持つ スト ー リ ー 
と 地域 の 生産 者 が 作る 食材 を 合わ せ て 、 洗 練 
され た 感性 と 技術 で きれ いな 料理 に 仕上 げ 
ます 。 

土地 の 記憶 、 料 理 人 の 記憶 に 、 食 べ る 人 の 記憶 
を 重ね て 、 そ の 人 だ け の 美味 し さ を 味わう こと 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 30 日 詩 ) 


が で きま す 。 そ し て それ が 新しい 記憶 と な っ て ご 旅行 代金 おぉ 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGKRO0.B 
残っ て いき ます 。 出発 到着 地 | 2 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
二 ッ イン (41n? 580.000 円 | 760.000 円 
ツイ ン (41m) 温泉 風呂 付 | 600.000 円 | 780,000 由 
生産 者 等 と 「 協 働 」 し た 様々 な 取組 を 通じ 、 こ れ ら の 伝承 、 ada 1 


復路 新 大 阪 駅 離 団 15,000 円 引き 
添乗 具 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


開 や ぐ 美食 の 旅 一 三重 県 ・ 記 麻 - | 


ゆたか 


個 維 御 個 (る) 


TB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 企画 
8 席 限定 「MOKU ISESHIMA 人 秋 裕 禅 」 で いた だ く 
美味 な る お 寿司 コー ス (3 日 目 昼食 ) 


日 本 で 唯一 、 国 立 公園 内 で 鮨 を 味わう こと が で きる 1 日 1 組 限定 の オー ベ 
ル ジ ュ 「MOKU ISESHIMA 」 内 に ある 鮨 店 。 

英 廣 湾 の 豊か な 自然 で 育っ た その 日 1 番 の 新鮮 な 食材 を 、 一 匹 ず つ 厳 選 。 
鮨 の ほか 、 地 元 の 漁師 料理 か ら イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 受け た と と で し か 味 
わら うと と の で き な い 食 体験 を 通し て 地域 文化 を お 伝え し ます 。 心 身 と も に 
SA 等 ち し て いま す 。 


食材 メー ジ ) 


鳥羽 国際 ホテ ル 才 5 


鳥羽 湾 を 見 下ろ す 高 台 
LEO 


回 5EZz3 … 


伊 葵 志 摩 国立 公園 内 の 風光 明 如 な 英 廣 湾 沿岸 に 建つ リゾ ー ト ホテ ル 。 
客室 は リビン グ と 寝室 が 一 続き に な っ た 99mTY の ゆとり の 空間 。 
お 食事 は 伊勢 志摩 な ら で は の 食材 を ご 堪能 ぃ た だ きま す 。 


(に 建 つ リ ゾー ト ホテ ル 。 大 き な 窓 か ら 望 む 雄 大 な 海 の 


『 イ ヤル ロー ド ・ 
プレ ミア ム 


鯖 裕 禅 鮨 カウ ンタ ー 


英 廣 湾 サ ン セ ッ ト ク ルー ズ (2 


「 日 本 の 夕陽 百 選 」 に も 選ば れ た 英 
湾 。 水 面 に 映し 出さ れる 輝く 夕陽 を 、 
船上 か ら ご 覧 くだ さい 。 船 は 当 ツ アー 
で チャ ー タ ー し 、 ホ テル の 加 よ り 出 港 
し ます の で 、 プ ライ ベー ト 感 の ある 
クル ー ズ を 満喫 いた だ け ま す 。 


スケ ジュ ー ル 


英 員 簿 の 夕 長 (イメ ー ジ ) 


⑥ 伊 勢 志摩 観光 き 之 ホシ ョ ン 機 構 


は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 信 は 車窓 観光 
新 大 阪 駅 (8:00--9:00) 発 王 ( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 一 名 古屋 駅 

ーー 品 約 120 分 伊勢 [割烹 大 喜 ] (て こね 寿司 の ご 昼食 ) | 椅子 席 
1 | デーO 伊 勢 神宮 ・ 内 宮 ( お 伊勢 さん 観光 案内 人 付 )…… 〇 お は らい 
お か げ 横 本 (自由 散策 ) 鳥羽 泊 (16:30 軸 ) 


| 


訪 符 メイ ンダ イニ ング 「 シ ー ホ ー ス 」 に て フラ ンス 料理 口 司 図 

ホテ ル (9:45 人 頃 ) 〇 ミキ モト 真珠 分 志摩 観光 ホテ ル 「 ラ ・ メ ー ル 

ザ フク ラシック] ( 海 の 幸 カレ ー の ご 昼食 ) | 椅子 席 (タク シー) =ー 
2 人 横山 展望 台 (タク シー) 賢島 泊 (15:00 思 

ご 夕食 前 に ひ 英 膚 演 の サン セッ トク ルー ズ へ ご 案内 

(8 月 17:30-18:30 ノ 10 月 16:10-17:10 ※ 予 定 ) 

2 例 松阪 邊 を メイ ン 料 理 に 含む 日 本 料理 園 司 回 


< = 然 に 囲ま れ た 極上 の リゾ ー ト で ゆっ た りお 寛 ざ くだ さい 

加 ホテ ル (11:00 頃 ) ^ ン 臨 錠 谷本 問 崎 島 「 鮨 裕 禅 」 (お 寿司 コー ス の ご 
昼食 ) | 椅子 席 | ン 賢島 港 一路 約 200 分 = 一 新 大 阪 駅 (17:45 頃 ) 着 

國 固 


〈 利 用 バス 会 社 (株 )km モ ビリ ティ サー ビス 

※2 日 目 、 サ ン セ ッ ト ク ルー ズ は 悪天候 の 場合 欠航 と な る 場合 が あり ます 。 そ の 場合 は 
ご 旅行 終了 後に 船 代金 に 相当 する 代金 を 払戻 し いい た し ます 。 ※2 日 目 、 横 山 展望 台 へ は 
大 型 バ パス の 入 車 が で き な い た め タ クシ ー を 利用 し ます 。※ 3 日 目 の 間 崎 島 は 悪天候 で 
船 が 欠航 の 場合 渡島 す る こと が で きま せん 。 そ の 場合 は 「 ア マネ ム 」 で の ご 昼食 に ご 変 
更 と な り ま す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


較 宿 泊 :〈1 泊 目 三 重 県 鳥羽? 鳥羽 国際 ホテ ル (洋室 ・ ツ イン ・ オ ー シ ャ ン ビ ュー スイ ー 
トン 56m) 
〈⑫ 泊 目 プ 三重 県 賢島 〉 ア マネ ム (洋室 : ツ イン ・ ス イー トン 99m) 


最大 8 名 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 


出発 日 2023 年 8 月 30 日 ( 水 )、10 月 31 日 ( 選 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :4 名 介 コ ー ス 番号 :1GGKR00-C 
出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
新 大 阪 駅 発着 560.000 ロ 680.000 由 
往路 名 古屋 駅 合流 
添乗 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 3 


5,000 円 引き 
新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


創業 160 年 城崎 の 老舗 旅館 「 西村 屋 本 館 」 に 連 泊 


冬 の 味覚 の 王様 ! 松葉 が に 」 を 堪能 日間 の 


靖 N 


ES 了 バ 
NN. 計っ に 市 


日 本 海 の 冬 の 味覚 、 ズ ワイ ガニ の 漁 は 毎年 11 月 6 日 に 解禁 を 迎え ます 。 

当 ツ アー で は 、 通 常 ご 覧 いただく と と が で き な い 津 居 山 港 の 初 競 り を 西村 屋 本 館 の 高橋 
総 料理 長 の ご 案内 付き で 見 学 い た だ きま す 。 

水揚げ され た ば か り の 蟹 が 競り 場 に 並べ られ 、 競 り 人 の 威勢 の よい 掛け 声 が 飛び 交 5 中 、 
仲買 人 た ち が 次 々 と 競り 落と し て いく 様子 を 間近 で お 愉し みく だ さい 。 

※ 初 競り は 14 時 頃 か ら を 予定 し て いま す が 、 漁 獲 量 に より 時 間 が 前 後 する 可能 性 が あり ます 。 そ の 場合 は 
行程 を 変更 し 、 初 競り に ご 案内 し ます 。 な お 、 荒 天 に より 漁 が 行わ れ な い 場合 も あり ます の で 、 予 め ご 了承 
くだ さい 。※ 料 理 長 が 体調 不良 な ど や お を 得 な い 理 由 で 同行 で き な い 場 合 に は 別 の 者 が ご 案内 し ます 。 


剛 城崎 温泉 伝統 工芸 「 麦わら 細工 」 の ジョ コー 〇 は 下車 観光 、 人 は 車 鶴 光 
制作 実演 を 見 学 ug) 新 大 阪 駅 (8:00) 発 一路 約 200 分 一 城崎 [さん ぽう 西村 屋 本 店 | 

約 300 年 の 長い ぃ 歴史 と 伝統 を 誇る 兵 (和食 の ご 昼食 ) ーー 臨 富 褒 還 〇 津 居 山 港 ( 蟹 の 初 競り 

庫 県 伝統 工芸 品 指 定 「 麦わら 細工 」。 - し 2 

絹 の よう に 滑ら か な 手触り と 上 質 な 隊 玉 央 温泉 泊 (16:30 由 ) 

ツヤ が 美しく 、 ひ と つ ひ と つの 行程 を - 4 き 天 但馬 牛 を 使っ た 季節 の 会 席料 理 

際 et の 衝 に 二 。 店 ホテ ル (⑨00 由 一 一 咽 約 120 分 一 〇 伊根 湾 め ぐり 遊 

当 ツ アー で は か みや 民 王 店 の 三代 も 1) 各 [aceto( ア チェ ー ト )」 (イタ リア 料理 の ご 昼食 ) | 椅 ー の 伯 地 和 

目 ・ 神 谷 俊彰 氏 の 解説 付 で 制作 の = - 造 (明治 26 年 創業 の お 酢 屋 で 醸造 蔵 見 学 ) 一 城崎 温泉 泊 (16:45【 軸 

実演 を ご 覧 いた だ け ま す 。 ンー 、 ら 20mc の ジン 2 き 天 初 競 り で あがっ た 蟹 を 使っ た 本 生か に づく し 会 席 國 違 較 


ホテ ル (9:30 需 ) = 一 〇 出石 の 町 並み 散策 一 一 「 い ず し 堂 」 (出石 そば の 


ご 昼食 ) ー 王 咽 約 180 分 一 二 新 大 阪 駅 (16:15 需 ) 着 國 悦 」 
| 泊 画 村 屋 本 館 “ ーーーー 


(利用 パス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
城 岩 の 中 心 を 流れ る 大 多 川 、 柳 並木 、 石 造り の 橋 、 情 緒 豊 か な 温泉 街 の 中 ※2 目 の 夕食 で 提供 され る 松葉 が に は お 一 人 様 1.5 杯 程度 で す 。 ま た 城崎 で は 衣 の 提供 
ほど に 伴 む 老舗 旅館 。 が 初 競 り 日 の 翌日 1 1 月 7 日 と 規定 され て いる た め 、2 日 目 の 夕食 で の ご 提供 と な り ます 。 
丹精 され た 日 本 庭園 に 臨む 客 室 は 、 し っ と り と し た 和 の 様式 美 。 創 業 160 年 " ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい > 
の 歴史 と 伝統 を 伝え る お も て な し の 心 、 賛 を 尽く し た 美食 を ご 堪能 くだ さい 。 画 宿泊 :〈 兵 庫 県 ・ 城 崎 温 泉 ) 改 民 山西 村 屋 本 館 (和室 ) 


出発 日 2023 年 11 月 6 日 (月 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :6 名 旬 コ ー ス 番号 :1GGKRO0-D 
出発 * 到 着地 1 名 1 室 
新 大 孤 駅 発 状 | 420.000 | 500,000 由 
02 二 誠 添乗 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 3 日 目 新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


企画 


京都 典 山 の 風物 詩 


京都 事 嵐山 本 店 の 赤 石 料理 と 風 山 鵜 飼 2 


MB ロ イヤ ル ロ ー| 


大 悲 闘 千 光 寺 (1 日 目 ) 
船 に 乗っ て 大 堀川 を 渡り 、 千 光 寺 に 向かい ます 。 
客 殿 か ら は 京都 市 内 を 一 思 す る こと と が で きま す 。 


ココ 


に 」 


」 


NN 


包 


N 


ーー 


3 


風 山 鵜飼 (イメ ー ジ ) 導 - 4 ー 長楽 館 ( イ メー ジ ) 


HU 


』 
ル 


ー ーーーー 


風 山 の 聞 飼 (1H 旧 ) 京都 山本 店 人 切 双 で 、 夏 の 京 の 風物 主 で ある 「 典 山 の 革 飼 」 と と も に 2 昌 の 硬 食 は 京都 市 有形 文化 時に も 指定 され て いる 
「 長 朱 


お 料理 を お 愉し みい た だ きま す 。 館 」 で フレ ンチ を いた だ きま す 。 
TB ロイ ヤル ロー ド 銀 座 特 還 和 京 の 迎 軟 館 「 長 楽 館 」 で フレ ンチ (2 有恒 公 ) 
京都 吉兆 嵐山 本 店 の 慎 石 料理 と 2HHT ミ 人 
京 の 風物 詩 「 嵐山 鵜飼 」 を 堪能 ジジ モーX]a 以 生み か た だ め 
か EARS ド RNN きま す 。 伝 統 的 な フラ ンス | 

都 吉 兆 貸 鵜 - だ き し 上 料理 の 基本 を 大 切 に し な 


が ら 、 ど と か 和 を 感じ る 京 
都 ら し い フ レン チ を お 愉し 
みく だ さい 。 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観 光 


ゆっ くり 出発 | 京都 駅 (12:15) 発 デー 〇 福田 美術 館 〇 下 帳 峨 ( 鵜 
飼 の 鵜 小屋 、 舟 倉庫 な ど 特 別 見 学 ) 大 堀川 舟 乗り 場 ン 〇 大 
悲 圏 千 光 寺 ( 住 職 の ご 案内 ) ン ン 大 堀 サ 乗 り 場 …… ホテ ル 
1 ホテ ル …… 「 京 都 吉兆 抽 山 本 店 ] (区 寄 屋 造り の 建物 と お 庭 を 満 
し な が ら お 料理 を お 愉し みい た だ きま す ) …… 語 語 国 京 都 吉兆 
\・ 2 の 富山 本 店 貸切 船 で 鵜飼 観賞 。( 貸 切 租 に は 料理 人 も 乗り 込み 、 鵜飼 

剛 伺 イメ ー ジ ) 京都 吉光 嵐山 本 店 料理 (イメ 詩 め を 観賞 し な が ら お 食事 を いた だ きま す ) …… 京都 吉兆 嵐山 本 店 
Se 京都 市 内 泊 (21:30 頃 ) | 
出発 まで 嵐山 散策 を お 愉し みく だ さい 
2 | ホテ ル (11:20 頃 ) ニー 長楽 館 ]( フ ラン ス 料 理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 


MUNI KYOTO O 加計 還 請 東 寺 ( 特 別 見 学 ) 一 一 京都 駅 (16:00 着 較 下 


※ 移 動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 中型 タ クシ ー と な り ま す ( 人 数 に 応じ て 分 乗 ) 。 
大 き な 窓 や テラ ス か ら 望 む 、 巡 大 な 自然 の 僅 明 と 美しい 庭園 、 開 と えて くる 川 。 1 昌 時 多き へ の 過 の り は や 折半 の 多い 全 衝 どなり ます 。 メ 時 の 衣 
の 音 。 開 放 感 と プラ イベ ー ト 感 が 両立 し た や わら か な 空気 に 包ま れ て 、 ゆ っ た 船 は 座敷 席 と な り ま す 。※ 1 日 目 の ホ テル 到着 は 21:30 時 頃 に な り ま す 。※ 嵐 山 の 弟 
り と お 過ごし くだ さい 。 飼 は 荒天 時 お よび 増水 時 は 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 そ の 場合 で も ツア ー は 実施 
し 、 夕 食 は 全て 京都 吉兆 嵐山 本 店 の 建物 内 で の ご 提供 と な り ま す 。※P.7 の ご 案内 
も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 京 都 府 京 都市 内 UNI KYOTO( 洋 室 : ツ イン グ 約 50m) 


四 


昼 


最大 14 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 9 日 圭 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あ た り )  @ 最 少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGKO00F 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
京都 駅 発着 380.,000 幅 440,000 円 
添乗 員 は 1 京都 駅 か ら 2 京都 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


議 誠 公示 訂 | 北陸 | 中 部 | 関東 新湯 | 東北 | 北道 | 
=mala 避 下 還 = 
大 上 な に 大会 
つっ と 9 語 な ね ぶた 祭 
3 スズ MS ね 応 た 海上 運 地代 麻 花 炎 大全 
め 秋田 人 論 まつ り 
訪 前 ぶた まつ り 
2 な 所 川原 伝 基 多 
者 全 合 セ 夕 まつ り 
沸 徳島 阿波 お どり 
自 高知 よさ こい 祭 り 
の | き 区 園 人 
風 立 長岡 まつ り 大 花火 大 会 
全国 花火 競技 大 会 「 大曲 の 花火 」 
物 プ お わら 風 の 盆 
記 6 京都 五山 の 送り 火 
中 熱海 海上 花火 大 会 
秋 の 高山 祭 


(公社 ) 青 森 観 光 コ ン ベ ン ショ ン 協 会 


夢 の 作 
古都 の 奥 座 敷 を 走る 「 農 忠 野 トロ ッ コ 列車 」 


納涼 船 覧 『 席 で 角 る | な に わ 淀川 花火 大 会 」 2 日 間 


な に わ 淀 川 スケ ジュ ー ル 光 車 観光 、 は 車窓 観光 


花火 大 会 京 駅 30-9: 0 ne リー ン 車 ) = 新 大 阪 
(1 日 目 ) W 昼食 一 (チェ ッ ク イ ン ) 
平成 元 年 に 市 民 ボ ラ つ な に わ 演 川 花 光大 会 ( 和 流 朋 上 観覧 席 より ご 観賞 / 


ンティア に よる 手 づ く お 弁当 の ご 夕食 ) 一 一 大 阪 市 内 泊 (22:00 頃 ) 口 層 圏 
り の 花火 大 会 と し て ー 3 
スタ ー ト し 、 大 阪 の 夏 ホテ ル (9:30 頃 ) = ニート ロッ コ 重 岡 駅 Hr ( 帳 峨 野 ト ロッ コ 列 車 ) 


| 。。4 の 風物 詩 と し て 人 気 トロッ コ 財 峨 駅 一 嵐山 熊 彦 ] (和食 の ご 昼食 ) | 策 子 記 ] 
| 韻 ア 2 粒 や 人 交 大 会 と な O 加計 還 還 天龍 寺 一 一 京都 駅 デー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 


0 ーー 東京 駅 (19:00 一 20:0O) 着 較 司 」 


33206SSG2 人 2 (利用 バス 会 社 ) ヤサカ 観光 バス (2 日 目 ) 
ロム へ 時 ※ 気 象 状況 に より 花火 大 会 が 延期 また は 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 そ の 場合 
大 型 台 有 を 着岸 させ た 和 法人 観覧 m 証 か ら ご 観賞 で も ツア ー は 実施 し 、 払 戻し は あり ませ ん 。※ 花 火 大 会 観覧 席 へ は 車 降車 場所 
打ち 上 げ 場 所 に 近く 、 真 上 で 上 が る 大 迫力 の 花火 より 徒歩 20 一 30 分 程 徒歩 で の 移動 と な り ま す 。※ 花 火 観賞 前 に タ 食 と し て 、 
を お 愉し みく だ さい 。 ※ 朋 内 は 机 椅 子 完備 、 ト イレ ・ ッ ー お 弁当 と 飲み 物 を ご 用 意 し ます 。 お 席 は パイ プ 席 で す 。※ 1 日 目 の 移動 は ジャ ン 
売店 も あり ます 。※ 船 は 川岸 か ら 大 型 台 船 を 着岸 さ 回 議 ボタ クシ ー ま た は 小型" 中型 タク シー と な り ます (人数 に より 分 乗 )。※P.7 の ご 
せ て いる の で 動き ませ ん 。 隊 還 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


暗 由 野 トロ ッ コ 列車 (2 日 目 ) OO 画 宿 泊 :〈 大 阪 府 ・ 大 阪 市 内 〉 帝国 ホテ ル 大 阪 (洋室 ・ ツ イン ) 


峨 野 と 重 岡 間 を 片道 25 分 か け て 穏やか に 走る ト 5 / 最大 15 名 | 1 名 参加 可 員 同 f / 復路 宅配 付 | 
ロッ コ 列 車 。 渓 谷 沿い を 彩る 緑 濃い 木々 と 川 風 が 憎 " 全 3 了 


心地 よい 涼感 を も た らし て くれ ます 。 | De25 旧 剛 較 出発 日 2023 年 8 月 5 日 土 ) 
TKROD リ ょ いし 〔n や nmn サ hkhWwn5sWWW9W 6《# 。 ご 旅行 代金 お ぉ 1 人 様 あたり ) 上 人 行 人 記 8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGY004-6 


帝国 ホテ ル 大 時 議 デ 1 記 m e 

東 に 生駒 山 、 眼 下 に は 桜の 名 所 毛馬 「 玩 260,000 円 290,000 円 
桜 之 宮 公園 と 大 川 の 流れ 。 緑 に 調和 な る き 

する 洗練 され た イン テリ ア と 温か な - + 定 ーー 0 前 考 し  - 
お も て な し の ホテ ル で や すら ぎの 時 復路 京都 駅 離 団 15,000 円 引き 

間 を お 過ごし くだ さい 。 本 B 語 の 記 別 水 貞 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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・ 四 国 


沖 縄 | 九 州 | 中 必 


弘前 
ね ぶた 5 i ね ぶた 
に が か | sia 避 ニ 
3 
』 
宙 
に 人 い 
ーー 
@ 
ア 
ーー 
R ドー テリ ツ っ 、 
。 『 ア トン 
4 by うう 便 衣 二 わ た 表 イ メージ) 
且 林 49 ぶ / ご 示 ー マ 
弘前 ね が た まつり ( ギ メ ー ジ ) 画像 提供 :( 公 社 ) 青 森 製 光 コ ジ ペ ンション 協会 


観 | 弘前 ね が た まつ り 開催 日 時 :8/1 ( 火 ) こ 7( 月 ) | 観 | 青森 ね ぶた 祭 $ 開 催 日 時 :8/2( 水 )7( 月 ) 
弘前 ね ぷ た は 、1722( 事 保 7) 年 に 初め て 文献 に 登場 し て か ら 、2022( 令 和 4) 年 。 東北 三 大 祭り の ひと つ で 国 の 重要 無形 民俗 文化 財 に 指定 され て いる 「 青 森 ね ぶた 祭 ] 。 歌 舞 


に 300 年 と いう 節目 を 迎え まし た 。 大小 約 80 台 の 勇壮 華麗 な ね ぷ た が | ヤー ヤ | 伎 や 武 物 絵 を モチ ー フ に し た 迫力 満点 の 巨大 ね ぶた が 夏 の 闇 を 彩り 、 跳 人 (は ね と ) の 掛け 声 
ドー」 の 掛け 声 と 共に 城下 町 弘前 を 練り 歩き ます 。 「 ラ ッ セ ラー」 が 青森 の 夏 を 熱く 盛り 上 げ ま す 。 ※ 最 終日 8/77 は 、「 海 上 運行 ] と な り ま す 。 


八甲田 ホテ ル ・ 青 森 市 内 に 宿泊 


弘前 ね ぶた まつ り ・ 青 森 ね ぶた 祭 と 奥 入 瀬 渓流 3 日 間 


回 | 三 内 丸山 遺跡 日) 詳 』 奥 入 瀬 渓 流 (3B 申 ) 人 表 聞 夏 の 風物 詩 「 み ちの く 二 大 祭り 」 を 
4 トー ーー ノ 堅 右 ーー エー コロ 
2021 年 に 世界 遺産 登録 され た 縄文 遺跡 群 十和田 八幡 平 国立 公園 の 中 に あり 、 千 変 万 観覧 席 か ら 観 党 
縄文 時 代 前 期 一 中 期 に か け て の 集落 跡 。 化 の 渓流 美 を 構成 する 四季 を 通し て の 景勝 SN 
地 へ ご 案内 し ます 。 スケ シュ ョ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 


ニン 東京 駅 (8:00-11:00) 発 ===( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 ) ==ー 新 青森 
駅 一 〇 加計 世情 三 内 丸山 遺跡 一 一 弘前 「 野 の 庵 ] (和食 の ご タ 
食 ) [和子 席 ] 一 一 〇 弘前 ね ぶた まつ り (観覧 席 よ り 観賞 短 子 席 ) 
ー 一 酸 ヶ 湯 温泉 泊 (23:00 頃 ) 画 園 | タ 


ホテ ル (10:00 頃 ) 王 一 〇 八甲田 ロー プ ウ ェ ー デ ーー 青森 市 内 「 秀 寿 

司 ] (寿司 の ご 昼食 ) ホテ ル (チェ ッ ク イ ン ) = テー ご タタ 

食 一 ー 〇 青森 ね ぶた 祭 (観覧 席 より 観賞 | 椅子 席 | ) 青森 市 内 

奥 入 瀬 渓 流 泊 (21:10 頃 ) 國 層 還 
ホテ ル (9:30 頃 ) 〇 奥 入 瀬 渓流 散策 ( 約 60 分 デ ガ イド が ご 案 

う | 内 ) ニー「 と わ だ 遊 月 |( ひ め ま す の ご 昼食 ) ーー 人 ル 戸 駅 テー 

(東北 新幹線 グリ ー ン 車 ) エ = 東京 駅 (19:00-21:30) 着 、 國 悦 ] 


八甲田 の 山 席 、 ブ ナ の 森 の 中 に 倍 お 洋風 ログ 木造 建築 ホテ ル 。 < 利用 バス 会 社 ) 三 八 五 バス また は 三 八 五 観光 タク シー また は 弘 南 バス 
その 大 き な 懐 の 中 で 、 ゆ っ くり 流れ る 時 を お 週 ご し くだ さい 。 


画 窒 泊 :〈1 泊 目 / 青 森 県 ・ 酸 ヶ 湯 温泉 ) 八甲田 ホテ ル (洋室 : ツ イン ノ 30n?) 
2 泊 目 ノ 青 礎 県 青森 市 内 [カジュアル] ホテ ル 青森 (洋室 ・ ツ イン 33m) 
添 復路 宅配 付 
出発 日 2023 年 8 月 1 日 (W) 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :10 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS002-Y 
出発 到着 地 1 名 1 室 
東京 駅 発着 290.000 円 | 300.000 円 | 360,000 円 


往路 新 青 森 駅 合流 20.000 円 引き 


二 BS 復 申 八戸 駅 18.000 円 き 
肌 祭 会 場 か ら 徒歩 園内 「 ホ テル 青森 に 宿泊 (2 泊 目 ) 水中 な 1 上京 駅 か ら 3 日 目 素 京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


関東 ・ 新 潟 請 東 請 六 


秋田 竿 燈 ま つり 弘前 ね ぶた まつ り 


へ 、 


ドミ 


v 


り 3 
放 秋 田 年 簡 ( イ メー ジ ) 、 . に 


ー 


観 | 五所 川原 立 伝 武 多  $ 開 催 日 時 :8/4( 金 ) 一 8( 火 ) 


巨大 な 山車 が 力強い お 忠 子 と 「 ヤ ッ テ マ レ ! ヤ ッ テ マ レ !| の 掛け 声 の も と 、 街 を 練り 歩 
きま す 。 立 矯 武 多 の 特徴 は 何と 言っ て も その 巨大 さ 。 大 きい も の だ と 高 さ 約 23m、 重 
さ 約 19 ト ン も ある 山車 は 、 そ の 圧倒 的 迫力 で 沿道 の 観客 を 魅了 し ます 。 


五所 川原 立 伝 武 多 (イメ ー ジ ) 


観 | 秋田 竿 燈 ま つり 開催 日 時 :8/3( 木 ) 6( 日 ) 


東北 三 大 祭り の ひと つと され 、 厄 よ け ・ み そぎ ・ 五 穀 豊 生 な ど を 願う 秋田 の 夏 の 風物 
詩 。 稲 穂 に 見 立て た 46 個 の 提灯 が 吊る され た 高 さ 12 メ ー ト ル ・ 重 さ 50 キ ロ の 竿 燈 を 「 差 
し 手 ] た ち が 操 る 妙技 は 必見 で す 。 約 1 万 個 の 提灯 が 秋田 の 夜空 を 彩り ます 。 


四季 ($ 少 紀行 四季 紀 行 


一 所 川原 
馬 公 直 多 


祭 会 場 か ら 徒歩 圏内 宿泊 * 


東北 二 大 夏 祭り 秋田 潮 燈 まつ り と 青森 ね ぶた 祭 3 日 間 


スク ショー ニ リ レ 


津軽 の 夏 祭 り を 満喫 


和田 洋 燈 まつ り ・ 了 れ 所 川原 立 収 其 多 と 衣 森 ね お た 祭 フ ィ ナ ー レ 4 昌 間 
スケ クシ ン ョ ニニ 比 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 信 は 車窓 観光 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 信 は 車窓 観光 

東京 駅 (7:30-10:00) 発 ーー( 秋 田 新 幹線 ) = デー 秋田 駅 一 一 [ゆっ くり 出発 東京 駅 (10:00-14:00) 発 =ー( 秋 田 新幹線 ) = テー 

⑨ 秋 田 市 立 赤 れん が 郷土 館 一 〇 秋田 市 民俗 芸能 伝承 館 一 一 ] | 秋田 駅 一 一 ホテ ル (チェ ッ フ クイン ) ホテ ル に て ご 夕食 ……@ 〇 秋田 竿 燈 

] | ホテ ル (チェ ッ ク イ ン ) まつ り ( 観 覧 席 より 観賞 椅子 席 |) …… 秋 田 市 内 泊 (21:30 頃 ) 人 
ホテ ル に て ご 夕食 …… 〇 秋田 竿 燈 ま つり (観覧 席 よ り 観 賞 | 椅子 席 | ) ホテ ル (8:30 頃 ) 一 〇 白神 山地 ・ 十 二 溢 青池 ( 約 60 分 )= ニ 一 十 二 湖 駅 
OR 秋田 市 内 泊 (21:30 頃 ) | = デー( リ ゾー ト し ら か み ・ 車 中 弁当 )=ー 万 所 川原 駅 ーー 津 軽 三 味 線 会 
ホテ ル (@:30 頂 ) 一 弘前 「 レ スト ラン 山崎 ]( 奇 跡 の りん ご フル コー ス の | ノ | 館 …O 太 宰 治 記 訪 館 [ 信 陽 上 」 一 一 五所 川原 市 内 (お 寿司 の ご タ 食 ) 

2 | ご 昼食 ) [生子 席 〇 鶴 の 舞 橋 - 一 ご タ 〇 青森 ね ぶた 祭 (観覧 〇 五所 川原 立 伝 武 多 (観覧 席 よ り 観賞 | 椅子 席 |) 一 酸 ヶ 湯 温泉 : 
席 より 観賞 条 子 席 ) …… 青 森 市 内 泊 (21:10 頃 ) 較 貼 際 (2230W 軸 際 名 
ーーー 、 ホテ ル (10:00 頃 )ー 一 〇 八甲田 ロー プ ウ 八甲田 ホテ ル ] ( 半 廊 の 

ホテ し (930 條 ーー の 八 旦 箇 1 ロープ ウ ー デ ーー「 八 甲田 ホラ ル ] @ 了 の う ご 昼食 ) | 椅 耶 席 ご る 信 青森 ね ぶた 祭 海 上 運行 ・ 花 火 大 会 観 

8 ご 晴信 7 | 特 子 席 〇 軸 入 瀬 渓流 一 一 人 刀 駅 = デー( 東 北新 幹線 グ 症 賞 (観覧 席 よ り 観 賞 | 椅子 席 | ) ※ 1 一 一 青森 市 内 泊 (21:30 頃 ) 賠 司 図 
WO IO 人 ーー 上 ホテ ル (9:00 頃 ) 一 ご 〇 十和田 湖 作 忠 般 一 ー「 十 和田 湖 プ リン ス ホ テル 」 
(利用 パス 会 社 ) 秋 北 パス (株 ) ま た は 十和田 観光 電鉄 (株 4 | (洋食 の ご 昼食 ) [ 短 子 席 一 八戸 駅 =ー( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 ) ニー 
還 宿 泊 :〈1 泊 目 和 田上 秋田 市 内 カジ ュ ァ ル 秋田 キャ ッ スル ホテ ル (洋室 ・ デ ラッ クス 東京 駅 (18:3021:00) 間 加 足 四 

ジグ 25yi 〈 利 用 パス 会 社 〉 秋 北 パ バス (株 ) ま た は 十和田 観光 電鉄 (株 ) 

(2 泊 目 青森 県 ノ 青 森 市 内 カジ ュ ア ル ) ホ テル 青森 (洋室: ツイ ン ノ 33m) ※ 1 日 目 は タク シー で の 移動 と な り ま す 。※「 リ ゾー ト し ら か み ] の ダイ ヤ 改 正 に より 、 乗 還 


区 間 ・ 行 程 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。※ 注 1 青森 ね ぶた 祭 は 海上 運行 と な り ま す 。 
ーー ーー es ーー に 95 5 fe = の Es 
き ァ Z「 東 北 二 大 祭り ] を 観覧 席 か ら 観 党 上 12 上 生田 キャ ッ スル ホテ ル ( 室 ・ デ ラッ クス 
ダイ シ m 
2 処 会 場 か ら ? 還 $ 宿 に 宿 } (2 泊 目 青森 県 ・ 酸 ヶ 湯 温泉 ) 肪 本 同 八甲田 ホテ ル (洋室 : ツ イン 30nf 
ァ 款 会 場 か ら 徒歩 園内 の お 宿 に 宿泊 〈3 泊 目 ノ 青森 県 ・ 青 森 市 内 ) (カジ ュ ァ ル ] ホテ ル 青 森 (洋室: ツイ ンプ 30 一 33m) 
最大 16 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 最大 16 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 8 月 3 日 ( 相 ) 


出発 日 2023 年 8 月 5 日 詩 ) 


ご 旅行 代金 (お 人様 あたり ) @ 最 少 催行 人 員 :10 名 @ コ ー ス 番号 :1GG5002.Z | ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり @ 最 少 催 行人 員 :10 名 @ コ ー ス 番号 :1GGS003-0 
出発 ・ 到 着地 3 名 1 室 2 名 1 室 1 名 1 室 出発 ・ 到 着地 3 名 1 室 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 300,000 円 | 310,.000 円 | 370.000 円 東京 駅 発着 400,000 円 | 410.000 円 | 490,.000 幅 
往路 秋田 駅 合流 12.000 円 引 き 往路 秋田 駅 合流 12.000 円 引き 
復路 八戸 駅 離 団 18.000 円 引 き 復路 八戸 駅 離 団 18.000 円 引き 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 4 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
(P.18・19 共 通 の ご 案内 〉 ※ 祭 観賞 日 は 早め の ご 夕食 と な る た め 、 お 夜食 (軽食 ) を ご 用 意 し ます 。 ま た 宿泊 場所 に より ホテ ル 交 は 深夜 と な る 場合 が あり ます 。※ 祭 会 場 ( 観 覧 席 ) ま 
で は 徒歩 で 移動 と な り ま す 。 
※ 祭 画像 は 、2019 年 以前 (コロ ナ 褐 以前) の イメ ー ジ 画像 と な り ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


四季 < 光紀 行 PBB イヤ ル ロ ー ド 銀座 20 周 年 特別 柚 画 


IN 調 森 ね ぶた 宗 海上 連 f 了 1 育 森 化 火 大 会 桂 別 仙 賞 3H 間 


 】 3 
へ 4 | 
RS。 有 有 、f 。 


、 秋田 
 ※2019 年 以前 (コロ ナ 渦 以前 ) の イメ 


青森 ね ぶた 祭 フ ィ ナ ー レ (2 日 目 ) 秋田 竿 論 ま つり (1 日 目 ) 五穀 豊科 な ど を 願う 行事 と し て 長い 歴史 を 持つ 、 


青森 ね ぶた 海上 運行 と 青森 花火 大 会 を 特別 観賞 。 国 の 重要 無形 民俗 文化 財 に 指定 され て いる お 祭り 。 


TB ロイ ヤル ロー ド 銀 座 20 周 年 特別 企画 @ 放 = に ) 東北 三 大 祭り へ ご 案内 
青森 ね ぶた の フィ ナー レ を 


熱気 あふ れる 東北 三 大 祭り の 最終 日 を 訪れ ます 。 


たこ S ーー ジー フ 多 会 提 か らら 徒歩 較 上 ー ァ < 
飾る [ね ぶた 祭 海上 運行 ・ 祭 会 場 か ら 徒歩 園内 の お 宿 に 宿泊 
花火 大 会 | を 貸切 の 室内 空間 SE 
か ら ゆ っ た り と 観賞 ・ し 、 < 午 ン ユ 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 争 光 
ーー ンー 東京 駅 (7:30 一 10:00) 発 デ ( 秋 田 新幹線 ) = デー 秋田 駅 
夜 限り の 体験 を お 楽し みく だ さい 。※ レ イア ウ ーー 町 衣 還 @ 秋 田 千秋 公園 ・ あ きた 文化 産業 施設 「 松 下 」 ( あ 
ト 、 椅 子 は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 会 場 ( イ メー ジ ) きた 舞 姫 賞 ・ お 茶会 プ だ ガイ ド に よる 「 秋 田 竿 燈 ま つり 」 の 楽し み 
ね ぶた 師 1 | 方 請 座 ) 一 秋田 市 内 泊 (15:30 枯 回診 ホテ ル に て 
の 選 人 PIE PE 
8 了 ホテ ル (18:00 頃 ) ニ テー 秋田 竿 論 ま つり (観覧 席 よ り 観賞 | 椅子 席 |) 
竹 浪 比呂 央 氏 に よる 秋田 市 内 泊 (21:30 頃 ) ※ 夜 食 を ご 用 意 画 較 タ 
解説 と 記念 撮影 ホテ ル (8:30 頃 ) 一 青森 市 内 (11:30 頃 ) ホテ ル に て ご 昼食 
2022 ね ぶた 大 賞 ・ 最 優秀 制作 者 党 ご 昼食 後 、 徒 歩 に て 「 青 森 ね ぶた 祭 ( 昼 運行 )」 へ (観覧 席 よ り 観 党 
、 の ダブ ル 受 賞 の 竹 注 氏 が ね ぶた を 2 椅子 席 ]) 。 
前 に 解説 。 ね ぶ た 直 仙 絵 を 還 還 4 SF ーー 2 っ 
ョ GPS OSI ホテ ル (15:40 頃 )ー「 一 億 すい らく ] (郷土 懐石 の ご 夕食 ) | 椅子 席 
還 良 郵 送 と な り ま す ) 。※ 屋 外 で の 実施 5 中 〇 青森 ね ぶた 祭 海上 運行 ・ 青 森 花火 大 会 観賞 (ね ぶ 
ね ぶた 絵 (イメ ー ジ ) と な り ます 。 た 師 に よる 解説 特別 観賞 ) 一 一 青森 市 内 泊 (21:30 頃 ) 國 司 力 
呈 計 台 ーー リロ 
青森 郷土 芸能 鑑賞 ホテ ル (9:00 頂 ) 一 一 新 青 森 駅 =( 東 北新 幹線 普通 車 ) = 仙台 
日 本 一 に 輝い た 、 津 和 駅 一 〇 仙台 七 急 まつ り (自由 散策 ) 一 一 「 ウ ェ ス ティ ン ホ テル 仙台 」 
6 * 洋食 ご 昼 信 奇 子 席 | ーー 駅 エー ( 東 年 線 グ リー ン > 
株 、 津 寺 民 認 の 競 ( の ) | 椅 ゴ 1 (東北 新幹線 グリ ー ン 
演 


よる 知 士 芸 能 風 WN W スジ と く 車 ) = 東京 駅 (18:00 一 20:40) 着 國 司 
去 肥 で で の DP 生ま で OR の PO つこ PPE で で ご の の "で の で の アー の て う で PE 

) 〈 利 用 パス 会 社 〉 (2・3 日 目 ) 秋 北 バ ス ま た は 十和田 観光 電鉄 また は 岩手 県 交通 
※1 は タク シー の 移動 と な り ま す ( 人 数 に より 分 乗 ) 。※ 1・2 共に 早め の 
夕食 と な り ま す 。 


※P.7 の ご 案内 も 


= 必ず お 読み くだ さい 。 

TB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 20 周 年 特別 企画 ② に ほ ! SS 「 

5 の 5 呈 吉 男 宿 泊 :〈1 泊 目 秋 田 県 秋田 市 内 〉 [カジュアル] 秋田 キャ ッ ス ル ホ テル (洋室 ・ デ ラッ 

あき た 舞 鑑 賞 と [秋田 竿 和議 まつ り ] 楽 し み 方 講座 クス ッ ウィ ンプ 37r) か 還 

千秋 公園 内 に ある 秋田 の 文化 に 触れ る た め の 複合 施設 松下 」 に て あさ た 芸 城 に よる 02 し 2 だ スク 

演舞 を ご 赴 賞 、 お 茶会 を お 愉し みい た だ きま す 。 そ の 後 、 ガ イド に よる 「 秋 田 竿 燈 ま つり ] 
の 歴史 、 楽 し み 方 講座 を 開催 し ます 。 


最大 16 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 8 月 6 日 (日 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :10 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS003-1 
出発 到着 地 3 名 1 室 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発 落 | 420,.000 円 | 440.000 円 | 500,000 中 
往路 秋田 駅 合流 12.000 円 引き 
あき た 舞 寺 (イメージ) 復路 仙台 駅 離 団 10.000 円 引き 


添乗 員 は 1 の 東京 駅 か ら 3 日 目 の 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


中 国 ・ 四 国 


四国 二 大 祭り と 淡路 島 の 恵み を 愉し む フ レン チ の ご 昼食 


徳島 賠 波 お どり ・ 高 知 よさ こい 祭り 3 日 間 


阿波 お どり (イメ ー ジ ) ※2019 年 以前 (コロ ナ 宰 以前) の イメ ー ジ 画像 と な り ます 。 


徳島 阿波 お どり (2 日 目 ) 


き w。 約 400 年 の 歴史 を 誇る 「 阿 波 お どり ]。 三 味 線 ・ 太 鼓 な どの リズ ム と 興奮 に 包ま れ 、 


自由 寿 放 に 激しく 踊る 男 踊り と 、 し な や か で 上 品 な 女 踊 り が 情熱 的 に 繰り 広げ られ ます 。 


ホテ ルアナ ガ に て フレ ンチ (日 上 太 人 ) 


四季 を 彩る 地元 素材 を 使い 。。。。。。. 
淡路 島 な ら で は の フレ ンチ を 
海 を 上 む 光 あ ふれ る 店 内 で 
優雅 な 眺め と と も に お 愉し み 
いた だ きま す 。 


= ser ト 
呈 ホ テル アナ ガレ スト ラ シ ( イ メニ ジ ) 


を 


「 泊 | 城西 双 了 


治 7 年 創業 の 老舗 和風 旅館 。 


アオ アラ ヲリ ゾー トナ ルト 陣 記 


瀬戸 内 国立 公園 に 位置 する 南欧 風 リ ゾー ト ホ テ ル 。 


| 町 


お 8 屋 の 詩 例 


ーー| 


im 


5 部 屋 の 計 人 


高知 よさ こい 祭り (1 日 目 ) 


2019 和 以前 ( 罰 補 以 前 


昭和 29 年 、 当 時 の 不景気 風 を 吹き 飛ば し 、 市 民 を 元気 づけ よう と 行 
われ た の が 始ま り で す 。 カ ラフ ル な 衣装 を まとっ た 踊り 子 た ち が 、 鳴 子 
を 鳴ら し て エネ ル ギ ッ シュ で パワ フル に 街中 を 練り 歩き ます 。 


スケ ジロ 央 光 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観 光 
ゆっ くり 出発 | 羽田 空港 (12:00-14:30) 発 高知 空港 一 一 


ホテ ル (チェ ッ ク イ ン ) (16:15 頃 ) 


] | 還 府 ホテ ル に て 是 
ホテ ルー デー(※ 1 


モ め の ご タ 人 


(17:00 頃 一 ) ( 和 和 会席) 
)…… 〇 よさ こい 祭り 会 場 ( 楼 敷 席 よ り 観覧 


う 


ンス 料理 の ご 昼食 ) 一 - 〇 うず 


ー ホ 羽田 空港 (1 


《 利 用 予定 航空 会 社 〉』JAL ま た は ANA ま た は S 
利用 と な り ま す 。 ※ 全 日 程 ジ ャ ン ボ タク シー を 
分 乗 お よび 、 中 型 ・ 小 型 タ クシ ー の 利 


<21:00 頃 、 ホ テル 帰着 は 22:00 頃 を 
間 は 18:00 一 19:30 頃 、】 


6:00 一 20:40 


影響 で 両 お 祭り 


に 途 
の 観覧 席 へ は 会 場 周辺 の 交通 規制 


着 


(※1)= 一 高知 市 内 泊 (22:00 頃 ) | 
ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 〇 桂浜 ーー「 料 亭 得 月 楼 ] ( 欠 上 膳 の ご 昼食 ) 
品 4 約 160 分 一 一 ホテ ル (チェ ッ ク イ ン ) (15:30 頃 ) 
ノ | 回 中 飼 ホテ ル に て 早め の ご 夕食 (16:00 頃 -) ( 和 会 席 ) 
ホテ ルー テー(※1)…… 〇 阿波 お どり 会 場 ( 機 敷 席 より 観覧 ) …… 
(※1) 王 デ 鳴 門 公園 泊 (22:00 頃 ) 朝 | 昼 | 夕 | 
ホテ ル (10:30 頃 )=ー 一 〇 大 塚 国際 美術 人 「 ホ テル アナ ガ 」 (フラ 


邊 
上 
の 丘 大 鳴門 橋 記 念 館 一 一 徳島 空 


國 悦 」 


NA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 


レ よ 


す 。 ど ご 参加 人 数 


こ 応 じ て 


と な る 場合 が あり ます 。 


※1 


ト テ ル 帰 着 は 22:00 頃 を 予定 
か ら の 観賞 と な る 場合 が あり 


リ の 観賞 


NR 共に 夜 の お 祭り 観 息 の 為 、 早 
い 時 間 で の ご 夕食 と な り ま す 。 ※ 本 コー ス の よさ こい 祭 


衝 間 は 19:00 


E し て お り ま す 


s※ 了 賠 波 お どり 観賞 時 
し て お り ま 
ます 。※1 各 お 祭り 会 場 


す 。 混 雑 等 の 


と な ! 


等 の 為 タ クシ ー 乗 降 場所 まで 徒歩 で の 移動 
ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 


グ 高 知 県 ・ 高 知 市 内 〉 城 


:(1 泊 


館 ( 和 室 /10 畳 ) 


(2 泊 


グ 徳 島 県 ・ 鳴 門 公 


〉 ア オア 


る 場合 が あり ます 。 


まで の ポー ター サー ビス は ご ざい ませ ん 。 


リゾ 


ナル ト (洋室 ・ ツ イン ノ 約 36m) ※ お 部 
※ ハ リウ ッ ド ツイ ンタ イプ の お 部 屋 に な 


最大 10 名 


出発 日 2023 年 8 月 1 1 日 


1 名 参加 可 


復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり )  @ 最 少 催行 人 員 :8 名 コー ス 番 号 :1GGS003F 
出発 ・ 到 着地 3 名 1 室 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 | 350.000 円 | 370.000 円 | 450.000 円 
往路 高知 空港 合流 15,000 円 引き 

復路 徳島 空港 離 団 15.000 円 引き 

添乗 貞 は 1 日 目 羽 田 空港 か ら 3 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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近 譜 


京都 市 内 の ホテ ル に ゆとり の 2 連 泊 


さ きま つり 
蔵 園 祭 (前 祭 ) と 「 美山 蘭 」 の 摘 草 料 理 3 日 間 
舐 園 祭 (前 祭 荘 」 の 摘 草 
| 舐 園 祭 ・ スケ ジュ ー ル o は 和 坦 内 光 、O 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴 光 、 は 花 の みどころ 
山 冬 巡 行 (B 自 東京 駅 9⑨30 一 10:30) 発 =ー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )=ー〒 京 
ニン コン チキ チン の 開園 暗 了 部 駅 一 ( 比 池山 ドラ イブ ウェ イ ) 一 一 O 加計 還 比 爺 山 延暦寺 
が 夏 空 に 響き 、 山 や 録 が | 0 書院 の 特 別 拝観 ・ 根 本 中 堂 ) 一 一 京都 市 内 泊 (17:00 引 ) 
2 久 優 ホテ ル 内 レス トラ ン で 板 焼 
祭 の ハイ ライ ト の ひと つ ご 未明 各自 、 | 愉 だ さい 。 
で す 。 巡 行 の 行路 近く の 希望 の 方 は 削 山 見 物 も お 愉し みく 圏 圏 夕 | 
ホテ ル に 連 泊 する の で 、 ホテ ル (9:20 頃 ) …… 〇 和 祇 園 祭 (前 祭 )・ 山 鍵 巡 行 を 観覧 席 ( パ イ 
l ご 観覧 後 は 涼し い お 部 屋 プ 椅 子 ) に て 観賞 …… ホテ ル 
で お 休み いた だ け ま す 。 到着 後 ホ テル 内 レス トラ ン で 和食 の ご 昼食 [生子 席 ] 、 そ の 後 フ リー 
ノ | 還 タイ ム (お 部 屋 で 浴室 の 利用 や ご 休憩 いた だ く こ と も 可能 で す ) 
ホテ ル (16:15 頃 ) 一 一 〇 京都 市 京セラ 美術 館 一 一 「 レ スト ラン ひ 
下 ら ま つ 高 台 寺 ] (フラ ンス 料理 の ご 夕食 ) [椅子 席 | 一 一 京都 市 内 
美山 料 3 日 目 昼食 ) 泊 (20:30 頃 國 居 較 
京都 奥山 、 花 背 の 里 に ある 美山 斑 で は 、 主 人 が 野山 ホテ ル (10:30 頃 )ーー「 美 山荘 」 ( 摘 草 料 理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 | 一 一 


に 入り 集め た 野草 や 山菜 な ど 自 然 の 恵み に 、 茶 懐 
石 の 心 を 取り 入れ た 美しい お 料理 が 楽し め ま す 。 


う | 京都 駅 テー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 東京 駅 (19:00 
20:10) 着 國 悦 


5 了 の 用 パス ヤサカ 観光 バス (1 日 目 
最大 14 名 1 名 参加 可能 添乗 貞 同 行 復路 宅配 付 AU 2 が 中 止ま oe "ざい ます 。 こ の 場合 で も 


= 美 旧 蘭 信人 で 


ツア ー は 実施 し 、 払 戻し は ご ざい ませ ん 。 

四 2023 年 Z 月 16 日 (日 ) ※2・3 日 目 の 移動 は ジャ ン ボ タフ シー また は 小型 ・ 中 型 タ クシ ー と な り ま す (人 灯 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 ぁ た り ) @ 最 少 催行 人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGY004-1 上 95 記 M 

ne 証 ※ 延 礎 寺 根本 中 堂 は 2016 年 か ら 10 年 の 予定 で 改修 工事 中 で す が 、 本 堂 の 屋 

時 軸 NN 根 、 回 廊 屋 根 の 昔 き 替え 工事 な どの ご 見 学 が で きる ステ ー ジ に 上 が っ て いた 

東京 駅 発着 320.000 幅 380,.000 円 だ く こ と が 出来 ます 。 

往路 京都 駅 合流 15,000 円 引 き ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

復 中 京都 駅 団 15.000F3 き 画 宿 泊 :( 計 都 府 京 者 市 内 ) 困 語 財 ホ テル オー クラ 京都 (洋室: スーペリア ツイ ン 東 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 山側 ) 


夢 の 作 


夏 の 風情 溢れ る 「 渓 源 床 」 を 愉し む 


蔵 園 祭 ( 後 祭 )「 曳 き 初 め 」 観 賞 2 日 間 


TB ロイ ヤル ロー ド 銀 座 特別 企画 
京町 家 の 2 階 か ら 嘱 
「 曳 き 初め 」 を 観賞 世 


「 曳 き 初め ] は 組み 上 が っ た 


山 や 鮭 を 巡行 に 先立っ て 試 

し 引き を する 行事 。 

本 コー ス で は 、 南 観音 山 ・ 北 馬 
観音 山 の 「 曳 き 初め ] を 、 新 

町 通り の 京町 家 か ら 特 別に 記 
観賞 し ます 。 


夏 の 風物 計 渓 六 床 (1 日 目 ) 
京 の 夏 の 風物 詩 で も ある 納涼 床 を し ょ う ざ ん で 。 広 大 な 日 アウ 
本 庭園 の な か を 流れ る 紙屋 川 の 上 に 張り 出し た 「 渓 涼 床 ] で 
の 優雅 な ひと と き を お 楽し みく だ さい 。 1 


THE THOUSAND KYOTO スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 
上 東京 10: 年 王 = (東海 宇多 が リー> 計 ヨ ーー 県 
京都 駅 か ら 徒歩 約 2 分 と いう 立地 に あり な が ら 、 沙 ち 着き MR 
と くつ ろ ぎ を 兼ね 備え た ホテ ル 。 京 都 な ら で は の お も て な ] | ポー の 源 光 庶 一 し ょ う ぎ ざん リゾ ー ト ([ 注 交 床 ] の ご 屋 廊 ) 
し 空間 で 心地 よい ひと と き を お 過ごし くだ さい 。 椅子 席 一 〇 鷹山 寺 =ー 京 都市 内 泊 (16:30 頃 ) 
- 回 4 人 ホテ ル 内 レス トラ ン 「KIZAHASHI] に て 和食 口 貼 
最大 14 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 人 ー 
最大 14 名 名 参加 可能 款 乗員 同行 復路 宅配 付 ホテ ル (Q0:00 仙 一 - ひ 店 文化 巡 一 「 南 守道 菊水 
出発 日 2023 年 7 月 19 日 ( 水 ) う | (和食 の ご 昼食 ) | 符 子 | 一 國語 国 〇 町家 の 2 階 か ら 「 曳 き 初 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 催 行人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGY004-2 め ] を 観賞 ) 部 駅 ー=( 道 新幹線 グリ ー ン 車 )=mr 東 京 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 駅 (19:15 一 20:15) 着 國 悦 」 
※ 気 象 状況 に より 祭り は 中 止ま た は 延期 と な る 場合 が ご ざい ます 。 こ の 場合 で も 
au 半 220.000 250.000 ロ ツア ー は 実施 し 、 払 戻し は ご ざい ませ ん 。※ 移 動 は ジャ ン ポ タク シー また は 小型 "中 
往路 京都 駅 合流 15.000 円 引き 型 タ フシ ー と な り ま す (人 数 に より 分 乗 ) 。※ 渓 涼 床 は 雨天 時 、 食 事 場所 が 屋内 に な 
復路 京都 駅 離 団 15,.000 円 引き る 場合 が あり ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 画 宿 泊 :( 京 都 府 - 京 都市 内 THE THOUSAND KYOTO( 洋 室 : ツ イン ) 


22 | 〈P.22・23 共 通 の ご 案内 〉 


夢 の 休日 上 


1000 年 以上 続く 歴史 と 伝統 
と まつ り 


ぎふ 長良 川 の 鵜飼 と 京都 欧 園 祭 ( 後 祭 ) 3 日 間 


長良 川 鵜飼 (イメ ー ジ ) 


ぎふ 長良 川 の 鵜飼 (1 日 目 ) 鵜飼 と は 、「 海 記 を 手 縄 で 
操り 川 魚 を 捕え る 伝統 漁法 。 長 良川 の 鵜飼 は 日 本 唯一 
宮内 店 式 部 職 鵜 匠 に 任命 され て いま す 。 敵 飼 観 覧 船 に 
ご 乗船 いた だ き 、 真 近 で 鵜飼 を ご 覧 いた だ け ま す 。 


高級 鵜飼 観覧 船 


ぎふ 長良 川 の 高級 観覧 船 。 船 内 は 両側 に ソフ ァ 席 を 配 
置 し 、 下 足 の まま ご 乗船 いた だ け ま す 。 


1 見 有 ここ 
記 \ リ / . 』 人 Af 氷 i(5 タ AEAN IWAGES 


基 園 祭 ( 後 祭 )・ 山 鮭 巡 行 観賞 (3 日 目 ) 語 祭 の 一 番 の 見 どこ ろ で も ある [ 山 鐘 巡 行 」。 
後 祭 は 毎年 月 24 日 に 行わ れ ま す 。 豪 華 各 動く 美術 館 」 と も 呼ば れる 山 鐘 巡 行 は 、 装 飾品 の 美 し さ も 見 事 で す 。 


京 懐石 美濃 吉本 店 
竹 茂 楼 (2 日 目 タ 食 ) 


創業 は 享 保 年 間 に さ か の ぼる 京 懐石 の 老舗 。 
京都 の 夏 の 味覚 を お 愉し みく だ さい 。 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴光 
ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00-11:00) 発 ーー( 東 海道 新幹線 グリ ー 
ン 車 )=ー 名 古屋 駅 一 一 〇 トヨ タ 産 業 技術 記念 館 一 一 〇 長良 川 う 
1 か い ミ ュー ジア ムーー ホ テル (16:00 頃 ) 

ホテ ル 内 レス トラ ン に て 和食 (早め の ご 夕食 ) 
ホテ ルーー6 〇 高級 鵜飼 観覧 船 よ り 鵜 飼 見 物 一 一 長良 川 


泊 (20:50 帆 ) 


ホテ ル (9:15 頃 )= 王 京都 ブラ イト ン ホ テル (中 華 料 理 の ご 昼食 ) 
椅子 席 - 一 〇 晴明 神社 一 一 〇 山 鍵 搭 乗 体験 (地元 ガイ ド が ご 案 


5 三 、 内 ) 一 - ホ テル ーー「 美 濃 吉 本 店 人 茂 楼 ] 和食 の ご タ 食 ) 子 語 
部 ホ テル 収 千 長 良川 隊 江 7 一 京都 市 内 泊 (20:45 頃 ) 間 司 | 


鵜飼 で 有名 な 長良 川 河畔 に 位置 し 、 リ ゾー ト ホ テ ル を 思わ せる 様 な 快適 空間 で お くつ ろ ぎ い 


た だ け ま す 。 ホテ ル (9:20 頃 ) 一 一 〇 入 園 祭 ( 後 祭 ) ・ 山 鋼 巡 行 を 観覧 席 ( パ イプ 
- 語 = うっ 椅子 ) に て 観賞 一 一 「 料 亭 左 阿 絹 ] (和食 の ご 昼食 ) | 椅子 語 

ー O 本 計 層 東寺 (五重塔 初 層 特 別 拝観 ) 一 京都 駅 テー( 東 海道 

新幹線 グリ ー ン 車 )== 東 京 駅 (18:00-19:30) 着 國 固 」 


〈 利 用 バス 会 社 ) 名鉄 観光 バス (1 一 2 日 目 ) 
※ 和 気象 状 況 に より 祭り が 中 止 と な る 場合 が ご ざい ます 。 こ の 場合 で も ツア ー は 実施 
し 、 払 戻し は ご ざい ませ ん 。 ま た 、 長 良川 鵜飼 は 荒天 時 お よび 増水 時 は 中 止 と な る 
場合 が あり ます 。 そ の 場合 で も ツア ー は 実施 し ます 。※ 1 の ホテ ルー 鵜飼 乗り 
場 往復 と 2 日 目 昼食 後 、3 日 目 の 京都 市 内 の 移動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 
お 部 屋 の 主 例 型 タ クシ ー と な り ま す ( 人 数 に より 分 乗 ) 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 プ 岐阜 県 - 長 良川 ) 都 ホテ ル 岐阜 長良 川 (洋室 ・ リ バー ビュ ー ツ イン ) 


京都 ブラ イ トン ホテ ル 〈2 泊 目 ) 叶 グ 京都 府 ・ 京 都市 内 ) 還 講 世 ン ホ テル (洋室 ・ ラ グ ジ ュ アリ ー ツ 
京 中 心 に 件 み 、 自 然 光 が 降 り 注ぐ な アト ! ーー が お 客 様 を お 出 迎 ー 
9 伯 み 、 自 然 光 が 降り 注ぐ 開放 的 な アト リウ ムロ ビー が お 客 様 を お 出 迎 1 名 参加 可能 | / 泊 条 員 同 生 碑 申 配付 


出発 日 2023 年 7 月 22 日 詩 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 旬 コ ー ス 番号 :1GGY004-3 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 310,000 円 350,000 由 
往路 名 古屋 駅 合流 10,000 円 引 き 
復路 京都 駅 離 団 15,000 円 引き 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東 京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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は 


沖 縄 | 九 州 | 中 国 四 国 | 近 | 伊勢 志摩 | 北 陸 | 中 部 関東: 新潟 着 還 | 北海 道 


ー 船 上 答 敷 席 よ り 観 沿 - 越後 の 夜空 (c 


一 3 ーー 


85 2023 年 
長岡 まつ り 大 花火 大 会 


開催 日 時 :2023 年 8 月 2 日 ( 水 )・3 日 ( 木 ) 
19:25 一 21:15 (予定 ) 

歴史 と 伝統 を 持つ 「 日 本 三 大 花火 ] と し て 人 気 の 長岡 
まつ り 大 花火 大 会 は 、2 日 間 に わ た っ て 行わ れ ま す 。 見 
どこ ろ は 、 直 径 650m も の 大 輪 と な る 「 正 三 尺 玉 ] や ナ 
イア ガラ 、 ミ ュー ジッ ク 付 き ス タマ GND 
火 が 夜空 を 彩り ます 。 ま た 、 信 濃 川 河川 敷 に 約 2km に 
渡っ て 打ち 上 げ る 「 フ ェ ニ ックス ] は 圧巻 の 美 し さ で す 。 


Sg 船上 村 敷 席 か ら 花 火 観賞 


打ち 上 げ 場 所 の 信濃 川 に 係留 され た 船上 楼 敷 席 か 
ら 建物 や 人 混み に よっ て 遮 ら れる こと な く ゆ っ た り 
と ご 観賞 いた だ きま す 。 お 席 は 通常 4 名 定員 の 和 敷 
席 を 2 一 3 名 で ご 用 意 い た し ます 。 

※ 船 上 検 敷 計 は 屋根 が 無い 畳 式 の 席 で 、 信 濃 川 岸 に 停泊 し 
て いる た め 船 酔い の 心配 は あり ませ ん 。 

※ ご 夕食 は 観覧 席 で お 弁当 を ご 用 意 し ます 。 ま た 、 お 宿 到 意 
が 深夜 と な る た め 、 お 夜食 (軽食) を ご 用 意 し ます 。 


長岡 まつ り 大 花 次 大 会 (1 日 目 ) 
信濃 川 の 船上 酷 敷 席 より 、 長 岡 花火 の 技術 の 粋 を お 楽し みく だ さい 。 


四季 < 紀行 


| 長岡 まつ り 大 花火 大 会 」 2 日 間 


] カー ブ ド ッ チワ イナ リー 日 昭 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鈴 光 
6 りあ 5 東京 駅 (8:00-12:00) 発 =ー( 上 越 新 幹線 グリ ー ン 車 ) エ ーー 燕 三条 駅 
ー= B 大 花火 大 会 (船上 楼 敷 席 よ り 観賞 お 弁当 を ご 用 意 ) ーー 岩室 温 
泉 泊 (24:00 思 ) 圏 昼 ] 弁 
ホテ ル (10:30 頃 ) ⑥「 カ ー ブ ド ッ チ ワイ ナリ ー」 (ワイ ナリ ー 見 学 
と フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 ] 一 一 〇 藤 次 郎 ナ イフ ファ クト リー 
(製作 工程 見 学 ) = 一 燕 三 条 駅 また は 長岡 駅 =ー( 上 越 新幹線 グ 
リー ン 車 )== 東 京 駅 (17:00 一 20:30) 着 國 悦 」 

〈 利 用 バス 会 社 ) 泉 観光 バス また は アイ ・ ケ ー ア イラ ンス 

※ 小 学生 以下 の お 子 様 の ご ご 遠慮 くだ さい 。 


一 宿泊 :〈 新 潟 県 ・ 岩 室温 泉 〉 羨 の 里 ゆめ や (和室 また は 和室 く ベ ッ ド 付 >) 
※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。※ 大 浴場 は 0:30 迄 の 営業 と な り ま す 。 


s 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 
閉 我 の 里 ゆめ や 出発 日 2023 年 8 月 3 日 ( 相 ) 


新潟 "岩室 温泉 、 松 岳山 麓 に ある 2.000 坪 を 越え る 敷地 に 客室 わずか 1 1 室 の 温泉 宿 。 ーーー 一 
松 古 山 を 眺め な が ら 入る 露天 風呂 と 天然 石 の 内 風呂 は 格別 で す 。 ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ たり) 最少 催行 人 員 :10 名 介 コ ー ス 番号 :1GG5003-2 
7 SE、 出発 * 到 着地 | 部 屋 タ イプ | 3 名 1 室 | 2 名 1 室 | 
。 | 洒 mmmt2mcyh) 一 |305000m 


【 10,.000 円 引き 
復路 燕 三楽 駅 また は 長岡 駅 離 に 10.000 円 引き 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


ガ 語 ジ ドッ チワ キナ リー カ ュ ブ ド ッ チワ イ 欧 叶 


《(P.24・25 共 通 の ご 案内 〉 ※ 花 火 大 会 は 雨天 決行 で す が 、 祭 事 の 概要 は 2023 年 3 月 31 日 現在 の 予定 と な り 、 気 象 状況 等 に より 、 祭 や イベ ント が 中 止 や 延期 、 内 容 が 大 幅 に 変更 と 
※ 花 火 大 会 終了 後 、 ホ テル 帰 六 は 24 時 以降 を 予定 し て いま す 。 駐 車場 の 混雑 状況 や 交通 状況 等 に より 到着 が 遅れ る 場合 が ご ざい ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
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九 州 | 中 国 四 国 | 』 中 部 | 調 東 新潟 | 東 北 


/ / 
と | D uu ブー ュー 
長岡 まつ り 大 花火 大 会 (イメ ー ジ ) MZ y = 長岡 まう り 大 花火 大 会 (イメ ー ジ ) 


圧倒 的 な スケ ー ル の 大 き さ を 誇る 伝統 的 な 花火 大 会 。 


「 長 則 ま っ 大 花火 大 会 」 2H 間 


回 還 北方 文化 博物 館 B ケ ジ ュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 観 光 
東京 駅 (8:0012:00 | 車 )== 新 
疫 後 の 豪 臓 伊藤 邸 を 訪 東京 駅 ( ) 発 = (上越 新 幹線 グリ ー ン 車 ) 新 0 
較 O の ヨレ ク ジコ ジン 1 「 白 玉 の 湯 華 鳳 (和食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 〇 長岡 まつ り 大 
は じ め 、 大 庭園 を 散策 。 花火 大 会 ( 和 有 上 柏 雪 よ り 押 ン お 草 当 を ご 用 H 岡 温泉 
ご 昼食 は 「 大 早 庵 」 を 貸切 泊 (24:00 妃 ) 圏 昼 | 借 
し 、 ご 用 意 し ます 。 寺 RS 語 
ホテ ル (1 1:00 頃 ) 王 一 〇 菊水 酒造 一 一 〇 豪 諾 の 館 ・ 北 方 文化 博物 
グ 館 ( 豪 岩 の 宿 「 大 邑 告 ] で の ご 昼 信 椅子 席 |・ 館 内 見 学 新潟 
駅 王 ーー( 上 越 新 幹線 グリ ー ン 車 )=ー= 東 京 駅 (17:20 一 20:00) 着 
國 悦 し 」 
北方 文化 博物 館 (利用 バス 会 社 ) 泉 観光 バス また は アイ ・ ケ ー ア イラ ンス 
田 宿 泊 :〈 新 潟 県 月 岡 温泉 〉 記 に の 湯 華 鳳 [別邸 越 の 里 ] (和室 また は 和洋 
に 室 ま た は 洋室 ※ す べ て 露天 風呂 付 ) 
> * 皿 8 ※ 客 室 訓 天 風呂 は 温泉 で は あり ませ ん 。 ま た 、 客 室 に 内 風呂 は あり ませ ん 。 
日 玉 の 湯 華 鳳 別邸 越 の 里 」 ※ 客 の プ は 3 べ て 異な り 選 べ ま せん 。 


全 20 室 、 プ ライ ベー トス イー ト タ イ プ の お 部 屋 か ら は の どか な 田園 風景 、 遠 くに 望 お 山々 を 
眺め る こと が で きま す 。 古き よき 旅館 の 伝統 と 居心地 の 良さ を 追求 し た ゆとり ある 空間 で 
ゆっ くり と お 寛ぎ くだ さい 。 最大 18 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 8 月 2 日 ( 水 )、8 月 3 日 ( 木 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :10 名 コース 番 号 :1GGS003-3 


出発 ・ 到 間 地 3 名 1 室 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 | 320.000 円 | 330,000 円 | 380,000 円 
往路 新潟 駅 合流 10,000 円 引き 
復路 新潟 駅 離 団 10,000 円 引き 
添乗 具 は 1 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


※ 花 火 大 会 の 村 敷 席 へ は バス 駐車 場 か ら 約 30 一 40 分 程度 、 徒 歩 で の 移動 と な り ま す 。 
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沖 縄 | 九 州 | 中 国 四 国 | 近 玄 | 伊勢 志摩 | 北 陸 | 中 部 | 関東 新潟 | 東 北 | 北海 道 


> 観覧 席 よ り 観 鞭 上 暁 息 を 彩る 第 95 回 


ペ 


= ご 9 第 95 回 全国 花火 競技 大 会 「 大 曲 の 花火 平生 凛々 "" 観覧 席 か ら ご 観賞 


開催 日 時 :2023 年 8 月 26 日 ( 土 ) 夜 花火 18:50 一 21:30 (予定 ) 観覧 席 は 4 名 用 テー ブル 付 イ ス 席 を 2 一 3 名 に 1 つ ご 用 
全国 か ら 選 抜 さ れ た 一 流 の 花火 師 が 競う 日 本 で も 有数 の 花火 大 会 。 例 年 、 多 く 意 し ます 。 足 腰 が ご 不安 な 方 で も 安心 し て ゆっ た り 、 約 
の 観客 を 魅了 する 規模 、 迫 力 共 に 日 本 トッ プク ラス 。 毎 年 斬新 な テー マ 性 に 優 18.000 発 の 花火 を お 楽し みく だ さい 。 

れ た 花火 が 夏 の 夜空 いっ ぱい に 広がり ます 。 大 会 の 目玉 で ある 全長 900m の ※ ご 夕食 は 観覧 席 で お 弁当 を ご 用 意 し ます 。 ま た 、 お 宿 到 着 
ワイ ドス ター マイ ン は 、 息 を の お ほど の 美 し さ と 言わ れ て いま す 。 が 深夜 と な る た め 、 お 夜食 (軽食 ) を ご 用 意 し ます 。 


^ ロ 
と 
シン クス 
施 折り 
ルカ ナチ 胡 
メゾ の 
7 り 1 
1、 
ア / ルル 朋 用 リル リガ /! リ 訂 / 中 JH / / 』 ル | : U 中 の へ ヽ Nm EK 3 
2 W ・ 出典 . NN - 生 Ni 
| w | 乱れ に NN 呈 向 り まき 川 ーッ s ul み ) 7 、 


-」 貫 | / ・ // 人 / / / り 
WIN AN TPWW PS 7 
sm ] 計 キ ミソ ES 5 に ss ・ 衣 国 審 oo ーー 


観 | 全国 花火 競技 大 会 「 大 曲 の 花火 ] (1 日 目 ) 花火 師 の 技 が 党 え る 音楽 と 光 の 競演 。 
大 迫力 の 花火 を 観覧 席 よ り ご 堪能 くだ さい 。 


四季 用 紀 行 


全国 花火 競技 大 会 | 大 曲 の 花火 」 2 日 間 


Eh 形 ま 56EUICEE 引 es 5 0 記 較 泊 | 秋田 キャ ッ ス ル ホテ ル 

藩政 時 代 の 街並み を 今にも 残す 「 み ちの く の 小 い 抽 < 議 秋田 藩主 佐 氏 の 居城 久保 田城 跡 で ある 千秋 公園 が すぐ 目 の 前 の 秋田 を 代表 す 

京都 ] 角 館 は 桜 で 有名 で す が 、 こ の 時 期 の 黒 堀 『 | る 老舗 ホテ ル 。 全 室 シ モン ズ 社 製 ベ バッ ド で お くつ ろ ぎ くだ さい 。 

と 深緑 の コン トラ スト も 美しい 武家 屋敷 通り を 上 1 9 

散策 し ます 。 = 2 の シン ゴー ルル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 
ka し 上 東京 駅 (8:2011:00) 発 テー( 秋 田 新幹線 普通 車 ) テ ーー 秋田 駅 ーー 

NNIII 放 他人 家屋 敷 通り ( 夏 頃 ) 〇 秋田 県 立 美 術 館 …… 秋田 キャ ッ ス ル ホ テル ーーO 〇 全国 花火 競技 

会 「 大 曲 の 花火 」 (観覧 席 か ら ご 観賞 お 弁当 を ご 用 意 ) 秋 


田 市 内 泊 (24:00 納 男 園 が 
出発 日 2023 年 8 月 26 日 土 ) ホテ ル (10:00 頃 ) 一 料亭 稲穂 」 (秋田 郷 土 料理 の ご 昼食 ) 


ご 旅行 代金 ( ぉ 1 人 様 ぁ た り ぐう 人 上 09216G50039 2 っ 表通り 店 殺 補 計 本 ーー て 記 


出発 ・ 到 着地 3 名 1 室 2 名 1 室 1 名 1 室 
京 | 230.000m | 240.000 EE ー 
京 発 共 | 230.000 ロ | 240.000m | 260.000 ロ っ DESEBG7 ス 6 


_ 往路 秋田 駅 合流 " 15.000 円 B ぱ ※ …  ※2 日 目 田沢 湖 た つこ 像 付近 の 駐車 場 は 台数 に 限り が ある た め 、 混 雑 時 は 車窓 
か ら の 見 学 と な る 場合 が あり ます 。 。 1. 
添乗 貞 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 画 宿泊 :〈 秋 田 県 ・ 秋 田 市 内 ) 秋田 キャ ッ ス ル : (洋室 : ツ イン ノ 27m) 


(P.26・27 共 通 の ご 案内 〉 ※ 花 火 大 会 は 雨天 決行 で す が 、 祭 事 の 概要 は 2023 年 3 月 31 日 現在 の 予定 と な り 、 気 象 状況 等 に より 、 祭 や イベ ント が 中 止 や 延期 、 内 容 が 大 幅 に 変 
更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 こ の 場合 で も ツア ー は 実施 し 、 ご 旅行 代金 の 払戻 し は あり ませ ん 。※ 花 火 大 会 の 観覧 席 へ は バス 駐車 場 か ら 約 60 一 90 分 程 、 徒 歩 で の 移動 と な り ま す 
(駐車 場 は 出発 間際 に な ら な いと 決定 し ませ ん ) 。※ 花 火 大 会 終了 後 、 ホ テル 帰着 は 24 時 また は 25 時 以降 と な り ま す 。 駐 車場 の 混雑 状況 や 交通 状況 等 に より 到着 が 大 幅 に 遅れ た 
場合 は 、 翌 日 の 出発 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


中 国 ・ 四 国 


皇国 花火 競技 大 会 ! 大 曲 の 花火 」 


全国 花火 技 大 会 「 大 則 の 花火 日 間 


還 狂 鼻 渓 朋 下り (6 日 皮 スケ 2 ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 維 光 、@ は 車窓 
肖 谷 美 が 美しい 現 和 渓 を 訪れ ます 。 貸 切 東京 駅 (8:00 一 11:00) 発 =ー( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 )== 新 花巻 
員 ( イ ス 遍 ) よ り 少し 賢 沢 で ゆっ た り と し 1 駅 また は 盛岡 駅 ーー「 花 巻 温泉 佳 松 園 」 (和食 の ご 昼食 ) [椅子 席 
た 有 舟 遊び を お 楽し みく だ さい 。 〇 全国 花火 競技 大 会 「 大 曲 の 花火 」 (観覧 席 か ら ご 観賞 お 
弁当 を ご 用 意 ) 一 一 花巻 温泉 泊 (25:00 頃 ) 田 昼 | 旭 
ホテ ル (1 1:00 頃 ) 一 一 北上 市 「 和 か な 」 手 県 産 黒毛 和牛 を 含ん 
の だ 鉄板 焼 の ご 昼食 ) [ 特 子 席 ⑥ 狐 鼻 渓 (渓谷 美 を 貸切 衣 よ り 観 
賞 ) ニ ーー ノ 関 駅 ーー( 東 北新 幹線 グ 9 ン 車 )=ー 東 京 駅 (18:30 
ー20:00) 着 國 悦 
回 三 | 人 ハ \ (利用 バス 会 社 〉 秋 北 バ ス (株 ) ま た は 十和田 観光 電鉄 (株) また は 岩 手 県 交通 (株 ) 
化 巻 温泉 佳 松園 画 宿 泊 : (岩手 県 ・ 花 巻 温泉 〉 履 衣 山 花巻 温泉 佳 松 園 (和室 また は 半 露 天風 呂 付 


美肌 の 湯 が 自慢 の 日 本 建築 の 情緒 が 表現 され た 純 和風 旅館 。 中 庭 で は 交 火 が 状 か れ 、 幻 想 和室 /12 畳 ) 
的 な 雰囲気 に 包ま れ ま す 。 美 肌 の 湯 と 呼ば れる し っ と り と 肌 に 浸 み 込む よう な 骨 質 の 温泉 で 


最大 14 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


ゆっ くり と お 軸 ざ くだ さい 。 出発 日 2023 年 8 月 26 日 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 催 行人 員 :10 名 @ コ ー ス 番号 :1GG5003-4 
出発 ・ 到 着地 部 屋 タ イプ 3 名 1 2 名 1 室 1 名 1 
開 和室 12 畳 265,000 四 | 270.000m|310,.000n 
東京 駅 発着 一 
半 直 天 風呂 付 和 室 12 辺 | 270.000 ロ | 275,.000 
往路 新花巻 駅 また は 盛岡 駅 合流 15.000 円 引き 
復路 一 ノ 関 駅 離 団 15.000 円 引き 
2 用 二乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
9 プ ^ と < 
四 李 3⑳ 少 紀行 


全国 花 ツ 競 大 会 | 大 昌 の 磁 火 3 日 間 


届 深緑 まっ さか り ! 涼 を 求め 同 スケ ジュ ー ル 
し AS 生 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 
_ か な 緑 が 美 し い 奥 入 瀬 ・ 八 東京 駅 (8:0011:00) 発 =ー( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 ) == 盛 岡 駅 


甲田 を 散策 し ます 。 

※ 遊 歩道 を 歩き ます 。 歩 き 
や すい スニ ー カ ー 等 で ご - の グ 
参加 くだ さい 。 刀 甲 田 占 三 プ ウェ 


=ーー「 雷 石 プ リン ス ホ テ ル 」 (フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) [椅子 席 
〇 全国 花火 競技 大 会 「 大 曲 の 花火 」 (観覧 席 か ら ご 観賞 お 弁当 
石 泊 (25:00 頃 ) 司 圏 


ーー 


ホテ ル (10:30 頃 ) 一 一 「 と わ だ 遊 月 ] (ひめ ます 膳 の ご 昼食 ) | 符 子 席 
瀬 渓流 (深緑 の 渓谷 散策 ) 一 一 酸 ヶ 湯 温泉 泊 (17:00 妃 ) 
夫人 了 青森 の 旬 の 食材 を ふん だ ん に 活か し た フラ ンス 料理 


ホテ ル (10:30 頃 )ーー 〇 八甲田 ロー プ ウ ェ ー (八甲田 ゴー ドラ イン を 散 
う | 策 ) 一 青森 市 内 「 秀 寿司 」 (お 寿司 の ご 昼食 ) | 符 子 席 ] 一 新 青 森 駅 
= キー( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 )== 東 京 駅 (18:00-19:40) 着 國 悦 


* ン 


(利用 バス 会 社 〉 秋 北 バ ス ( 株 ) また は 岩手 県 交通 (株) また は 十和田 観光 電鉄 (株 ) 


sg の 誠 誠 較 窒 泊 :〈1 泊 目 / 岩 手 県 ・ 石 ) [カジュアル ] 生 石 プ リン ス ホ テル (洋室 ・ ツ イン ノ 22m?) 
(2 泊 目 青森 県 ・ 酸 ヶ 湯 温泉 履 著 古 八 甲田 ホテ ル (洋室 ・ ツ イン 30m) 


回 八 申 田 ホ テル 沿 最大 15 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


十和田 八幡 平 国立 公園 の 大 自然 の 中 他 お 洋風 木造 建築 の リゾ ー ト ホテ ル で 、 ゆ っ くり 流れ 
る 時 を お 過ごし くだ さい 。 ご 夕食 は フレ ンチ 「 八 甲田 キュ イジ ー ヌ 」 を ご 賞味 くだ さい 。 出発 日 2023 年 8 月 26 日 


ご 旅行 代金 (お ] 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :10 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS003-5 


” ま 、 出発 - 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
5 て 東京 駅 発着 320,000 円 380,000 円 
ー < あめ? 9/ 往路 民 岡 駅 合流 15.000 円 きき 
攻 と 3 - 復路 新 青森 駅 離 団 20.000 円 きき 
和 理 (G 多 寺 光 ) に 大 大 浴場 (女性 用 ) 添乗 具 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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記 | 
沖 縄 | 九 州 中国: 四国 | 近 間 | 伊勢 志摩 開 北 陸 W 中 部 | 東 北 | 北 光導 
ーー 町 家 貸 切 で ゆっ た り と 愉し む _ 
ロ 8 テー 一 。 
| 町家 」 で 愉し お [お わら 風 の 盆 | 」 上 
上 新町 通 り に 面 し た 、 歴 史 ある 町 家 か ら ゆ っ た り と ど ご 見 学 間 7 に ハ 
例年 、 見 物 客 で 大 混雑 ら に マク クア Ss | NE:H 
し ます が 、 特 別に 町 家 ーー Ns、 加 | つ 7 が 
を 貸切 。 町 家 で 人 混み ーー ニー Res 嗣 が 
を 気 に け る こと な く ゆ っ | Pr つ 7 ォ オ P 
くり と ご 見 学 い た だ け TU リ Ne 
ます 。 御 手洗 の ご 用 意 ーーー | ME 【 グ : アア 有り 
も ご ざい ます 。 2ne 人 て は こ N を ( く 
= ペー ーー ニー ) 
の 志 】 
地元 の 方 に よる 「 お わら 風 の 盆 ] の 見 どこ る 解 説 と 中 り 観賞 ムレ ! 癌 いい ) 
町 家内 で 八尾 の 地元 日 ヒ 
の 方 に よる 「 お わら 風 上 < 
の 盆 」 の 楽し み 方 の 講 剛 
座 の ほか 、 特 別に 町 家 の 
に 踊り 手 を 招待 し て 目 に Ya き AA 
の ] で に 全 較 ャ 井上 越 中 八尾 は 富山 市 南西 部 の 山あい の 町 。 そ の 地 で 300 征 
2 『 引 有 し て いま す 。 格 氏 戸 の 民家 ・ 土 蔵 等 、 昔 の 面影 を 残す まち 


お わら 風 の 盆 (イメ ー ジ ) 写真 提供 :( 公 社 ) と や ま 


四季 < 光紀 行 


和倉 温泉 加 屋 別 護 松乃 で 寛ぐ 3 日 間 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 信 は 車窓 観光 
東京 駅 (9:00 一 11:00) 発 = デー( 北 陸 新 幹線 グリ ー 2 山 駅 
〇 豪農 の 館 内 山 邸 一 一 〇 北 前 船 回 船 問屋 森 家 王 一 ( 早 目 の ご 
夕食 ) | 椅子 席 |- 一 〇 @ 越 中 八尾 [お わら 風 の 盆 観賞 ( 代 切 し た 町 家 を 拠 
点 に お 楽し みく だ さい ) 王 一 富山 泊 (24:00 頃 ) LIL 留 
ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 〇 能 作 一 一 「 丸 尚 ] (和食 の ご 昼食 ) [椅子 席 |= 一 
〇 勝 興 寺 (特別 拝観 ) = 和倉 温泉 泊 (16:30 頃 ) 國 層 鎌 
ホテ ル (10:00 頃 ) 王 〇 妙 成 寺 (前 田家 ゆか り の 名 利 ・ 特 別 拝 観 ) 

四 [金城 櫻 ] (伝統 的 な 加賀 料理 を 少し 軽 め に アレ ンジ し た ご 昼食 ) 
椅 し 茶屋 街 王 一 金沢 駅 =ー( 北 陸 新 幹線 

ン 車 )=ー 東 京 駅 (18:00 一 20:30) 着 萌 | 太 圏 

(利用 バス 会 社 〉 富山 地方 鉄道 また は 加 越 能 バ パス 

※ 中 学生 未満 の お 子 様 の 参加 は ご 遠慮 くだ さい 。 

田 宿 泊 :〈1 泊 目 富 山県 富山 〉 [カジ ュ ア ル ] 富山 エク セル ホテ ル 東 旋 (洋室 ・ ツ イン 23m) 

〈⑫ 泊 目 ノ 石川 県 員 加 貨 屋 別邸 松乃 碧 ( 和 室 く ベッ ド 付 >) 


別邸 松 75 碧 


輸 島 塗 や 九谷 焼 な ど 伝 
統 工 芸 品 が 館内 に 展示 
され 、 ま る で 美術 館 に 滞 
在 する よう に 過ごせ る お 
宿 。 七 尾 湾 を 一 望 で きる 
オー シャ ン ピ ビュー ルーム 
に て 大 人 の 格別 な 時 間 を 
お 過ごし くだ さい 


和倉 温 


〈⑫ 泊 目 〉 


| 泊 | 加賀 屋 


出発 日 2023 年 9 月 1 = 6 


ご 旅行 代金 (お 1 人 欄 ぁ た り 最少 催行 人 員 :10 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS003-A 
出発 ・ 到 着地 1 名 1 室 
東京 駅 発着 360,000 由 430,000 円 
往路 富山 駅 合流 15,.000 円 引 き 
復 申 金 沢 駅 離 団 15,000 円 き 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


失 光 推進 機構 文 


男女 の 踊り が 、 坂 の 街 を 揃い の 法 被 や 浴衣 姿 で 流し 歩き 、 
eS 
季 % 紀 行 


越 中 の 小 京都 を 訪ね る 2 日 間 


の as ショ ニル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 
東京 駅 (9:.30 て 13:00) SR 温 
泉 駅 また は 冨 人 桜 閣 一 一 「 延 楽 」 ( 早 目 の ご 夕食 ) | 椅子 民 |] 

G 直 中 八尾 [お わら 風 の 盆 | 観賞 (貸切 し た 町家 を 拠点 に お 楽し みく だ さ 

い ) = 宇奈月 温泉 泊 (24:00 引 ) 田 圏 | タ 

ホテ ル (9:30 頃 ) 王 一 「 里 山 の オ ー ベ ル ジ ュ 新 の 音 」 (フラ ンス 料理 の ご 

昼食 ) |[ 符 子 席 |= 一 〇 越 中 の 小 京都 城端 散策 ( 〇 曳山 会 館 ) = 一 富山 

駅 テー( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 )= デ = 東京 駅 (19:00-21:00) 着 國 層 し] 
(利用 パス 会 社 〉 富山 地方 鉄道 また は 加 越 能 バ ス 


区 


城端 


山 会 館 


眼前 に 黒部 の 山並 み を 望み 、 眼 下 に 黒部 の 流れ を 見 下 
ろ せ る 深山 幽玄 の 雰囲気 に 包ま れ た 全 室 峡谷 治 い の 
静か で 落ち 着い た 純 和 風 の 老舗 旅館 で す 。 


] 間 計 。 理 較 じ 240 000m 2 000 


千 000 円 き 
E 15,.000 円 引き 
添乗 貞 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


に Es 


九 州 | 中 国 : 四 国 | 近 


沖 縄 


本 由 八 コシ ウー 


湯 


伊勢 志摩 中 部 | 関東 新潟 | 東 北 | 北海 道 


示 踊 り 継 が れ て きた 「 越 中 お わら 」。 そ の 唄 と 踊り は 情緒 豊か で 気品 高く 、 哀 調 の 中 に 優雅 な 趣 を 
並み に 数 干 の ぼん ぼり が 立ち 並び 、 三 味 線 ・ 胡 弓 ・ 太 鼓 の 音 に 合わ せ て 哀 調 帯び た 唄 や 格調 高い 
編み 笠 の 波 が 行き 過ぎ ます 。 し っ と り と し た 幻想 的 な 世界 に ひと と き 酔 いし れる こと で し よう 。 


_ 


四季 (紀行 
観光 列車 | 一 万 三 千 尺 物語 」 と 白 エ ビ 料 理 2 日 間 


クジ ュー リル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 


お わら 風 の 盆 (イメ ー ジ ) 写真 提供 ( 公 視 り と や ま 鈴 光 推進 機構 文 


四季 . 紀 行 


個人 型 現地 発着 プラ ン 


往復 タク シー 利用 | お わら 風 の 盆 」 2 日 間 


スケ ジュ ー ル 


〇 ⑥ は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 旬 は 車窓 観光 


東京 駅 (8:00-10:00) 発 ==ー( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 )=ー 富 山 駅 rr 観 宅 ま た は 前 泊 宿 泊 箇 所 …… (各自 お 客 様 負 担 ) …… 山 市 内 
1 光 列 車 「 一 万 三 千 尺 物語 (車内 に て 富山 湾 鮨 の ご 昼食 ) rr+ 富 山 エク 1 ANA フ クラ ウン プラ ザ ホ テル 富山 (17:00 頃 )ーー 〇 越 中 八 尾 「 お わら 風 の 
セル ホテ ル 東 急 ( 早 め の ご 夕食 )ーー 〇 越 中 八尾 「 お わら 風 の 盆 観賞 盆 ] 観 賞 (貸切 し た 町 家 を 拠点 に お 楽し みく だ さい ) 富山 泊 (24:00 絡 ) 
(貸切 し た 町 家 を 拠点 に お 楽し みく だ さい )= 王 富山 泊 (24:00 刀 ) 0 上 Ll 
ホテ ル (10:00 頃 ) 一 一 〇 池田 屋 安兵衛 商店 一 一 〇 北 前 船 回 船 問屋 森 家 NO (各自 お 客 様 負担 ) …… 宅 ま た は 後 泊 宿 泊 箇所 5 
2 ー「 磯 料理 松月 ]( ビ 料 理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 お 國 [ 
商 山 (こき りこ 踊り 観賞 と 集落 散策 ) 王 一 富山 駅 テー( 北 陸 新 幹線 グリ ー ※ タ クシ ー は 小型 また は 中 型 と な り ま す (指定 不可 ) 。 
ン 車 ) エ 東京 駅 (19:00 一 21:30) 着 國 層 し 
〈 利 用 バス 会 社 ) 富山 地方 鉄道 また は 加 越 能 バ パス お の "75 
画 泊 :( 富 山県 富山 〉 (カジ ュ アル | 富山 エク セル ホテ ル 東 急 (洋室 : ツ イン 23m?) の MC 人 AN 人 0000 0 (ここ /。 
国 | *umsos= 時 間 の 列車 旅 。 RE 還 富山 市 内 の ホテ ル か ら 八 尾 ま で 往復 タフ シー を ご 用 意 。 
M 観 JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 の お 客 様 だ け で ご 利用 いた だ ける 
| [町家 」 を 拠点 に ご 自身 の ペー ス で ゆっ くり と お 楽し みく だ さい 。 
eo ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 富山 
oc 緑 あふ れる 富山 城 寺 公 園 を 望む お 地 に そびえ た つ ホ テル は 、 
福 団 務 ( イ メニ ジ ) JR 富山 駅 より 徒歩 約 15 分 の 便利 な 立地 で す 。 
2 チェ ッ ク イ ン | 15:00 | チェ ッ フ アウ ト | 11:00 
衝 四 宅 配付 
5 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 1 日 ( 金 )-9 月 3 日 (日 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :10 名 借 コ ー ス 番号 :1GGS003-8 | ooZ ニ aa 
Sh = ご 旅行 代金 お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :2 名 (※1) 借 コ ー ス 番号 :1GGS003-9 
出発 ・ 到 着地 逢 1 名 1 室 2 名 1 室 
東京 駅 発着 240,000 円 270,000 円 180.000 ロ 
往路 富山 駅 合流 15.000 円 引き > 
復路 富山 駅 離 団 15.000 円 引き 
添乗 具 は 1 東京 駅 か ら 2 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
(P.28・29 共 通 の ご 案内 〉 
※ お わら 風 の 盆 が 行わ れ て いる 八尾 の 町 へ は バス 乗降 場所 か ら 約 30 分 程度 、 徒 歩 で の 移動 と な り 
ます 。 ま た 坂道 と な り ま す の で 、 歩 きやすい 靴 で ご 参加 くだ さい 。※ 町 家 は JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 主催 の 他 ツ アー の お 客 様 と 一 緒 に な る 場合 が あり ます 。 ※ 1 日 目 は 
モエ め の ご 夕食 と な り 、 ホ テル 帰着 は 深夜 と な る た め 、 お 夜食 (軽食 ) を ご 用 意 し ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。※ 友 印 は 、 
2019 年 以前 ( ナ 褐 以前 ) の イメ ー ジ 画像 と な り ま す 。 29 


こう ここ に も 


近 譜 


夢 の 作 


山 送り 火 抽 の 川 2 日 間 


京都 大 文字 送り 火 ( イ メー ジ ) 


五山 送り 火 Q 日 自 ) 
毎年 8 月 16 日 に 行わ れる 、 東 山 如意 ヶ 狼 の 「 大 文字 」 を は じ め と す 
る 京都 市 内 の 5 つの 山 に 送り 火 が 点火 され る 伝統 行事 で す 。 


ITB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 企画 


デ り トー ーー . 
一味 科 理 (た ジ ) 


| 7 条 の ラル な どの ドリ ング と と も に 提 さ まで 


OO 残る スイ ー ト ルー ム で 送り 火 を 観覧 
本 2 計 IMORUASSNDE 旭 築 家 
・ に ゆっ くり と 送り 火 を ご 覧 いた だ きま す 。 
(ご 覧 いた だ ける 文字 は 、 右 大 文字 〈 右 胡 い 部 分 〉・ 妙 ・ 
本 ー 和 左 大 文字 に な り ま す 。) 


吾 、 


泊 | ウェ ステ ィ ン 都 ホテ ル 京都 TI 


回 温泉 を 利用 し た 、 庭 園 と 一 体 と な 
る 半 露 天風 呂 の 温泉 スパ が 滞在 中 ご 利用 いた だ け ま す 。 


夢 の 作 


スケ ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 


よ 下 車 観 光 、 代 は 車窓 観光 


[ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00-1 


:00)3 


mmー( 東 ※ 


)=* 京 都 駅 


〇 六道 珍 


トー 
寺 


ン 車 


分 の 功徳 に 相当 する 千 


連 加 


語 )ー 一 京都 市 内 


道 新幹線 グリ ー 
(⑲ 世 窒 産院 丸和 


完 人 符 ホテ ル 内 レス トラ ン に て ドミ ニ 


コー ス 


ク ・ ブ シェ 氏 


(15:45 頃 ) 
監修 の 鉄板 焼 


臣 刀 給 司 ご 夕食 後 、 村 野 ス イー ト の リビン グ よ り 送 り 火 を 観賞 


ま 


ホテ ル (10:00 頃 ) 
や 」 (川床 料理 の ご 昼食 ) 


〇 貴船 神社 一 


新幹線 グリ ー ン 車 )==ー 東 京 駅 (19:30 一 20:30) 着 


ーー デ 〇 大 原 三 千 院 …… 宝 泉 院 一 一 「 貴 船 ひ ろ 
京都 駅 (東海 


の 三 ! 


國 居 


※ 気 象 状況 に より 行事 が 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 こ の 場合 で も ツア ー は 実施 
し 、 払 戻し は あり ませ ん 。※ 移 動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 型 タ クシ ー と な 
り ま す ( 人 数 に より 分 乗 ) 。※ 川 床 は 雨天 お よび 増水 に より 、 食 事 場 所 が 屋内 に な 
る 場合 が あり ます 。 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
田 宿 泊 :〈 京 都 府 京 都市 内 y/ ウ ェ ス ティ ン 都 ホテ ル 京 都 (洋室 ・ ツ イン ) 

最大 15 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 8 月 16 日 ( 水 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 但 コ ー ス 番号 :1GGY004-4 
出発 - 到 着地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
本 デラ ックス 平安 京 ビュ ー(38m) | 290,000 円 | 360,.000 由 
| ジュ ニ ァ スイ ー ト (50-62m) | 330.000 由 | 420.000 由 
往路 京都 駅 合流 15.000 円 引き 
復路 京都 駅 離 団 15.000 円 引 き 
添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 2 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


り 火 維 党 


石山 送り 火 と 源 を 感じ る 台 都 3 日 間 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 
ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00-11:00) 発 =ー( 東 海道 新幹線 グ 
1 リー ン 車 )= デ = 京都 駅 ーー 〇 大 原 三 千 院 …… 〇 宝 泉 院 一 一 
京都 市 内 泊 (16:30 頃 ) 
久 符 ホテ ル 内 レス トラ ン に て 鉄板 焼 [ 


日 中 は 、 グ ルー プ ご と に 1 台 の 専用 観光 タフ シー を ご 用 意 し ます 。 


- 5 水 床 (6 ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 〇 二 尊 院 一 一 〇 入 王 寺 ー 一 
し ょ う ざ ん リゾ ー ト の 渓流 床 (GE 到 【 午 後 は 京都 市 内 自由 行動 (タク シー 利用 可能 時 間 16:00 迄 、 
涼やか な 紙屋 川 の せせらぎ を 感じ な が ら 、 自 然 の 風景 に 囲 ノ | 属 添乗 員 は 同行 し ませ ん 】=ー ホ テル 
まれ た 中 で 味わう 京 料理 で 夏 の 風情 を 感じ て くだ さい 。 ホテ ル (17:00 頃 ) 王 一 「 南 禅 寺 参道 菊水 ] (和食 ・ 早 め の ご タ 
呈 N 利和 将 宣 塚 展 台 特別 席 か ら 送り 炎 観 代 一 
| RW 388 う 京都 市 内 泊 (21:30 紀 ) 較 較 
具 計 - 8 
五山 すべ て の 送り 火 を 見 る こと が で きる 、 将 軍 塚 展望 台 ホテ ル (10:30 和 ーー 敵 計 剛 還 上 損 茂 神社 (特別 参拝) 一 一 O 源 
で ご 覧 いた だ さま す 。 (大 文字 は 文字 の 一 部 の み ) 有 0 ん リゾ ー ト (「 渓 涼 床 ]」 に て 和食 の ご 昼食 ) 
覧 席 ま で は 、 約 40 段 ほど 階段 が び ご ざい ます 。 語 椅子 席 | 一 京都 駅 テー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 東京 駅 
また 抽 肥 は 石 に 市 男 を 広い た 有 と な り ます 。 5 りー の (18:30 一 19:30) 着 較 局 「」 
最大 15 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 ※ 気 象 状況 に より 送り 火 な ど 行事 が 中 止 と な る 場合 が び ご ざい ます 。 こ の 場合 で も 
NR ツア ー は 実施 し 、 旅 行 代金 の 払戻 し は ご ざい ませ ん 。 
出発 昌 2023 年 9 月 15 日) ※2 日 目 の 日 中 以外 の 移動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 型 タ クシ ー と な り ま 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり) @ 最 少 催 行人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGY004-5 。 す ( 人 数 に より 分 乗 )。2 日 目 午後 自由 行動 時 の 有料 施設 の 入場 料 拓 観 料 、 
料 道路 代 、 駐 車 と モ 
出発 . 到 着地 2 名 1 室 1 才 1 二 料 道 路 代 、 駐 車場 代 、 ご 昼食 代 は お 客 様 ご 仙 人 PAES 
ーー ※3 日 目 の 渓 涼 床 は 雨天 時 、 食 事 場所 が 屋内 に な る 場合 が ご す 。 
東京 駅 発着 310,000 由 380,000 円 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
往路 京都 駅 合流 15.000 円 引き 1 ー 、 
泊 :〈 京 都 府 ・ 京 高 評価 ー ク ラ 京 都 (洋室 ・ 則 ツ イ > 
復路 京都 駅 区 団 15.000 円 引き 5 (京都 府 ・ 京 都市 内 ) テル オー クラ 京都 (洋室 ・ 東 山側 ツイ ンプ 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


〈P.30 共 通 の ご 案内 〉 


30 


夢 の 作 昌 


主 | ロイ ヤル ロー ド ・ 


「 培 洛 海上 花 火 大 会 」 Le 


上 花火 (イメ ー ジ ) 
と は 異な り ま す 。 


音響 効果 抜群 の 大 迫力 熱海 海上 花火 大 会 q) 


会 場 で ある 熱海 漁 は 3 面 を 山 に 囲ま れ た 「 す り 鉢 」 状 の 地形 の た め 、 海 で 上 げ る 花火 の 音 が 反響 し 大 き な ス タ ジ ア ム の よう な 音響 効果 が あり 、 花 火 師 も 絶賛 する 打上 会 場 と 
言わ れ ま す 。 混雑 が な い ホ テル か ら 花 火 を ゆっ くり ご 覧 くだ さい 。 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車 訟 観 | スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 容 鈴 光 
東京 駅 ⑨30) 発 一 一 画 約 120 分 王 王 湯河 原 富士 屋 旅館 「 剰 六 亭 ] (うな 重 東京 駅 ⑨30) 発 一 一 咽 約 120 分 王 王 湯 河原 富士 屋 旅館 「 剰 六 亭 ] (うな 重 
の ご 昼食 ) [椅子 席 〇 起 雲 閣 ( ガ イド が 館内 を ご 案内 ) ーー (ハイ ヤー) の ご 昼食 ) | 椅子 席 〇 起 雲 閥 (ガイ ド が 館内 を ご 案内 ) =ー 

1 あ た み 伊豆 山 泊 (15:00 山 ) 熱海 泊 (15:00 妃 ) 
回 四季 を 深く 感じ る フラ ンス 料理 ] | 叶 鬼 メイ ンダ イニ ング に て 鉄板 焼 また は 寿司 また は フラ ンス 料理 
ご 食後 、 ホ テル に て 熱海 海上 花火 大 会 の 観賞 を お 倫 し みく だ さい (1 組 毎 、 お 申込 時 に ご 希望 を お 知ら せく だ さい ) 
0 004 同 急 ご 食後 、 ホ テル に て 熱海 海上 花火 大 会 の 観賞 を お 愉し みく だ さい 
ホテ ル (9:30 頃 ) 一 (ハイ ヤー) デー の 〇 來 宮 神 社 王 一 小浦 谷 「 蕎 麦 買 寅 館 ] (20:20 一 20:40 予 定 ) 

フ | (そば の ご 神 食 ) 子葉 一 の 科 美術 ( 開 10 周 年 記 念 避 し 居 罰 
と 北 昔 | 開 催 中 ) 元 箱根 港 、 ヘ へ ン 仙 箱根 海賊 船 で 芦ノ湖 遊覧 ( 約 25 分 ) ホテ ル (10:00 頃 ) O 熱 海山 術 館 伊豆 高原 「 け ラ ・ ヴ ィ ー タ ・ 
マン ン 桃 源 台 港 一 一 中 約 120 分 一 一 東京 駅 (18:30 頃 ) 着 國 固 エ ・ ベ ッ ラ 伊豆 高原 ] (イタ リア 料理 の ご 昼食 ) [ 特 子 席 | 一 一 全 O 小 室 I 

※ ホ テル に 大 型 バス が 入 車 で き な いた め 、1 日 目 起 雲間 ホテ ル 、2 日 目 ホ テル ー 來 宮 パ 2 | リッ ジウ ォ ー ク "MISORA" (リフ ト に 乗っ て 海 と 空 360' ビ ュー を 望む 絶 上 

社 は ハイ ヤー で ご 移動 と な り ま す 。※ 花 火 大 会 は 客室 か ら 観 覚 で きま す が 、 一 部 眺望 が スポ ッ ト へ ) = 一 中 約 120 分 ーー 東京 駅 (18:30 頃 ) 着 

遮 られ る 部 屋 が あり ます 。 客 室 タ イプ は 選択 で きま す が 、 客 室 の 指定 は で きま せん 。 ま た 、 國 局 

ホテ ル 内 の レス トラ ン 、 ラ ウン ジ 、 パ バー、 大 浴場 な どか ら も ご 覧 いた だ く こ と が で きま す 。 ※ 花 火 大 会 は 客室 か ら 観 賞 で き 客室 タイ プ は 選択 で きま す が 、 客 室 の 指定 は で きま せん 。 


画 宿 泊 :〈 静 岡 県 プ あ た み 伊 豆 山 ?〉 ホ テル グラ ン バ ッ ハ 熱 海 ク レッ シェ ンド (洋室 ・2 階 また 、 ホ テル 内 の テラ ス 、 大 浴場 な どか ら も ご 覧 いた だ く こ と が で きま す 。 
ビュ ー バ ス 付 ツイ ン ま た は 和室 ・1 階 露天 風呂 ・ ベ ッ ド 付 ) 


※1 階 の 客室 フロ ア 、 大 浴場 へ は 20 段 ほど の 階段 が あり ます 。 王 泊 :〈 静 岡 県 熱海) 熱海 パ ルス ター ホテ ル (洋室 ・ ス ー ペ リア ツイ ン ・ 露 天風 呂 付 
また は 洋室 ・ デ ラッ フク スソ ツ イン: 露天 風呂 付 ) 


最大 10 名 | /1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 
出発 日 2023 年 8 月 25 日 ( 金 ) 出発 日 2023 年 9 月 18 日 (月 ・ 祝 ) 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 催 行人 員 :2 名 人 @ コ ー ス 番号 :1GGYRO5-R | ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 侍 行人 員 :2 名 人 @ コ ー ス 番号 :1GGYRO5-X 
出発 到着 地 部 屋 タイ プ 2 名 1 室 1 名 1 室 出発 * 到 着地 | 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
as | 洋室 2 間 ピュー バス 付 ツ イン | 280.000 ロ | 340.000 | ss| ペッ イン | 260.000 ロ | 380.000 
軸 和室 1 階 窟 天風 呂 ベ ッ ド 付 | 290.000 円 | 370,000 幅 デラ ックス アツ イン | 290,000 円 410.000 由 
添乗 員 は 1 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 2 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
剛 沖 ] ホテ ルブラン パッ 熱海 ク レッ シェ ンド 熱海 パー ルス ター ホテ ル 2022 年 9 月 開 
美美 美 湯 の 3 折 子 較 枝 + 熱海 の 一 等 地 [ お 宮 の 松 ] の 正面 に 2022 年 ー: 
が 揃っ た ホテ ル 。 9 月 に 誕生 し た ラブ ジュ アリ ー リ ゾー ト ホ テ ル 。 
OWENoi5ONGE オー シャ ン ピ ビュ ー の 露天 風呂 付 の お 部 屋 を ご 
材 を 厳選 し た フレ ンチ が 用 意 し まし た 。 
評判 で す 。 熱海 市 内 で 初 と な る パト ラー サー ビス も 完備 
au し て いま す 。 自慢 の キン フィ ニテ ィ バ パス 


〈P.31 共 通 の ご 案内 〉 〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※ 花 火 大 会 は 雨天 決行 で す が 、 荒 天 の 場 合 は 中 止 と な り ま す 。 そ の 場合 で も ツア ー は 実施 し 、 ご 旅行 代金 の 払戻 し は あり ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 31 


夢 の 休日 
豪華 絢 底 日 本 三 大 美 祭 


秋 の 高山 祭 「 八 幡 祭 」 と 観光 列車 「 な が ら 」 3H 問 隊 識 


贈 秋 の 高山 祭 「 八 幡 祭 」 較 | 鈴 光 列車 「 な が ら 」 qg 邑 ) 
ユネ スコ 無形 文化 遺産 登録 。 飛 騨 の 匠 の 技 を 伝え る 豪華 絢 糞 な 国 の 重要 有形 民俗 水戸 岡 鋭 治 氏 デザ イン の 内 装 に は 地元 岐阜 件 木材 を 利用 。 美 し くも どこ か 懐か し い 列車 。 
文化 財 に 指定 され た 屋台 が 勢揃い する 様 は 一 見 の 価値 が あり ます 。 長良 川 の 清流 を 車窓 に 沿線 の 食材 を 詰め 込ん だ 特製 弁当 を 愉し み ま す 。 


人 力 車 で 高山 祭 会 場 ま で 
ご 案内 (2 昌和) 


ホテ ル か ら 高 山 祭 まで 往路 人 力 車 を 利用 
いた だ きま す 。 


1 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴光 
新 大 阪 駅 (8:00-9:00) 発 デー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 

名 古屋 駅 美濃 太田 駅 it+ 【 観 光 列車 な が ら (清流 長良 川 を 車窓 

1 | に 特製 弁当 の ご 昼食 ) 】 郡上 八幡 駅 ー 〇 郡上 八幡 博覧 館 


PB (郡上 踊り の 実演 見 学 ) 〇 古い 町 並み 散策 一 一 高山 市 内 泊 (16:30 軸 
へ 戻り ます き 。 = 回 2 飛 上 料理 を 含む 会 席料 理 中 回 
ホテ ル (10:00 頃 ) …… (人力車 ) …… 〇 秋 の 高山 祭 「 八 幡 祭 」 観賞 
陸生 _ 、 了 (徒歩 )…… ホ テル に て ご 昼食 ーー 〇 下呂 温泉 合掌 
清流 沿い に 走る 観光 列車 「 な が ら 」 (日 自 下 中 温泉 泊 (16:00 軸 
8 5 問 l 2|| ホテ ル か ら 高 山 祭 まで 往路 人 力 車 を 利用 いた だ きま す 。 
上 1 お 祭り で に ぎわ う 街 の 雰囲気 を 自由 に お 愉し みい た だ いた 後 は 、 
| | 徒歩 で ホテ ル へ ゆっ くり 戻り ます 
1、 ' 加 2 季節 を 愉し お 月 替わり の 依 石 料理 遼 司 較 
個 ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 〇 国宝 犬山 城 (現存 する 日 本 最 古 の 木造 天守 


う | を 持つ お 城 ) ニ 一 「 ホ テル イン ディ ゴ 犬 山 有 楽 苑 ] (洋食 の ご 昼食 ) 
椅子 席 | 一 喘 約 240 分 一 一 新 大 阪 駅 (18:00 引 着 國 悦 [」 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


今 育 天空 に 遊ぶ し ょ うけ つ 上 誠 ) 画 泊 :(1 泊 目 財 県 高山 市 内 ) 一 本 條 平野 屋 花 兆 誇 (和洋 


時 (2 泊 目 岐阜 県 下呂 温泉 ) 今 青天 空 に 遊ぶ し ょ よう げ つ (和室 また は 和洋 室 ) 
下呂 温泉 街 を 一 望 で きる 高台 の 静か な 宿 。 全 21 室 全て の 客室 か ら 自慢 の 眺望 を お 愉し み 
いた だ け ま す 。 


ゆっ た り と 流れ る 大 人 の 時 間 を お 過ごし くだ さい 。 最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 8 日 (日 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 @ コ ー ス 番号 :1GGYRO5-E 


出発 ・ 到 着地 | 2 泊 目 部 屋 タイ ブ 2 名 1 室 1 名 1 室 
新 大 阪 駅 和室 400,000 円 530,000 由 
発着 和洋 室 420.000 由 550.000 由 


3 往路 名 古屋 駅 合流 5,000 円 引き 
Ei の 語 川 添乗 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 3 日 目 新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


四季 < 光紀 行 TBB イ ヤル ロー ド 銀 座 20 周 年 特別 柚 画 


北 


美食 < アン チエ イジ ング *X 健 康 アル ・ ケ ッ チ ァ ー ノ 興 田 政行 シェ フ と 青木 晃 医 師 に よる 特別 講座 


(@)/ パ 
@IN 人 8 


と ミー 
奥田 政行 氏 2 
山形 県 鶴岡 市 生ま れ 。2000 年 
に レス トラ ン アル ・ ケ ッ チ ァ ー 
ノ を 独立 開業 。 ス イス ダボ ス / 
会 議 JapanNight201 2 料理 」 
総 責 任 監修 。 イ タリ ア ミラ ノ 1 1 
由 世 冗 野菜 料理 コン テス ト The 請 拓 語 較 | 青木 晃 氏 


Vegetarian Chance3 位 入 
賞 。2017 年 に は 料理 本 の アカ 
デミ ー 賞 と 称 さ れる 「 グ ルマン 


元 順 天堂 大 学 大 学院 加 齢 制御 医学 講座 
准 教授 。 医 療法 人 社団 晃 和 会 理事 長 。 レ 
コー ル ・ デ ュ ・ ヴ ァ ン 渋谷 校 校長 。 日 本 健 


8 食材 の 聖地 山形 庄内 で 体験 する アン チエ イジ ング の 旅 3 日 間 


間 志 界 料理 本 大 賞 」 に お いて 著作 記 記 
還 「 食 べ も の 時 鑑 」 が 食 の 遺産 


| 部 門 グ ラン プリ を 受賞 。 ゃ 


PB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 企画 
アル ・ ケ ッ チ ァ ー ノ 
Chef's テ ー ブ ル に て 10 席 限定 


Special Dinner(2 日 自 ) 


2022 年 7 月 に 新規 OPEN し た アル ケッ チ ァ ー ノ 本 店 。 通 常 ご 案内 する レス トラ ン と は 
別に 、10 席 だ け の Chef's テ ー ブ ル に て 、 そ の 日 に 手 に 入れ た 庄内 食材 を 使っ た お 料 
理 を お 愉し みく だ さい 。 


串 B ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 企画 ⑨② 

庄内 ピノ ・ コ ッ リ ー ナ ファ ー ム ガー デン & 

ワイ ナリ ー 松 ケ 岡 で ワイ ン の 試飲 と 講座 (3 日 自 ) 

月 山 を 背景 に 一 面 の ブドウ 畑 の 風景 が 広がる 施設 。 栽 培 か ら 醸 造 ま で 一 買 し て 行い 、 
収穫 は 一 つ ー つ 手 摘み され た ブドウ で 人 造り 込ま れ た 松 ヶ 丘 産 日 本 ワイ ン を つく っ て い 


ます 。 醸 造 所 見 学 と 特別 な も の 数 種 の 試飲 を し な が ら ワ イン 健康 論 に つい て 、 青 木 晃 
医師 の ワイ ン 講 義 を 聞き ます 。 


東北 の パワ ー ス ポッ ト 


江戸 時 代 創 業 
400 年 続く 老舗 の 酒造 見 学 
出羽 ノ 寺 酒造 (日 自 


出羽 ノ 寺 酒造 (イメ ー ジ ) 


創業 文化 十 年 の 歴史 を 守り な が ら も 進化 する 老舗 温泉 旅館 。2022 年 4 月 に リニュ ー ア ル 


し た minamo エ グ ゼ クティ ブ の お 部 屋 を ご 用 意 。 ま た 、 湯 野 浜 温泉 は 湯冷め し に くく 、 加 水 
を し な い 源泉 か け 流し の 湯 を 愉し お むこ と が で きま す 。 


康 医療 学会 常任 理事 。 日 本 抗 加 齢 医学 
会 評議 員 。 日 本 ソム リエ 協会 ソム リエ 。 
著書 や メデ ィ ア 出演 多数 。 


ベク カン ョ ニー ルル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


羽田 空港 (10:00 一 12:00) 発 へ 庄内 空港 一 鶴岡 
] (パス タ を 主役 に 山 ・ 海 ・ 里 ・ 野 の 彩り を 盛 
〇 出羽 ノ 寺 酒蔵 (酒蔵 見 学 ・ 試 飲 ) 


1 | 國 り 込 ん だ ご 昼食 ) 
ーー の 野 浜 温 泉 


山海 の 恵み 豊か な 庄内 の 信 


材 を 使っ た 懐石 料理 」 悦 略 


ホテ ル (9:15 頃 )ーー 〇 善 費 寺 王 一 つつ け も の 本 長 
ー 二 [庄内 観光 物産 館 」 (日 本 海 ・ 月 


漬物 蔵 
内 浜 で 水揚げ され た 旬 の 信 
ミ 上 農場 (お 米 農家 訪問 ) 
〇 奥田 シェ フ の プラ イベ ー ト 野菜 畑 一 一 〇 羽黒 あ ね ちゃ の 店 一 一 
アル ケッ チ ァ ー ノ 本 店 に て ご 人 湯野 浜 温泉 泊 (20:30 妃 ) 

語 証 案 請 奥田 シェ フ と 青木 晃 医師 に よる 「 食 と アン チエ イジ 
ング 」 の 講座 。 ア ルケ ッ チ ァ ー ノ 本 店 。10 席 限定 アカ デミ ー の 
Chef' s テ ー ブ ル に て スペ シャ ルディ ナー。 國 層 了 


ホテ ル (10:00 引 ーー 〇 山伏 の ご 案内 で 歩き 出羽 三山 神社 ・ 三 神 合 
祭 殿 (昇殿 参拝) (世界 が 認め る 霊山 ・ 羽 黒山 )…… 「 羽 黒山 斎 館 」 


(精進 料理 の ご 昼食 ) ピノ ・ コ ッ リ ー ナ ファ ー ム 


E 特別 企画 ② 
ガー デン & ワ イナ リー 松 ヶ 岡 (醸造 所 見 学 ・ 試 飲 ・ ワ イン 健康 講義 ) 


三 二 捧 内 還 港 羽 田 


港 (18:00 一 20:00) 落 


國 居 


〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利用 と な り ます 。 


(利用 バス 会 社 ) 庄 内 交通 ※ 奥 田 政行 氏 は 現地 で の 合流 と な り ま す 。 青 木 晃 氏 
は 2 日 目 ア ルケ ッ チ ァ ー ノ 本 店 お よび 3 日 目 に ピノ ・ コ ッ リ ー ナ ファ ー ム ガー デン & 
ワイ ナリ ー 松 ヶ 岡 の 講義 箇所 で 合流 。 各 施設 、 新 型 コ ロナ ウィ ルス 感染 状況 に よっ 


て は 、 館 内 説明 が 出来 な いこ と も ご ざい ます 。※ 歩 きやすい 靴 で お 越し くだ さい 。 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 山 形 県 湯野 浜 温泉 
グ 約 40m) ※ 客 室内 風呂 


や ( 和 
は 温泉 で す 。 


・ ツ イン ベッ ド minarmmo エ グ ゼ クティ ブ 


私 、「 奥 田 政行 ] が ご 案内 し ます 。 

同和 日程: 日 目 -3 晶 目 

月 山 や 湯殿 、 朝 日 連 話 な どの 山々 、 広 大 な 庄内 平野 、 そ し 

て 日 本 海 と 変化 に 富ん だ 地形 が 続く 庄内 地域 で 生ま れ 育っ 

た 奥田 シェ フ 。 庄 内 食材 を 愛し 、 想 像 力 か な 料理 法 で 半 

味 に 仕上 げ る 食 の クリ エイ ター 奥田 政行 氏 の 案内 解説 

も と 、 庄 内 の 生産 者 や 箇 、 食 材 店 、 表 造 所 と 「 食 材 の 聖地 . 庄 内 」 を X り ます 。 
※ ご 本 人 の 健康 上 等 の 理由 で 意 変 更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 


復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 コース 番 号 :1GGSO02-7 
出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 440.000 由 500,000 由 
往路 圧 内 空港 合流 12.000 円 引き 
復路 庄内 空港 本 団 12.000 円 引き 
添乗 貞 は 1 羽田 空港 か ら 3 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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ー 計 


〇 募集 人 数 8 二 16 名 様 の ツア ー 


1 ツア ー の 募集 人 数 は 最大 8 一 16 名 まで で す 。 
(※ 一 部 の コー ス を 除き ます ) 


⑥「 夢 の 休日 」 を 熟知 し た 添乗 員 が 同行 


「 夢 の 休日 」 の 添乗 経験 豊富 
た きめ 細やか に お 客 様 を サポ ー ト し ます 。 


〇 ゆとり の ある バス 移 動 
り ラグ ジュ アリ ー バ ス 「 ロ イヤ ル ロ ー ド ・ プ レミ アム (詳細 は P.8 掲 載 ) 利 用 の 
コー ス を 多数 ご 用 意 し まし た 。 ス タン ダー ド な バス を 利用 する 場合 は お ひと り 
答 様 2 席 を ご 用 意 し ます (※3 列 シー ト や 2 列 シ ー ト の バス を 利用 する 場合 は 除 
きま す ) 。 ま た 、 一 部 の 行程 で は 小回り の きく ジャ ン ボ タク シー(1 台 あたり 最大 


: 夢 の 作 H 


な 添乗 員 や コー ス を 熟 知 し た スタ ッ フ が 河童 橋 ( イ メー ジ ) 


ぎふ 長良 川 の 鵜飼 (イメージ) 


陽 5 名 ) や タク シー( お 申込 1 組 に つき 1 台 ) を ご 用 意 し ます 。 


新幹線 は 「 グ リ 
) 


ー ン 車 」 の お 座席 を ご 用 意 


(※ 一 部 の コー ス を 除き ます ) 


〇 お 人 荷物 宅配 で お 帰り は 身軽 に 


最終 宿泊 地 か ら ど 自宅 へ 、 お ひと り 様 お ひと つ 無 料 で お 荷物 を お 送り いた だ け ま す 。 5 日 以上 の コース で は 、 と れ に 加え て 
ど 自 宅 か ら 最初 の 宿泊 地 へ も お 荷物 を お 送り いた だ け ま す 。(※ 一 部 の コー ス を 除き ます ) 


ど 予 約 後 の ご 相談 一 夢 の 休日 ユース に ご 予約 いた だ いた 方 限定 一 


ツア ー ど 予約 後 か ら と 出発 前 の ご 相談 は 、 お 申込 み の 販売 店 また は 国内 旅行 デス ク ( お 電話 また は お 問合せ 専用 フォ ー ム ) に て 承り ます 。 
国内 旅行 デス ク で は 、 ご 旅行 先 の 気候 や 服装 に 関す る ご 質問 や 自由 行動 時 の 過ごし 方 な ど 、 
企画 や 販売 、 添 乗 に 携わる 社員 が 詳し く お 答え し ます の で お 気軽 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


ど 質 問 の 内 容 に よっ て は お 答え で き な い 場合 も あり ます 。 
< 国内 旅行 デス ク 電 話 番号 >03-6731-7690 < 国内 旅行 デス ク お 問合せ 専用 フォ ー ム > 


⑤ と 出発 前 に 添乗 員 よ り ご 連絡 いた し ます 


安心 し て ど ご 旅行 を お 愉し みい た だ く た め に 、 と 出発 2ー3 日 前 頃 に ご ど 挨拶 を 兼ね て 最終 の ご ど 案 内 を いた し ます 。 
と 不安 、 ご 不明 な 点 等 ご ざい まし た ら 尾 細 な と と で も る 結構 で す の で ご 相談 くだ さい 。 


(※ お 申し 込み 代表 者 様 の み へ の こ 連 絡 と な り ま す 。 ) 


〇 ⑨ 旅 の アレ ンジ を 承り ます 


お 部 屋 の アッ プ グ レー ド や 現地 合流 ・ 離 団 、 往 復 交 通 の お 座席 の アッ プ グ レー ド な ども お 客 様 の ご 希望 に お 応え し ます 。 
ど 予 約 時 に お 申込 の 販売 店 へ お 申し 付け くだ さい (と 出発 21 日 前 まで ) 。 空き 状況 等 に より ご 希望 に 添え な い 場 合 や で ざい ます 。 


⑤ 国 内 旅行 保険 が 含ま れ て いま す 


当 パ ン フ レッ ト に 掲載 の 全 ツ アー の 旅行 期間 中 (※1) 
は 、 右記 の 国内 旅行 保険 (「 死亡 ・ 後 遺 障 害 (傷害 ) 」、 
「 入 院 保険 金 日 額 (傷害 )」、「 通院 保険 金 日 額 ( 傷 
害 )」) の 補償 (※2) が セッ ト さ れ ま す 。 航空 機 を 利用 す 
る ツア ー に つい て は 追加 で 「 航 空 機 欠航 ・ 着 陸地 変更 
宿泊 費用 」(※2、※3) の 補償 が セッ ト さ れ ま す 。 


死亡 ・ 後 遺 障害 (傷害 ) 入院 保険 金 日 額 (傷害 ) 


保険 金額 1 ,5000 万 円 保険 金 日 額 / ,D00 円 
通院 保険 金 日 額 (傷害 ) 航空 機 欠 航 ・ 着 陸地 変更 宿泊 費用 
保険 金 日 額 5,000 円 保険 金額 1().000 円 


(※1) 補 償 対 象 と な る 期間 は 、 当 ツ アー に 参加 する た め に 自宅 を 出発 し て か ら 自 宅 に 帰着 する まで と な り ま す 。 
(※2) 当社 が 引受 保険 会 社 で ある ジェ イア イ 傷 害 火 災 保 険 帆 と 別途 契約 する 国内 旅行 傷害 保険 特約 セッ ト 
普通 傷害 保険 の 約款 に 基づい て 補償 され ます 。 詳し く は 取扱 代理 店 まで お 問い 合わ せく だ さい 。 

(※3) 航空 機 を 利用 し な い ツ アー に は セッ ト さ れ ま せん 。 募集 文書 番号 JI2022- 347 


販売 店 の みな さま へ 往復 交通 の お 座席 の アッ プ グ レー ド は 販売 店 に て 


手配 し て くだ さい 。 
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京 料理 鳥 米 料理 (イメ ー ジ ) 


京 料理 鳥 米 で 京 情緒 溢れ る 空間 と 味わい 深い お 料理 を ご 堪 
能 く だ さい 。(1 日 目 ) 


こ " 
CS 


こそ も SSww* 


SN ST 
電 鶴 尾 視 | 店 園 ( の 2 


利 さ 酒 (イメ ー ジ ) 
松尾 大 社 庭園 (1 日 目 ) 神職 の ご 案内 の も と 、 お 洒 の 神様 を 写る 「 松 尾 大 社 」 の 底 還 を ご 案内 いた だ さま す 。 キン ジ 正 宗 に よる 利き 酒 体験 。 (1 日 目 ) 


畔 松尾 大 社 神職 に よる 特別 案内 付 拝観 
「 京 料理 鳥 米 」 に て 京 料理 の 本 質 迫る 解説 と お 酒 の 神村 が 友 ら れる 「 松 大 


計 この 社 ] 。 広 大 な 境内 に は 、 お 洒 の 仕 
キン シ ジ 正 宗 に よる 利き 酒 体験 (日 自 込み に も 使わ れる 名 水 「 亀 の 井 ] 


老 縛 料 理 店 で あり 第 料理 の 専門 店 と し て 名 高い 名 店 「 京 料理 島 米 」 で 、 店 主 に よる 京 00 
都 の 時 料 理 文化 の 本 質 に 迫る 解説 を 聞き な が ら 、 京 都 な ら で は の 鶏 料理 と キン シ 正 宗 な は ど 見 所 が 滑 電 Pe 
に よる 利き 酒 を お 楽し みく だ さい 。 も 同 紅 内 


= 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 


窓 観光 
東京 駅 (9:30-10:30) 発 ==ー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )==ー 京 
駅 ーー 〇 二 尊 院 一 一 〇 法輪 寺 一 一 〇 松尾 大 社 ( 神 職 に よる 庭園 


] | 別 案内 )…… 用 錠 軸 還 京 料理 鳥 米 に て お 食事 と 利き 酒 体験 ( 
ンジ 正宗 の 利き 酒 体験 、 レ クチ ャ ー、 京 都 な ら で は の 鶏 料理 の 


岡 避 せ 莉 悪 


剛昌 選 米 イメ ー ジ ) 夕食 ) | 椅子 席 に 一 京都 市 内 泊 (20:45 頃 ) | 
ホテ ル (10:15 頃 ) ニ ーー 高台 寺 ( 特 別 拝観 ) 一 一 THE HIRAMATSU 
2 京都 「 ラ ルー チェ ] 誤 馬 ア 料 理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 ] 一 一 〇 王 生 寺 
高台 寺 特別 拝観 (6 昌 昭 京都 駅 デー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 東京 駅 (18:30 
che 正和 aa 19:30) 着 前 | 尽 較 
法話 を 聞い た あと に 湖 月 庵 で 呈 茶 を いた だ き 、 説 明 付 で 高台 寺 を 拝観 し ます 。 ニャ eo 
※ 移 動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 型 タ クシ ー と な り ま す ( 人 数 に 応じ て 


乗 ) 。※1 の ホテ ル 到 着 は 20:45 頃 と な り ま す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 
読み くだ さい 。 


還 mW ーー 三 所 立 | 
ザ ・ ホ テル 青龍 京都 清水 男 宿 泊 :( 計 者 符 - 放 市 内 ) ザ - ホ テル 青 藤 京都 清水 (洋室 ・(2 名 1 室 ) デ ラッ ク 


建物 の 風格 や 歴史 の 重み を 尊重 し 、 世 界 中 か ら 訪れ る お 客 様 を 迎え 入れ る ラグ ジュ アリ ー ホ テル スズ フ イ ング 51nf、(1 名 1 室 ) ス ー ペ リア キン グン 45m) ※ ホ テル 4 階 の バー[K36 
と し て 将 沢 な 滞在 時 間 を 演出 し 、 世 界 的 に 有名 な 清水 で の 直 沢 で 快適 な 滞在 を お 約束 し ます 。 Rooftop & Bar」 は 終日 貸切 の た め ご 利用 いた だ け ま せん 。 


最大 14 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 20 日 ( 金 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 旬 コ ー ス 番号 :1GGY004-8 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
東京 駅 発着 260,000 ロ 320,000 ロ 
往路 京都 駅 合流 15,000 円 引き 
復 中 京都 駅 離 団 15,000 円 引き 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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皆さま と 、 新 し い 未来 へ 。 


@)/ パ 1 
OAD 
GINZA 


北海 道 ・ 知 床 


TH 
ANNIVERSARY 


< 
nh 


ニモ 


還 衝 床 五 湖 ( イ メー ジ ) 


海 . 川 ・ 陸 へ と 繋が る 生態 系 が 分 か りや すく 見 られ る こと 、 希 少な 動植物 の 生息 地 と 


な っ て いる こと 、 そ し て これ ら を 保全 し て いく た め 
価 さ れ 、2005 年 7 月 に 登録 。 


の 管理 体制 が 整っ て いる こと が 評 


神山 地 ブ 林 ( イ メー ジ ) 


世界 最大 級 の 原生 的 な ブナ 林 が 広がっ つて いる こと 、 ま た 、 貴 重 な 生 衣 系 を 有 し て い 
る こと な ど が 評価 され 、1993 年 12 月 に 登録 。 


ン ロ るり 万 
知れ ば 知る ほど 愉し め る 世界 遺産 講座 (日 自 ) 
ツア ー 初 日 、 羽 田 空港 に て 「 世 界 遺 産 ア カ デ ミ ー 認 定 講師 鈴木 氏 に よる 特別 世界 
遺産 講座 を 開催 。 面 白く て た め に な る 世界 遺産 の お 話 を お 愉し みい た だ きま す 。 


世界 遺産 アカ デミ ー 認 定 講師 鈴木 か の 子 

世界 遺産 アカ デミ ー 認 定 講師 。 関 東 学院 大 学 ・ 多 摩 大 学 
非常 勤 講師 。 夫 婦 で 4 年 間 の 世界 遺産 を めぐ る 旅 に 出る 。 
80 ヵ 国 、500 件 以上 の 世界 遺産 を 訪問 。 全 国 の 中 学 、 高 
校 、 大 学 、 社 会 人 向け に 世界 遺産 の セミ ナー を 開催 。 


EV パ ス を 貸切 。 世 界 遺 産 「 や ん ば る の 森 」 
ネイ チャ ー ガ イド ツア ー 0 日 目 ) 


環境 に 配慮 し た EV バ パス に 乗車 し 、 や ん ば る 国立 公園 や 世界 自然 遺産 エリ ア 付近 を 
や ん ば る を 知る 地元 ガイ ド が ご 案内 し ます 。 


Ke 
電 


の 欄 ま 、 
つ 


ゃ 


森林 ウォ ー ク (イメージ ) 


JAL で 日 本 を 


日 本 が 世 邊 に 診 きる 4 つの 


に NN 導 和 
クス ギラ ジ ド (イメ ー ジ ) CK.P.V.B 


樹齢 1000 年 を 超え る 屋久 杉 が 美しい 自然 景観 を 生み 出し 、 多 く の 固 有 種 や 絶滅 の 
お それ の ある 動植物 を 有 し て いま す 。 そ うし た 特異 な 生態 系 と 優れ た 自然 景観 な ど 
が 評価 され 、1993 年 12 月 に 登録 。 


沖縄 県 ・ 沖 縄 島 北部 


7 ワ S 
や が ば る の (イメ ョ ャ 上 N(⑨ XO@VB 


奄美 大 島 、 和 島 、 沖縄 島 北部 、 西表 島 の 4 地域 は 、 世 界 的 に も 希少 な 固有 種 が 多 
く 、 生 物 の 多様 性 が 残る 貴重 な 地域 と し て 、2021 年 7 月 に 登録 。 


JAL グ ルー プ 

客室 乗務 員 に よる 
ワイ ン セ ミナ ー (4 日 目 ) 
伊丹 空港 に て ソム リエ の 資格 を 持 
つ JAL グ ルー プ 客 室 乗務 員 に よる 
ワイ ン セ ミナ ー を 開催 し ます 。 

※ 会 場 の 都合 に より 伊丹 空港 外 
(近郊 ) と な る 場合 が あり ます 。 


JAL グ ルー プ 密室 和 務 員 が 
沖縄 の お すす め ス ポッ ト を ご 案内 (8 日 目 


沖縄 に ゆか り を 持つ 客 こ 
室 乗務 員 が バス に 同乗 

し 、 お すす め の 沖 縄 土産 

や 旬 の スポ ッ ト な ど を ご 

案内 し ます 。 新 し い 沖 縄 

の 魅力 に 出逢う こと が 

で きる か も し れ ま せん 。 


JAL グ ルー プ 客 室 乗 務 員 (イメ ー ジ ) 


沖 縄 | 九 州 


「 ク ラス J」 を ご 用 意 


「 世 界 自然 遺産 」 を 巡る 8 日 間 裕 半 "er 


HL こぶ し 知 末 HOTELSRESORT OO 還 に だ 5 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 
屋久 島 ルン ミン の 間 ] ー ms コー ロン ロモ リー っ ae 
/ 国 計 グ 5 過半 還 9】 羽田 空港 に て 「 世 界 遺 産 講座 」 


] | 麗 田 空港 (12:0013:30) 発 (フラ ス J)ー ヽ 女満別 空港 一 
人 | ウ ウト ロ 泊 7 00 皿 ) 
本 診 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 グ リル 知床 ] に て : I 


女満別 空 


永田 いな が 浜 
@ 


ホテ ル (⑨309) 一 -O 回 環 知 床 石浦 ハイ キン グ (( 湖 2 肖 ノ 
2 | 約 1.5km) 一 ご 昼食 一 ー- 〇 オシ ンコ シン の 滝 こ 続 く 道 

| 女満別 空港 (普通 褒 ) 新 十 歳 空港 2 新 征 歳 空港 

” | (19:00 頃 ) 朝 昼 | 

ホテ ル (10:00 頃 )…… 新 十 歳 空港 (普通 席 ) 青森 空港 = 一 


319 白神 山地 ハイ キン グ (世界 遺産 の 径 ブナ 林 小 回 り ) = 一 
10/1 弘前 ) (16:30 頃 ) 

) | 回 輸 緒 夢 [レス トラ ン 山 崎 」 に て 弘前 フレ ンチ (奇跡 の りん ご フル コー 
ス ) の ご る 食 國 」 罰 
ホテ ル (8:00 頃 ) = 一 青森 空港 -- ふ (フラ ス J) 伊丹 空港 

⑥JAL グ ルー プ 客 室 乗務 員 に よる ワイ ン セ ミナ ー 
(空港 内 に て 特別 に 開催 ) 


] 空 港 - へ (普通 席 ) 一 へ 鹿児島 空港 へ (普通 席 ) 
2 曲 空 洪 久 島 泊 (19:20 山 
0 村 湖 了 ホテ ル 内 レス トラ ン 「ayanal に て カジ ュ ア ルフ レン チ 
62 共通 ) 國 較 四 
人 還 1 (の 一 還 58* 首 一 
/ / 〇 永田 いな か 浜 ( ウ ミ ガ メ の 産卵 地 ) 一 「 お 食事 処 潮騒 」( 和 食 
4 記 ぴん ば る の 大 | の ご 昼食 ) = 一 〇 紀元 杉 一 の つ ヤ クス ギラ ンド ( 約 30 分 散策 約 


アン 0.8km) 久 島 泊 (16:30 軸 國 層 多 
ん ae co C | ホテ ル (9⑨:30 頂 ) 一 千尋 の 洋一 屋 久 島 空港 一 (普通 席 ) 
屋久 島 空 10/4| 福岡 空港 一 へ (フラ ス 」) 一 へ 那覇 空港 一 那 覇 泊 (18:30 頃 ) 
法 a ( 水 ) 國 
羽田 空港 沖縄 皿 薫 布 会 ) ーー = 一 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 〇 苗 薦 布 会 館 ( ガ イド が ご 案内 ) = 一 ご 昼食 


/ | 国司 還 酸度 詩 や ん ば る の 森 (EV パ ス を ツア ー で 貸切 / ネ 


三 3 が ーーー ed 一 奥 間 泊 (16:30 頃 ) 
圏 E 北 こ ぶし 知床 HOTEL&RESORT 結語 回 渦 ホテ ル 内 レス トラ ン [ 同 椅 」 に て 鉄板 失 半 居 | タ 


世界 自然 遺産 知床 の 玄関 ロウ トロ に お いて 、 唯 一 海 側 に 立地 する ホテ ル 。 ホテ ル (10:00 頃 ) ーー ご 昼 信 


〇 | 国屋 JAL グ ルー プ 客 室 乗務 員 が バス に 同乗 沖縄 の お すす 
10/6| め 婦 ポッド を ご 案内 一 那 覇 空港 ヽ ( フ ラス 」) へ 羽田 空港 (18:00 


| こ 20.30) 着 國 貼 」 


(利用 予定 航空 会 社 ) JAL ま た は JTA ま た は JAC ※ 航 空 機 の 座席 は フラ ス J ま た は 
普通 席 利 用 と な り ま す 。 〈 利 用 バス 会 社 〉 斜 里 バ ス ま た は 網走 バス また は 網走 観 
光 交 通 ま た は 北 紋 バ ス ま た は 阿寒 バス また は くし ろ バ ス ま た は 北見 バス また は 拓殖 
バス また は 十勝 バス また は 根室 交通 (1・2 日 目 ) 、 三 八 五 バス また は 三 八 五 観 光 タ ク 
シー また は 弘 南 バス (3・4 日 目 ) 、 沖 縄 バ ス (6 一 8 日 目 ) ※ 運 行 ダ イヤ の 変更 に よ 
り 、 行 程 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。※ 屋 久 島 は ジャ ン ボ タク シー 利用 と な り ま す 


(ご 参加 人 数 に 応じ て 分 乗 ) 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
賠 泊 』sankara oteLSSp 還 久 過 (4・5 泊 目 画 宿 泊 :〈1 泊 目 ノ 北 海道 - ウ トロ ) 大 席 加 北 こぶ し 知床 HOTEL&RESORT (洋室 : オ 
Rs ホー ツク 倶楽部 ・ 和 モダ ン ツ イン また は 欠 天 風呂 付 デ ラッ クス ツイ ン ) 
屋久 遇 の 東南 、 山 を 育 に 硬 む 緑 深き 高台 に 位置 する リゾ ー ト ホテ ル 。 2 泊 目 ノ 北 海道 - 新 干 歳 空港 ) ポ ルト ムイ ンタ ー ナ ショ ナル 北海 道 (洋室 ・ ス ー ペ リア 
ツイ ング 43m) 
G 泊 目 ノ 青森 県 ・ 弘 前 ) アル アー ト ホ テ ル 弘 前 シテ ィ (洋室 ・ デ ラッ クス ツイ ン ノ 
28m) 
〈4・5 泊 目 鹿 児島 県 久 島 >sankara hotel&spa 屋 久 島 (洋室 ・ サ ンド ラ ヴィ 
また だ は マナ サ ヴィ ラノ 約 53m) 
〈⑥ 泊 目 ノ 沖 縄 県 外 覇 沖縄 か り ゆ し リゾ ー ト EXES 那 本 (洋室 ・ プ レミ アツ イン ノ 40m?) 
泊 目 沖縄 県 ・ 興 間 ) オ フ マ プ ライ ベー トピ ビーチ & リ ゾー ト (洋室 ・ グ ラン ドコ テー ジ 
ン 48m) 


最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 儲 復 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 29 日 ( 金 ) 


オク マ プ ラ イベ ー ト ビー チ & リ ゾー ト 了 E2 


沖縄 本 島 最 北 の 村 に 位置 する プラ イベ ー ト リゾ ー ト 。 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 但 コ ー ス 番号 :1GGY005-0 
和 1 泊 4・5 泊 

出発 ・ 包 着地 | 。。 1 日 。 | 人 を 5 消 目 。| 2 名 1 1 名 1 室 
羽田 空港 | 和 モ ダン ツイ ン | サン ドラ ヴィ ラ | 1.300.000 ロ | 1.500.000 


発着 | 寺 天 財 如 | < ナ サ ウ ィ ラ |1.400.000 ロ |1.600.000m 


mu 往路 女満別 空港 合流 25,000 円 引き 
< 月 復路 那 本 空港 苑 団 25.000 円 引き 
ー お 部 屋 の 三 例 添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 8 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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『 2 を 様 よ り 出発 保証 


UM 8 
ルレ 7 


隊 


レニ 


川 上 | 皇 宗 月 温泉 の 湯 の 透 明度 は 日 本 有数 と 言わ れ て いま す 。 
| 略 の の ) 


白 語り ゾー ト ホ テル ラ ネー 東館 : 條 鈴 


白馬 リゾ ー ト ホテ ル ラ ネー ジュ 東館 (3 泊 目 ) は 白馬 山麓 
七尾 湾 に 浮い て いる か の よう な 露天 風呂 で 絶景 を 望み な が ら の ご 入浴 を お 愉し みく だ さい 。 (1 泊 目 ) に 伴 む お ヨー ロ ピ アン タイ プ の ホテ ル で す 。 


北陸 で 唯一 の 海 の 温泉 で ある 和倉 温泉 の 魅力 は 、 高 温 で 豊富 な 湯量 を 府 る 良質 な 源泉 で す 。 


白米 千 枚 田 (2 昌利) スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴光 
白米 千 枚 田 は 世界 農業 遺産 「 能 登 の 里山 東京 駅 (8:00-10:00) 発 = (北陸 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デ 


里海 ] の 代表 的 な 棚田 と し て 、 年 々 注目 を 
浴び て いま す 。 
千 枚 田 は 「 日 本 の 原 風景 」 と 呼ば れ 、 日 本 で 


金沢 駅 ニー ホテ ル 日 航 金沢 「 桃 李 」 (中 国 料理 の ご 昼食 ) [椅子 
1 (千里 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イ ) 一 一 花嫁 の れん 館 一 一 


初め て 世界 農業 遺産 に 認定 され まし た 。 ーー、 タ 1 和倉 温泉 泊 (16:30 引 ) 
| 田 (6 回 罰 診 能登 の 食材 を 活か し た 会 席料 理 較 太 | 
写真 提供 5 避 川 県 鈴 光 連盟 
ホテ ル (9:15 頃 ) = 二 〇 塗師 の 家 王 一 〇 白米 千 枚 田 王 一 
2 珠洲 [庄屋 の 館 」 (和食 の ご 昼食 ) [椅子 席 gm 約 210 分 一 一 
宇奈月 温泉 泊 (17:30 思 ) 
加賀 屋 別邸 松乃 碧 2 電 山 湾 の 恵み を 活か し た 会 席料 理 恒司 四 
① 泊 目 〉 ii ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 倫 親 不知 海岸 一 咽 約 150 分 一 
Ma | 靖 1 の [小布施 寄り 付き 料理 蔵 部 ] (和食 の ご 昼食 ) [ 符 子 席 | = 一 
明 、 四 季 折 々 の 豊か さ を 表現 し た お 食事 で 方 泊 (17:00 頃 
大 人 の 特別 な 時 間 を お 愉し みく だ さい IP 2/ 0 0 
回 禄 診 創作 フラ ンス 料理 國 居 図 
4 ホテ ル (10:00 頃 〇 看 山 美術 館 テ 一 「 ヒ カリ ヤ ヒ ガ シ 」 (和食 の 
ご 昼食 ) | 椅子 席 品 約 270 分 王 一 東京 駅 (18:30 頃 ) 着 國 司 


(利用 パス 会 社 ) (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 )km モ ビリ ティ サー ビス 

里 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イ は 高波 な ど 安 全 に 走行 で き な い 場合 、 通 行 規制 が 行 
E 行 で き な い 場 合 が あり ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 

※ 中 学生 未満 の お 客 様 の ご 参加 は ご 遠慮 くだ さい 。 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


田 宿 泊 :〈1 泊 目 石 川 県 - 和 倉 温泉 〉 訪 難 過 加 賀 屋 別邸 松乃 碧 (和室 ベッ ド 付 8 
は 和洋 室 ※ 選 べ ま せん ) 
〈2 泊 目 プ 富山 県 ・ 宇 奈月 温泉 ) 履 著 側 延 楽 ( 対 峰 閣 ・ 起 天 風呂 付 和 室 /12. 5 畳 
〈⑬ 泊 長野 県 ・ 馬 八 方 坊 リゾ ト ホ テ ル ネ ジュ 東館 ( 洋 デ ッ ク 
ツイ ング 42n1) ※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。 


延 楽 WE 


全 室 渓谷 治 い の 静か で 落ち 着い た 純 和 風 の 
旅館 。 

山あい な が ら 日 本 海 に 近い 地の利 を 活か し 
新鮮 な 魚介 類 を 豊富 に 使っ た 会 席料 理 は 
自慢 の 一 つ で す 。 5 


ri 


白馬 リゾ ー ト ホテ ル ラ ネー ジュ 東館 議 弄 


重厚 な ホテ ル 。 
信州 の 素材 を 活か し た 西洋 料理 フル コー ス 
が 好評 で す 。 


3.000m 級 の 山々 に 囲ま れ た 北ア ルプ ス の 最大 10 名 1 名 参加 可能 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 
山麓 に 伴 む お ヨー ロッ パ の シャ トー の よう な 出発 日 2023 年 7 月 10 日 (月 ) 


N ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO4.0 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 550.000 円 660.000 円 
往路 金沢 駅 合流 10.000 円 引き 


調 財 (7% 一 添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 4 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 作 昌 


werm E 江 ・ 北 陸 の 旅 es 


区 


ー い 3 5 醒 ヶ 井 宿 ( 夏 頃 ) 写真 提供 (公社) びわ 5 
白山 比 虹 神社 の 境内 の 緑 の 中 に ひっ そり と た た ず お 料理 宿 。 夏 の 風物 詩 ・ 人 鮎 づく し の 地名 の 由来 と も な っ た 「 居 醒 の 清水 」 を 源流 と し た 地蔵 川 の 流れ に 沿っ て 、 風 情 あ る 


昼食 を ご 用 意 。7ー8 月 は 鮎 が 成長 し 、 も っ と も 鮎 ら し い 鮎 の 味 を お 愉し みい た だ け ま す 。 町 並み が 続く 中 山道 の 宿場 町 。7 月 下旬 頃 か ら 梅 花 藻 が 姿 を 見 せ 、 水 面 上 に 梅 に 似 た 
(3 日 目 昼食 ) 白い 花 を 咲か せま す 。 (1 日 目 ) 


スケ ジュ ー ル G は 和 場 狼 光 、O は 下車 観 、@ は 車窓 観 光 、 療 は 花 の みどころ 
東京 駅 (9:30-10:00) 発 = (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 
新 大 阪 駅 約 135 分 一 療 〇 醒 ヶ 井 宿 ( 中 山道 の 宿場 町 ・ 
] | 梅花 藻 の 生育 地 ) 一 一 彦根 泊 (16:30 悦 ) 

回 2 素材 の 味 を 大 切 に し た 和 


詳 共 呈 花 は す 公 園 (2B 委 ) 


福井 県 ・ 南 越前 は 日 本 を 代表 する 花 は す の 
生産 地 で 、 例 年 7 月 が 見 頃 で す 。 

花 は す 公園 で は 世界 約 130 種 の 花 が 園内 を 
彩り ます 。 


LIL 劉 


ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 療 〇 花 は す 公園 (世界 の 花 は す 約 130 種 類 が 
作付 け ) ニー「 福 井 パレ ス ホ テ ル ] (洋食 の ご 昼食 ) | 須子 席 
4 9 き 坊 遊覧 船 ( 約 30 分 ) 一 一 あわ ら 温 泉 泊 (16:30 納 
2 地元 の 食材 に こだわ っ た 月 替わり 懐石 


料理 旅館 や す 井 話 記 7 _ 回 


小 し 由 ) 一 一 合 ミ ーー > 名 
根城 主 「 井 伊 家 」 か ら 一 文字 を いた だ いて 「 や す 井 」 と 名 付け た 明治 2 年 信 業 の 料理 旅館 。 2002 に マー 日 山 [ 和 和 田屋]( 江 戸 劇 議 の 料理 
地元 食材 で 地産 地 消 に こだわ り 、 旬 の 食材 に こだわ っ た 季節 の 味 が 自慢 で す 。 う 旅館 に て 秋 くし の ご 昼食 )…… 〇 山 比 較 神社 王 一 金沢 駅 = 
こ 本 /ー- (北陸 新幹線 グリ ー ン 車 ) =〒 東 京 駅 (18:20 一 19:30) 着 


〈 利 用 パス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

田 宿 泊 :〈1 泊 目 ン 滋賀 県 ・ 彦 根 ) 料 理 旅館 や す 井 (和室 ・ ベ ッ ド 付 ・ 内 風呂 な し ・ シ ャ 
ワー ブー ス 付 12.5 畳 十 次 の 間 4.5 畳 また は 和室 ・ 内 風呂 付 プ 12.5 畳 十 次 の 間 
7.5-10 畳 また は 和室 ・ ベ ッ ド 付 ・ 内 風呂 付 /10 畳 寝室 8 畳 + 次 の 間 8 畳 ) 

※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。 
〈2 泊 目 プ 福井 県 ・ あ わら 温泉 〉7 グ ラン ディ ア 芳 泉 別邸 個 止 吹 気 亭 ( 和 洋室 ・ 露 天風 
呂 付 プ 約 70m) 


グラ ン デ 


の どか な 緑 の 田 園 風 景 に 建つ 温泉 宿 。「 別 邸 個 止 吹 気 亭 ] は 全 16 室 の 温泉 露天 風呂 が 最大 10 名 流 乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 
付い た 特別 な スイ ー ト で 、 吟 味 され た 調度 品 や 機能 美 溢れ る 家具 な ど 趣 向 が 凝ら され て い 
ます 。 料 理 長 こ だ わり の 懐石 料理 を お 部 屋 で お 愉し みく だ さい 出発 日 2023 年 7 月 14 日 ( 金 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO3F 


出発 * 到 着地 1 泊 目 部 屋 タ イブ 2 名 1 室 
和室 ・ ベ ペッ ド 付 ・ 内 風呂 な し 410.000 由 
東京 駅 発 落 和室 ・ 内 風呂 付 430,000 円 
和室 ・ ベ ッ ド 付 ・ 内 風呂 付 440,.000 由 
往路 新 大 阪 駅 合流 15,000 円 き 

復路 金沢 駅 離 団 15,000 円 引き 

料理 (デジ) 添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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中 部 


夢 の 作 


軽井沢 ・ 上 高地 夏 の 美景 巡り 


上 質 な 大 人 の リゾ ー ト ホ テ ル を 堪能 する 5 日間 『 6 


日 本 を 代表 する 避暑 地 で 過ごす 大 人 旅 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 
_ = 新 大 阪 駅 (9:30) 発 ご 昼食 | 椅子 席 犬山 市 内 泊 (15:30【 


よー ダン の 美 谷 サー ベリ 2 ョ Sv90 周 人 ] | 度 ホ テル チェ ッ ク イン 後 「 森 曽 人 観 覧 へ ご 案内 (お 宿 の 前 


を むか える クラ シカ ル ホ テル … 
光 の 違う リゾ ー ト ホテ ル で 上 質 な 時 間 Ce 上 
を 味わい ます 。 時 (17:00 頃 より ) 男 尽 | 夕 


高原 の 涼し い 風 を 感じ な が ら 「 苔 の 
森 」 、「 木 曽 川 鵜飼 ] 観 覧 な ど 水 辺 や 緑 
の 美景 を お 愉し みく だ さい 。 

軽井沢 で は 和食 界 注目 の 若き 料理 人 
福本 啓太 氏 の 「 く へ つか け ダ イニ ング 」 
で 和食 も 愉し み ま す 。 土 の 森 ( 夏 頃 )【 写 真 提供 : 佐 久 策 困 


ホテ ル (9:00 頃 〇 飯田 市 川本 喜八 郎 人 形 美術 館 (「 三 国 志 ] 
等 多く の フフ 9 つっ 人 形 作 家 ) ご 昼食 | 椅子 席 
〇 八千穂 高原 ・ 苔 の 森 ( 幻 想 的 な 緑 の 世界 ) (@ メ ル ヘ ン 
街道 ) = 御代田 泊 (17:30 頃 ) 
ドレ 久 き 参 美食 の 「 ひ ら ま つ ] が 贈る 洋食 コー ス 料理 國 居 図 
【 終 日 自由 行動 】 
高原 の 避暑 地 軽井沢 の 休日 を お 愉し みく だ さい (自由 昼食 ) 
ご 希望 の お 客 様 は ラグ ジュ アリ ー バ ス に て 日 帰り の 旅 へ ご 案内 し ます 
ホテ ル (1 1:00 頃 ) 糸 の 滝 一 〇 旧 軽 井沢 銀座 散策 
(自由 昼食 ) 御代 田 泊 (15:00 頃 ) 
7 和食 界 注 目 の 若 き 料理 人 福本 啓太 氏 の 「 く つか け ダ 
ニン グ ]」 に て 日 本 料理 (バス に て 送迎 ) 國 
吉川 半 2w 三 ジ ) ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 〇 安曇 野 ワ イナ リー( 北 アル プス の 麓 の 雄 大 な 
ノ | 自然 に 囲ま れ た ワイ ナリ ) ご 昼 人 上 高地 泊 (16:00 頃 ) 
ッ />4| ※ ご 希望 の 方 は 大 正 池 で 下車 し ホテ ル ま で 散策 を お 愉し みく だ さい 


(月 ) 4 天 メイ ンダ イニ ング に て 帝国 ホテ ル 伝 統 の フラ ンス 料理 
THE HIRAMATSU 軽井沢 御代 52 較 還 還 


2021 年 小間 山 を 望む 6 万 坪 の 表 地 に 誕生 し た "美食家 た ちの 理想 郷 "。 テ ラス を 含め る と = | ※ ご 笠 講 の お客 様 は さわ や か な 上 各地 高原 ウォ ー ク へ ご 素 由 し ます 
100mi 超 の ゆとり の 広 さ の 客室 は 半 臨 天風 呂 付 で いつ で も 温泉 が 愉し め ま す 。 (案内 ガイ ド 付 プ 約 90 分 ) ホテ ル (10:30 頂 ) 一 一 郡上 八幡 「 リ スト 
7725| ラン テ 雀 の 庵 ] (イタ リア 料理 の ご 昼食 ) 一 一 名 古屋 駅 デー( 東 海道 
9 | 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デ 新 大 阪 駅 (17:0018:30) 着 較 司 | ] 
(利用 バス 会 社 (株 ) km モビ リティ サー ビス 

※ 上 高地 錠 国 ホテ ル の ご 夕食 は 17:30 ま た は 19:45 の 二 部 制 と な り ま す ( 指 定 は 
で きま せん ) 。 ※P. 7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
画 宿 泊 :〈1 泊 目 / 愛 知 県 - 犬 山 市 内 ) 灯 屋 迎 帆 楼 ( 和 洋室 ・ 半 露天 風呂 付 スイ ー ト ) 
(2・3 泊 目 / 長 野 県 御代 田 〉THE HIRAMATSU 軽井沢 御代 田 (洋室 ・ フ ォ レ スト 
ビュ ー ツ イン ) 
〈4 泊 目 長 野 県 ・ 上 高地 ) 履 証 編 上 高地 国 ホテ ル ( 洋 室 : ツ イン ) 


最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添 条 員 同行 | / 往 衝 配付 
出発 日 2023 年 7 月 21 日 ( 金 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 @ コ ー ス 番号 :1GGYRO5-0 
出発 * 到 着地 | 4 泊 目 部 屋 タイ ブ 2 名 1 室 1 名 1 室 
新 大 阪 駅 | ベラ ンダ 無し ( 約 30m) | 840.000 円 | 1.150,.000 


発 落 | ベラ ンダ 付き ( 約 37m) | 860.000 円 | 1.180.000 由 
復路 名 古屋 駅 離 団 5.000 円 引き 
添乗 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 5 日 目 新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


ゆ 
記 
く 
り 
2 
連 
泊 


お 部 屋 の 一 例 


上 高地 帝国 っ 44 
思 ホテ ル 計 ) の Oi 


日 本 で 最初 の 本 格 山 岳 リ ゾー ト ホ テ ル 。 
帝国 ホテ ル が 誇る 一 流 の お も て な し と 伝統 の 
フラ ンス 料理 フル コー ス を ご 堪能 くだ さい 。 


グリ ン デ ル ワ ル ト ロビ ー ラ ウン ジ 
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夢 の 休日 
雄大 な 自然 景観 を 満喫 で きる 3 つの ホテ ル に 宿泊 


知床 床 か ら 釧路 * 海 と 


津別 峠 か ら 見 る 屈 余 
が る 雲海 を お 愉し みく だ さい 。 


津別 幅 (3 日 目 ) 津別 幅 か ら 見 る 雲海 。 展 望 台 に 上 り 、 屈 斜路 を 覆う よう に 広 


回 届 負 路 湖 鶴 雅 オー ベル ジュ SoRa(3 日 目 昼食 ) 


屈 斜 路 湖畔 、 敷 地 2 万 坪 の 中 に 建つ H ナ チュ ラル オー ベル ジュ 。 そ の 日 に 仕入れ た 鮮魚 や 北海 
道 の 旬 の 食材 を 余す こと な く 使 っ た 創作 フレ ンチ の コー ス を お 愉し みく だ さい 


ュー 


垂 の 絶景 へ 4 日 間 


維 EH ク ジラ ・ イ ルカ ・ バー ドウ ォ ッ チ ング クル ー ズ ( 日 上 


知床 連山 


知床 五 湖 高 架 木 道 散策 (2 日 目 ) 
湖畔 展望 台 か ら 望 お 知床 連山 と 一 湖 。 


スケ ジュ ー ル 。 Go は 入場 纏 、 〇 は 下車 観光 、 は 車 鶴 光 、※ は 花 の みどころ 


ゆっ くり 出発 | 羽田 空港 (11:00-13:00) 発 へ 女満別 空港 
1] | 開 〇 小清水 原生 花園 一 〇 天 に 続く ウト ロ 泊 (17:00 真 ) 


北 こ ぶし 知床 HOTEL&RESORT 陸 度 


世界 自然 遺産 知床 の 玄関 ロウ トロ 温泉 に あ 
る 、 海 辺 に 立地 する ホテ ル で す 。 客 室 や 大 浴 
場 か ら は 、 四 季 折 々 の オホーツク 海 の 大 パ ノ 
ラマ を ご 堪能 で きま す 。 


4 吉 天 風 付 デラ ッ ク 多 イン 
NT お 部 屋 の 例 


屈 斜路 プリ ンス ホテ ル 陣 


較 位置 する 屈 仙 路 湖 に 面 

し た 温泉 リゾ ー ト 。 周辺 に は 知床 国立 公園 、 
釧路 湿原 国立 公園 を は じ め 、 ス ケー ル の 大 き 
な 観光 地 が 広がっ て いま す 。 


あか ん 宮 せ 雅 別荘 郭 の 座 本 旭 


全 室 温泉 露天 風呂 付 の スイ ー ト 。 様 々 な 趣 の 
全 25 室 の 大 人 の 宿 で す 。 日 常 の 喧騒 を 離れ 
自然 の 中 に 溶け 込む お よう に 、 ゆ っ た り と お 過 
ご し くだ さい 


創作 コー ス メ ニ ュ I 
ホテ ル (8:00 頃 ) 一 一 〇 知床 五 湖 高架 木 道 散 策 ( 一 湖 湖畔 展望 台 ま 
で の 散策 ) [知床 食堂 」 (海鮮 丼 の ご 昼食 ) [椅子 席 維 上 ] 港 


2 フ マン 〇 共 E ゴ クジ ラ ・ イ ルカ ・ バー ドウ ォ ッ チン グ ク ルー ズ (150 分 ) 
マン 名 日 港 一 一 屈 斜 路 湖畔 泊 (17:00 頃 ) 

4 洋食 コー ス 
早朝 出発 (5:30 頃 ) ホテ ルー テー 〇 津 


國 居 皿 
別 幅 に て 雲海 見 学 ( ガ イド 付 ) 


(7:00 頃 ) ホテ ル (10:00 頃 )ー 一 〇 摩周 湖 一 「 鶴 雅 
う | オー ベル ジュ SoRa] (洋食 の ご 昼食 ) [ 短 子 席 ] 一 一 〇 阿寒 湖 ア イヌ 
コタ ンー デー 阿寒 湖 温泉 泊 (16:00 幻 ) 
人 北海 道 ・ 道 東 の 美食 材 を 活か し た 和 較 局 較 
4 ホテ ル (9:30 頃 ) 王 一 〇 釧路 市 湿原 展望 台 王 一 「 和 商 市 場 ] (自由 昼 
良 ) | 椅子 席 釧路 空港 へ 羽田 空港 (15:00~17:20) 着 圏 [ 


〈 利 用 予定 航空 会 社 ) JAL ま た は ANA ま た は ADO ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利 用 
と な り ま す 。 (利用 バス 会 社 〉 阿 穴 バ ス ま た は 網走 観光 交通 また は 網走 バス また 
は くし ろ バ ス ま た は 北見 バス また は 斜里 バス また は 拓殖 バス また は 十勝 バス また は 
女満別 ハイ ヤー ※ 本 コー ス は 中 学生 以下 の お 子 様 は ご 参加 で きま せん 。※2 
の 殺 日 動物 ウォ ッ チ ング フク ルーズ は 海上 の 状況 に より 欠航 と な る 場合 が ご ざ 
ます 。 ま た 、 野 生 動物 の た め ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。※3 津別 幅 
然 現象 の た め ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 雲 海 が ご 覧 いた だ 
ナ な い 場 合 で も 払戻 し 等 は ご ざい ませ ん の で ご 了承 くだ さい 。 な お 、 雲 海 ツ アー 
こ ご 参 加 さ れ な い 場 合 も 払戻 し は ご ざい ませ ん 。※2 日 目 の フ ルー ズ 、3 日 目 の 雲 
海 見 学 は 他 の お 客 様 と 混 乗 に な り ま す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
男 宿 泊 :〈1 泊 目 北 海道 ・ ウ トロ ) 必置 周 北 こぶ し 知床 HOTEL&RESORT (洋室 ・ 
オホーツク 倶楽部 フロ ア 和 モ ダン ツイ ン ま た は 吉 天 風呂 付 デ ラッ クス ツイ ン ) 
〈2 泊 目 北 海道 ・ 屈 斜路 湖畔 ) (カジュアル) 屈 斜 路 プ リン ス ホ テ ル (洋室 ・ レ イク 
ビュ ー ツ イン ルー ム ) 
ノ 北 海道 ・ 阿 寒 湖 温泉 〉 あか ん 鈴 雅 別 * 
呂 付 森 の 座 ス イー ト ま た は 風 の 座 ス イー ト ) 


最大 16 名 | / 1 名 参加 可能 
出発 日 2023 年 7 月 24 日 (月 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 人 


E 郭 の 座 (和洋 室 ・ 視 天 風 


添乗 貞 同 行 | / 復路 宅配 付 


ー ス 番号 :1GGS002-K 


風 の 座 ス イー ド Rs お 部 屋 の 言 例 


出発 ・ 到 着地 | 1 泊 目 部 性 タイ プ | 3 泊 目 部屋 タイ 2 名 1 室 1 名 1 室 
電電 和 モ ダン ツイ ン | 森 の 座 ス イー ト | 450.000 ロ | 550,000 ロ 
舞 馬 有 ?》72 ツ イッ | 風 の 座 ス イー ト | 480.000 円 | 一 一 
往路 女満別 空港 合流 15.000 円 引き 
復路 釧路 空港 離 団 15,.000 円 引き 
添乗 上 員 は 1 羽田 空港 か ら 4 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


41 


中 国 ・ 四 国 | 近 譜 


夢 の 作 


瀬戸 内 を 望む 絶景 ホテ ル と 道後 温泉 に 宿泊 


祖谷 渓 : ひ の 字 渓 谷 


瀬戸 内 の 穏やか な 眺め が 出迎え る ロビ ー ラ ウン ジ 。 
(3 泊 目 ) 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 鈴 光 


新 大 阪 駅 (930) 発 (@ 明 石 海峡 大 橋 ) 一 〈 借 淡路 島 の ※ 
を 眺 ら ド ラ ーー ホテ ルアナ ガ 「 カ ドー・ ド ゥ ・ ラ ・ メ ー ル ] 
1 (洋食 の ご 昼食 ) | 季子 席 | 一 一 ( 念 大 鳴門 橋 〉 ニー 〇 大 塚 国 際 美 術 館 
(世界 で 類 を みな い 陶 板 名 画 美術 館 を 鑑賞 ノ 約 120 分 ) 一 
ex 1 (16:30 過 ) 

ジニ 人 ご 宿泊 者 専用 の [万 里 荘 」 に て 和 懐 石 口 悦 図 


ト テ ル (9:00 貼 ) 品 約 120 分 一 一 祖谷 ローー( ジ ャ ン ボ タク シー) 

人 ステ ー キ 懐 石 都 春日 ーー ( 信 祖 谷 渓谷 ) 一 〇 祖谷 の か ずら 橋 /「 新 祖谷 温泉 ホテ ル 
(4 日 目 昼食 ) フ か ずら 橋 ] (山里 郷土 料理 の ご 昼 人 ) 椅子 j 〇 大 歩 危 峡 =ー 一 
(人 @ 小 歩 危 峡 ) 一 道後 温泉 泊 (17:00 頃 


パ [直上 の 大 人 の 崩れ 表 2 加 2 思 季節 の 食材 を 厳選 し た 日 本 料理 較 司 較 


還 還 講和 ホテ ル (9:30 頂 ) 一 一 〇 タオ ル 美 術 館 一 今治 国際 ホテ ル 」 (中 国 
Bd 全 陸 件 43 間 UE 本 料理 の ご 宇 食 ) 昌子 屋 ] 一 (@ し まな み 海道 ) 一 

1 ーー ニン う | 〇 大 島 ・ 介 老 山 展望 台 ( し まな み 海道 了 一 の 絶 果 ポ イン ト ) 

(@ し まな みか 困 の 浦 泊 (16:30 力 ) 

瀬戸 内 の 旬 彩 を 味わう 会 席料 理 國 司 図 


テル リッ ジ 区 鹿 

ホテ ルリ ッ ン 語 計 4 ホテ ル (10:00 過 一 O の 浦 の 町 並み 区 策 ( 座 木 や 還 の 清 名 
鳴門 公園 の 素晴らし い 景観 と 自然 の 中 に 倍 む わずか 9 室 だ け の プラ イベ ー ト オア シス 。 4 の 保 命 酒 の 店 な ど を ガイ ド 付 で ご 案内 ) 一 福山 「 ス テー キ 懐 石 都 
鳴門 の 豊 傍 の 地 で 採れ る 山海 の 幸 を 使っ た お 食事 が 好評 で す 。 春日 ] (鉄板 焼 の ご 昼食 ) [椅子 席 (※ 福 山 駅 プ 15:00 仙 

= ーー 咽 約 240 分 一 一 新 大 阪 駅 (19:00 頃 ) 六 國 司 

\。 (利用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 

明 qu ※ 最 終日 、 ご 希望 が な い 場合 に は 福山 駅 に は 立ち 寄り ませ ん 。 
ト | ※2 日 目 は 大 型 バ パス で 入 車 が で き な い 行程 に つい て 、 一 部 ジャ ン ボ タク シー を 利 


秘境 の 絶景 
[大歩危 ・ 小 歩 大 」 (2 日 自 ) 

2 億 年 の 時 を 経て 四国 山地 を 横切る 吉野 川 の 
激流 に よっ て 創 られ た 約 8km に わた る 渓谷 で 、 
大 理 石 の 彫刻 が そそ り た っ て いる か の よう な 
美しい 景観 を 誇り ます 。 


1 


へ 


ーー 前 く ※P. フ の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
お 部 屋 の 計 例 ぃ 料理 (イメ 三 め ) 還 宿 泊 :〈1 泊 昌徳 島 県 ・ 唱 門 公 園 ) ホ テル リッ ジ ( 洋 室 ・ ツ イン グ 約 60m) 
〈⑫ 泊 目 愛 媛 県 ・ 道 後 温泉 ) 族 英 玉 別 了 騰 月 夜 ( 和 洋室 ・ 露 天風 呂 付 ) 
〈⑬ 泊 目 広 島 県 ・ 靖 の 浦 ) 硫 著 玉 洒 邸 速 音 近 音 (和室 ・ ベ ッ ド 付 ・ ス イー ト ま た は アッ 


汁 邸 遠 間近 音 族 訪 E パー スイ ー ト ノ 露 天風 呂 付 ) 
江 の 宿 な ら で は の 海 景 を 堪能 で きる 全 室 オー シャ ン ビ ュー の 眺望 と その 時 期 い ちば ん 美味 
し い 魚 介 を 選りすぐっ た お 食事 を お 愉し みい た だ け ま す 。 最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 7 月 26 日 ( 水 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 人 コー ス 番 号 :1GGYRO5-1 
出発 * 到 着地 | 3 泊 目 部 屋 タ イブ 2 名 1 室 1 名 1 室 
新 大 阪 駅 スイ ー ト 570,000 690,.000 由 
発着 | アッ パー スイ ー ト | 580.000 円 700,000 円 
添乗 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 4 日 目 新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 作 昌 
宮崎 の 高層 リ ソ ー ト ホテ ル か ら 洒 と 空 こ 松 信 の 玩 礁 ち 


鹿児島 の 名 宿 妙 見 石原 荘 」 を 訪ね る 3 日 間 


見 石原 蘭 外観 ニラ ドジ : グ ラン デオ ジャン リ ソニ トド 2 ラジ ウロ アラ ウジ 


6 記 SE es、 
妙見 石原 荘 (2 日 目 ) 霧島 山系 か ら 流 れ 出る 天 降 川治 い に 建ち 、 肥 島 火山 帯 の 恵み を 受け た クラ ブフ ロア ラウ ンジ を 滞在 中 ご 利用 いた だ け ま す 。 (1 日 目 ) 
豊富 な 源泉 を ご 堪能 いた だ け ま す 。 


固 1 日 目 の ご 夕食 は 下記 レス トラ ン よ りお 選び くだ さい スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴光 
凍 和 ゆっ くり 出発 | 羽田 空港 (10:0013:00) 発 ヽ 宮 崎 空港 一 一 宮崎 

鉄板 焼 「 ふ か み 」 リス トラ ン テ ・ ア ルコ 内 泊 (14:10 頃 ) フラ ブフ ロア ラウ ンジ で チェ ッ ク イ ン 後 は ご 

(1 日 目 タ 食 レ スト ラン チョ イス の ) (1 日 目 夕食 レス トラ ンチ ョ イス ⑤)) ゆっ くり ご 滞在 を お 楽し みく だ さい 

宮崎 和牛 を 中 心 に 、 旬 の 人 介 類 な ど 味 わい 豊か ホテ ル 42 階 か ら 眺め る 絶景 と 共に 落合 の 防 z4S ジ 2 手 操 多 環 日 目 の ご 夕食 は 下記 ② ま た は ⑥⑤ か ら 

な 食材 を 熟練 シェ フ が 丁寧 に 焼き 上 げ ま す 。 IA 1 お 選び くだ さい (グル ー プ 毎 ) ※ 予 約 時 選択 制 


⑳ ホ テル 内 鉄板 焼 「 ふ か み ] に て カウ ンタ ー 席 で 
飲 と 宮崎 和牛 の 鉄板 焼 (17:30 頃 一) 
ホテ ル 内 「 リ スト ラン テ ・ ア ルコ 」 に て イタ リア ン (18:00 頃 一 ) 

※ い ずれ も お 席 に 限り が あり 、 ご 希望 に 添え な い 場 合 が あり ます 。 (先着 順 ) 


ホテ ル (10:00 頃 ) 一 〇 青島 神社 (青島 の 中 央 に 鎮座 する 神社 ) 
料理 (イメ ー ジ ) の 了 之 「 ガ ー デ ン テ ラ ス 宮 崎 ホ テル & リ ゾー ト 」 (フレ ンチ の ご 昼食 ) 
※ い ずれ も お 席 に 限り が あり 、 ご 希望 に 添え な い 場合 が あり ます 。 椅子 席 | 一 一 喘 約 120 分 一 一 妙見 温泉 泊 (16:00 引 ) 
情 伯 ホテ ル に て 地 の 食 材 を 活か し た 会 席料 理 國 層 内 
| ーー 一 に ISy か ミ ホテ ル (10:00 頃 ) 〇 肥 島 神宮 [忘れ の 里 雅 叙 苑 ] (和信 の 
F ェ ^ ノ 。 さく ロー > ノ 1 い トナ ーー (1 泊 目 ) ホテ (10:00 7 
ン エ フト ン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リソー ト > ジ ト <。 う | ご 昼食 ) | 往 子 席 鹿児島 空港 一 へ 羽田 空港 (15:00 一 19:00) 着 
高 さ 154m の 高層 リゾ ー ト ホテ ル 。 プ レミ アム カテ ゴリ ー36 階 以上 の 客室 を ご 用 = ウ 國 周 」 
意 し ます 。 お も て な し に お ける 環境 配慮 に つい て 高く 評価 され 、 エ コマ ー ク アワ ー “| エエ ヤ くわ 1m ヾ ヤキ や や キキ bb ポポ 1 
ド 2022 優秀 賞 ( 公 益 財団 法人 日 本 環境 協会 主催 ) を 受賞 し まし た 。 ベープ" (利用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利 


用 と な り ま す 。 〈 利 用 バス 会 社 〉 宮崎 交通 株 式 会 社 
※2 島 神 社 は 、 駐 車場 より 神社 まで 片道 約 25 分 徒歩 移動 と な り ま す 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


男 宿 泊 :1 泊 グ 旬 崎 県 ・ 宮 崎 市 内 〉 シ ェ トン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト ( 洋 


〈2 泊 目 鹿 児島 県 ・ 妙 見 温泉 妙見 石原 菩 ( 石 蔵 洋室 また は 本 館 特 別 和室 また 
は 石 蔵 和洋 ノン 全て 臨 天 風呂 付 ) 


お 部 屋 の 計 例 


回 自然 に 感じ る 全 18 室 の 隠れ 宿 。 ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :6 名 但 コ ー ス 番号 :1GGY004-T 


出発 ・ 到 着地 0 ラ の 2 泊 目 部 屋 タ イプ | 2 名 1 室 1 名 1 室 
⑧⑤ リ スト ラン テ ・ | 洋室 ・ 特 別 和 室 |360.000 由 |430.000 
羽田 空港 発着 | アル コ 0 3 
胃 イィ タリ ァ ン | 和 守 |370.000m460.000m 
1 日 目 夕食 @ 鉄 板 焼 「 ふ か み | 上 記 代 金 に 1 1.000 円 追加 


源泉 か け 流し の 温泉 や 地 の 食 材 を 活か し た 会 席料 理 を お 楽し みく だ さい 。 


往路 宮崎 空港 合流 15,.000 円 引き 
復路 鹿児島 空港 離 団 15,000 円 引き 
る 洋室 お 部 屋 の = 例 添乗 貞 は 1 羽田 空港 か ら 3 日 目 泌 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 作 


還 TTY 交 る 宿 に ゆ っ た り 
緑 輝 く 上 高地 ・ 北 陸 能 登 


ぃ | 


PE 池 (6 月 


日 本 有数 の 山岳 地帯 か ら 日 本 海 へ … 殖 な る 宿 に 連 泊 し な が ら 絶景 を ラグ ジュ アリ ー バ ス で 巡る 旅 
緑 美 し い 上 高地 、 全 線 開業 50 周 年 を 超え た 立山 黒部 アル ペン ルー ト 、 日 本 最深 の V 字 渓谷 「 黒 部 峡 」 、 北 陸 能 登 の 美しい 海 。 絶 景 ハ イラ イト を お 愉し みく だ さい 


連 泊 の メリ ッ ト 
上 質 な お 宿 で 贅 な る 時 間 を ご 堪能 いた だ け ま す 
・ 順 わし い 荷 物 の パッ キン グ や チェ ッ ク イ ン ・ ア ウト の 手続 き が 少な く な り ま す 


賀 屋 別邸 松乃 碧 ( 泊 ) 


黒部 ダム 
迫力 の 「 観 光 放 水 」 
(3 日 目 ) 


えん 堤 の 高 さ は 日 本 最大 級 を 誇 
り 、 な だ ら か な 美しい アー チ を 描 


く 選 界 屈指 の 黒部 ダム 。 栖 平 駅 マ 

圧巻 の 「 観 光 放水 ] を ご 覧 いた だ 2 ペ 語 二 溝 " 弥 陀 ヶ 原 
きま す 。 毎 秒 10 ト ン 以 上 の 水 が 庄川 峡 遊 覧 船 = 属 沢 

放水 され る 様子 は 圧巻 で す 。 | 


(※) 放水 は 天候 等 の 理由 に より 
中 止 と な る 場合 が あり ます 。 


の 奥 騨 レト ロ 
な 街 歩 き 


較 里山 の オー ー ベ ル ジ ュ 新 の 音 (5 日 目 昼食 ) 


南砺 市 の 緑 あ ふれ る 地 に 建つ 美食 オー ベル ジュ 。 
自家 栽培 の 野菜 な ど を 生か し た 「 里 山 の フ レン チ 」 が 好評 で す 。 


| に 、 
飛騨 古川 I レ トロ な 街 普 み や 局 由記 ョ 入 ) 
飛騨 市 観光 協会 


00f に の 。 


連 泊 し な が ら 周 遊 


上 高地 帝国 ホテ ル 5 


の Oi 
「 リ ゾー ト ホ テ ル は あく まで も 優雅 に 、 そ し て 自然 を 愉し ん で いた だ く た め 


の 空間 ] を テー マ に 、 伝 統 と 格式 に 裏打ち され た 一 流 の お も て な し を ご 満喫 くだ さい 。 


い 


ダイ ニン グル ー ム 


リバ パー リト リー ト 了 雅 集 倶 度 E 


pn よ 、、| 
お 部 屋 の 一 例 


神通 川 の 河畔 に 仔 む スモ ー ル ラグ ジュ アリ ー ホ テル 。 館 内 に ちり ば め ら れ た 現代 アー ト 
作品 、 美 し い 景観 、 滋 味 あ ふれ る お 料理 な ど 、 贅 沢 な ひと と き を お 過ごし いた だ け ま す 。 


115m 一 150mf の ゆとり ある お 部 屋 を ご 用 意 し まし た 。 


加賀 屋 別 邸 松乃 碧 時 


名 宿 「 加 賀 屋 」 の 別邸 と し て 2015 年 開業 。 お 部 屋 か ら 美 し い 七 尾 湾 が 望め る 宿 。 


館内 は イン フク ルー シブ シス テム で 、 お 飲物 や 軽食 を 自由 に 
(一 部 有料 の も の が あり ます 。) 


召し 上 が り い た だ け ま す 。 


シー 
= 2 


硬 


| ロイ ヤル ロー ド ・ 
| レ NZ な 


4 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 容 鈴 光 
東京 駅 (9:30) 発 (適宜 昼食 休憩 を は さ み な が ら ゆ っ くり 上 高地 
] へ 向かい ます ) デー 上 高地 泊 (16:30 紀 ) 
| 較正 人 あず さ 庵 に て 和食 
0 回 尽 | 々 | 
【 終 日 自由 行動 緑 輝く 上 高地 の 休日 を お 愉し みく だ さい 】 
ご 希望 の お 客 様 は 下記 A プ ラン また は B プ ラン へ ご 案内 し ます 
(ツア ー 初 日 、 添 乗員 より 希望 を ご 確認 いた し ます ) 
@ 自 然 ガ イド と 大 自然 散策 (添乗 員 は 同行 し ませ ん ) 
ホテ ル (8:30 頃 ) …… 〇 河 董 橋 …… 〇 明神 池 .……( 河 董 橋 に て 解散 
の (12:30 頃 ) 各自 自 由 昼食 と ホテ ル ま で 移動 ) 上 高地 泊 
(0 ラグ ジュ アリ ー バ ス で 行く 奥 飛 騨 レト ロ な 街 歩き (添乗 員 同行 ) 
ホテ ル (10:00 頃 ) = 王 〇 飛騨 古川 (白壁 の レト ロ な 街 自由 散策 ・ 
自由 昼食 ) = ニー 〇 「 ひ だ 宇宙 科学 館 カ ミオ カラ ボ 」 (ノー ベル 覚 
受賞 [ニュートリノ] 発見 に つなが る 「 ス ー パ ー カ ミオ カン デ ]」 で 有 
名 な 神岡 町 の 科学 館 ) = 一 上 高地 泊 (16:30 引 ) 
帝国 ホテ ル 伝 統 の フラ ンス 料理 フル コー ス 
國 」 罰 
ホテ ル (8:00 頃 ) = 一 【 〇 立山 黒部 アルペン ルー ト 扇沢 ー( 電 気 バ ス ) 
間 = 黒部 ダム …… 黒部 湖 ィ (ケー ブル カー) *? ス 黒部 平 タ (ロー プ 
ウェ イ ) 々 々 ィ 大 観 隆 (トロ リー バス ) 室堂 ・ ご 昼食 (立山 
高原 バス ) 一 弥 陀 ヶ 原 ホ テル 】 テー 宇奈月 温泉 泊 (18:00 絡 
加 錠 診 天然 の いけ す " 富 山 湾 の 食材 の 和 会 席 
國 層 了 
4 ホテ ル (10:20 頃 ) 一 一 宇奈月 駅 (黒部 峡谷 トロ ッ コ 電 車 ) 
樽 平 駅 お 弁当 の ご 昼食 rr 宇奈月 駅 王 一 大 沢野 泊 (16:30 局 ) 
4 [トレ ゾ ニ エ 」 に て フラ ンス 料理 
國 早 較 
ホテ ル (10:00 怖 ) 一 庄川 峡 作 中 船 一 南砺 市 [里山 の オー ベ 
つ | 賠 ル ジ ュ 新 の 音 」 (地産 地 消 の 里山 フレ ンチ の ご 昼食 ) | 短 子 席 一 
商 〇 [本庄 計 白 川 郷 ( 茅 昔 の 里 を 自由 散策 ) 一 一 大 沢野 泊 (17:00 軸 
國 居 多 
6 | ホテ ル (900 一 生 晴海 央 一 ご 昼食 一 能登 金門 
央 門 めぐ り 和 禄 温泉 泊 (16:30 略 ) 
78| 画 ー 志和 EE 
2 地元 食材 の 和食 を こだわ り の 器 で 昌 
ホテ ル (9:30 頃 ) デー 〇 能登 國 一 之 宮 無 多大 社 ( 前 田 利 家 と まつ が 
/ | 祈願 し た 能登 の 一 の 宮 ) 信 千 里 浜 な ひ ぎ さ ド ライ ブウ ェ イ 
779 金沢 (郷土 料理 の ご 昼食 ) [椅子 席 金沢 駅 ー 
旨 ) | (北陸 新幹線 グリ ー ン 車 ) エー 東京 駅 (16:30-18:30) 着 
國 悦 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 


※ 千 上 


里 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イ は 気象 状況 に より 通行 で き な い 場合 が あり ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈1・2 泊 目 長 野 県 ・ 上 高地 ) 


T 国 小 ブ ル ( 洋 ・ ベ ラン 付 ツ イン 


ノ 37m) ※ ご 劉 時 間 は 一 部 制 と な りお 時 間 の 指定 は で きま せん 。 現 地 に て ご 案内 と 


な り ます 。 
ノ 軍 山県 宇奈月 温泉 大 証 楽 ( 吉 天 風呂 付 和 室 対話 間 ) 


⑬ 泊 


(4・5 泊 目 ノ 富 山県 ・ 大 沢野 ) リ バー リト リー ト 雅 業 倶 ( 和 洋室 ) 


〈⑥6 泊 


石川 県 ・ 和 礼 温泉 ) 族 芋 組 加賀 屋 別邸 松乃 碧 (和洋 室 また は 和室 ベッ ド 付 


※ 選 べ ま せん ) 


最大 10 名 1 名 参加 可能 


sy40 ア た た 才 ノ ニ に 】 こ 【(= り 


添乗 同 f 還 往復 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :2 名 人 @ コ ー ス 番号 :1GGYHOS-Z 


出発 到着 地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 990,000 円 1.280.000 円 
復路 金沢 駅 離 団 15.000 円 引 き 


流 乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 7 日 目 東京 駅 まで 1 名 同 


行い た し ます 。 
45 


へ 、 王后 リ ジニ トド ボラ 遇 軸 


標高 1.900m、 ロ ー プ ウ ェ イ で 行く 雲上 の 花井 [ 提 池 自然 7 月 か ら 8 月 に か け て イワ 約 1 万 坪 の 大 森林 、 樹 齢 100 年 を 超え る 古木 、 四 季 折 々 に 表情 を 変 える 緑 、 それ ら を 
カガミ 、 ニ ッ コ ウキ スゲ 、 チ ング ル マ な どの 希少 な 高山 植物 を ご 覧 いた だ け ます 。 (3 日 目 ) 有する 白馬 の 森 に 伯 む 「 白 馬 リ ゾー ト ホ テ ル ラ ネー ジュ 東館 」。 (2・3 泊 目 ) 


詳 村 池 自 然 園 (ガイ ド 付 で 散策 ) (3 日 目 ) スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 借 は 車窓 観光 、 柴 は 花 の みどころ 


日 本 で も 有数 の 高層 湿原 が あり 、 様 々 な 動植物 を 観察 する こと が で きる 自然 園 。 晴 天 時 は 白 1 新 大 阪 駅 (8.30) 発 一 約 150 分 一関 ヶ 原 「 鉄 板 ダ イニ ング 
馬 三 山 を 中 心 と する 山々 の 眺望 も ご 覧 いた だ け ま す 。 天満 ] G 江 和牛 鉄板 焼き の ご 昼食 ) [椅子 席 ] 一 一 咽 約 210 分 = ニー 


本 ツア ー で は ワタ スゲ 湿原 まで 往復 約 90 分 の 散策 を お 愉し みい た だ け ま す 。 7730| 開田 高原 泊 (16:00 催 ) 


0 家 栽 培 の 新鮮 な 野菜 を 活か し た 懐石 料理 口 園 較 
白馬 五竜 高山 植物 園 ホテ ル (9:00 央 ) 一 一 中 約 165 分 一 大 町 「 創 舎 わ ちがい ] (和信 
(ガイ ド 付 で 散策 ) (2 日 目 ) 


ノ | 軒 の ご 昼食 ) | 答 子 席 | 一 - と お み 駅 アッ ※O 〇 白馬 五竜 高 山西 物 園 


bh 


標高 3.000m 級 の 北ア ルプ ス を 握 む 、 標 高 人 ゆ ( 約 60 分 ) ィ ィ ィ と お み 駅 白馬 八方 泊 (16:30 皿 ) 
1.515m に ある 植物 園 。 人 計 州 の 食材 を 使っ た フラ ンス 料理 國 居 回 
ヒマ ラ ヤ の 青い ケシ や エー デル ワイ ス 、 コ マ 財 ーー ae 二 
クサ な どの 可憐 な 高山 植物 を 観賞 いた だ け 回 ホテ ル (9:00 頃 ) = デ 栓 池 高原 駅 * マ ィ ( 机 池 パノラマ ウェ イ ) 
ます 。 づ | 語 自然 園 駅 …… 上 〇 池 自然 園 ( 約 2km・2 時 間 ) ィ 欄 池 
高原 駅 ーー「 そ ば 工房 林檎 舎 」 (蕎麦 の ご 昼食 ) 
馬 八 方 泊 (15:00 絡 ) 國 層 了 
4 | ホテ ル (9:30 頃 ) 〇 安曇 野 ち ひろ 美術 館 ご 昼食 
= 〇 安曇 野 ワ イナ リーーー 扉 温泉 泊 (16:00 頃 ) 
宮 時 2 821 一 暫 
本 還 つら び つ 凍 全 還 (が ) | 還 診 ITOBIRAI に て 松本 の 旬 を 愉し む 和 食 國 司 較 
レ h M 0 語 
絵本 画 家 い わ さ きち ひろ と 世界 の 絵本 画家 5 | ホテ ル (10:00 頃 ) = 一 @ 松 本 市 美術 館 一 一 松本 「 ビ カリ ヤ ヒガ シ 」 
の 作品 を 展示 する 美術 館 。 873 (和食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 | テー 員 約 210 分 = 名 古屋 駅 エー (東海 道 
周囲 に は 北ア ルプ ス を 望む 公園 が 広がり 、 美 (| 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 王 新 大 阪 駅 (18:00~19:00) 着 國 悦 
し い 眺 望 も 愉し め ま す 。 (用 パス 会 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
然 園 ・ 植 物 園 内 は 長 時 間 の 徒歩 移動 で の 観光 と な り ます 。 予 め ご 承知 お き 
安曇 野 ち ひろ 美術 館 外観 くだ さ い 。※ 扉 温泉 明神 館 は 、 途 中 か ら ホ テル まで 往復 送迎 バス 利用 と な り ま す 。 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 長 野 県 ・ 開 田高 原 ) 飛 鞭 周 つた や 季 の 宿 風 里 ( 和 室 /10 畳 また 

は 和室 ・ 露 天風 呂 付 /10 畳 ) 
S か 一 三 三 あこ.S - っ > (2・3 泊 目 ノ 長野 県 ・ 白 馬 八 方 白馬 リゾ ー ト ホテ ル ラ ネー ジュ 東館 (洋室 / デ ラッ 

日 馬 リ ノー ト ホ テ ル ラ ネー ジコ 東館 有 ま 7 クス ツイ ン ン 42mi) ※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。 

3.000m 級 の 山々 に 囲ま れ た 北ア ルプ ス の 山麓 の 杜 に 倍 お ヨー ロッ パ の シャ トー の よう な  〈4 泊 目 長 野 県 : 扉 温泉 〉 扉 温泉 明神 館 (和室 ・10 婁 オリ ビン グ ま た は 洋室 : ツ 

重厚 な ホテ ル 。 全 25 室 な ら で は の ゆき 届い た サー ビス や 信州 の 素材 を 活か し た 西洋 料理 "/ 約 56m) 

の フル コー ス が 好評 で す 。 


V 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 儲 復 宅配 付 


出発 日 2023 年 7 月 30 日 (日) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 @ コ ー ス 番号 :1GGYRO5-2 

出発 到着 地 | 1 泊 目 部屋 ライプ | 4 泊 目 部屋 ライ | 2 名 1 室 1 名 1 室 

新 大 和室 | # 較 また は 洋 宣 |690.000 ロ | 890.000 ロ 
に (指定 な し ) 


先 駐 | 一 天風 人 和室 | 洋室 |710.000 由 | 一 一 
人 y/ デ ーー 復路 名 古屋 駅 離 団 10.000 円 き 
5 ラッ クス ジジ お部屋 の 一 例 デビ グー の 」 添 双 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 5 日 目 新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


失 


農 木曜 運行 福岡 熊本 鹿児島 ルー ト 


福岡 か ら 熊 本 を 経由 し 、 鹿 児島 へ 。 八 代 駅 か ら は 肥 薩 お 
れん じ 鉄 道 を 運行 し 、 途 中 の 牛 ノ 浜 駅 で は 、 阿 久 根 地域 
の 特産 品 が 登場 し ます 。 東 シナ 海 の 絶景 と 一 緒 に お 楽し 
みく だ さい 。 


博多 駅 10:00 発 

玉名 駅 で の お も て な し ] 11:10 頃 一 約 20 分 
熊本 駅 11:54 弟 12:00 発 

[ 牛 ノ 浜 駅 で の お も て な し ] 14:25 頃 一 約 20 分 
鹿児島 中 央 駅 16:26 着 


※ お 食事 の 写真 は イメ ー ジ と な り ま す 。 ま た 、 列 
は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


ェ ー 


車 の 時 刻 


回 仙 厳 園 G 昌 人 ぶ ) 


名 勝 「 仙 央 園 ] に ある 「 桜 華 亭 貴 寅 室 ] に て 
郷土 料理 の ご 昼食 。 の 
と し た 景色 と と も に ご 賞味 くだ さ 


Es 


車体 (イメ ニ ジ ) 


「 花 小町 熊本 の 四季 折々 を 詰め 込ん 
熊本 県 熊本 市 


[日本 料理 た が み 特製 * 山 の 謗 "弁当 
熊本 県 下 名 市 


さぁ > 


車内 の お 食事 (56 号 車 ) 


は 界 中 員 産 仙 上 厳 園 3 日 間 


D&S 列 車 「36 ぷ ら す 3」 


食 、 温 泉 、 自 然 、 歴 史 の 魅力 あふ れる 九州 の 魅力 が 詰まっ た 
「36 ぷ ら す 3」 は 5 つの ルー ト で 全 県 を 巡り ます 。 今 回 「 夢 の 休 
日 ] で は 、 東 シナ 海 の 絶 景 を お 愉し みい た だ ける 福岡 一 熊本 一 
鹿児島 ルー ト を ご 用 意 し まし た 。 全 6 両 の 列車 は 水戸 岡 鋭 治 氏 
が デザ イン を 手がけ 、1 一 3 号車 まで の 個室 タイ プ 、5・6 号 車 の 
座席 タイ プ が ご ざい ます 。 

※ 車 両 ・ 座 席 の 指定 は で きま せん 。※6 号 車 は 畳 敷 き と な り 、 靴 を 脱い で ご 乗 
車 い た だ きま す 。※2 日 目 は ご 自身 で 車内 に 荷物 の 持 込 管 理 と な り ま す 。 
※ 車 内 の お 弁当 画像 は イメ ー ジ で す 。 時 期 に 応じ て 旬 の 食材 を 使用 し ます 。 
※ 列 車 の 運行 状況 に より 、 途 中 駅 で の 停車 時 間 が 変更 と な る 場合 が あり 
ます 。※ 車 内 また は 途中 駅 で 提供 され る サー ビス の 内 容 に つい て は 、 事 情 
に より 事前 の ご 案内 と 異な る 場合 が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。※ 貸 切 
で は あり ませ ん 。 Ci) 


九州 の すべ て が 、 ぎ ゅ ー っ と 詰まっ た 人 い 、 
“走る 九州 "と いえ る 列車 で す 0 


2 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観 光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 


ゆっ くり 出発 羽田 空港 (10:00~12:00) 発 福岡 空港 一 一 


1 | 〇 太宰 府 天満 宮 (昇殿 参拝) 一 一 情 多 泊 (16:30 頃 ) 
加 仙 ホテ ル に て 洋 男 | 


ト テ ル (9:15 頃 ) …… 博多 駅 (10:00 発 )=ー「36 ぷ ら す 3] = 熊本 駅 


都 ホテ ル 博 多 了 還 3 


最上 階 に 天然 温泉 の スパ 、 プ ー ル を 設け た 
上 質 で ゆっ た り と くつ ろ げ る ラグ ジュ アリ ー 
ホテ ル 。 広 々 と し た ゆとり ある 客室 で お 過 ご 
し くだ さい 。 ま た 、 ご 夕食 は 東京 ・ 東 麻布 の レ 
スト ラン 「Crony」 の 春田 理大 シェ フ が 監修 
する 特別 メニ ュー と な り ま す 。 


SHIROYAMA HOTEL kagoshima 葬 昌 


、 城 山 の 森 に 建つ ホテ ル 。 豊 か な 自然 に 囲 
泉 「 さ つ 


鹿児島 市 の 中 心 街 に せり 出し た 標高 108m の 高台 


まれ て 四季 折々 の 美しい 風景 を ご 堪能 で きま す 。 地 下 1.000m か ら 湧 き 出る 展 
ま 妃 湯 ] の 露天 温泉 か ら 眺 め る 錦江 湾 と そこ に 浮か ぶ 桜 島 は 絶景 で す 。 


lg ミ 由 | 
三 ポ 6 


屋上 温泉 スパ 


フ = テー 鹿児島 中 央 駅 (16:26 着 ) 鹿児島 市 内 泊 (17:00 頃 ) 
四 胸 4 ま 参 ホテ ル 内 「 攻 翠 麻 」 に て 広東 料理 朝 | 弁 | 夕 
ホテ ル (10:00 頃 ) = 一 〇 中 謗 稀 届 上 厳 園 (園内 を ガイ ド が ご 案 
う | 内 ・ 桜 華 亭 貴 費 室 で 薩摩 郷土 会 席 の ご 昼食 椅子 席 ]) 一 〇 胃 島 
神宮 鹿児島 空港 羽田 空港 (17:30 一 20:50)】 國 同 


(利用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利 用 と 
な り ま す 。 〈 利 用 パス 会 社 〉 JR 九州 バ ス (1 日 目 ) 、 鹿 児島 中 央 観光 バス (3 日 目 ) 


※ 1 


、 太 宰 府 天満 宮 昇 殿 参拝 は 貸切 で は あり ませ ん 。※2 、 鹿 児島 中 央 


駅 つ ホ テル 間 は タフ シー 利 


と な り ま す 。※P.7 の ご 案 内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


泊 : く 1 泊 
1) ※ ハ リウ ッ ド ツイ ンタ イプ と な る 場合 が あり ます 。 


福岡 県 ・ 博 多 〉 属 族 王 都 ホ テル 博多 (洋室 ・ デ ラッ クス ツイ ング 


〈2 泊 


ノ 鹿 児島 県 ・ 鹿 児島 市 内 ) 太 謀 宙 SHIROYAMA HOTEL kagoshima 


(洋室 ・ プ レミ アム ツイ ング 53mi) 


出発 日 2023 年 8 月 2 日 ( 水 ) 


最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :10 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY004-X 
出発 ・ 到 着地 36 ぷ ら す 3 座席 2 名 1 室 1 名 1 室 
時 3 号車 個室 330,000 円 ーー 
5・6 号 車 320,000 円 | 390.000 由 
往路 福岡 空港 合 流 15.000 円 引き 
復路 鹿児島 空港 離 団 15.000 円 引き 
添乗 貞 は 1 羽田 空港 か ら 3 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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| 
* 四 医 関東 新潟 | 東 北 


夢 の 人 
1 三陸 海岸 生か ら 大 王 ・ 件 釜 に a 2 


北山 崎 ( 夏 頃 ) ょ (の 岩 所 県 観 革 協 会 


断 央 絶壁 に 荒波 うち 寄せ る | 三 陸 海 岸 」 、 標高 1, 600m スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 
エメ ラル ド グ リ ー ン の 水 を 混 え た 「 蔵 王 の 御 釜 ]。 東京 駅 (9:0010:00) 発 ==( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 ) デー 八戸 駅 
変化 に と ん だ 東北 の 絶景 | | | 一 O 種 海岸 緑 の 芝生 と 青い 海 が 美しい ) 一 〇 北山 崎 展 望 台 
一 、 86 6K に わた る ダイ ナミ ッ ク な 断崖 の 海岸 美 老 泊 (17:30 頃 
と 「 三 陸 錠 ]「 仙 台 和牛 」 な ど 向 を OK 2 
モネ デン ヽ ん か 記 
ミッ ク な コー ス で す 。 2 Ji 三陸 包 道 リア ス 線 ( 軸 人 切 / 央 学習 列車 -H 弟 住居 駅 
877 | = 一 釜石 に て ご 昼食 | 椅子 席 花巻 温泉 泊 (16:00 頃 ) 
| 生 お 部 屋 に て 季節 の 会 席料 理 商 尽 | 
賠 [三陸 鉄道 岩 災 学習 列車 | 3 ーー の 誤 誠 革 良 中尊寺 一 一 (盛り 出し 式 わ ん こそ ば 
貸切 運行 878 ご 昼食 ) 遠刈田 温泉 泊 (16:30 妃 ) 
を 車両 貸切 運行 (2 昌 旨 0 ブラ ンド 邊 「 仙 台 生 を お 愉し みく だ さい 障 同 較 
UM や ET ホテル (53099 一 O 巧 の 御 基 (エメ ラル ド グ リー シン の 水 を た た 


て | 「 感 じ て ]」 い た だ く 、「 岩 災 列 車 」 に ご 乗車 。 車 内 
に て 岩 災 ・ 防 災 に つい て ガイ ド が ご 案内 し ます 。 | | える 神秘 的 な 火口 湖 ) 一 一 (米沢 ビ ー フ シチュ ー の ご 昼食 ) | 椅子 席 


※ 車 両 の 指定 は で きま せん 。 gg の 米沢 市 上 杉 博物 館 一 一 殴 桶 熱海 温泉 泊 (1Z:00 頃 ) 
( 水 ) | 還 講 夢 こだわ り の 会 席料 理 を お 部 屋 に て お 召し 上 が りく だ さい 


國 居 恩 


ロ | ホテ ル (930 引 ーーG 那 2 央 ステ ンド グラ ス 美 術 館 王 一 
10 那須 「 レ スト ラン (ミュ ー )] (フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 
(本 ) ーー 東 京 駅 (18:30 頃 着 國 層 
(利用 バス 会 社 〉 (株 )kmm モ ビリ ティ サー ビス また は (株 ) フジ エク スプ レス 
自前 の 農園 で 採れ る 新鮮 野菜 や 地元 食材 を ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


味わい ます 。 き 5 
0 」 画 泊 :(1 泊 目 岩 手 県 田老 ) 洛 亭 た ろう 庵 (和室 : ペ ッ ド - 起 天 風呂 付 ) ※ 客 
0 義明 UM の 人 EE 還 緒 誠 | 際 財 中 は 温泉 で は あり ませ ん 


〈2 泊 グ 岩 手 ! ・ 花 巻 温泉 ) 履 茎 山花 巻 温泉 佳 松 了 ( 和 また は : ・ ツ イン ま 
消 亭 た ろう 誠 用 記 ) 


は 和洋 室 ) 
※ 和 洋室 の 部 屋 風 呂 は 温泉 で は あり ませ ん 。 
高台 に 立ち 、 三 陸 の 海 を 見 下ろ す 全 13 室 の 
お 宿 。 


〈⑬ 泊 目 宮 城 県 ・ 遠 刈田 温泉 〉 竹 泉 荘 CHIKUSENSO ONSEN( 和 洋室 ) 

〈4 泊 目 福 島 県 ・ 丈 樺 熱海 温泉 〉 離 れ の 宿 よもぎ 禁 ( 和 室 また は 和室 ・ ベ ッ ド 付 
ご 夕食 は 獲れ た て の 三陸 旬 の 魚介 を 味わえ る 
和洋 コー ス 料 理 を お 愉し みく だ さい 


レス トラ ン (5 日 目 昼食 ) 


恵まれ た 土地 な ら で は の 野生 の 滋味 あふ れる 
食材 の 力 を 活か し た フレ ンチ の 名 店 。 


は 


※ 選 べ ま せん ) 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 


seE:=y40 ア た た ゴ <7 ニ 【<】 こ 【() 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :2 名 @ コ ー ス 番号 :1GGYRO5-4 
出発 * 到 着地 | 1 泊 目 部 情 タ イプ | 2 月 靖 タ イ 7 プ | 2 名 1 室 1 名 1 室 


離れ 1 階 | 全 大 村 付 |860.000 ロ 1.030.000 ロ 


東京 駅 発 蒼 」 じろう 棟 弟 半 富 |870.000 1.040.000 
じろう 棟 3 階 | 和洋 室 |880.000 円 |1.050.000 由 
往路 八戸 駅 合流 20,000 円 引き 

UP 馬 放 有 ) 添 系 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 5 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


| 泊 | 竹 泉 荘 CHIKUSENSO 
ONSEN 馬 


蔵王 連峰 の 六 、 美 し い 森 の 中 に 他 む ラグ ジュ 
アリ ー ホ テル 。 

ご 夕食 は 料理 長 自慢 の 日 本 料理 を ご 堪能 くだ 
さい 。 
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d 2 名 様 より 出発 保 0 


ノ 


語 里 浜 な ささ ドラ 3 ツル ウェ (区 二 ジ ジ ) 


題 千里 浜 ひ ざさ ドラ イブ ウェ イ (4 日 目 ) 波打ち 際 を 車 で 
』 走れ る 日 本 で 唯一 の 天然 の 消 の ドラ イブ ウェ イ 。 


ーー 


ジン 自 米 覆 田 (夏央 有 
| 6 = ー 呈 則 ( 寺 ) 写真 提供 川上 観光 連 明 | 
能登 金剛 (4 日 目 ) 能登 半島 の 西側 に 光明 に 有 人 され て で きた 宮 岩 群 が 生 み 白米 千 枚 田 (3 日 目 ) 海 に 面 し た 斜面 に 1004 枚 の 棚田 
出す 、 日 本 海 らし 迫力 あ る 及 観 を 作 覧 般 か ら お 愉し みく だ さ が 連なる 国 指定 文化 財 名 勝 
ラ ト リ エ ・ ド ゥ ・ ノ ト (3 日 自 昼食 ) スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 維 光 、@ は 車窓 
輸 島 塗 の 塗師 屋 の 工房 で あっ た 古 民家 を 改装 し た 、 日 本 の 風情 を 感じ られ る フラ ンス 料理 店 。 新 大 阪 駅 @30 発 - 一 mm 約 21 0 一 越 前 [お りょう り 京 町 萬 谷 ] 
能登 半島 の 豊か な 自然 の 幸 や 工芸 品 を お 愉し みく だ さい 。 1 (越前 和紙 懐石 の ご 昼食 ) [椅子 席 ] 一 一 〇 御 誕生 
金沢 市 内 泊 (16:30 納 ) 
四 多 4 き 参 金沢 の 四季 を 味わう 和洋 折 衣 料理 較 昼 | 夕 | 


ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 〇 本立 甘 紀 五箇 山 の 合掌 造り 集落 (ガイ ド 
が ご 案内 ) 砺波 「 農 家 レ スト ラン 大 門 」 (和食 の ご 昼食 ) 


椅子 席 〇 能登 島 大 橋 ロ ー ド パー フク = テー 和倉 温泉 泊 (16:00 仙 
に 4 日 本 海 の 恵 み を 活か し た 会 席料 理 國 層 賠 


ホテ ル (9:30 頃 〇 輪島 朝市 一 輪島 「 ラ トリ エ ・ ド ウ ・ ノ ト ]」 
(フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 ] = 一 〇 白米 干 枚 田 ーー 
〇 能登 ゆめ テラ ス ( 七 尾 湾 を 一 望 ) = 和倉 温泉 泊 (16:15 頃 ) 


THE HOTEL SANRAKU KANAZAWA 了 2022 和 前 | 


活気 あふ れる 金沢 の 台所 、 近 江 町 市 場 まで 至近 の ロケ ーション 。 還 時 間 
金沢 の 伝統 と 革新 を 感じ る デザ イン の 機 肖 的 な 客室 で ゆっ くり お 過ごし くだ さ ホテ ル (9:30 頃 ) ニー 〇 能登 金剛 遊覧 船 ( 約 20 分 ) ーー 

* 4 (信和 干 里 浜 な ぎ さ ドラ 航 金沢 内 「 弁 慶 ] 

(寿司 の ご 昼食 ) [椅子 席 金沢 駅 = (北陸 本 線 グ リー ン 車 ) 

= デー 大 阪 駅 (18:00-19:30) 着 國 悦 」 


(利用 バス 会 社 ) (株 ) km モビ リティ サー ビス 

※ 和 干 里 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イ は 高波 な ど 安 全 に 走行 で き な い 場 合 、 通 行 規制 が 行 
われ 走行 が で き な い 場合 が あり ます 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読 みく だ さい 。 


お 部 屋 の 一 例 1 国対 還 メー ジ ) 
田 宿 泊 :〈1 泊 目 石 川 県 ・ 金 沢 市 内 yTHE HOTEL SANRAKU KANAZAWA( 洋 室 ・ 
クラ ブツ イン ノ 約 33m) 
1 カロ v/ E ヨ =| | 
加賀 屋 別邸 松乃 在 本 2E (2-3 泊 目 / 石 川 県 - 和 信 泉 革 加 名 屋 別 5 松 75 碧 (和室 ・ ペ ッ ド 付 また は 
輪島 塗 や 九谷 焼 な ど 伝統 工芸 品 が 館内 に 展示 され 、 ま る で 美術 館 に 滞在 する か の よう に 洋室 ※ 選 べ ませ ん ) 


過ごせ る お 宿 。 
七尾 湾 を 一 望 で きる オー シャ ン ビ ュー ルー ム に て 大 人 の 格別 な 時 間 を お 過ごし くだ さい 


最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添 生 員 同 行 | / 復路 宅 配付 
出発 日 2023 年 8 月 1 1 日 ( 金 ・ 祝 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO5-5 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
新 大 阪 駅 発 ・ 大 阪 駅 着 590,000 由 710,000 円 
復路 金沢 駅 離 団 10.000 円 引き 
ay 請 用 ホ 徐 貞 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 4 日 目 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 作 


立山 里 部 アル ベン ルー ト と 


室堂 平 ( 夏 頃 ) 
涼 を 求め て 山岳 ルー ト へ 大 自然 あふ れる 信州 か ら 北 アフ ルプ ス を 綱 く 山岳 観光 ルー ト 「 立 山 黒部 アル ペン ルー ト 」 を 抜け 、 食 と 伝統 文化 が 薫る 越 中 富 山 を 巡り ます 。 


圏 本 じ る 


黒部 谷 ト ロッ コ 電 車 
(8/1 4 日 目 ・8/15 発 1 日 目 ) 
黒部 峡谷 トロ ッ コ 電車 に トコ トコ と 揺 ら れ 上 立 伝 % に コ 
な が ら 宇 宗 月 温泉 駅 か ら 鐘 駅 (8/11 発 は ao ーー 
避 駅 ) まで の 片道 約 一 時 間 、 さ わ や か な 
新緑 と 峡谷 美 を お 愉し みい た だ きま す 。 


黒部 ダム 迫力 の | 観光 放水 」 (2 日 ) 


宇奈月 温泉 駅 


えん 堤 の 高 さ は 日 本 最大 級 を 誇り 、 な だ ら か な 美しい アー チ を 描く 世界 屈指 の 黒部 ダム 。 | | = は 90820 “ 
圧巻 の 「 観 光 放水 ] を ご 覧 いた だ きま す 。 毎 秒 10 ト ン 以 上 の 水 が 放水 され る 様子 は 圧巻 区 立山 黒部 | 破 山 美術 館 


で す 。(※) 放水 は 天候 等 の 理由 に より 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 アル ペン ルー ト 


SN 


Ti HOTEL 5/ 
KANAZAWA( 泊 


8/11 発 コー ス 
8/15 発 コー ス の 


本 還 中 H 測 (8/11 発 1 泊 目 ) 


EN 標高 1.050m の 渓谷 に 伯 む 一 軒 宿 。 
自然 農園 で 作ら れ た 無 農 薬 野菜 や 地元 食材 を 使っ た お 料理 を ご 堪能 くだ さ 


立山 回 三 多 ウェ 形 シ テイ カ ( イ ツジ) 
王 真 提供 公社) とやま 観光 推進 機構 花 の 見 頃 (例年 ) 月 一 8 月 立ち 湯 「 雪 月 花 ] 


伊勢 志 北 陸 | 中 部 王 馬 結 肖 


人 


選 部 峡谷 絶景 旅 3 日 間 ・4 日 間 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


東京 駅 (8:00) 発 一 一 茅野 「 レ スト ラン ディ モア 」 (自家 栽培 野菜 や 信州 
1 良 材 を 活か し た 洋食 ) [椅子 席 G 諏 訪 市 原田 泰治 美術 館 
人 @ 庶 訪 湖 一 一 扉 温 泉 泊 (16:30 頃 ) 
人 参 信 州 食材 中 心 の 日 本 料理 口 届 較 
ホテ ル (8:00 頃 ) 一 一 (タク シー・ 車 内 で 軽食 ) 一 〇 立山 黒部 アルペン 
ルー ト 【 扇 沢 王 ー (電気 バス ) ーー 黒部 ダム …… 黒 部 湖 * ィ (黒部 ケー 
黒部 炭谷 トロ ッ コ 電 車 ( 頁 頃 ) ジグ 2 
写真 提供 :( 交 社 ) と や ま 観光 推進 機構 ス ) 一 室堂 ・ ホ テル 立山 (ご 昼食 )】 = 一 
金沢 市 内 泊 (17:30 引 ) 
人 例 金沢 ・ 北 陸 の 食材 を 活か し た 和洋 折 表 コー ス 料 理 國 因 賠 
※ ゆ っ くり 10:00 出 発 出発 まで 近隣 の 金沢 城 公園 な ど を 自由 に 
お 愉し みく だ さい 


う | ホテ ルーー の 石川 県 立 伝統 産業 工芸 館 - 一 一 砺波 郷土 料理 の ご 昼 人 
椅子 席 ] 一 一 〇 富山 市 ガラ スズ 美術 館 一 一 宇奈月 温泉 泊 (16:30 妃 ) 
4 き 参 富山 名 物 の 白 え び 料 理 を 含む 会 席料 理 國 層 図 


ホテ ル (10:20 頃 ) デー 〇 黒部 峡谷 鉄道 トロ ッ コ 電 車 (宇奈月 駅 一 黒 難 駅 
4 往復 片道 約 25 分 ) 一 (洋食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 ] 一 
黒部 宇奈月 温泉 駅 また は 富山 駅 ーー( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 
東京 駅 (17.3019:30) 着 國 周 」 
田 宿 泊 :〈1 泊 目 長 野 県 ・ 扉 温泉 〉 扉 温泉 明神 館 ( お 鷹 棟 ・ 和 室 また は 洋室 ・ ツ イン 
立山 ロー プ ウ ェ イ ( 夏 頃 ) ※ 選 べ ま せん ) ※ 扉 温泉 明神 館 ま で は 近隣 で 送迎 車 に お 乗換 えと な り ま す 。 

写真 提供 (公社) と や ま 観光 推進 機構 2 泊 目 石川 県 ・ 金 沢 市 内 yTHE HOTEL SANRAKU KANAZAWVA( 洋 室 ・ ツ イン ン 
約 60m) 
〈③ 泊 目 ノ 富山 県 ・ 宇 奈月 温泉 ) 履 計 嗣 延 楽 (和室 ・ 露 天風 呂 付 ) 


EEIEETC 3 日 間 コ ー ス 


すてき な 夏 の 旅 と な る こと で し ょ よう 。 


白馬 リゾ ー ト ホテ ル ラ ネー ジュ 東館 EE 


0000U0S 還 70R2U 本 全便 ヨ SR949032RDE08 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 の は 車 鶴光 
和 学 注 小 o 
全 25 室 な ら で は の ゆき 届い た サー ビス や 信州 の 素材 を 生か し た 西洋 料理 フル コー ス が 東京 駅 (Z:00 一 8:00) 発 (北陸 新幹線 グリ ー ン 車 ) エー 黒部 宇 
好評 で す 。 1 温泉 駅 ーーQ 黒 部 峡谷 トロ ッ コ 電車 (宇奈月 駅 一 負 釣 駅 往復 片道 
| の ド 約 60 分 ) 宇奈月 温泉 泊 (16:10 頃 ) 
eg 錠 人 符 富山 名 物 の 白 え び 料理 を 含む 会 席料 理 画 較 | タ 
ホテ ル (9:00 頃 ) = 一 〇 立山 黒部 フル ペ ン ル ー ト 【 室 堂 ・ ホ テル 立山 
ご 昼食 ) トロ リー バス ) = デー 大観 話 ィ (ロープ ウェ イ ) * マ て 
の 黒部 平 ィ (黒部 ケー ブル カー) *? ィ 黒部 湖 マ (ケー ブル カー) * タ て 
黒部 ダム 電気 バス ) = 扇沢 】 (タク シー) = デー 
馬 八 方 泊 (16:30 過 ) 
信州 食材 の フラ ンス 料理 國 届 了 
ロー ト 4 人 に = ・ ーー ーー 計 衣 三 クボ ニ \ 割烹 
1 発 3 泊 目 -8/15 発 1 目 ホテ ル (10:00 頃 ) 一 一 久仁 科 三 湖 一 一 〇 遼 山 美術 館 一 一 松本 割烹 
延 楽 台 3 | 松本 館 」 の 0 の ご 昼食 ) [ 短 子 席 ] 一 一 咽 約 240 分 = 一 
全 室 峡谷 沿い の 静か で 落ち 着い た 純 和 風 の 旅 館 で す 。 東京 駅 (18:30 頃 ) 誠 國 悦 
山あい な が ら 日 本 海 に 近い 地の利 を 生か し 、 新 鮮 な 魚介 類 を 豊富 aa た 会 席料 理 ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
は 自 楊 の 一 つ で す , 財 天風 選 付 の 客室 で ゆっ こり お ぎ くだ さい 還 田 宿 泊 :〈1 泊 目 プ 富山 県 ・ 宇 奈月 温泉 主計 信 延 楽 (和室 ・ 露 天風 呂 付 ) 
(2 泊 目 長野 県 ・ 白 馬 八 方 〉 白 馬 リ ゾー ト ホ テ ル ラ ネー ジュ 東館 (洋室 / 約 42m) 


※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 8 月 1 1 日 ( 金 - 祝 ) 、8 月 15 日 ( 火 ) 
ご 旅行 代金 (おぉ 1 人 様 あたり ) 


信 最 少 催 行人 員 :2 名 亀 コー ス 番 号 :〈8/1 1 発 〉1GGYR05-6 〈8/15 発 〉 1GGYRO5-7 


出発 日 出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
8 月 11 日 ("本 )| me 拓 680,.000 由 880.000 ロ 
8 月 15 日 ( 火 ) 490,.000 幅 580.000 
【2 コ ー ス 共通 の ご 案内 】 復路 黒部 宇奈月 温泉 駅 また は 富山 駅 離 団 (8/11 発 ) 15.000 円 引き 
(利用 バス 会 社 ) (株 ) フ ジ エ ク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 往路 黒部 宇奈月 温泉 駅 合流 (8/15 発 ) 15.000 円 引 き 
※ 繁 忙 期 の た め 渋 滞 等 に より スケジュ ー ル が 】 遅延 また は 変 と な る 場合 が あり ます 。 (<) 1 1 日 発 ス )〉 添乗 員 は 1 東京 駅 か ら 4 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 (8 月 15 日 発 コ ー ス ) 添 乗員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 作 昌 


海 と 陸 か ら 愉 し む 


せとうち の 海 に 浮か ぶ 、 ち いさ な 和 宿 「 ガ ン ツ ツウ 」 と 


「 せ と うち の 海 に 浮か ぶ 、 ち いさ な 宿 」 ガン ツウ 


〈4・5 泊 目 〉 当 ツ アー で は 中 央 航路 
村上 海賊 ゆか り の 海路 を 辿る コー ス に ご 乗船 


ガ ジ シッ ツウ (イヌ ニ ジ ) 


(①) guntQ 


「 ガ ン ツ ウ ]」 は 、 中 四国 の 瀬戸 内 海 沿岸 に お ける 景勝 地 を 氏 泊 (※) し な が ら 周 遊 する 宿泊 型 の 全 19 室 の 優美 な 客 朋 。 


屋根 玉 の ある 瀬戸 内 の 風景 に 浴 け 込む お よう に 設置 
※「 鎧 泊 ] と は 、 船 が いか り を お ろ し て 1 力 所 に と ど ま る こと 。 


に 
客室 

テラ スス イー ト (内 風呂 付 ・ 約 50m) 
※ 全 室 ハ リウ ッ ド ツイ ンタ イプ と な り ま す 。 


海 側 に 配 さ れ た ガラ ス 張 り の 内 風呂 付 
タイ プ の 客室 を ご 用 意 し て いま す 。 
※ 客 室 に テレ ビ の ご 用 意 は あり ませ ん 。 


お 部 屋 の 序 例 


・ オ ー プ ン デ ッ キ 

9 イー ジグ / 

・ カ フェ & バ ー 

・ 鮨 カウ ンタ ー 

・ シ ョ ッ プ 

・ ラ ウン ジ 

・ ジ ム 

・ ト リー トメ ント ルー ム 
(エス テ ※ 別 途 有 料 ) 

・ サ ウナ 付 浴場 な ど 


施設 設備 


ドリ ニ ド メ ジ ド リル 寿人 が (イメ ー ジ ) 


※ エ レベ ー タ ー が 1 基 あ り ま す 。 バ リア フリ ー 対 
応 の 客室 は あり ませ ん 。 車 いす を 使用 され る お 
客 様 は 事前 に ご 相談 くだ さい 。 (船内 に 貸出 
車いす 有 ) 
※ 山 内 は 客室 内 の テラ ス 含 め 禁 煙 で す 。3 階 


デッキ 指定 の (屋外 ) 喫 煙 スペ ー ス を ご 利用 くだ 
KU 
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され た 切 三 の 屋根 と 、 海 の 色 に あわ せ て 変化 する シル バー の 胎 体 が 特徴 で す 。 


> お 食事 

オー ルイ ンク ルー シブ で お 楽し みい た 
だ ける ガン ツウ の お 食事 。 

土地 ご と の 食材 は 、 瀬 戸 内 の 西 か ら 東 
まで じつに 多彩 で 四季 折々 の 魅力 に 
あふ れ て いま す 。 一 期 一 会 の 食材 を 丁 
寧 に 調理 し 、 ご 提供 し ます 。 


食材 ( メ 彰 ) 


ダイ ニッ グ 

和食 は 東京 者 原宿 の 老 結 割 烹 「 重 よし ] の 佐藤 窯 三 氏 
が 監修 し て いま す 。「 重 よし ] の 料理 を 基本 と し 、 お 客 様 | 
の お 好み に あわ せ 調理 し ます 。 

手間 暇 か け て 作る 洋食 も ご 用 意 し て いま す 。 


鮨 カウ ンタ ー 
6 席 だ け の 小さ な 鮨 カウ ンタ ー。 


兵庫 県 「 淡 路 島 士 」 の 坂本 互生 氏 が 監修 し 、 
瀬戸 内 海 な ら で は の 飯 を ご 提供 し ます 。 


| am ーー ーーー 

ホテ ルオ ー ク ラ 神 戸 
〈1 泊 目 〉 

異国 情緒 漂う 街 ・ 神 戸 の ウォ ー タ ー フ ロン ト 

に そびえ る 地上 35 階 建て の ホテ ル 。 

伝統 の 格式 、 上 質 な 空間 、 そ し て 洗練 され た 


お も て な し で 上 冗 ぎ の 時 間 を お 過ごし くだ 
さい 。 


ニ ジ グ (イメ ー ジ ) 


奈良 県 「 禁 舎 喜多 誠一 郎 氏 監修 
の 和菓子 と お 茶 を お 楽し みい た だ 
け ま す 。 


プレ ミア ム 
際 


※1 日 目 一 4 日 目 利 用 
スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 、 療 は 花 の みどころ 
ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:1510:45) 発 = (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 
ーー デ 新 大 阪 駅 〇 神戸 布 う | ハー ブ 園 ノロ ー プ ウェ イーー 
gg| 件 戸 市 内 泊 (16:00 引 ) 

(XW) | 識 符 ホテ ル 内 [鉄板 焼 さ ざん か 」 に て 神戸 ビー フ の 鉄板 焼き 


ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 〇 北野 異人 館 街 (ガイ ド 付 散 策 ) 一 (信明 石 海峡 
ブ | 大橋 ) 一 -「 プ ラン ドニ ッ コ ー 淡 路 (洋食 の ご 昼食 ) | 子 席 
8/16| 鳴門 公園 泊 (15:00 如 
2 参 ご 宿泊 者 専用 の [万 里 荘 ] に て 懐石 國 居 図 
ホテ ル (10:00 頃 ) 〇 栗林 公園 ホテ ルク レ メ ン ト 高 松 「 桃 煙 」 
(中 国 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 こん ぴら 温泉 卿 (1 5:15 頃 チェ ッ フ イン ・ 
づ | 休 稚 一 - (タク シー) 一 琴平 駅 (17:30 刀 発 = (四国 夜 の 四国 
917| まん な か 干 年 も の が た り 【 居 2 き 参 味 匠 藤本 に よる 特別 阿波 会 席 】) 


TB ロイ ヤル ロー 5 呈 | = 琴平 駅 (20.45 過 着 一 一 (タク シー) 一 こん ぴら 温泉 郷 泊 (21:00 財 
國 居 了 
特別 貸切 夜 の 四国 まん な か 千年 も の が た り 
ホテ ル (9:30 皿 ) ( 劉 瀬 戸 大 橋 〉 大 原 美術 館 …… 〇 倉敷 美観 
味 匠 膝 本 上 4 | 地区 ……「 愉 屋 本 千 本 館 (名 物 さ びそ ば の ご 昼食 ) [和子 席 
特別 阿波 会 席 こ こ Jl ペラ ピス タマ リー ナ 
囲炉裏 の 火 を イメ ー ジ し た 光 を ( 金 ) | [ガン ツウ |] 出港 (16:30 央 ) ン 尾 道 水 道 ン ご 夕食 ン ン 愛媛 ・ 大 三島 沖 
み 、 い つも と 違っ た 趣 の ある 生 , 絆 ( 鉛 泊 ) 國 居 多 
雰囲気 の 中 、 阿 波 の 四季 折々 の 「 : 6 記 am 
食材 は も ちろ ん 、 季 節 感 あ ふれ る FT 5 | て ン 船 外 体験 (予定 ※) ニン ご 朝食 ヘン ご 昼食 ご ン ご 夕食 ン 
日 本 料理 を 車内 で し か 味わう 8/19 広島 ・ 融 の 浦 沖 ( 鉛 泊 ) 
こと の で き な い 特別 会 席 に 仕立 詩 ) 國 居 区 


て 、 お 愉し みい た だ きま す 。 1 3 号車 内 装 (イメ ー ジ ) 
4 ン ン ご 朝食 ン 「 ガ ン ツ ウ ] 帰 港 (11:00 才 


0 | ベラ ヒス タマ リー ナーー (ジャ ン ボ タク シー) 一 [ステ ー キ に 石 才 春日 


E ー 1 隊 人 | 特別 昼 懐石 の ご 昼食 ) [椅子 席 ] 一 一 福 山 駅 ==( 東 海道 * 山 陽 新幹線 
ホテ ルリ ッ ン グリ ー ン 車 ) = 東京 駅 (18:00-19:30) 着 朝 恒 | 
鳴門 公園 の 景観 と 自然 の 中 に 件 む わずか 9 室 の プラ イベ ー ト オア シス 。 (利用 バス 会 社 〉 (株 )km モ ビリ ティ サー ビス 
鳴門 の 豊 和 の 地 で 採れ る 山海 の 幸 を 使っ た お 食事 を お 愉し みく だ さい 。 

※6 は ジャ ン ボ タク シ を 利用 し ます 。※ 手 和 荷物 宅配 は ご 


宅 一 1 泊 目 ホテ ル 、3 泊 目 ホ テル ー ご 自宅 、「 ガ ン ツ ウ 」 一 ご 自宅 の 計 3 回 ご 利用 いた だ け 
ます 。 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
田 宿 泊 :〈1 泊 目 兵 庫 県 神戸 市 内 y/ ホ テル オー クラ 神戸 (洋室: オー センティ ッ ク フ ロア ・ 
海 側 デ ラッ クス ツイ ング 37mf 
〈⑫ 泊 目 プ 徳島 県 ・ 鳴 門 公園 ) ホ テル リッ ジ (洋室 ・ ツ イン プ 約 60mm ま た は リッ ジス イー トン 
約 120m) ※ 客 室 の 檜 風呂 ・ 半 露天 風呂 は 温泉 で は あり ませ ん 。 
〈⑬ 泊 目 ノ 香川 県 こん ぴら 温泉 郷 〉 琴平 グラ ンド ホテ ル 桜 の 抄 (和洋 室 ・ 別 邸 初音 ・ 初 音 
プレ ミア ム ) 

〈4・5 泊 目 〉 ガ ン ツ ウ 有 船内 (テラ スス イー 


当 


・ 内 風呂 付 / 約 50m) 


語 参 ム ビ 添 中 同行 往 ? リー 還 
海 に 開い た リビン グ 、 広 々 と し た テラ ス 、 檜 風呂 と 半 起 天 ジャ グ ジ ー の 2 つの 風呂 を 備 EN 22RREIOMLASRERI 


えた パス ルー ム な ど 、 こ だ わり の スイ ー ト ルー ム で さら に 特別 な 時 間 を お 過ごし いた だ 間 計 3 且 ル 0 た な ゴミ に 1 【6 0) 
け ま す 。 


ご 旅行 代金 おぉ 1 人様 あたり )  @ 最 少 催行 人 員 : 6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO5-8 
出発 到着 地 | 2 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
ツイ ン 1.550.000 円 2.200.000 円 
京 発着 L J に H 
生還 スイ ー ト 1.700.000 
往路 新 大 阪 駅 合流 15,000 円 引き 
復路 福山 駅 離 団 20.000 円 引き 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 4 日 目 ガ ン ツ ウ 乗 船 前 まで 、6 日 目 ガ ン ツ ウ 下 船 後 か ら 東 京 駅 
まで 1 名 同行 いた し ます 。 


my ペーー てく や ヾ ーー w\ 、 圏 ガン ツウ 乗船 に つい て の ご 案内 
琴平 グラ ンド ホテ ル 桜 の 抄 誕 計 ※ プ カン ツウ] は 天 人 和央 和 問 な ど の 


こん ぴら さん の 参道 に ある 温泉 旅館 。 間 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 
四季 折々 の 色 を 愉し み 、 う らら か な と き を 
お 過ごし いた だ け ま す 。 

本 ツア ー で は 2020 年 4 月 オー プン 、 和 モ 
ダン の 落ち 着い た 空間 と 景観 が 評判 の 
別邸 初音 の 客室 を ご 用 意 。 


川 員 


叶 情 に より 、 ル ー ト ・ 上 陸 す る 島 ・ 所 要 時 


※ 船 上 で の 基本 の お 食事 ・ お 飲み 物 ( 一 
部 有料 ) ・ 船 外 体験 や 船内 アフ ティビティ は 旅行 代金 に 含ま れ て いま す 。 一 部 特別 メ 
ニュ ー( エ ステ な ど ) は 別途 追加 代金 が か か り ま す 。 (現地 払い ) 


※ 船 内 の ドレ スコ ー ド は あり ませ ん 。※「 ガ ン ツ ウ ] は 本 
ツア ー で の 貸切 で は あり ませ ん 。※ 本 ツア ー で は ガン ツウ ご 乗船 前 に 健康 質問 票 兼 
同意 書 の ご 記入 な ら び に 検温 お よび 抗原 検査 を 実施 いた し ます 。 予 告 な く 変 更 ・ 中 
止 と な る 場合 も ご ざさ “いま す 。 詳 し く は 販売 店 係員 へ お 問合せ くだ さい 。 
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阿智 村 の 星 ・ 自 馬 の 絶景 テラ ス ・ 
夫 景 巡る 中 部 ・ 北 陸 


阿智 村 の 星空 と ゴン ドラ (イメ ー ジ ) ス # 杉沢 の 沢 ス キネ ⑥( 公 社 ) と や ま 失 苑 推進 機構 


2 LEPELE1 田 感動 に 触れ る “絶景 "を 求め て 一 


富 岩 水上 ライ ン Ws 。 美しい 星空 、 北 アル プス の 山々 、 幻 想 的 な 杉林 が 広がる 癒し の 空間 、 峡 谷 の 秘境 、 
SS う ME 議 。 を 感じ る 滝 と 高山 植物 が 愉し め る ドラ イブ コー ス な ど 、 一 度 は 訪れ た い 絶景 の 名 
UM 刻 を ラプ ジュ アリ ー バ ス で 巡り ます 。 


1 欄 平 駅 HARBOR 
東急 阿智 村 の 星 (日 自 ) 


天 至 わさび 農場 、。。。。 畑 境 省 認 定 の 日 本 一 星空 が 綺麗 

な 村 「 困 村 」 
ワウ 全長 2.500m、 高 低 差 600m、 所 
世界 壮 産 川 導 了 時 間 約 15 分 の ロー プ ウ ェ イ に 打 


人 可 点 ま で 上 が 
馬籠 宿 


回 鉛 村 の 星 ( イ メニ ジ ) 


を に ( ン ゞ か 4 \ 
8 の 素 較 が 国 の 天然 記念 物 に 指定 され て 
日 本 一 の 星空 ツィ いる 幻想 的 な 沢 ス ギ の 林 。 整 備 
っ ず < され た 遊歩 道 が ある の で 散策 も 
楽々 。 
小さ な 川 や 池 、 苔 の つい た 木 、 山 
地 性 の 高い 植物 な ど 、 神 秘 的 な 
計 凍 給 生 時 守田 先 の 中 で 森林 治 を 愉し ん で 
の (人 み ま せ ん か 。 


白山 白川 卿 ホワ イト ロー ド (5 日 上) 


白山 ・ 加 賀 温泉 郷 と 世界 遺産 白川 郷 
や 飛騨 高山 を 結ぶ 白山 国立 公園 内 
の ドラ イブ コー ス 。 

限ら れ た 期間 し か 見 る こと の 出来 
な い 大 自然 が ここ に あり ます 。 


< 石 苔 亭 いじ だ ( 泊 ) JA 


東京 か ら 


白川 和 ( 下 頃 ) 半 。-- 富 震 水上 ライ ン (中 島 門 ) 
提供 : 机 溝上 四川 料 役場 写真 提供 : 富 山 市 観光 協会 四川 郷 ホワ イド ロニ 


| 本 近 詳 5 紳 症 北陸 | 中 部 馬主 衣 


。 幻 相 的 な 杉沢 の 沢 スキ 。=。。。 0 {ee 
犬 周遊 6 日 間 7 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 


東京 駅 (8:00-8:30) 発 = デー( 東 海道 新 幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 名 古屋 駅 
〇 馬籠 宿 (ガイ ド 付 散策 と 「 そ ば 処 ま ご め や 」] に て 和食 の ご 昼食 

椅子 席 ) 一 一 玉 神 温泉 泊 (15:00 思 ) 

| | ご タタ 食後 、 へ ブン ス その は ら 「 天 空 の 楽園 日 本 一 の 星空 ツア ー」 へ ご 

874 | 案内 し ます 。 山 頂 へ は ゴン ドラ に 乗車 し 、 片 道 15 分 の 空中 散歩 を お 愉 


し みく だ さい 。 (往復 タク シー 利用 ) (ホテ ル 着 21:00 頂 予定) 
南 信 州 の 食材 を 使っ た 会 席料 理 
回 | | 
ホテ ル (9:30 頃 ) 一 〈 錯 ビー ナス ライ ン ) = テー 貴 約 120 分 ーー 
2 | G 美 ヶ 原 高原 美術 館 ( 自 由 昼食 ) 一 O 〇 大 王 わ さび 農場 一 
875 馬 八 方 泊 (17:30 頃 ) 
は ) | 診 フラ ンス 会 席 
較 較 


ホテ ル (10:00 頃 ) 一 〇 HAKUBA MOUNTAIN HARBOR= テ ーー 
う | 終 魚 川 「 日 本 料理 鈴 来 家 ] (和食 の ご 昼食 ) [椅子 席 
ge | ソ 杉 沢 の 沢 ス ギ ( ガ イド 付 で 散策 ) 一 王 宇奈月 温泉 泊 (1Z:00 頃 ) 
() | 虹 2 き 参 会 席料 理 


國 居 了 
ホテ ル (9: MM 奈 駅 発 TH+ (「 黒 部 峡谷 トロ ッ コ 電 車 」 乗 車 ) 
4 | "中 要 平 駅 宇奈月 駅 一 ご 昼食 一 の 富 岩水 上 ライ ン ( 條 切 
g77 | 運航 ) 一 軍 山 市 内 泊 ( 6:45 頃 ) 


) | 委 欠 老舗 料亭 [松月 ] に て 白 エ ビ 料 理 
自由 自 川 卿 ホワ イ トロ ー ド ふく べ の 大 滞 還 刀 名 
(人 K 社 ) と や ま 観光 推進 機構 ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 〇 還 計 甘 計 白川 卿 一 「 蕎 麦 計 や まこ し ] (蕎麦 
5 の ご 昼食 ) [ 符 子 席 ] 一 白山 白川 卿 ホリ ワイ トロ ー ド ( 氏 し り た か が 滝 ノ 
、 人 @ 赤 石 の 滝 ノ @ か も し か 滝 ノ 〇 ふく べ の 大 滝 ノ 〇 白山 展望 台 ) = 一 
石 苔 字 いし だ 放 計 7 98 | あわ ら 温泉 泊 (1700 
間 EEM 記 に し に 計 例 地元 の 食材 に こだわ っ た 月 替わり 懐石 
情緒 豊か な 庭園 が 広がる 、 山 里 に 仔 む 静か な 湯 宿 。 囲 違 共 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 忠 約 120 分 =ー 〇 黒 壁 ス フ エ ア …… 展 浜 [ビワ 
6 コラ ー ジ ュ | (イタ リア 料理 の ご 昼食 ) [椅子 席 | 一 一 咽 約 150 分 ーー 

gg | 新 大 阪 駅 =ー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) =ー 東 京 駅 (19.30 一 20:00) 着 
( 水 ) 


國民 


和室 記 部 屋 の = 例 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※1 の 「 天 空 の 楽園 日 本 一 の 星空 ツア アー] は 悪天候 の 場合 、 中 止 と な り ま す 。 ま た 
四 ーー : 星 が ご 覧 いた だ け な い こと も あり ます 。 ホ テル の 到着 時 間 は 21:30 頃 を 予定 し て いま す 。 
曰 馬 東 就 ホ テル 4 ※1 泊 目 、 石 苔 亭 いし だ の ご 夕食 は 17 時 頃 か ら 早め の お 食事 と な り ま す 。 
北ア ルプ ス の 上 麓 に 合 む お ホテ ル 。 標 高 3.000m 級 の 山々 が 連なる 眺望 と 日 本 有数 の 高い ※4 日 目 の ホ テル ー 松 月 は 往復 タフ シー 利用 と な り ま す 。 ホ テル の 到着 時 間 は 21:00 頃 
PH 値 を 持つ 白馬 八方 の 湯 を お 愉し みく だ さい 。 を 予定 し て いま す 。 
ー ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


玉 宿 泊 :〈1 泊 目 長 野 県 ・ 昼 神 温泉 〉 石 苔 亭 い し だ (和室 また は 和洋 室 ・ 温 泉 付 ※ 選 べ 
ませ ん ) 

〈⑫ 泊 目 ノ 長野 県 白馬 八方 ) [カジュアル ) 白馬 東急 ホテ ル (洋室 ・ ス タン ダー ドア ルプ ス ツ イ 
ング 30m) 


⑬ 泊 目 プ 富山 県 ・ 宇 奈月 温泉 〉 延 楽 (和室 ・ 対 農 閣 ・ 露 天風 呂 付 12.5 畳 ) 
〈4 泊 目 富 山県 ・ 富 山 市 内 〉 カジ ダ ュ アル ] 富山 エク セル ホテ ル 東 急 (洋室 ・ デ ラッ クス ツイ 


⑤ 泊 目 福 井 県 ・ あ わら 温泉 ? グ ラン ディ ア 芳 泉 別邸 個 止 吹 気 亭 (和洋 室 ・ 露 天風 呂 


l ーー くく ーー い だ = > き 約 70 っ 
グラ ン デ ィ ア 芳 泉 別邸 個 止 吹 気 人 / 約 70m9 
の どか な 緑 の 田 園 風景 に 建つ 温泉 宿 。「 別 紅 全 お 1 の 暫 の 当 因 出 c 可 二天 誠 5 
付い た 特別 な スイ ー ト で 、 吟 味 さ れ た 調度 品 や 機能 美 溢れ る 家具 な ど 趣 向 が 凝ら され て EUV SI 間 58 6 
いま す 。 料 理 長 こ だ わり の 懐石 料理 を お 部 屋 で お 愉し みく だ さい 。 出発 日 Ka ( 金 ) 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 ぁ た り 最少 催行 人 員 :2 名 但 コ ー ス 番号 :1GGYR05-3 
出発 到着 地 2 名 1 室 
東京 駅 発着 780.000 由 
往路 名 古屋 駅 合流 10.000 円 きき 
復路 新 大 阪 駅 本 団 15.000 円 引 き 


添乗 員 は 1 東京 駅 か ら 6 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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| 
H 国 四国 | 近 鱗 | 伊勢 志摩 | 北 陸 較 還 議 了 粒 関東 新潟 


ウ の 作 
飛騨 高山 ・ ・ 美 濃 の 歴 更 と 文化 に ふれ る a 2 上 5928 人 王 


ュー ニー ぎふ 長 良川 の 鵜飼 (イメ ー ジ ) 
鵜 を 巧み に 操り 川 魚 を 獲る 伝統 漁法 ・ 鵜 飼 。 美 濃 の 国 ( 現 在 の 岐阜 県 ) で は 7 世紀 頃 か ら 行 われ て いた と され ます 。 (2 日 目 ) 


剛 新規 就航 の 人: 遇 民 川 請 基 合志 き 有 MR スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 の は 車窓 観光 
貸切 (2 日 利 ) ーー・ 東京 駅 (8:00) 発 一 一 咽 約 180 分 一 一 松本 ホテ ル ブ エ ナビ スタ 


岐阜 の 夏 の 風物 詩 ・ 鵜 飼 を 2022 年 に 登場 し た 1 「 聖 紫 花 」 (中 華 料 理 の ご 昼食 ) | 椅子 馬 〇 松本 市 美術 館 
高級 観覧 船 で ご 覧 いた だ きま す 。 ーー 中 約 120 分 王 一 高山 市 内 泊 (17:00 候 ) 


両側 に ソフ ァ 席 が 配置 され た 新た な 観覧 船 2 季節 と 革 に こだわ っ た 会 席料 理 男 尽 | 夕 | 

ホテ ル (9:30 頃 ) …… 〇 飛騨 高山 の 古い 町 並み (高山 生ま れ ・ 高 山 
= 育ち の 「 本 陣 平 野 屋 花 兆 庵 」 女 将 と 歩く プ 約 60 分 ) 一 

郡上 八幡 「 ホ テル 積 翠 園 ] ( 旬 の 鮎 を 含む 和食 の ご 昼食 ) | 符 子 』 

高山 産ま れ ・ 高 山 育ち の 2 | ニー 長良 川 う か い ミ ュー ジア ムー 一 長良 川 泊 (15:45 貫 ) 


ド く < ド < ド 


か ら 宮 内 庁 式 部 職 弟 匠 に よる 特別 な 鵜飼 上 
観覧 を お 愉し みい た だ きま す 。 


女将 と 高山 散歩 (2 日 自 回 2 仙 ホテ ル 内 レス トラ ン に て 和食 (早め の ご 夕食 ) 
その お も て な し に 定評 の ある 「 本 陣 平 野 屋 〇 ぎふ 長良 川 鵜 飼 (幽玄 の 世界 を 高級 観覧 船 で 観賞 ) へ ご 案内 
花 兆 庵 ] を 切り 盛り する 女将 と 町 歩き を 愉し み (タク シー 送迎 プ フ ホ テル 着 20:50 頃 ) 國 居 了 
ます 。 地 元 の 方 し か 知ら な い 高 山 を 再発 見 - - 
で きる か も し れ ま せん 。 ホテ ル (9:30 頃 ) 一 〇 幸兵衛 喜 ( 有 名 ガイ ドブ ッ ク に も 紹介 され た 
江戸 時 代 か ら 続く 美濃 焼 の 名 款 ) 名 古屋 「 ラ ・ グ ラン ター ブル ・ 
う | ドゥ ・ キ タム ラ ]| (フレ ンチ の ご 昼食 ) [ 和 子 席 ] 一 名 古屋 駅 


本 陣 平 野 屋 花 光 庵 科 計 5 ーー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) =〒 東 京 駅 (16:30-17:30) 着 


間 し ーー 分 の 距離 に あり な が ら 寛 ぎの 時 間 が 流れ ます 。 に 叶 
季節 の 5 ら え と 代々 で お 客 様 を お 迎え し ます 。 (利用 バス 会 社 ) (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 

※2 日 目 、 飛 騨 高山 の 案内 人 は 体調 不良 その 他 や お を 得 な い 事 情 に より 女将 以外 
の 方 と な る 場合 が あり ます 。 
※2 日 目 、 長 良川 鵜飼 は 川 の 増水 な ど に より 中 止 に な る 場合 が あり ます 。 そ の 場合 
は ご 旅行 終了 後に 鵜飼 見 学 代金 に 相当 する 額 を ご 返金 いた し ます 。 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


< U 
の | 画 宿 泊 ① 泊 ン 由 県 ・ 高 山 市 内 ) 太 度 計 本 陣 平 野 屋 花 兆 庵 (和洋 室 / 約 60m) 
部屋 の 三世 較 証 = N 記 朗 記 SE の の 〈2 泊 目 ノ 岐阜 県 長良川) 都 ホテ ル 岐阜 長良 川 洋室 ・ プ レミ アム フロ ア ・ リ バー 
昌 20 E 室 ・ プ レミ アム フロ ア ・ パ ノラ マス イー トノ 約 64m) 


都 ホ テル 岐阜 長良 川 放 当 最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


清流 長良 川 の ほとり に 位置 する シテ ィ ホ テル 。 


岐阜 城 金華 山 や 清流 長良 川 が 一 望 で きる プレ ミア ム フ ロア の 客室 を ご 用 意 し まし た 。 出発 日 2023 年 8 月 19 日 圭 ) 
ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO5-A 
出発 到着 地 | 2 泊 目 部 屋 ラ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 


二村 リバ ー ビ ュ ー ツ イン | 430.000 円 」 540,.000 円 
パノラマ スイ ー ト | 450.000 円 | 550.000 由 

復路 名 古屋 駅 離 団 10.000 円 引き 

8 名 9 の 川添 乗員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 作 


花咲 く 千 党 敷 カー ル と 阿智 村 の 星 


夏 の 玉 畳 敷 カニ ル (8 月頃) 


中 央 アル プス 標高 2.600m を 超え る 高山 地帯 に 位置 する 千畳敷 カー ル 。 カ ー ル と は 2 万 年 前 の 氷河 期 の 水 で 削り と られ た お 柳 型 の 地形 の こと で す 。 (2 日 目 ) 


約 450 秒 の 空中 散歩 で 宝石 箱 の よう な 花畑 
「 千 崩 敷 カー ル 」 へ (日 自 ) 


日 本 最高 の 高低 差 950m を 誇る 駒ヶ岳 ロー プ ウ ェ イ で 日 本 最高 所 2.612m の 駅 「 千 畳 敷 
駅 」 へ 。 雄 大 な 景色 と 季節 の 花々 の 中 を 自然 ガイ ド と 散策 し ます 。 


剛 阿 得 村 「 日 本 一 の 星空 浪 合 パー ク 」 q 到 ) 


標高 1.200m の 星空 の 聖地 「 浪 合 パ ー ク ]。 
星 に まつ わる 映像 鑑賞 の あと は 、 ガ イド ( ス 
ター コン シェ ル ジ ュ ) に よる 解説 を お 愉し み 
くだ さい 。 


陸 


阿智 村 の 星空 (イメ ー ジ ) 


石 苔 亭 いし だ 計 記 


昼 神 温泉 の 中 心 に 位置 する 隠れ 家 の よ うな 宿 。 広 大 な 敷地 に 総 平屋 建て の 19 室 は 全 室 数 寄 屋 
造り で す 。 


| 2 


か た くら シル ク ホ テル 用 記 


2021 年 に オー プン し た 諏訪 湖畔 の 洋館 。S り UWA メ イド の 調度 品 や シル ク を 生か し た アメ ニ 
ティ が 心地 よい 時 間 を 紡ぎ ます 。 


スケ ジュ ー ル 


さ は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 、 療 は 花 の みどころ 


北杜 「 ル 


東京 駅 (9:00) 発 ーー 〇 平山 郁夫 シル フロ ー ド 美術 館 一 


・ ピ オニ エ 」 ( 


1 守 神 温泉 


フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 


(16:00 頃 ) 


ご 夕食 


早め の ご 1 
(ホテ ル 着 21:00 頃 ) 


H 替 わり の 信州 会 席料 理 


良 後 、 浪 合 パー ク で の 「 日 本 一 の 星空 」 観 賞 へ ご 案内 


田 太 | 


ホテ ル (9:00 頃 ) = 
2.612m の 雲上 散策 へ 。 可 憐 な 高山 植物 が お 愉し みい た だ け ま す 


〇 千畳敷 カー ル (駒ケ岳 ロー プ ウ ェ イ で 標高 


グ 約 90 分 間 ※ 自 然 ガ イド と 一 緒 に 雄大 な 景色 と 季節 の 花々 を 愛 で な が ら 
ノ | 散策 し ます 王 一 駒ヶ根 「 や まだ や 保 区 」 (そば を 含む 和食 の ご 昼食 ) 
椅子 席 | 王 一 上 諏訪 温泉 泊 (15:30 頃 ) 
2 信州 の 食材 を ふん だ ん に 使っ た フラ ンス 料理 
國 司 図 
ホテ ル (10:00 頃 ) = 一 づ SUWVA ガ ラス の 里 ー 〇 諏訪 大 社 上 社 


3 本 宮 ー 一 小淵沢 
ー 二 東京 駅 (18:00 頃 ) 着 


「 族 麦 Hajime」 (そば と 創作 和食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 


國 居 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 


※1 、 星 空 観 賞 へ は 


タク シー を 利用 し ます 。 


※2 日 目 、 ホ テ / 


より 駒ヶ根 


プ ウ ェ イ 乗り 場 ま で は 途中 タフ シー に 乗り 換え ます 。 


※ 千 畳 敷 カー 
参加 くだ さい 。 
※P.7 の ご 案内 


も 必ず お 読み くだ さい 。 


し は 女 勾 配 の 道 を 約 90 分 散策 し ます 。 歩 さや すぐ 履き な れ た 靴 で ご 


較 宿 泊 :〈1 泊 


長野 県 ・ 昼 神 温泉 ) 硫 貢 


石 苔 亭 いし だ (和室 〈 ベ ッ ド 付 〉》 ま た は 


和洋 室 ※ 選 べ 


ませ ん ) 


⑫ 泊 目 長 野 県 ・ 上 主 訪 温泉 〉 


か た くら シル ク ホ テル (洋室 ・ ツ イン ) 


最大 10 名 


出発 日 2023 年 8 月 22 日 ( 火 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO5-B 


出発 * 到 着地 


2 泊 目 音 


屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 


ラグ ジュ アリ ー( 約 68~70m) | 440.000 円 | 530.000 幅 


東京 駅 発着 


スイ ー ト ( 約 1 


00-105m) | 450.000 円 | 540.000 幅 


添乗 貞 は 1 


東京 駅 か ら 3 


東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


57 


夢 の 休日 
"新しい 話題 "満載 の 


Pe 
暫 022 年 デビ ヌ デ の 西 九州 新幹線 
昌 か も め 」 に 乗車 謀 2 


西 九州 新幹線 「 か も め ] 車体 (イメ ニ ジ ) 


観光 列車 [36 ぷ ら す 3] 2) 


「 九 州 の すべ て が ぎゅ っ と 詰まっ た "走る 九州 "と も いえ る 列車 ]。 

曜日 ご と に テー マ と ルー ト が 変わ り 、 当 ツア ー で は 「 青 の 路 」 (別府 一 小倉 間 ) に 乗車 。 
大 分 の 豊か な 海 ・ 山 ・) 川 を 眺め な が ら 車 内 で 地元 食材 の お 弁当 。 

途中 、 杵 築 駅 ・ 中 津 駅 で の お も て な し や 門司 港 駅 で の 自由 散策 も お 愉し みく だ さい 。 


※ お 食事 の 写真 は イメ ー ジ と な り ま す 。 ま た 、 号 車 ・ 座 席 の 指定 は で きま せん 。 


) 
f 


別府 観光 港 大 阪南 港 
か ら 


「 野 外 劇場 TAO の 丘 」 


天 戸 神社 

高 直 穂 喘 請 
Mt.Resort 雲 仙 = a - ロン グラ イフ リゾ ー ト 
九州 ホテ ル ( 泊 ) 旅館 神仙 ( 泊 ) 由布 院 別 氏 ( 泊 ) 

5 号車 記 九州 の “新しい 話題 "を 

た っ ぷり 詰 込ん だ 周遊 の 旅 
欠 品 衣 2 環 征 所 腸 フエ リー さん ふら わあ ・2023 年 就 豚 の フェ リー さん ふら わあ で 1 2 室 し か な い 「 ス イー ト ]」 般 室 
日 本 発 の NG 燃料 (液化 天然 ガス ) を 利用 する 新造 船 で 九州 へ 向かい ます 。 を こ 用 意 。 

お 部 屋 は 海 側 バ ルコ ニー と 快適 な シャ ワー トイ レ 付 。 ・2020 年 運行 開始 。 九 州 の 食 ・ 自 然 ・ 歴 史 が 詰まっ た 観光 列車 [36 


内 に は 海 を 眺め る 展望 大 治 場 も あり 、 瀬 戸 内 の 島々 や 大 海原 を 見 な が ら お 風呂 怖 ぷら す 3】。 今 回 は 別府 ご 門司 一 小倉 を X% る 日 曜日 ルー ト に 乗車 
し め ま す 。 二 
当 ツ アー で は 12 室 し か な い 「 ス イー ト | 朋 室 (27.35mf ※ パ ルコ ニー 含む ) を ご 用 意 し まし た 。 半生 a の 本 九州 新 香 線 | の も め ] で 長 隊 の 
- 九 重 連山 を 背景 に 行う 迫力 の 太鼓 パフ ォ ー マ ン ス 「DRAM TAOI へ 
ご 案内 


に 還 に 生 9 


JR 周明 5R 高生 


フェ リー 外観 (イメ ー ジ ) 回 請 海 側 "が 呈 


関東 ・ 新 潟 


。 「36 ぶ ら す 3」- 本 九州 新幹線 popo。 
九州 周遊 7 日 間 


名 様 よ り 出発 保証 


ノ 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 


罰 東 京 駅 (12:30-14:00) 発 = (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 
] | = デー 新 大 阪 駅 王 少 し 早め の 夕食 後 フェ リー 乗船 
g/19| 大 阪南 港 (19:55 頃 ) 発 ヘン 【2023 年 就航 】 新 造船 フェ リー さん ふら わあ ・ 
)| [スイート] 船室 (27.35m1 ※ バ ルコ ニー 含む ) 、ー ン 
回 田 | 
ツン 別府 観光 港 (7:45 頃 ) 着 ーー 別府 地獄 めぐ りー 別府 駅 
ーー ri ーー (観光 列車 [36 ぷ ら す 3]) =ー 
gh 8 aa [36 ぶ ぷら す 3] 列 車 に 乗車 
ノ | | 小倉 まで の 列車 旅 。 昼 食 は お 座席 に て 地元 の 人 気 店 の 九州 の 味 が 
0 詰まっ た 特製 弁当 。 途 中 、 門 司 港 駅 で 自由 散策 ( 約 40 分 停車 ) し ます 
= テ 小 倉 駅 …… 小 倉 市 内 泊 (15:30 頃 ) 
回 時 緒 共 ホテ ル 28 階 の 「 レ スト ラン シャ ン ボ ー ル 」 に て フラ ンス 料理 
店 | PRUM TAO(⑳ メ モジ) ホテ ル (9:30 怖 ) 一 一 〇 皿 詳 英 記 宗像 大 社 辺 津 宮 ・ 宝 物 館 ニ 一 ご 昼 人 
〇 佐賀 県 立 佐賀 城 本 丸 歴 史 館 (日 本 で 初め て 本 丸 御殿 を 復元 ) 
標高 1.036m 雄大 な 自然 背 果 と し た PP 
天空 の 舞台 に て 「DRUM TAO」 を 鑑賞 (6 日 自 | 「 佐 賀 生 」 鉄 板 焼き コー ス 料理 
阿蘇 くじ ゅ う 国 立 公園 内 に ある 「 野 外 劇 場 較 司 劉 
te _ ホテ ル (9:30 頂 ) 一 一 偽 起 雄 温泉 楼門 一 一 武雄 温泉 駅 
ト で ある [ 和 太 喜 エ ンタ ー テ イメ ント DRUM ーー 2 (普通 指定 席 ) = 
TAOI の 演奏 を お 悦 し みい た だ きま す 。 | 長 騎 駅 一 - 名 物 長崎 ちゃ ん ぽん の ご 昼食 一 -O 出 島 ( 鎖 国 時 期 の 
( 約 45 分 ) 時 歴史 的 建造 物 や 街 並み 復元 ) 一 雲仙 温泉 泊 (16:00 局 ) 
※ 少 雨 決行 。 レ イン コー ト を 着用 いた だ き お 愉 屋 診 フラ シカ ル な メイ ンダ イニ ング で 洋食 コー ス 料 理 
し みい た 計 す 。 強 雨 ・ 中 止 の 場合 は 、 竹 田 市 団 司 較 
内 の 銀 光 に ご 案内 し ます 。 _DRUMULAO( イ メ 喧 ジ ) 寺 、 = 計 7 
ホテ ル (8:40 妃 ) 原 港 ヘ ヘン (有明 海 横断 ) へ ン 熊 本 港 一 一 食 熊 本 城 
つ | 一 熊本 市 内 に て ご 昼食 一 - 〇 草 千 里 ヶ 浜 一 高 千 季 峡 泊 (16:30 趣 ) 
ー い て ーー 8/23 な 己 あ の PANEEi| 
ガー デン テラ ス 佐賀 ホテ ル & マ リト ピア 2 た AMEEM 二 
2018 年 10 月 に オー プン 。 ご 夕食 は 「 鉄 板 焼 ダ イニ ング 佐賀 竹 彩 ] カ ウン ター 席 に て 佐 計 記 
賀 后 の 鉄板 焼 コ ー ス を お 召し 上 が り い た だ きま す 。 6 ホテ ル (10:30 頃 ) 一 〇 高千穂 峡 ( 真 名 井 の 滝 ) ニー ご 昼 人 ー 
〇 天 岩 戸 神社 ーー 〇 「 野 外 劇 場 TAO の 丘 ] (九重 の 山並 み を 背景 に 
(| ダイ ナミ ッ ク な 太鼓 ショ ー) 一 一 由布 院 温泉 泊 (18:30 頃 ) 
國 忌 了 
ノ | ホテ ル (10:00 必 ーー 〇 金 鱗 湖 散策 一 一 ご 昼 人 福岡 空港 
8725| 羽田 空港 (17:00 一 20:00) 着 
( 金 ) 朝 | 昼 | 
(利用 予定 航空 会 社 ) JAL ま た は ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利用 と な り ます 。 


お 部 屋 の 一 例 6 に は / 
〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 )kmm モ ビリ ティ サー ビス 


※ 高 千穂 峡 観光 時 、 タ フク シー また は ジャ ン ボ タク シー を 利 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


する 場合 が あり ます 。 


リー さん ふら 洋室 - ツ イン -「 ス イー ト | 般 1 ※ バ 
日 本 の 山 語 リゾ ー ト 発祥 地 の ひ と つ 、 委 仙 に 停 む 全 25 室 の リゾ ー ト ホテ ル 。 敷 地 は や) の し し し し し し 
3590NNAON に 介 IMU 同 RDG リ UCOMWGE 選 と VGC りす (2 泊 目 福岡 県 - 小 倉 市 内 ソリ ー ガ ロイ ヤル ホテ ル 小 倉 (洋室 : ソ イン: タワ ー フ ロア 26・ 
ご 27 階 / 約 30m) 
(3 泊 目 / 佐 賀 県 佐賀 市 内 ) ガーデン テラ ス 佐 賀 ホテ ル 8 マ リト ピア (洋室 ・ デ ラッ ク 
ツイ ン ノ 約 37m) 
(4 泊 目 長崎 上 人 温 泉 )MLResort 村 人 九州 ホテ ル (和洋 室 - テ ラス プレ ミア ムツ イ 
ング 約 61m) ※ ホ テル 内 に 大 浴場 は あり ませ ん 。 
(5 治 目 / 宮 央 県 ・ 高 千 和 旅 神仙 (和室 また は 洋室 ) 
(6 泊 目 大 分 県 温泉 ?) ロ ング ライ フリ ゾー ト 碗 別 婦 ( 洋 室 ツイ ン ノ 約 90m 
お 部 屋 の 語 例 ボラ タル エン トラ シス 超 ) ※ お 部 屋 に テレ ビ は あり ませ ん 。 
最大 10 名 | /1 名 参加 可能 | / 添 員 同行 | / 往 和 本 人 


旅館 神仙 本旨 


TDD 高千穂 の 中 心 に 位置 する 上 質 な 隠れ 宿 。 


出発 日 2023 年 8 月 19 日 


皿 天 風呂 付 の ゆとり ある 客室 で 時 間 を 忘れ て ゆっ くり お 寛ぎ くだ さい 。 ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :2 名 人 番号 :1GGYRO05-9 

出発 到着 地 | 5 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
未 京 珠 ・ 本 上 直 天 購 付 和室 1.240.000 ロ | 1.550.000 ロ 
羽田 空港 着 | 人 時 回 天 風呂 付 洋室 | 1.250.000 | 1.570,.000 

『 離れ 露天 風呂 付 洋室 | 1.260.000 円 | 1.600.000 由 
往路 新 大 阪 駅 全 流 15,000 円 引き 
復路 福岡 空港 離 団 20,000 円 引き 

お 部 屋 の 例 レク / 添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら / 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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九 州 | 中 国 ・ 四 国 


夢 の 作 昌 


或 る 列車 (4 合 光 ) 


で の 二 2 
k ン ラン 回 間 村 1. 036m 大 2 上 を 
TU5 ロ イヤ ルー ド 岬 別人 た 「 或 る 列車 」 貸 切 乗 車 (cg 育 景 と し た 天空 の 舞台 に 


ルー 

光明 誠 な 久 大 本 析 の 名 を 楽し みな が ら 、 東 南青山 の 名 店 【NARISAWA】 の オー ナー シェ フ の 成澤 IDRUM TAO] を 錠 人 oh 
由 浩 氏 監 修 の コー ス 料 理 を 堤 能 い た だ け ます 。 コ ー ス 料理 に は 、 成 澤 氏 が 九州 各地 の 生産 者 を 訪れ 、 五 感 で 5 ま 4P と 】P を AIEuEe】E3220.! ト PVe/ ノ = 
か の た 折 質 の 高い も の だ け を 使用 し ます 。 非 日 常 感 あ ふれ る 徐 沢 な 時 間 を 演出 し ます 。 見 渡す 限り の 大 自然 の 中 、 世 界 的 アー ティ スト で ある 「 和 太 
※ 乗 車 い た た だ く 車 両 ・ 座 席 は お 選び いた だ け ま せん 鼓 エ ンタ ー テ イメ ント DRUM TAO」 の 演奏 ( 約 45 分 ) を お 

愉し みい た だ きま す 。 

邊 | 下関 温泉 風 の 海 雪 スケ ジュ ー ル は 入場 光 、 〇 は 下車 光 、@ は 国光 
東京 駅 (8:00 一 10:00) 発 ==( 東 海道 ・ 山 陽 新 幹線 グリ ー ン 車 ) 


還 | シャ ン ビ ュー の 温泉 展望 風呂 付 客室 か ら は 関門 海峡 を 行き 交 う 船舶 を 眺め られ ます 。 


] | =ー 新 山口 駅 一 一 〇 瑠璃 光 寺 ・ 五 重 塔 一 下関 温泉 泊 (16:45 頃 ) 
還 腔 府 ホテ ル に て ふく 刺し を 含む 季節 の 会 席料 理 | 
ホテ ル (8:50 頃 ) ニ 一 博多 駅 ーー 話 3 軸 還 「 或 る 列車 」 貸 切 乗車 ( 車 
2 内 に て 九州 の 旬 の 厳選 食材 を 使用 し た コー ス 料 理 )=ー 由 布 院 駅 
〇 湯布院 散策 一 一 別府 温泉 泊 (16:30 頃 ) 

固有 診 ホテ ル 内 「 日 本 料理 玄 ] に て 会 席料 理 國 層 多 
ホテ ル (10:30 思 ーー 〇 海 地獄 一 [オーベルジュ ア ・ マ ・ フ ァ ソ ン ] (フレ 
1 ンチ の ご 昼食 ) [椅子 席 〇 くじ ゅ う 花 公園 デニ 一 〇 「 野 外 劇 場 TAO 

と DRUM TAO 和 太鼓 鑑賞 ( 約 45 分 間 )ーー ス 住 町 泊 (17:50 違 ) 


お 部 屋 の 三 例 


AMANE RESORT SEIKAI 花 琲 2 講 ホテ ル に て 創作 料理 コー ス 大同 較 

客室 に 源泉 か け 流 し の 半 露 天風 呂 付 。 ホテ ル (9:30 頃 )ー 一 〇 タデ 原 湿原 (ラム サー ル 条 約 に 指定 され る 湿 

リビン グ や お 風呂 か ら は 雄大 な 別府 湾 を 眺め る こと が で きま す 。 4 | 原 を 約 20 分 散策 )「 若 栄 屋 ] ( 銅 茶漬 け 会 席 の ご 昼食 ) [椅子 席 
ン 空港 - ヽ 羽 田 空港 (15:3019:00) 蓄 朝 昼 | 


〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利用 と 
な り ま す 。 (利用 バス 会 社 ) サ ン デ ン 観 光 バ ス ※3 日 目 DRUM TAO 和 太鼓 鑑賞 
は 少雨 決行 と な り 、 レ イン コー ト を 着用 いた だ き お 楽し みい た だ きま す 。 荒 天 等 で 中 止 
の 場合 は 、 早 め の 宿 チェ ッ フ イン と な り ま す 。 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
田 宿 泊 :〈1 泊 目 / 山 口 県 ・ 下 関 温泉 履 諸 過 下関 温泉 風 の 海 ( 洋 室 ・ ツ イン 41mi) 
※ 客 室内 リビン グ 部 分 は 和 タイ プ と 洋室 タイ プ が あり ます 。※ 選 べ ま せん 。 

※ 大 浴場 は あり ませ ん 。 ※ お 部 屋 まで ポー ター サー ビス は ご ざい ませ ん 。 

〈2 泊 目 大 分 県 別府 温泉 〉 履 園 瑞 AMANE RESORT SEIKAI (洋室 ・ ツ イン ・ 空 
の 棟 ・ 半 露天 風呂 付 / 約 65m) 


こ NN (3 泊 目 ノ 大 分 県 - 久 住 町 ) フ リュ ー ゲ ルス 久住 洋室: 回 天 風呂 付 / 約 60m) 
フリ ュー ゲル クス ク 住 ※ 大 浴場 は あり ませ ん 。 


約 1 万 2 千 坪 の 広大 な 敷地 に 全 室 ス イー トル ー ム の 離れ が 10 棟 。 最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 
客室 に は 源泉 か け 流し の 露天 風呂 が つい て いま す 。 


出発 日 2023 年 8 月 ーー ( 土 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY004-Y 
出発 ・ 到 着地 ー プ pm 名 1 室 
東京 駅 発 ・ 羽 田 空港 着 480,000 円 540,000 円 
ンプ 往路 新山 口 駅 合流 20.000 円 引き 
さい 復路 大 分 空港 離 団 15,000 円 引 き 


96724 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 4 日 目 羽 田 空 港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 作 


狩野 川 の 鯛 ・ あ わび ・ 負 


伊豆 区 な る 宿 と 夏 の 御馳走 EL 


ABBAIRES⑨⑤RTS |ZU- 


趣き の 違う 2 つの 上 質 な ホテ ル に 泊まり 、 
夏 の 美食 を 堪能 


登録 有形 文化 財 の 趣き ある 旅館 と 、 離 れ の 
和 モ ダン な スイ ー ト ルー ム 。 

それ ぞ れ 特徴 の ある 宿 に 泊まり 「 鮎 」「 あ わび ] 
「 撲 ] な ど 夏 の 美食 材 を 堪能 し ます 。 

また 、 暑 い 季 節 な の で 屋内 施設 を 中 心 に 観光 
し ます 。 


飼料 理 (イメ ー ジ 過 


旅館 お ちあ いろ う OCHIAIRO 旋 


登録 有形 文化 財 に 指定 され た 建物 の 造り を 残し 、 浴 室 ・ 洗 面 合 な ど は 全て モダ ン な 人 造 


り に 


リニュ ー ア ル 。 ベッ ド 付 の 客室 で 「 趣 き 」 と 「 快 適 ] の 共存 が 実現 。 
狩野 川 の 恵み 「 夏 の 鮎 ] を お 愉し みく だ さい 。 


委 お 部 屋 の 例 


ABBA RESORTS IZU - 学 漁 荘 本 昌 


プラ イベ ー ト 感 あ ふれ る 露天 風呂 付 ヴ ィ ラ 客 室 を ご 用 意 。 約 69m ヤ 89mf の ゆとり ある スイ ー 
トル ー ム で お 寛ぎ くだ さい 。 夕 食 は 旬 を 迎え る 美食 材 「 あ わび 」 を ご 賞味 いた だ きま す 。 


お 部 屋 の 友 例 


和 漁 荘 お 部 屋 の 一 例 


スケ ジュ ー ル 


全曲 ロイ ヤル ロー ド ・ 


プレ ミア ム 


旅館 お ちあ いろ 2⑨@HIAIRO 外観 


〇 は 入場 観光 、 〇 は ] 


ト 車 観光 、 信 は 車窓 観光 


東京 駅 9⑨30) 発 一 一 「 マ ー ス ガー デン ウッ ド 折 殿 


電 ] (鉄板 焼 の ご 昼 


椅子 席 


1 四 


〇 佐野 美術 館 


7 夏 の 御馳走 [狩野 川 の 鮎 を 含む 


労 ? 昌 温 泉 


(16:00 頃 ) 


本 料 


理 


較 尽 | 


ホテ ル (10:00 頃 ) ーー 〇 土肥 


EL] 


よう な 洞 内 ) 


NRN 
入選 


〇 上 原 美術 


絵画 を 収蔵 ) 


日 (16:30 思 ) 


伊東 浮 山 温泉 
夏 の 御馳走 [あわ び ] を 含む 会 席料 理 


で も 涼し い 天 然 の カー ラー の 
館 ( 多 く の 仏教 美術 


や 近代 


國 居 四 


う 


ー デ 東京 駅 ( 


ホテ ル (10:00 頃 ) デー 〇 川奈 ステ ンド グラ ス ズ 美術館 
湯河 原 富士 屋 旅館 「 肢 六 亭 」 ( 夏 の 御馳走 「 撲 ]」 の ご 昼 人 
17:00 頃 ) 着 


記 


椅子 


ミン 


國 居 


〈 利 用 バス 会 社 ) (株 ) フジ エク フス プレ ス ま た は (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 プ 静岡 県 : 湯 ヶ 島 温泉 ) 旅 館 お ちあ いろ う 〇 CHIAIRO( 和 洋室 ) 
〈2 泊 目 プ 静岡 県 * 伊 東 浮 山 温泉 〉ABBA RESORTS IZU- 党 漁 荘 (和洋 室 ・ 和 モ 
ダン スイ ー ト -: 露 天風 呂 付 ) 

最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 8 月 27 日 (日 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 介 最 少 催 行人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO5-C 
出発 到着 地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 550,000 由 750.000 由 

添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 休 昌 
自然 豊か な 阿 鱗 と 高千穂 を 訪れ る 3 日 間 


デブ プ マ 


5 に 


ンタ 


ノア 『 『 2 バ 
タデ 原 湿原 (1 日 目 ) 阿蘇 くじ ゅ う 国立 公園 に あり 、 ラ ム サ ー ム 条約 に 登 


ン ノ 


則 


高千穂 喘 (イメ 演 光 ) 蘭 


高 二 穂 神社 (3 ジ ) 


高 干 穂 峡 (3 日 目 ) 絶景 の 峡谷 美 と 日 本 神話 ゆか り の 神社 を 訪れ ます 。 


オー ベル ジュ ア ・ マ ・ 
ファ ソン (2 日 目 昼食 ) 


阿 菊 五岳 を 望む 広大 な 瀬 の 本 高原 の 絶景 大 パ 
ノラ マ を 前 に し た お と な の オー ベル ジュ 。 


スケ ジュ ー ル 。 6G は 入場 紋 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 、※ は 花 の みどころ 


羽田 空港 (9:.00ー10:30) 発 一 へ 大 分 空港 王 一 「 若 栄 屋 ] ( 鯛 茶漬 け 
1 の ご 昼食 ) [椅子 席 〇 タデ 原 湿原 (ラム サー ル 条 約 に 指定 さ 
れる 湿原 を 約 20 分 散策 ) デー ス 住 町 泊 (16:30 妃 ) 

違 學 4 務 ホテ ル に て 創作 フレ ンチ 画 太 | 
ホテ ル (10:30 頃 ) 一 一 業 〇 くじ ゅ う 花 公園 一 「 オ ー ベ ル ジ ュ ア ・ 


の マ ・ フ ァ ソ ン 」 (フレ ンチ の ご 昼食 ) [椅子 席 〇 天 岩 戸 神 社 
高千穂 泊 (16:45 頃 ) 


避 及 符 ホテ ル に て 尾崎 和牛 し ゃ ぶし ゃ ぶ 付 和 会 席 國 層 較 
泊 』 フリ ュー ゲル (1 泊 目 ) ホテ ル (9⑨:30 頃 ) 一 一 い 高千穂 神社 一 一 〇 高千穂 峡 ( 涼 を 感じ る 
rm ョ 2 し 久住 本 う | 峡谷 ) =ー「 野 菜 料 理 田 の 花 ] (野菜 料理 の ご 昼食 ) 熊本 空 
約 1 万 2 千 平 の 広大 な 敷地 に 全 室 スイ ー ト ルー ム の 離れ が 10 棟 。 港 一 ヽ 羽 田 空港 (1 5:30 一 1 9:30) 着 國 司 


客室 に は 源泉 か け 流 し の 露 天風 呂 が つい て いま す 。 = ミー ニー = ニニ っ ろう うろ 炉 人 三 三 王 三 議 
(利用 予定 航空 会 社 〉JAL ま た は ANA ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利 
用 と な り ま す 。 〈 利 用 バス 会 社 〉 大 分 交通 また は 大 交 北 部 バス また は 国東 観光 
バス また は 玖珠 観光 バス 

※3 日 目 高千穂 神社 一 高千穂 峡 一 昼食 場所 間 の ご 移動 は 一 部 タフ シー に お 乗換 
えい た だ きま す 。 ご 参加 人 数 に 応じ て 分 乗 と な り 、 タ クシ ー 毎 に 行程 の 順序 が 入 
れ 替 えと な り 、 複 数 グル ー プ に 分 か れ て の ご 案内 と な る 場合 が ご ざい ます 。 

タク シー の 車種 指定 は で きま せん 。 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

較 宿 泊 :〈1 泊 目 大 分 県 ・ 久 住 町 〉 フ リュ ー ゲ ルス 久住 (和洋 室 ・ 圭 天風 呂 付 / 約 50m) 
室 赴 天 風呂 の 三 例 〈2 泊 目 宮 崎 県 ・ 高 千穂 〉 旅館 神仙 (離れ : 洋 室 ノ 本館: 洋室 また は 和室 / 全 て 
赴 天 風呂 付 ※ 客 室 の 填 天 風呂 は 温泉 で は あり ませ ん ※ 洋 室 は ツイ ン ※ 客 室 
タイ プ は 選べ ませ ん ) 


旅館 神仙 区 誠 ! 最大 8 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 


高千穂 峡 に 位置 する 全 15 室 の 料亭 旅館 。 客 室 は 忠 天 風呂 付 、 廊 下 は すべ て 畳 敷き で 和 の 安 出発 日 2023 年 8 月 シ ケ =| 日 ) 


ら ぎ を 感じ て お 過ごし いた だ け ま す 。 
こみ ーー ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY004V 

出発 ・ 到 着地 2 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
本 館 370,000 円 | 450,000 円 


羽田 空港 発着 
離れ 400,000 由 | 500,000 由 

往路 大 分 空港 合流 15.000 円 引き 

復路 熊本 空港 離 団 15.000 円 引き 


添乗 貞 は 1 羽田 空港 か ら 3 日 目 泌 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


中 国 ・ 四 国 関東 ・ 新 潟 


"すず で PPP 学 」 に 和 宿泊 


夢 の 作 昌 


-」 1 ド ・ 


や ど 紫 爺 亭 料理 (イメ ー ジ ) や ど 紫 欧 亭 料理 (イメ ー ジ ) 


営 の お や ど と 紫苑 亭 料理 長 ・ 大 石 昌 彦氏 が 
味覚 の お 宿 山田 屋 (3 日 上 人 回 お 届け する “想い を 込め た ” 
夏 に 味わう 烏 取 の 美食 材 


美食 の 一 中 (1 泊 目 タ 食 ) 


山 と 海 が すぐ 近く に ある 皆生 温泉 だ か ら こそ 手 に 入る 新鮮 な 食材 や 、 作 り 手 


p 鳥取 生ま れ の 箱入り 娘 の 顔 が 見 える 厳選 食材 に こだわ り 、 そ の 食材 の 持ち 味 を 最大 限 に 引き 出し た 
「 お 嬢 サバ 」 和食 の 人 
和食 の 奇 が 創り 出す 一 期 一 会 の お も て な し を ご 堪能 くだ さい 。 


地下 海水 を 使い 陸上 養殖 する こと で 、 寄 生 虫 が 
付き に くく 生 で 食べ られ る こと が 特徴 で す 。 


身 は 驚く ほど 美しく 、 青 魚 特有 の 臭み が 少な く 2 本 有 
て 上 抽 な 呆 が 味わえ ます 。 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 
] RE 羽田 空港 (9:00ー10: 一 へ 米子 空港 = I ー ズ 
と 鳥取 ブラ ンド 天然 岩 牡 六 「 夏 輝 」 0 
殻 の 長 さ が 1 3cm 以 上 の 上 質 の 岩 ガ キ の み に ブ ラ ガー デン ガー デン カフ ェ ] 洋食 の ご 写 度 ) 有 子 必 
SPP PSP を ET 1 | 〇 大 山村 水 高原 (天空 リフ ト に 乗車 し 、 大 山 を 大 パノラマ で 眺望) 
| 滑ら か な 口当たり で 濃厚 な 身 は 逸品 で す 。 皆生 温泉 泊 (16:45 需 ) 
※ ラッ ァ で は 生 ガ キ で は な く 、 火 を 入れ る 調理 方 し 層 多 
0 に て 提供 し ます 。 
ーー 上 ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 〇 足立 美術 館 一 一 米子 「ANA フ ラウ ンプ ラ ザ 
と 白い か (ケン サキ イカ ) 米子 」 (和食 の ご 昼食 ) 答 子 席 一 琴浦 町 の 銀 絵 ( こ て え ) 見 学 
初夏 か ら 晩秋 に か け て 一 本 釣り で 釣り 上 げ ら れる 2 フ | (ガイ ド 付 ) ーー 三朝 温泉 泊 (16:45 陣 ) 


久 き 参 季節 の 会 席料 理 


シン ング 
に 「 
うち 


ケン サキ イカ を 鳥取 で は 白い か と 呼び 、 甘 み が 


強く 濃厚 な 味わい が 人 気 で す 。 囲 因 較 


ーー 〇 砂 の 美術 館 〇 鳥取 砂 紅 ーー 
賀 露 [味覚 の お 宿 山田 屋 」 (鳥取 の 夏 の 味覚 を 味わう 会 席料 理 の 
う | ご 昼食 ) [知子 席 ] 一 咽 約 200 分 王 新 大 阪 駅 


w 、 吾 =- (東海 年 線 グ リー ン 車 ) エー 東京 :30 王 20: 
や ど 紫 苑 亭 1 泊 目 ) (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 東京 駅 (19:30-20 
202 1 年 に オー プン し た 全 10 室 の ラグ ジュ アリ ー 旅 館 。 非 日 常 の 空間 と 、 支 配 人 兼 料理 長 


が 自ら 足 を 運ん で 仕入れ た 食材 を 使用 し た こだわ り の 食事 を ご 堪能 くだ さい 。 〈 利 用 予定 航空 会 社 〉ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ます 。 
ーー < 利用 バス 会 社 ) (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 鳥 取 県 皆生 温泉 〉 や ど 紫 苑 亭 (和洋 室 ・ プ レミ アム スイ ー ト : 皿 天 
風呂 付 / 約 100m) 
〈⑫ 泊 目 ノ 鳥取 県 ・ 三 朝 温泉 太 衣 再三 朝 薬師 の 湯 万 民 楼 (和洋 室 ・ 雅 スイ ー ト また 
は 三朝 スイ ー ト ) 


み ささ や く し 


三朝 薬師 の 湯 湯 万 刷 楼 〈⑫ 泊 目 )〉 最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


世界 一 の ラジ ウム 温泉 と し て 有名 な 三朝 温泉 に ある 湯 宿 。 自 家 源泉 3 本 か ら な る 源泉 100% 証 託 当 = 計 40 ア た た ゴミ ニ レタ 4= (=) 
の 温泉 に 浸かっ て 存 分 に お 寛 ざ いた だ け ま す 。 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO5F 
出発 * 到 着地 | 2 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発 ・ 雅 ス イー ト 500.000 由 670,000 由 
東京 駅 着 三朝 スイ ー ト 510.000 円 680,000 幅 
往路 米子 空港 合流 20.000 円 き 

復路 新 大 阪 駅 離 団 15.000 円 引き 

添乗 員 は 1 日 目 羽 田 空港 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 し ます 
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: 四 民 | 中 部 


夢 の 作 昌 
四季 折々 の 美 し さ を 魅せ る 上 高地 を ガイ ド と 散策 


上 高地 帯 国 ボ ホテ ル で 覚 ぐ 3 日 間 


日 7 


(7 
チ ゆ / 1 

L/ 

ル / 


日 本 初 の 本 格 的 な 山 謝 リソー ト と し て 、 1933 年 に 誕生 し た [上 地 麗 ホテ ル 」。(1・2 泊 目 ホテ ル の シン ボル と も 言え る マン トル ピー ス 。 (1・2 泊 目 ) 


える 

隊 | 上 高地 の 自然 を より RS 愉し む ガ イド ウォ ー ク スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 

リ aw 新宿 駅 (②00 一 10:00) 発 =( 中 央 本 線 特急 グリ ー ン 車 ) =ー 松 本 駅 

専門 知識 の 豊富 な ガイ ド が 植物 、 野 鳥 な ど 1 ーー[ 財 豪 松本 館 ] (和食 の ご 昼食 ) | 答 子 席 上 高地 泊 (15:30 思 
目 和 5 ど ご を 到 人 0 間 35 太 が ※ ご 希望 の 方 は 、 大 正 池 で 下車 し 、 ホ テル まで 散策 も 可能 で す 。 

2 AE [ダイ ニン グル ー ム 」 に て フラ ンス 料理 較 昼 | 

ホテ ル (9:00 頃 ) …… 〇 ⑦〈 上 高地 ネイ チャ ー ガ イド ウォ ー ク ) 明 

"ニキ 神 池 ( 約 4.5 時 間 ) また は ② 河 童 橋 周 辺 ガ イド ウォ ー ク ( 約 2.5 時 


7 あか 間 ) …… 上 高地 泊 (11:30 一 13:30 頃 ) 

2 ョ ョ ン 

⑥ 高 地 鈴 光 旅館 組合 2 証人 球 詞 影 合 須 湖 ミー ルフ クー ポン を お 渡し し ます 。 
下記 ②⑥ 〇 か ら お 好き な メニ ュー を お 選び くだ さい 。 


山岳 リゾ ー ト 「 上 高地 帝国 ホテ ル ] に ゆとり の 2 連 泊 DE PIPE 
上 高地 の 大 自然 や ホテ ル の 魅力 を じっくり た っ ぷり 味わっ つて いた だ ける よう 、 連 泊 で お † 後 は 台 目 ご 目 由 に お 過ごし くだ さ し 

部 屋 を ご 用 し まし た 。 ご 廊 は 和 国 ホテ ル 伝 の 味 に 信州 の 名 の 素材 の 末 ジリ を 取り 日 本 料理 あず さ 庵 ] に て 懐石 料理 較 司 四 
入れ た フラ ンス 料理 と 懐石 料理 を ご 賞味 くだ さ ー PPm 7 人 7 1 マテ ーー 

、 で プシ う | 松本 駅 デー (中央 本 線 特急 グリ ー ン 車 ) デー 新宿 駅 (17:0019:20) 着 


(利用 バス 会 社 〉 ア ル ピ コ 交通 また は て まり バス また は 朝日 観光 自動 車 また は 栄和 交通 
※ 上 高地 ウォ ー ク に 際 し 重 装備 は 必要 あり ませ ん が 、 歩 きやすい 運動 靴 、 服 装 で ご 参 
加 く だ さい 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 答 泊 :〈 長 野 県 ・ 上 高地 ) 属 族 山上 高地 帯 国 ホ テル (洋室 ・ ツ イン ) 
※ ご 夕食 時 間 は 二 部 制 と な り 、 お 時 間 の 指定 は で きま せん 。 現 地 に て ご 案内 と な り ま す 。 
※2 日 目 の ご 昼食 は 混雑 時 は お 待ち いた だ く こ と も あり ます 。 


が 


最大 16 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


上 高地 帝国 ホテ ル 出発 日 2023 年 8 月 28 日 (月 ) 10 月 4 日 ( 水 ) 
Eri 90Oi ご 旅行 代金 ( ぉ 1 人 様 あたり ) 最少 人 行人 上 8 名 コー ス 番 号 1GGY0045 
出発 日 | 出発 * 到 着地 | 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
8 月 28 日 ベラ ンダ な し (30m) | 280.000 円 | 350,.000 円 
(月 ) | 重夫 駅 「 ベ ラン ダ 付 き (37m) | 310.000 ロ | 380.000 
10 月 4 日 | 発着 | ベラ ンダ な し (30m) | 270.000 円 | 340.000 中 
( 水 ) ベラ ンダ 付き (37m) | 300.000 円 | 370.000 円 
往路 松本 駅 合流 6,000 円 引 き 
復路 松本 駅 離 団 6,000 円 引き 


懐石 料理 (イメ ー ジ ) 添乗 員 は 1 日 目 新 宿駅 か ら 3 日 目 新 宿駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


放電 


夢 の 作 昌 


で < り 24W り 出発 保 下 設 


| に 
組 | 


「 志 村 御 菊 研 究 所 」 直 営 店 で "あな た だ け の 宝石 箱 ” づ 
「 全 館 源泉 掛け 流し の 宿 西山 温泉 慶 雲 館 」 に 宿泊 する 2 日 問 誠 記 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車 鶴光 
東京 駅 (8:30) 発 一 員 約 150 分 一 北杜 「 旋 麦 Hajime」 (蕎麦 と 
創作 和食 の ご 昼食 ) [椅子 席 〇 清里 テラ ス ( パ ノラ マリ フト で 
1 標高 1.900m の 絶景 テラ ス へ ) = テー 咽 約 120 分 一 
西山 温泉 (16:30 頃 ) 


河 の 味覚 を 凝縮 させ た 会 席料 理 


し 層 了 


ホテ ル (900 頂 ) 一直 田神 社 一 一 甲府 1 レス トラ ン イチ 」 (フラ ンス 
料 殖 BE の ご 昼 信 ) | 椅子 席 〇 山梨 県 立 美術 館 OGrape Shop 
2 | ココ ロ (志村 特 箇 研究 所 の ぶどう を 試食) 一 gt 約 1 20 分 一 ー 
東京 駅 (19:30 引 ) 着 


國 司 


(利用 バス 会 社 (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※ 入 鉛 の 品種 は 生育 状況 に より 異な る 場合 が あり ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


田 宿 泊 :〈 山 梨 県 西山 温泉 ) 全館 源泉 掛け 流し の 宿 西山 温泉 慶 雲 館 ( 和 室 ・ 総 槽 内 
風呂 付 また は 露天 風呂 付 ) 


メデ ィ ア で も 大 注目 の 志村 筆 匠 
研究 所 直営 店 で 、 希 少な 和 荷 を 
ご 賢 味 くだ さい 。 

お 土産 に は お 気に入り の 御 甚 を 
専用 箱 に 詰め 、 あ な た だ け の 宝 
石 箱 を お 持ち 帰り いた だ け ま す 。 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 8 月 30 日 ( 水 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYR05-G 
出発 - 到 着地 | 部屋 ウ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
全館 源泉 掛け 流し の 宿 西山 温泉 慶寺 。。。。 | symmaf 和 加 220.000 | 260.000 
飛鳥 時 代 に 遡る 歴史 を 持つ 名 宿 。 叶 起 天 風呂 付 和 室 | 230.000 貴 270.000 由 
世界 最 古 の 温泉 旅館 と し て 、 ギ ネス ブッ ク に も 掲載 され て いま す 。 添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 2 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
富士 山 の ビ ュー スポ ッ ト と 花畑 2f よ 出発 保 計 


ノ ド | 


例 秋 の さわ や か 富士 五 巡 り 2 日 間 


PT 上 スケ ジュ ユー ル は ) 場 紋 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 は 花 の みどころ 


東京 駅 (9:00) 発 一 「 マ ・ メ ゾン 西湖 」 (洋食 の ご 昼食 ) | 短 子 席 
〇 富士 本 栖湖 リゾ ー ト ( 療 虹 の 花 ま つり ) 一 人 A 〇 他 手 合 浜 ( 精 進 湖 
1 と 富士 山 を 思 媒 お スポ ッ ト ) 王 王 富士 吉田 泊 (15:30 絡 ) 

お 部 屋 に て 旬 の 食材 を 使っ た 和食 会 席 


較 尽 | 


ホテ ル (10:00 頃 ) 一 一 全 〇 山中 湖 ( 水 陸 両 用 バス [山中湖 の KABAI 
に 乗車 し 湖上 クル ー ズ ) ーー「 浅 間 茶 屋 富士 吉田 本 店 ] (甲州 名 物 
ほう と う を 含む 和食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 ] ニー 〇 還流 計 計 富士 御室 
ノ | 浅間 神社 (武田 家 に も 崇敬 され た 富士 山 最 古 の 神社 の 里 宮 ・ 秋 の 
例 大 祭 ) 一 〇 山梨 県 立 富士 山 世界 遺産 セン ター デーー 
東京 駅 (18:00 軸 ) 着 

いろ いろ な 月 度 か ら | (利用 バス 会 社 》 (株 ) フジ エ クス プレ ス ま た は (株 )km モ ビリ ティ サ ーー 
ニニ 内 会 ジ た m モ ビリ ティ サー ビ 
富士 五 湖 を 愉し お XP. フ の ご 案内 も 必ず お 謗 みく だ さい 。 


還 宿 泊 :〈 員 梨 県 ・ 富 士 吉 田 〉 富士 山 温泉 鐘 山 苑 「 別 革 然 然 ] (和洋 室 ・ ツ イン グ 約 42 
mi 露天 風呂 付 ) 


本 栖湖 リゾ ミト : 虹 の 花 ま うり (イメ 三 ジ ) 


お 花畑 や 水陸 両用 バス か ら な ど 、 さ ま ざ ま に 初秋 の meー - っ 
富士 五 湖 を 満 喚 し て いた だ きま す 。 
河口 湖 の 初秋 を 彩る 例 大 祭 が 開催 され る 富士 山 最 古 
の 社 ・ 富 士 御室 浅間 神社 里 宮 も 訪れ ます 。 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 8 日 ( 金 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 コー ス 番 号 :1GGYRO6-B 


ホテ ル 鐘 山区 「 別 貢 然 然 」 


時 出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
鐘 山 苑 の 細 流 事 45 階 に ある 特別 フロ ア の 客室 。 ーー 
全て の 客室 に 富士 山 を 望む 吉 天 風呂 が 設け られ て ー 東京 駅 発着 230.000 由 310,000 円 
いま す 。 69eM2 省 添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 作 昌 


北海 道 の 短 い 夏 に 咲き 誇 07220GCCIWB 


白金 青い 池 (3 日 目 ) 立ち 枯れ た カラ マ ツ な どの 木々 と 青い 
水 を 混 え た 人 工 池 が 、 神 秘 的 な 雰囲気 を 醸し 出し て いま す 。 


店 暗 ビ 2( 下 頃 パ 8 写真 提供: 下 勝 ヒルズ 


四季 条 の 措 ( 夏 頃 ) 


四季 彩 の 丘 (3 日 目 ) 15 ヘ フタ ー ル の 敷地 に 数 十 種類 の 花々 が 咲く 展望 花畑 。 十勝 ヒル ズ (2 日 目 ) 季節 ご と に 表情 を 変え る 色とりどり 
の ガー デン を ヘッ ドガ ー デ ナー が ご 案内 し ます 。 


国生 時 が 集中 し て いる スケ ジュ ユー ル o は 入場 級 、 〇 は 下車 観光 、@ は 思 観 光 、※ は 花 の みどころ 
当 ツ アー で は その 内 の 5 つの ガー デン に ご 案内 いた し ます 。 羽田 空港 (8:00ー13:00) 発 - ふ と か ち 帯 広 空港 一 一 療 〇 紫竹 
と 1 ガー デン (18,000 坪 の お 花畑 を ガイ ド 付 で 見 学 )ー 十 勝川 温 
泉 泊 (16:00 頃 ) 
四 4 参 厳選 され た 十勝 の 旬 の 食材 を 活か し た 和食 会 席 [ 
ホテ ル (9:30 頃 ) 王 一 療 〇 十勝 ヒル ズ (ヘッ ドガ ー デ ナー に よ 
る ご 案内 ) [ 北 * 道 ホ テル ]」 ( 洋 良 の ご 昼 良 ) 椅子 席 |=ー 
類 〇 十勝 千年 の 森 ( イ ギリ ス で 「 最 も 美 し 庭 」 と 絶賛 され た お 
9 軸 庭 を ガイ ド 二 で 見 学 富良野 泊 (17:00 頃 ) 
器 思 2 き 和洋 折 表 コー ス 料 理 (2・3 泊 目 共通 ) 朝 | 昼 | タ 
り 凍 ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 差 〇 展望 花畑 四季 彩 の 丘 一 白金 
夫 い 池 (青い 色 の 池 と 枯れ た 木 が あい まっ た 神秘 的 な 風景 )ー 
計 | [新富 良 野 プリ ンス ホテ ル 」 (和食 の ご 昼食 ) | 答 子 席 |… 


PS 


2 の デ テン ( 存 因 ) 王 勝 千年 の 森 ( 夏 頃 ) 
紫竹 ガー デン (日 目 ) 「 北 海道 を 花 の 島 に 十勝 干 年 の 森 (2 日 目 ) 日 高山 脈 の ふも と に 
し よう 」 と いう 大 志 を 抱く 園芸 家 、 紫 性 昭 葉 あり 圧倒 的 な スケ ー ル の 自然 と 多彩 な 庭 を 愉 
氏 が 手掛け た ガー デン 。 し め ま す 。 


つ | 還 *O 風 の ガー デン (ドラ マ の 舞台 と な っ た お 麟 ) 一 
〇 ファ ー ム 富田 (ラベンダー を は じ め 季 節 の 花々 が 楽し め 
る 花畑 ) 一 一 富良野 泊 (16:00 引 ) 國 局 多 
4 ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 業 〇 上 野 フ ァ ー ム ーー ご 昼 人 旭川 空港 
下野 ファ 人 ( 夏 頃 ) ー ベ 羽田 空港 (15:00-19:00) 着 國 因 


ガー デン の 舞台 と な っ た 庭 に は 多く の 人 々 が 宿根 間 を 中 心 に 庭 づ くり を し て いる ガー デン 。 0 
RISC (利用 パス 会 社 旭川 交通 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

8 ST 画 窒 泊 :(1 泊 目 北 省 ・ 十 勝川 温 泉 十勝 温泉 第 一 ホテ ル 豊 洲 事 (デラ ックス 
十勝 川 温泉 第 一 ホテ ル 豊 洲 亭 陸 記 》 (天風 呂 付 )/ 約 401 ま た は モダ ンス イー ト (二天 風呂 付 )/ 約 60m1) 

2・3 泊 目 北 海道 ・ 富 良 野 〉 履 著 出 富良野 リゾ ー ト オリ カ (洋室 ・ デ ラッ クス ツイ > 

「 美 人 の 湯 ] と し て 名 高い 十勝 川 温泉 は 天然 較 ン 約 60n) ※ 大 治 場 は 温泉 で は あり ませ ん 。 1 ー 
保湿 成分 た っ ぷり の 世界 で 珍し い 植物 性 モー 
ル 温泉 。 即 大 な 十勝 川 の 景色 と と も に お 押し 
みく だ さい 。 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 3 日 (日) 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY003E 

出発 ・ 到 着地 1 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 | デラ ックス (露天 風呂 付 ) | 440.000 円 | 550.000 円 
発 落 | モダ ンス イー ト 人 (露天 風呂 付 ) | 460.000 円 EE 


富良野 リゾ ー ト オリ カ 


(2・3 泊 目 ) 


客室 の 大 き な 窓 か ら は 、 絵 画 の よう な 田園 風 往路 と か ち 帯 広 空港 合流 1 き 
景 と 悠々 と 連なる 山々 。 ベ スト シー ズン を む iR 
か える 富良野 に 連 泊 し 、 美 し い 自然 の 中 で の 1 復路 旭川 空 洪 離 団 15.000 円 引き 
休日 を お 愉し みく だ さい 。 還 話 め @ め 以下 2 ホホ 乗員 は 1 日 目 羽 田 空 港 か ら 4 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 作 昌 
日 本 海 の 絶景 と 食 を 愉し む 観 光 列車 に 乗車 


雄大 な 自然 に 癒さ れる 


え ち き ドキ め さ リ ジウ 三 ド 雪月花 訴 観 (3 


新潟 を 走る レス トラ ン 列 車 「 を ちご トキ めき リゾ ー ト 雪月花 ] は 、 海 と 山 の 景色 を パノラマ の 窓 か ら 
ご 堪能 いた だ け ま す 。 (3 日 目 ) 


較 長野 ・ 信 州 で 「 涼 ] を 感じ る 旅 


標高 1.500m の 奥志賀 高原 の リゾ ー ト ホテ ル に 2 連 泊 。 マ イナ スイ オン 溢れ る 奥志賀 渓谷 
散策 、 最 終日 に は フル ー ツ 王国 「 長 野 ]」 が 誇る ぶどう (ナガ ノ パ ー プ ル ・ シ ャ イン マス カッ ト ) 
狩り へ ご 案内 し ます 。 


て 
ー ジャ イジ マク 02 に (ダー) 


四 日 本 海 の 絶 罰 を 愉し お レス トラ ン 列 車 (sg) 


国内 最大 級 の 展望 を 確保 する よう 設計 され た 車内 は 、 イ ン テ リ ア の 細部 まで 新潟 に 拘っ て い 
ます 。 ご 昼食 は 新潟 の 旬 の 食材 を 使っ た 和食 を ご 用 意 し ます 。 


ホテ ルグラン フェ ニッ クス 奥志賀 


5 の PE 計り 
然 の 中 に 倍 む 、 木 と 石 と 光 の 調和 が テー マ の くつ ろ ぎ の 高原 リゾ ー ト ホテ ル 。 
ご 夕食 は 、 和 食 と 洋食 を 1 泊 ず つ ご 用 意 。 食 材 に こだわ っ た 本 格 的 な 味 を ご 堪能 くだ さい 


ラウ ジジ (イメ ニー ジ ) 


還 間 


に 吉 : 


心 具 


高原 3 日 間 


ホテ ルク ラジ 正三 ツク ヌス 8 外観 
の 自然 を 満喫 。 


標高 1,.500m、 雄 大 な 奥志賀 


多 語 ジ ) 


黒姫 山 の 山裾 の 斜面 一 面 に 咲き 
誇る コス モス の 花々 は 、 圧 巻 。 花 の 見 頃 (例年 ):9 月 上 旬 一 中 旬 


黒姫 高 原 コ スモ ス 園 (1 日 目 ) 


スケ ジュ ー ル  。 は 和 場 鶴光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 療 は 花 の みどころ 


東京 駅 (8:00-9:30) 発 ==( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 ) =ー 長 野 
駅 ご 昼食 ひ 黒姫 高原 コス モス 園 (黒姫 山 の 裾野 に 
1 | 略 広がる 約 100 万 本 も の コス モス を 観賞 ) 一 奥志賀 高原 泊 
ゆ (16:00 帆 ) 
5) 回 腕 人 参 ホテ ル に て 日 本 料理 圏 昼 | 
論 ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 〇 奥志賀 渓谷 散策 ( 約 2ktm の コー ス を ミニ 
阿 ハイ キン グ ) 一 一 奥 志 名 高 原 泊 (12:00 頃 ) 
2 | 還 ご 昼食 は ホテ ル で ご 用 意 し ます (中 華 料 理 ) [椅子 席 ]。 
午後 は ご 自由 に お 過ごし くだ さい 。 
回 訪 診 ホテ ル に て イタ リア 料理 國 層 賠 
人 SAA4 
う + え ちご トキ めき 鉄道 「 寺 月 花 」 (和食 の ご 昼食 ) 
陣 了 Aa 駅 ーー( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 )== 東 京 駅 (18:50 
21:00) 着 國 剛 し] 


(利用 バス 会 社 〉 ア ル ピ コ 交通 また は 昌 栄 び ス また は マリ ー ナ また は ユニ バー サ 
ル 観 光 (1・3 日 目 ) ※ 奥 志賀 渓谷 散策 は 大 型 バ ス が 入る こと が 出来 な いた め 、 
ホテ ル 送 迎 バス の 利用 と な り 、 他 の お 客 様 と 混 乗 と な り ま す 。※ ぶ どう 狩り は ぶ ど 
う の 生 育 状況 に より 品種 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。※3 は 車 中 で の 昼食 
と な る た め 、 遅 め の 提供 と な り ま す 。 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


田 宿 泊 :〈 長 野 県 奥志賀 高原 ? ホ テル グラ ン フ ェ ニ ックス 奥志賀 (洋室 ・ ツ イン ) 


最大 14 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 


出発 日 2023 年 9 月 7 日 ( 木 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり )  @ 最 少 侍 行人 員 :8 名 @ コ ー 


番号 :1GGY004-F 
出発 ・ 到 着地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
二 デラ ックス ツイ ン (53m) | 270.000 円 | 320,000 幅 
最上 階 ツイ ン (42m) |280.000 円 330,000 由 
往路 長野 駅 合流 7.000 円 き 
復路 上 越 妙高 駅 離 団 8,.000 円 引き 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 作 昌 ' 
海 の 絶景 ・ 山 の 絶景 


天空 の 城 | 竹田 城跡 」 と | 電 後 くろ まつ 号 」 に 乗る 日間 | 2 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 


新 大 阪 駅 (8:00) 発 王 一路 約 150 分 一 山 城 の 郷 (駐車 場 プ ツタ フシ ー 

乗換 ) = 一 〇 立 雲 峡 (天空 の 城 で 名 高い 「 竹 田城 跡 」 を 遠望 ) 一 

1 | 山城 の 郷 (駐車 場 ) 一 神 鍋 「 ブ ルー リ ッ ジ ホテ ル 」 (和食 の ご 昼食 ) 
凡 後 ぐろ ま ら 号 外観 (大 ) 椅子 席 | 一 網野 ・ タ 日 ヶ 浦 温泉 泊 (15:45 頃 ) 

っ 8 ここ 多き 参 丹後 で 獲れ る 最高 の 食材 を 厳選 し た 京 懐石 圏 昼 | 夕 | 

* ア 彰人 上 Ei ホテ ル (10:00 頃 ) 一 一 府中 駅 々 々 *O 傘 松 公園 (天橋 立 を 遠望 ) * ャ ィ 


1 2 | 向 中 駅 一 天 衝立 駅 (京都 月 後 鉄道 有 後 くろ まつ 号 」 和 車 ノ 
ココ ah ご 昼食 は 車内 で 海 の 幸 の 懐石 コー ス ) tr 西 舞 人 駅 一 gi\ 約 120 分 


厚 


庄 後 5 ま ら 542 観 ( 湊 ) 丹後 くる まう 号 』 内 観 ( 胡 ) 王 二 新 大 阪 駅 (17:30 過 着 彰 昼 | 較 
" 海 の 京都 "を 走る レス トラ ン 列 車 。 水 戸 岡 鋭 治 氏 デザ イン の 新しく も どこ か 懐か し い の 
き *、 ラ ンチ コー ス を どう ぞ 。 
吉 き ある 中 内 で く ラ ンチ ョ ー ス を どう ぞ 。(2 目 目 ) ※1 、 立 雲 峡 へ は 山城 の 卿 に て タク シー また は ジャ ン ボ タク シー に 乗り 換え と 
な り ま す 。 ま た 、 展 望 台 まで は 階段 ・ 急 勾配 を 上 り ます 。※ 丹 後 くろ まつ 号 は 当 ツ フ 
“天空 の 城 " で 有名 な 竹田 城跡 で の 貸切 で は あり ませ ん 。 座 席 は お 選び いた だ け ま せん 。 ま た 、 運 行 ル ー ト ・ 乗 降 駅 
は 変更 と な る 場合 が あり ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


( 立 雲 峡 か ら の 遠望) (1 日 目 ) 
円 山川 を 挟ん だ 、 竹 田城 跡 と 反対 側 の 立 雲 峡 
より 眺め ます 。 
※ イ メー ジ 画 像 の た め 実際 の 見 え 方 と は 異な り 
ます 。 


較 宿 泊 :〈 京 都 府 ・ 網 野 ・ タ ロケ 浦 温泉 〉 佳 松 苑 は な れ 権 ( 和 室 ・ ベ ッ ド 付 ・ 内 風呂 な し 
また は 和室 ・ ベ ッ ド 付 ・ 温 泉 露天 風呂 付 ) 
※3 階 建て で す が 、 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 9 日 圭 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あ た り ) @ 最 少 催 行人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYR05-H 
出発 ・ 到 着地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
新 大 阪 駅 | ベッ ド 付 : 内 風呂 な し | 230,.000 円 | 280,000 ロ 
発着 | ベッ ド : 温 泉 露 天風 呂 付 | 240.000 円 | 290.000 ロ 


佳 松 苑 は な れ 


全 15 室 の 高台 に 建つ 舟形 の 純 和 風 旅館 。 
柔らか な 泉 質 で 肌 な じみ の 良い タ 日 ヶ 浦 温泉 で 
旅 の ひと と き を お 過ごし くだ さい 。 


夢 の 作 ーー 
近鉄 観光 特急 「 青 の 交響 曲 」「 あ を に よし 」 に 乗る 


2 つの 観光 特急 を 愉し む 埋 野 ・ 奈 良 2 日 間 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


新 大 阪 駅 (9:00 頃 ) 発 王 一 大 阪 阿部 野 橋 駅 Trr (観光 特急 「 青 の 
交響 曲 」 乗 車 / 約 75 分 ) サ せ 吉野 神宮 駅 吉野 「 平 宗 吉野 本 店 ] 
1 (名 物 の 柿 の 葉 寿司 の ご 昼食 ) [知子 席 | 一 回 設計 選 金 話 山 寺 

ーー デ 〇 吉野 神宮 一 桜井 市 内 泊 (16:00 絡 ) 
辺 奈良 の 旬 の 食材 や 厳選 し た 食材 を 使っ た フラ ンス 料理 
| 届 多 


sg3i65R) 選 PksdsiiExahai 目 二乗 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 2 日 目 新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
( 文 )@⑥WVILLER TRAINS 


胃 ロイ ャ ル ロ ー ド に 


に 枯 く 誠 の た うに 人 了 信 本 お 205 ら 年 妨 32C 暫 35 AA 
心 に 響 f うに 、 よ 代 へ 訪 つ こ 運 行 開 2 還 キテ リ ギ 

青 の 交響 曲 ( シ ン フォ ーー) 」。 大 阪 部 野 橋 奈良 京都 を 結ぶ 「 あ を に よし ]。「 奈 良 の 和 」 2| 電 康 THEKASHIHARAPNI ま ぼろ は ]( 和 和倉 の ご 守 ) 
か ら 吉 野 を 結び 、 自 然 豊か な 沿線 風景 の 中 を の 美 し さ 、 尊 さ を 表 現し た デザ イン で 、 紫 色 の 中 倍 英 良 〇 唐 招提 寺 一 一 大 和 西 大 寺 駅 Hr (観光 特 「 あ を に よし ] 


濃紺 の 車体 が 走り ます 。 (1 日 目 ) 外観 が 印象 的 で す 。 (2 日 目 ) 乗車 / 約 31 分 ) HH 京都 駅 (16:00-16:30) 着 國 居 し 」 


(利用 パス 会 社 ) (株 ) km モビ リティ サー ビス 
金 許 山 寺 (日 旨 


※ 列 車 の 乗車 区 間 は ダイ ヤ 改 正 等 に より 変更 と な る 場合 が あり ま 
※1 日 目 の 吉野 で は ジャ ン ボ タフ シー また は タク シー に 分 乗 し て 移動 し ます 。 
奈良 県 ・ 吉 野山 に ある 修験 道 の 総本山 寺院 。 
本 堂 は 1592 年 に 再建 され た 、 東 大 寺 大 仏殿 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
泊 :〈 奈 良 県 ・ 桜 オー ベル ジュ ド ・ ぷ れ ざ ん す 桜 井 (洋室 ・ ス タン ダー ド ツ 
に 次 ぐ 木造 の 大 建築 で 、 国 宝 に 指定 され て 還 宿 泊 バ 宗良 県: 欄 市 内 ジュ す 桜 井 ン 
いま す 。 


イン グ 約 30mft ま た は エグ ゼクティ ブス イー トノ 約 87m))) 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 24 日 (日 ) 


| 泊 | オー ベル ジュ 
ぷれ ざん す 記 電 
雄大 な 歴史 文化 が 色濃く 残る 奈良 ・ 桜 井 の 
地 に 建つ 全 9 室 の オー ベル ジュ 。 
テラ ス 付き の 客室 か ら 豊 か な 自然 風景 を 眺 
め 、 ゆ っ た り と し た 時 間 を お 過ごし くだ さい 
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ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 但 コ ー ス 番号 :1GGYRO5-U 

出発 ・ 到 着地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 

新 大 阪 駅 発 ・| スタ ンダ ー ド ツィ イン | 240.000 円 | 270.000 由 
京都 駅 着 | エグ ゼクティ ブス イー ト | 260,000 円 | 310,000 ロ 

添乗 上 員 は 1 新 大 阪 駅 か ら 2 日 目 京都 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 作 


伝 続 の 宿 上 高地 薄 国 ホテ ル と 徳川 の 秘宝 


憲 秋 の 白川 卿 と 上 高地 の 大 自 


1933 年 の 開業 以来 変わ ら な い ス イス ・ ア ルプ ス を 思わ せる 赤い 三角 の 屋根 と 丸太 
小屋 風 の 外観 。 ベ ラン ダ 付 の お 部 屋 を ご 用 意 し まし た 。 (1 泊 目 ) 


詳 御 | 美 術 館 (4g) 
徳川 家康 の 遺品 を 中 心 に 、 い わ ゆ る 「 大 名 道具 」 1 万 件 余り を 収め て いま す 。 
国宝 9 件 、 重 要 文 化 財 59 件 を 所 有 し て お り 、 数 多く の 見 どこ ろ が あり ます 。 

で ee 


徳川 美術 館 吉川 園 黒 間 


今 育 天空 に 遊ぶ し ょ う げ つ 本 計 


下呂 温泉 街 を 一 望 で きる 高台 の 静か な 宿 。 全 21 室 全て の 客室 か ら 自 慢 の 眺望 を お 愉し み 
いた だ け ま す 。 ゆったり と 流れ る 大 人 の 時 間 を お 過ごし くだ さい 。 


お 部 屋 の 周 例 


1 名 参加 可能 


出発 日 2023 年 9 月 10 日 (日 


添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 ( ぉ 1 人 様 あたり ) 


人 @ 最 少 催 行人 員 :2 名 信 


番号 :1GGYRO5-J 


然 


9\\ や 


ユネ スコ の 世界 遺産 に 登録 され た 
の 原 風景 と も いわ れ ま す 。 (3 日 目 ) 


スケ ジュ ー ル 


会 吉 生 
記 左 き 三 ! 


『 名 様 よ り 出発 保証 


を 愉し ち 4H 問 際 


り の 集落 。 ま る で 民話 の 世界 の よう な 景観 は 日 本 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 鋭 光 、 旬 は 車窓 観光 


東京 駅 (8:30) 発 一 一 松本 飲茶 料理 


上 高地 泊 (16:30 妃 ) 


の ご 昼食 椅子 


r ロ 


※ ご 希望 の お 客 欄 


は 大 ] 


正 池 に て 


ホテ ル へ ご 案内 し ます ( 約 60 分 ) 
「 ダ イニ ング ルー ム 」 に て 国 ホテ ル 伝 統 の フラ ンス 料理 


フル コー スズ ス (19:45 頃 より ) 


下車 し 、 上 高地 散策 を 愉し みな が ら 


し 司 狗 


E ま で 上 高 


さ 
LT 
て L 


耶 の 大 


愉し みく だ さい 


(お 部 屋 は 11 時 まで ご 利 ) 


いた だ け ま す ) 


へ ご 案内 し ます 


田代 樽 …… ホ テル ( 


ホテ ル (9:00 需 )…… 河童 


※ ご 希望 の お 客 様 は 【 ネ イチ ャ ー ガ イド と 上 高地 散策 90 分 コー ス ] 


ホテ ル (11:00 頃 ) 一 〇 飛騨 古 


N 


2 飛 時 邊 料理 


高山 市 内 


沿 『 す かい 梓 ) 右岸 で 生 ウエ スト ン 侯 キイ 
0:30 思 着 
| 白壁 土蔵 の 町 並み 散策 = 一 
(15:30 帆 ) 
を 含む 和信 國 居 了 


ホテ ル (9:30 頃 ) 


5 高山 「 和 人力車 で 旧い 街並み ゆっ くり 観光 」 へ 


ご 案内 ( 約 60 分 ) = ニー の 恒 膨 和良 白川 卿 茅 茸 の 里 を 散策 (自由 
昼食 ) 下呂 温泉 泊 (16:30 納 ) 
H 替 わり の 会 席料 理 國 し | 


4 


ホテ ル (9⑨:00 頂 ) 一 〇 徳川 美術 館 (徳川 家康 の 遺品 な ど 一 万 数 千 点 


に お よぶ 収載 品 )・「/\E 


彦 本 店 


本 料理 店 宝 善 亭 」 ( 旬 小 箱 ( 寿 司 ) 


の ご 昼食 ) [和子 席 


=" 東 京 駅 (17:00 一 


8:30) 着 


名 古屋 駅 ー( 東 ※ 


道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 
國 固 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 


※1 名 参加 の 場合 、 人 力 引 


観光 は 相 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


席 と な る 場合 が あ 


ノ ま す 。 


長野 県 ・ 上 高地 )〉 ト 上 高地 天 四 


ホテ ル ( 洋 室 ・ ベ ラン ダ 付 ツイ 


出発 - 到 着地 2 名 1 一 1 名 1 室 (日 ノ 
京 ング 約 3/m 
時 908000 1 上 DUE 泊 目 岐 時 県. 高山 市 内 ) 回 本陣 野 
電 生 自 人 0.000F 引 き (3 泊 目 ノ 岐 箇 県 ・ 下 中 温泉 ) 今 前 天空 に 遊ぶ し よう 
添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 4 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


花 兆 庵 (和洋 室 ) 
ずつ (和洋 室 / 約 68mー78m) 
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Simose Art Garden Villal 海辺 


記 瀬 美術館 


Simose Art Garden Villa 本 倒 六 2023 年 4 月 開業 


見 た こと も な い 空 間 や 、 想 像 を 超え る 景色 、 知 ら な か っ た 建築 の 魅力 な ど 、 い くつ も の 驚き 
が 訪れ る 人 を 待っ て いま す 。 設 計 は 世界 で 活躍 する 建築 家 ・ 坂 茂 氏 が 手がけ て いま す 。 


海辺 の 建築 作品 に 泊まる 特別 な 時 間 を お 愉し みい た だ け ま す 。 


(ex 二 ジ ジ ) 


er 人 


避 の な の 3(/() 


か つて 廻船 問屋 と し て 栄華 を 極め た 堀内 家 
の 邸宅 「 旧 堀内 邸 」 を 改装 し た 宿 。 


ぐ ⑥ ぐ Tomohiko Sakashita Azumi Setoda 外観 


直島 旅館 ろ 皿 覆 計 5 


世界 に 誇る アー ト な 島 「 直 島 ] に 誕生 し た 、 
若手 アー ティ スト の 作品 と 出会え る 日 本 の 
お も て な し の 宿 。 

客室 は 全 室 スイ ー ト で 牙 天 風呂 を 備え た 本 格 
旅館 で す 。 


ホテ ルリ ッ ジ 詳 5) 


鳴門 公園 の 景観 と 自然 の 中 に 仔 む わずか 
9 室 の プラ イベ ー ト オア シス 。 

鳴門 の 豊和 本 の 地 で 採れ る 山海 の 幸 を 使っ た 
お 食事 を お 愉し みく だ さい 。 


全景 ( 空 撮 ) 


ERCieesh 


| ロ イヤ ル ロ ー ド ・ 
プレ ミア ム 


jTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 企画 
下 瀬 美術 館 貸切 鑑賞 (日 自 
アー ト の 中 で アー ト を 観る 。 


マテ ィ ス や シャ ガー ル 、 東 山 穏 夷 と いっ た 近代 絵 
画 を 鑑賞 し 、 屋 上 か ら 瀬 戸 内 の 多 島 美 を 眺め る 。 


建築 家 坂 茂 が 瀬戸 内 海 に 浮か ぶ 島 々 か ら 着 想 
し た 可動 展示 室 や 、 エ ミー ル ・ ガ レ が 愛し た 植物 
に ちな ん だ 庭園 な ど 、 観 る も の 触れ る こと に 訪れ 
る 人 の 感性 を 揺らす 体験 を どう ぞ 。 
当 ツ アー で は 美術 館 の 閉館 日 を 貸し 切り ます の 
で 、 ゆ っ た り と ご 鑑賞 いた だ け ま す 。 


下 瀬 美 術 館 可動 展示 棟 ( 夜 ) 


厳選 神社 (2 下 ) 


瀬戸 内 海 に 浮か ぶ 岩 島 は 古く か ら 「 神 の 島 ] と 言わ れ 信仰 を 集め て きま し た 。 
豪華 な 社殿 と 新た な 装い で よみ が えっ た 大 鳥居 を ご 覧 くだ さい 


スケ ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 旬 は 車窓 観光 
ーー( 東 


東京 駅 (7:45 一 8:15) 発 道 ・ 山 陽 新 幹線 グリ ー ン 車 ) =ー 
1 広島 駅 ーー 「 リ ー ガ ロイ ヤル ホテ ル 広 島 」 (和食 の ご 昼食 ) [椅子 』 
ーー 基 証 寺 避 〇 下 瀬 美 術 館 (貸切 鑑賞 ) …… 大 竹 泊 (15:45 頃 ) 

隔 錠 診 ダイ ニン グ 「SIMOSE French Restaurantl に て 地元 の 
幸 を 生か し た フラ ンス 料理 圏 昼 | 夕 | 
ホテ ル (9:00 略 ) = 一 宮島 島 構 橋 …… 〇 | 問 計 詳 妥 央 島 神社 
(ガイ ド 付 ) 島 ロ ーー「 安 芸 グ ラン ド ホ テル 」 
(パス タコ ー ス の ご 昼食 ) | 椅子 席 | 一 一 約 120 分 一 一 瀬戸 田 

(16:15 頃 ) 還 才 色 診 創作 料理 


ホテ ル (9:30 皿 ) 〈 念 し まな み 海 道 〉 一 〇 大 原 美術 館 …… 倉 敷 
富夫 屋 本 舗 」 (きび そば の ご 昼 


椅子 一 宇野 港 ニ ン ( 四 芋 
汽 骨 ) ンコ 浦 港 ( ) 


(ジャ ン ボ タク シー) 直島 泊 ( 
00 頃 ) 還 診 瀬戸 内 の 旬 菜 鮮魚 を 愉し む 会 席料 理 國 居 
ホテ ル (10:00 頃 ) 一 


ジャ ン ボ タク シー) ーー 〇 地 中 美術 館 一 
〇 ベネ ッ セ ハウ ス ミュ ー ジ アム (| 日 本 料理 一 扇 ] に て ご 昼 信 
椅子 席 | と 見 学 宮浦 港 (直島 ) ー ン 高松 港 王 一 鳴門 公 園 : 
(16:45 頃 ) EE 診 ご 宿泊 者 専用 の [万 里 菩 ] に て 和 懐 石 國 届 図 
※ ご 希望 の 方 の み 、 送 迎 車 に て 大 塚 国際 美術 館 ま で お 送り いた し ます 
5 ホテ ル (11:00 頃 ) 一 づ 〇 うずしお 観 潮 船 一 ホテ ルアナ ガ 「 カ ドー・ 
915 ドゥ ・ ラ ・ メ ー ル 」 (洋食 の ご 昼食 ) | 符 子 品 4 約 120 分 一 一 新 大 
人 金 ) | 阪 駅 デー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 王 東 京 駅 (19:00 一 20:00) 基 
國 因 


コロ 


ュ ハ ン ョ 


北橋 -- ン 5 


良 ) 


ロロ 


r ロ 


r ロ 


〈 利 用 パス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 

※3・4 島 島内 で は ジャ ン ボ タク シー を 利用 し ます 。※5 
の 入館 料 は 2 お 客 様 負 担 と な り ま す 。※ 渦 潮 は 潮 の 満ち ぅ | き に よ ! 
場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。※1 泊 
ジ 、4 泊 目 の リ ッ ジ スイ ー 
は お 問い 合わ せく だ さい 。 
較 宿 泊 :〈1 泊 広島 県 
ステ ッ ク の 家 A--E タ イ 
※ 玄 関 で 靴 を 脱ぐ 
〈⑫ 泊 
〈⑬ 泊 
※ ベ ッ ド は 
〈4 泊 


大 塚 国際 美術 館 
ご 覧 いた だ け な い 
の 他 タ イプ の 客室 へ の アレ ン 
へ の グレ ー ド アッ プ は 発生 手配 と な り ま す 。 ご 旅行 代金 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


・ 大 竹 〉Simose Art Garden Villa( 洋 室 ・ ツ 
プ グ 約 55mi ※ 選 べ ま せん ) 

スタ イル で す 。 ま た 一 部 床 が 畳 の タイ プ の 客室 が あり ます 。 
・ 瀬 戸田 7Azumi Setoda (洋室 ・ 庭 ツヤ イン 50m) 

- 旅館 ろ 配 ( 和 洋 イー トノ 56mi) 
和 ベ ッ ド と な り ま す 。 
〉 ホ テル リッ ジ (洋室 : ツ イン グ 約 60m) 


ン - キ ー 


* デ タラ ウジ 


1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 


出発 日 ーー 1 日 (月 ) 


ご 旅行 代金 (お ぉ 人様 あたり 


最少 催行 人 員 : @ コ ー ス 番号 :1GGYR05-L 
出発 到着 地 2 1 名 1 室 
東京 駅 発着 820,000 ロ 1.000.000 
往路 広島 駅 合流 20,000 円 き 
復路 新 大 阪 駅 離 団 15.000 円 a き 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 5 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 作 


| ロイ ヤル ロー ド ・ 


| SA 


9/ 


ーッ 


さき ッ 寺 ラ 
で ご 走 記 ぐる Se 
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っ ト 、 
し つ 
ッ 
3 


計 


で 盲人 訪 
ww 


ee 

える ク 
2 四 吉 な 3 
落と れ ら ・ 
桜色 の て ン ム 
を わ 外 は 

人 還 の 人 
すえ W 
N ダ クレ ) 
すえ ミア) | 
す 彦 り 

結 と 

3 

導 

斉 

の 

を 
地 
き の 
を を 巡 
移 2、 る ま 
芝 ・ 3 
鼻 北 : " 
キ 老 * 


(1 日 目 昼食 ) 東京 駅 (9:.00-10:00) 発 = (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 )〒〒 
明治 8 年 (1875 年 ) に 東海 道 五 十 三次 「 華 名 古屋 駅 一 一 桑名 ITHE FUNATSUYAI (名 物 始 (は まぐ り ) を 
名 宿 ] に 始ま っ た 料亭 旅館 船津 屋 を リノ ] | 使用 し た イタ リア 料理 の ご 昼食 ) [椅子 席 ] 一 〇 六 華 苑 (美しい 
7 洋館 と 池 泉 式 回 遊 庭園 を 散策 ) 一 一 臣 盆 泊 (1:00 
八 し め ま す 。 本 「 浜 木綿 ] に て 和食 会 席料 理 較 証 | タ 
地元 桑名 の 辿 や 契約 農家 直送 の 野菜 、 旬 


ケ ジ ュ ー ル 加 泊 3 の gr 上 日 ッ レ 
THE FUNATSUYA 旨 。 ' ス は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 久 は 車窓 観光 
回 . 電 補 


の N お の | が 6 ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 〇 伊勢 神宮 ・ 内 宮 (案内 ガイ ド 同 行 で 参拝 ) 
人 れ を 全 っ た イダ リア ン を お し 上 が 押 還 計 較 隊 症 半生 二 |) 。 〇 お か げ 横 丁 (自由 昼食 ) 一 一 〇 VISON( 三 重 の 食 や 文化 
ノ | 還 が 集合 し た 商業 施設 ) 一 一 覧 島 泊 (16:00 引 ) 

回 伊勢 海老 ・: ア ワ ビ な ど 地 元 食材 を 活か し た 「 海 の 幸 
フラ ンス 料理 ] 國 し 耳 
志摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト 記 有 沼 ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 鳥羽 港 ニン (伊勢 濱 フェリー) 伊良湖 洪 
2 魚 料理 の ご 昼 奇 子 席 うな ぎ 

賢島 の 高台 に 建つ ラブ ジュ アリ ー ホ テル 。 客 室 は すべ て スイ ー ト ルー ム 。 加 | 昌 吐 二 

世界 に 称賛 され た 美食 と お も て な し で 皆様 を お 迎え し ます 。 31 727 ク 2 トリ 拓 栓 泊 (1630 電 

1 日 目 ご タ 食 は 万 葉 集 に 「 御 食 つ 国 」 と 誠 わ れ た 三重 の 滋味 豊か な 食材 を 使用 し た 和食 会 席 |、 鉄板焼 さ ざん か 」 に て 鉄板 焼き (浜名 湖 の 希少 な 食材 
2 日 目 の ご 夕食 は 総 料 理 長 樋口 宏 江 氏 に よる 伊勢 海老 ・ ア ワ ビ な ど 地 元 食材 を 活か し た 「 ど うま ん 蟹 」 を ご 用 意 ) 國 怖 了 


海 の 幸 フラ ンス 料理 」 を お 愉し みく だ さい 。 
Mi ホテ ル (9:30 頃 ) 一 O 静 岡 浅間 神社 -・ 〇 「 ど うす る 家康 静岡 大 河 
ん | ドラマ 信康 ゆか り の 地 を 艇 入船 徳川 家 ゆ か り の 料 所 
「 浮 月 楼 ] (ご 昼食 ) [椅子 席 品 9 約 200 分 一 一 東京 駅 (18:30 結 ) 着 
大全 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

画 宿 泊 :〈1 2 泊 目 三重 県 ・ 賢 島 〉 騙 著 志摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト (洋室 ・ 
スー ペリ アス イー ト ツ イン グ 約 100n1 ※ バ ルコ ニー 含む ) 

〈⑬ 泊 目 ノ 静岡 県 ・ 浜 松 市 内 〉 届 革 オ ー フ ラ ア クト シテ ィ ホ テル 浜松 (洋室 ・ プ レミ 
アム コン フォ ー ト フロ ア ・ デ ラッ クス ツイ ング ノ 約 50m) 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 14 日 ( 相 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO5JM 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 650,.000 円 750,000 由 
往路 名 古屋 駅 合流 10.000 円 引き 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 4 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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一 中 に 物語 を 成る 美食 の 宿 「! や ど 薬 苑 亭 」 に 宿泊 の 5 


プレ ミア ム 


日 御 傘 神社 出雲 神楽 貸切 鑑賞 と 縁結び の 聖地 出雲 大 社 3 日 問 妥 


町 TB ロイ ヤル ロー トド 銀 座 特別 企画 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 亀 は 車窓 観光 、 類 は 花 の みどころ 
TO 羽田 空港 900-10: Ph* 和 の ウ 
空 浴 (9②:00 一 10: 米 空 ーー 二 米 ラウ ン 
【/ 足 語 > 白く る りー 
日 御大 神 社 出雲 神楽 貸切 鑑賞 (日 旨 プラ ザ ホ テル 米子 (和食 の ご 尽 食 ) [ 子 記 一 -O 〇 足立 美術 館 
多く の 神話 の 舞台 を 今 に 伝 え 継ぐ 出雲 神楽 。 ] | 副 約 120 人 ーー 還 琶 設 還 O 日 御大 神 社 拝殿 (出雲 神楽 貸切 鑑賞 ) 
ー 神 さま を 楽し ませ る た め に 舞う 一 郷土 芸能 を 、 日 本 遺産 [日 が 沈む 聖地 出雲 」 の 構成 出雲 [ 看 雲 楼 ] (和食 の ご 夕食 ) [椅子 席 ] 大 社 泊 (21:00 刀 ) 
文化 財 で ある 日 御 傘 神社 の [日 況 宮 ( ひ し ずみ の みや ) 拝殿 を 舞台 に 、 当 ツア ー の 貸し 紀 5 症 ] 5 
切り で 鑑賞 いた だ きま す 。 田 太 | 
ホテ ル (9:30 頃 ) デー 出雲 大 社 ( 正 式 参拝 ) …… 〇 神門 通り (自由 
旦 昼 と っ と ! 財 ルビ ア ・ リ コリ ス な ど 秋 
較 出雲 大 社 正式 参拝 (2 日 目 ) 硫 人 〇 と っ と り 花 回 廊 (サルビア. リコ リス な ど 秋 の 花々 を 
ノ | 観 芝 ) 一 一 生 温泉 泊 (16:30 貼 ) 
参道 入口 の 「 勢 溜 (せい だ まり ) 」 か ら 出雲 大 社 な ら で は の 作法 ・ 神 話 ・ 歴 史 な ど を ガイ ド が 説明 ーー 料理 長 こ だ わ ! 9 1 
し な が ら 参拝 する 正式 参拝 コー ス に て ご 案内 し ます 。 回 久 人 料理 選 こ だ わり の 食材 で 仕立 て る 和信 懐石 本 
神楽 殿 で は 御 祈 裕 を 受け 、 神 様 の ご 加護 を いた だ きま す 。 
ホテ ル (9:30 頃 ) デー 津 山城 ( 誰 山 公園 ) デー「 ザ ・ シ ロ ヤ マテ ラス 
8 津山 別邸 ] (洋食 の ご 昼食 ) [椅子 財 品 約 180 分 一 一 新 大 阪 駅 
いにしえ の 宿 佳 雲 話 弄 ! ーー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 東京 駅 (19:30-20:0O) 着 
出雲 大 社 まで 徒歩 8 分 の 立地 に 建ち 、 出 雲 神話 や 伝統 を 感じ られ る 設え が 特徴 の 湯 宿 。 馬 局 
自家 源泉 か ら 湧き 出る 天然 温泉 の 大 湯 処 で 日 々 の 疲れ を 癒し ます 。 (利用 予定 航空 会 社 )ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ま す 。 
(利用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※1 御大 神 社 で の 出雲 神楽 鑑賞 は 17:30 か ら を 予定 し て お り ます 。 鑑 賞 は 椅 


子 』 を ご 意 し ます 。 な お 、 荒 天 時 は 拝殿 内 で の 鑑賞 と な り ま す 。 ま た 、 お 宿 の 到着 が 
21:00 頃 と な り ま す の で 予め ご 了承 くだ さい 。 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

田 宿 泊 :〈1 泊 目 プ 島根 県 大 社 〉 い に し え の 宿 佳 雲 (和洋 室 
※ 大 浴場 に は 一 部 温泉 で は な い 湯 船 が あり ます 。 

〈2 泊 目 ノ 鳥取 県 皆生 温泉 〉 や ど 紫 苑 亭 ( 和 洋室 ・ プ レミ アム スイ ー ト ・ 露 天風 呂 付 
グ 約 100m) 


や ど 紫 苑 亭 寺 ! 


2021 年 に オー プン し た 全 10 室 の ラグ ジュ アリ ー 旅 館 。 非 日 常 の 空間 と 、 支 配 人 兼 料 理 長 が 最大 10 名 1 名 参加 可能 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 17 日 (日 ) 


自 5 足 を 運ん で 仕入れ た 食材 を 使用 し た こだわ り の 食事 を ご 堪能 くだ さい 。 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO5-N 


出発 到着 地 2 名 1 室 名 1 室 
羽田 空港 発 ・ 東 京 駅 着 620,000 由 760,000 円 
往路 米子 空港 合流 20,000 円 き 
復路 新 大 阪 駅 離 団 15.000 円 引き 
添乗 上 員 は 1 羽田 空港 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


8 自 (?%ー2 @ 


八幡 総 本 宮 宇佐 神宮 (3 日 目 ) 神社 の な か で 最も 多く 、 
| 全国 で 4 万 以上 ある と いう 人 由 社 の 総 本 宮 で す 。 


か ^ 『 穫 っ 2: e ー- 層 
ANA イ シタ ー コ ンチ ネン タル 別府 リツ ー ト & ス パ 半生 請 二 目  。 市 寺 圭 仏 ( 徐 肝 光 ) 
世界 一 の 源泉 数 を 誇る 別府 の 温泉 街 を 見 渡せ る 高台 に 出来 た リゾ ー ト ホテ ル で 優雅 な 滞在 を 愉し み 、 下 市 磨崖仏 (3 日 目 ) 室町 時 代 の 前 半 の 磨崖仏 と いわ 
別府 の 周り に ある 名 所 | 旧跡 、 行 っ た ら 訪ね た い お 食 事 処 を ご 案内 し ます 。 (1・2 泊 目 ) れ 、 大 分 県 の 史跡 に も 指定 され いま す 。 宇佐 ・ 国 東 半島 に 
は 多く の 磨崖仏 が 残り ます 。 


賠 別府 湾 に 面 し た 風光 明 既 な 城下 町 ・ ひじ 町 (2 日 自 ) スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 、 療 は 花 の みどころ 
ゆっ くり 出発 | 羽田 空港 (10:00~12:30) 発 一 大 分 空港 一 
別府 市 内 泊 (14:50 頃 ) 

ホテ ル 内 「 ザ ・ ラ ウン ジ 」 に て アフ タ ヌ ー ン ティ ー を お 愉し みく 
だ さい 

ティ ー タ イム :15:30 よ り ご 案内 し ます 。 

回 時 書 参 ホテ ル 「 ア トリ エ 」 の オー プン キッ チン を 囲む お よう に ある 
カウ ンタ ー 席 に て 地元 食材 と フレ ンチ 技法 を 融合 し た 料理 


豊臣 家 ゆ か り の 藩主 が この 地 に 入り 、 海 を 臨む この 場所 に 日 出城 を 築き まし た 。 城 下町 と し て 発 
展 し 、 今 も な お 往時 を 頒 ば せま す 。 ま た 、 別 府 湾 を 一 望 する 海岸 線 と 森 に 包ま れ た 大 神 ファ ー ム 
に ご 案内 し ます 。 1 年 中 美しい 花 が 咲く 高台 の お 庭 を ガー デ ナ ー と 共に 散策 し まし ょ う 。 


ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 〇 ひじ 町 ・ 豊 臣 家 ゆか り の 日 出城 と 資料 
了 人 全 の 遇 は 入内 じす E 登 録 文 化 財 「 的 
山荘 ] (地産 地 消 の 割烹 料理 ) 〇 大 神 フ ァ ー ム (青い 海 
に 面 し 、 花 々 が 咲く 高台 の 庭園 を ガー デ ナ ー と 一 緒 に 巡り ま 
別府 市 内 泊 (16:00 頃 ) 
唆 診 ホテ ル 「 エ レ メ ン ツ 」 の ダイ ニン グ に て 洋食 和食 の 創作 
料理 國 層 多 
ホテ ル (9:00 頃 ) = 一 〇 八幡 総 本 宮 宇佐 神宮 (八幡 様 の 総 本 宮 を 
現地 ガイ ド の 説明 を 聞き な が ら 案 内 ) ーー 「 や まさ 旅館 」 (滋養 と 
う お 肌 に 良い すっ ぽん 料理 の ご 硫 人 ) [和子 席 kd 
(16:3018:30) 着 國 悦 [」 
〈 利 用 予定 航空 会 社 〉 JAL ま た は ANA ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利 
用 と な り ま す 。 〈 利 用 バス 会 社 ) 大 分 交通 また は 大 交 北 部 バス また は 国東 観光 
本 因 ご よ す 9。 宗 F. て り 21 品 p こび し し!o 
岡 ANA イ ンタ ー コ ンチ ネン タル 画 宿 泊 :〈 大 分 県 別府 市 内 〉ANA イ ンタ ー コ ンチ ネン タル 別府 リゾ ー ト & ス パ ( 洋 
別 詩 リ ゾー ト & ス パ 室 ・ ク ラッ シッ クツ イン シテ ィ ビ ュー ノ 68n) 
高台 か ら 別 府 の 温泉 街 を 見 渡せ る 立地 に あり ます 。 日 本 有数 の 温泉 地 ・ 別 府 と 世界 的 な ホテ 最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


リク ンド GRANI で IRO 出発 日 2023 年 9 月 1 9 日 (W)、 1 0 月 3 日 (XW) 


ゆ 
用 
く 
め 
2 
連 
泊 


犬神 ファ ニム (イメージ ) 


較 玉島 虚空 乃 蔵 見 学 ) 


「 い いち こ 」 で 知ら れる 。 三 和 酒 類 の ふる さと 
宇佐 の 地 に 新しく 出来 た 清酒 と 地ビール の 醸 
造 所 。 こ こ か ら 世 界 に 向け て 、「 麹 や 発酵 ] と 
いう も の を 発信 し て いま す 。 


辛島 ) 眠 /5 蔵 (メー ジ ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ たり) @ 最 少 催 行人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGY004.A 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
羽田 空港 発着 430,000 円 520,000 円 
往路 大 分 空港 合流 15,.000 円 引き 
復路 大 分 空港 離 団 15,000 円 引き 
38326 み 編 2 有 水 貞 は 1 日 目 羽 田 空 港 か ら 3 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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3 私 租 料 理 ( イ メー ジ ) 
| 信州 の 秋 の 味覚 の 代表 と も いえ る 松茸 。 有 名 な 産地 の 
上 田 市 内 に て お 召し 上 が り い た だ きま す 。 (2 日 目 昼食 ) 


SN 竜王 マウ ン テ ン リゾ ー ト Sora Terrace( イ メー ジ ) Restaurant 深 料理 (イメ ー ジ ) 
約 8 分 間 の 空中 散歩 で た どり 基 く SORA terrace か ら は 妙高 山 を は じ め と し た 一 大 パノラマ が 望め ます 。 シェ フ こ だ わり の 信州 フレ ンチ コー ス は 、 さ ま ざ ま な 信州 
条件 が 揃え ば 雲海 に 出会え る チャ ンス も 。 (2 日 目 ) の 素材 と の 出会い を つく り ま す 。 (1 日 目 夕食 ) 
Restaurant 肖 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 
(1 日 目 夕食 ) 


東京 駅 (9:00) 発 一 一 ホテ ルイ ン デ ィ ゴ 軽井沢 「KAGARIBI] (イタ 
ノア 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 〇 旧 軽 井沢 散策 一 一 

1 鹿 教 湯 温泉 泊 (15:30 引 ) 

2022 年 秋 オ ー プ ン の 「Restaurant 渓 ] に て 希少 な 信州 
産 食 材 を 大 腸 に アレ ンジ し た 信州 フレ ンチ ロ 同 較 


ホテ ル (10:00 頃 ) 一 二 〇 北向 観音 …… 〇 国宝 安楽 寺 八 角 三 重 塔 
上 田 「 深 山 亭 ] (松茸 料理 の ご 昼食 ) | 杖 子 席 | 一 一 〇 竜王 マウ 


2022 年 秋 に オー プン し た 斎藤 ホテ ル 内 
「Restaurant 深 ]。 

連携 し た 地元 の 若手 農家 団体 か ら 毎日 届く 、 
希少 な 信州 産 食 材 を 大 腸 に アレ ンジ し た フラ 
ンス 料理 を ご 覚 味 くだ さい 。 

※ メ イン に 鹿 肉 が 含ま れ ま す (苦手 な 方 は 牛肉 
に 変更 いた し ます の で 、 お 申し 出 く だ さい ) 。 


昌 


ゃ 5 2 | ン テ ン リゾ ー ト Sora Terrace (世界 最大 級 166 人 乗り の ロー プ 

斎 膝 ホ テル 論語 9 ン テ ン リゾート Sora Tenace( 人 16 

江戸 元禄 時 代 か ら 続く 湯治 の 地 と し て 、 全 国 で も 数 少な い 環境 省 指定 の 「 国 民 保養 温泉 地 」 回 2 信州 作 と 季節 の 壊 石 料 理 語 

に 認定 され て いる 鹿 教 湯 温泉 。 「 現 代 型 湯治 ホテ ル 」 と し て リニュ ー ア ル し た ホテ ル の プレ 

ミア ム フ ロア の 客室 を ご 用 意 し まし た 。 ー ホテ ル (10:00 頃 ) ニ = 一 〇 北斎 館 と 小布施 散策 …… 小布施 [桜井 
『 es 請 放 | っ | 日精 北斎 ( 栗 を 含 お 和食 の ご 硫 食 ) 答 子 席 | 一 

東京 駅 (17:00 仙 着 


ーー 


本 に 」、 


ーー 


國 固 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


田 宿 泊 :〈1 泊 目 長 野 県 ・ 鹿 教 湯 温 泉 〉 (カジュアル ] 斎藤 ホテ ル ( プ レミ アム フロ ア 深 
-Kei-* 和 洋室 / 約 45 て 58m) ※ バ スタ ブ な し (シャ ワー ブー ス の み ) 、 大 浴場 が あり 
ます 。 
〈2 泊 目 ノ 長野 県 ・ 上 林 温 泉 ) 講 嗣 上 林 ホ テル 仙 書 閣 ( 和 室 ま た は モダ ン 和 


上 林 ホ テル 仙 毒 関 座 諾 ! ベッ ド 付 また は 和洋 室 起 天風 呂 付 


長野 県 内 最大 級 ・1 日 の 湧出 量 約 1.036t と いう 圧倒 的 な 湯量 が 惜しげ も な く か け 流 され る 温泉 最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 
を 誇る 温泉 旅館 。 自 慢 の 温泉 で の 湯浴み と 大 正 浪漫 凛 る 館内 で の ご 滞在 を お 愉し みく だ さい 。 


出発 日 2023 年 9 月 20 日 ( 水 ) 


ー い 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 旬 コ ー ス 番号 :1GGYR05-S 
出発 * 到 着地 | 2 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
和室 350.000 円 | 410,000 由 
東京 駅 発着 | モダ ン 和 室 ・ ベ ッ ド 付 | 360,000 円 | 420,.000 
和洋 室 * 串 天 風呂 付 | 390.000 円 | 460.000 由 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東 京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 作 


料理 旅館 や 9 料理 (て 区 守 ジジ 理 記 8EAx92 村 理 (X 二 ジ ) 
近江 和牛 や 琵琶 湖 の 幸 を 繊細 に 仕上 げた 「 料 理 旅館 や す 井 」 の ご 夕食 。 (1 日 目 ) 


ご 昼食 。 (3 日 目 ) 


較 新鋭 の レス トラ ン 「KOKE」 で の 美食 (3 日 人 


神戸 の 名 店 「 カ セン ト ] で 修行 を 積ん だ 中 村 有 作 氏 が 2021 年 に オー プン し た レス トラ ン 。 新 次 の 
音 が 聞こ える 了 臨場 感 ある 空間 で 、 ス ペイ ン 料 理 を ベー ス と し た 創作 料理 を ご 堪能 くだ さい 。 


信 北 (玄武 ) … 上 賀茂 神社 
人 @ 西 (白虎 ) … 松 尾 大 社 

人 @ 中 央 … 平 安 神 宮 

信 東 (蒼龍)… 八 坂 神社 

人 @ 南 (朱雀 )… 城 南宮 


畔 京都 五 社 めぐ り 


「 四 神 相応 (し じん そう お う )」 の 考え の 元 、 風 水 に 基づき 作ら 
れ た 京 の 都 。 そ の 東西 南北 を 守護 する 四 つ の 社 と 、 中 央 を 
守護 する 平安 神宮 を 巡り ます 。 


KOKE 料理 (イメ ー ジ ) 


ロイ ヤル ロー ド ・ 
| フレ ミア ム 


| @/ 


KOKE 料理 (イメ ー ジ ) 


庭 の 井戸 か ら 流 ん だ 「 大 地 か ら の 湧き 水 ] を 使い 、 食 材 に 応じ て 新 火 を 使っ た 「KOKE」 の 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 の は 車 鶴光 
東京 駅 9:30 一 10:30) 発 = 王 (東海道 新 幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 
1 新 大 阪 駅 ーー 〇 城南 宮 (方 除け の 大 社 ) 彦根 泊 (16:30 孔 ) 
層 診 湖 国 の 旬 を 味わう 、 四 季 折 々 の 和食 会 席 
I 
ホテ ル (9:30 頃 ) デー 佐川 美術 館 大 津 「 れ す と らん 松 喜 屋 」 
(近江 和牛 と 活 オ マー ル 海 老 の ご 昼食 ) [椅子 語 〇 八坂 神社 ( 渡 障 
ノ | 社 の 総 本 社 ) = 一 京都 市 内 泊 (16:00 妃 ) 
「 鮨 和 魂 | に て 寿司 
國 居 力 
ホテ ル (9:15 頃 ) 一 〇 平安 神宮 一 〇 上 賀茂 神社 
ーー 「KOKE」 (モダ ンス ペイ ン 料 理 の ご 昼食 ) 〇 松尾 大 社 
う | ーー 京都 駅 テー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 
東京 駅 (18:3019:30) 着 
國 居 」 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 


※P.Z7 の ご 案 


も 必ず お 読み くだ さい 。 


料理 旅館 や す 井 論 記 》 


彦根 城主 「 井 伊 家 ] か ら 一 文字 を いた だ いて 還 講 
「 や す 井 」 と 名 付け た 明治 2 年 創業 の 料理 
旅館 。 

地元 食材 で 地産 地 消 に こだわ り 、 旬 の 食材 
に こだわ っ た 季節 の 味 が 自慢 で す 。 


客室 中 庭 の 一 例 


フォ ー シ ー ズ ンズ ホテ ル 京 都 騙 7 


「 京 都 の 和 」 と 現代 建築 が 調和 し た ラグ ジュ アリ ー ホ テル 。 世 界 各国 で 磨 か れ て きた フォ ー 
シー ズン ズ の ホス ピタ リティ と 、 日 本 伝統 の お も て な し で 皆様 を お 迎え し ます 。 


か 1 移 。 
お 部 屋 の 計 例 


田 宿 泊 :〈1 泊 


ング 滋賀 県 : 彦 根 ) 料 理 旅館 や す 


ワー ブー ス 付 1 2.5 畳 + 次 の 間 4.5 畳 
7.5 一 10 畳 また は 和室 ・ ベ ッ ド 付 ・ 内 風呂 付 /10 畳 寝室 8 畳 ] 
F レ ベー ター は あり ませ ん 。 


※ 館 内 に コ 


和室 ・ ベ ッ 


* 付 ・ 内 風呂 な し ・ シ ャ 


また は 和 


・ 内 風呂 付 /12.5 畳 次の間 


ト 上 次 の 間 8 畳 ) 


〈2 泊 


ノ 京 都 府 ・ 京 都 


ガー デン ビュ ー ル ー ム ノ 約 52…53m) 


内 〉 フォ ー シ ー ズ ンズ ホテ ル 京 都 (洋室 ・ ツ イン ・ プ レミ フ 


最大 10 名 


1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 


出発 日 2023 年 9 月 21 日 ( 木 ) 


復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あ た り )  @ 最 少 催 行人 員 :4 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO5-P 

出発 ・ 到 着地 | 1 泊 目 部屋 タイ プ 2 名 1 室 1 名 1 室 
和室 ・ ベ ッ ド 付 ・ 内 風呂 な し |」560,.000 円 | 750,.000 幅 

東京 駅 発着 和室 ・ 内 風呂 付 565,000 円 | 760.000 円 
和室 ・ ベ ッ ド 付 ・ 内 風呂 付 | 570.000 幅 計 

往路 新 大 阪 駅 合流 15.000 円 引き 

復路 京都 駅 離 団 15,.000 円 引き 

添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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中 部 関東 新潟 


夢 の 作 昌 


ー ン 放 衣 富 士 山 ビュ ー 特 急 外観 
ジー (画像 は 富士 山 肝 雪 時 期 の も の :< ペ 乗車 の 時 期 は 異な り ます ) 
大 月 一 河口 湖 を 約 45 分 で 結ぶ 、「 富 士 山 に 最も 近い 場所 を 走る 列車 ] 富士山 に 
向かっ て 水戸 岡 鋭 治 氏 デザ イン の メタ リッ ク な 車体 が 勾配 を の ぼっ て いき ます 。 

(2 日 目 ) 


クイ ー ン 芦ノ湖 船内 


2019 年 に デビ ュー し た 、 芦 ノ 湖 に あざ や か に 映え る ゴー ルド の 船 。 
富士 山 ビ ュー 特 切 と 同じ く 、 水 戸 岡 鋭 治 氏 デ ザイ ン の 世界 を お 愉し みい た だ け ま す 。 
(3 日 目 ) 


スケ ジョー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 


東京 駅 (9:15) 発 一 一 咽 約 150 分 一 一 富岡 [日 本 料理 と きわ 荘 」( 和 人 
の ご 昼食 ) = ニー 〇 富岡 製糸 場 ( ガ イド が ご 案内 ) =ー 

1 | 御代田 泊 (16:00 同 

ダイ ニン グ に て 旬 の 信州 食材 を 使っ た フラ ンス 料理 

し 」 賠 了 


ひら まつ が 誇る ダイ ニン グ で の 夕食 


2 つの ひら まつ で 優雅 な ディ ナー の ひと と き を 。 1 日 目 は 御代 田 に て 雄大 な 自然 の 中 で いた だ く 
フラ ンス 料理 を 、2 日 目 は 仙石 原 に て 味わい 深い イタ リア 料理 を お 愉し みく だ さい 。 


ホテ ル (9:30 人 頃 ) = 一 〇 ポー ル ・ ラ ッシュ 記念 館 一 一 清里 「 清 泉 寮 」 

(和食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 大 月 駅 Hr 仙 [富士山 ビュ ー 特 意 」 
HIRANUAWDSUW】i@IEISIS3RESORTS 仙石 原 ノ | 乗車 ( 約 47 分 ) HH 富士 山 駅 一 一 仙石 原 泊 (17:00 順 ) 

Lie い :s 半 料理 (イメ テ ジ ) 回 究 診 アー ト に 囲ま れ た 開放 感 あ ふれ る ダイ ニン グ に て イタ リア 

料理 國 翌 図 

3 6 ホテ ル (10:00 頃 ) 一 一 桃源 台 港 ペ へ ヘン 人 「 ク イー ン 芦 ノ 湖 ] 乗 船 (※ 約 

THE HIRAMATSU 軽井沢 御代 田 度 っ | 20 人) ご 元 箱根 …・ ぁ 成一 上 山 の ホテ ル [ つ つじ 
軽井沢 の 北 に 雄大 に そびえ る 浅間 山 の 南 、 豊 か な 自然 の 中 で 静か な 時 が 流れ る 北佐久 郡 の 茶屋 」 (和食 懐石 の ご 昼食 ) [椅子 席 ] 一 一 (小田 原 駅 ) 

御代 田町 に ある 小高 い 森 の 中 に 佑 む 「 森 の グラ ン ・ オ ー ベ ル ジ ュ 」 で ゆっ くり お 寛ぎ ざく だ さい 。 品 約 120 分 一 一 東京 駅 (18:15 需 ) 着 國 悦 [」 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 


ニニ ュー ※3 日 目 [ フ イー ン 芦 ノ 湖 」 は 運航 ダイ ヤ の 変更 に 伴い 、 ホ テル ・ 東 京 駅 発着 時 刻 が 
RT 人 変更 と な る 場合 や 、 別 の 船 に 変更 と な る 場合 が あり ます 。※3 は 小田 原 駅 で 離 
上 団 が 可能 で す 。※P.Z の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
と っ ン 田 宿 泊 :〈1 泊 目 長 野 県 ・ 御 代田)THE HIRAMATSU 軽井沢 御代 田 ( 洋 室 ・ 半 赴 
4 デー グー、 7 天 温泉 風呂 付 ・ デ ラッ クス ツイ ン フォ レス トビ ュー ン 79.785.9rf+ テ ラス また は 
/ 「 記 ジュ ニア スイ ー ト フォ レス トビ ュー ン 98.7 一 106.5mf+ テ ラス ) 
30mDESEM2 国 湖 ) 2 泊 目 / 神 奈川 県 - 仙 石原 )THE HIRAMATSU HOTELS & RESORTS 仙石 原 


(洋室 ・ デ ラッ クス ツイ ン 源泉 か 


け 流 し 半 露 天 温泉 風呂 付 プ 69m) 


THE HIRAMATSU HOTELS & RESORTS 仙石 原 


最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 
数 々 の 山々 か ら な る 箱根 外輪 山 に 囲ま れ 、 雄 大 な 自然 の 息吹 を 感じ る 箱根 仙石 原 。 窓 の 外 デ MINE ASOEA 
に 広がる 箱根 の 美しい 景色 を 眺め な が ら 、 ゆ っ た り と し た 上 質 な 時 間 を お 過ごし くだ さい 。 出発 日 2023 年 9 月 23 日 ( 土 ) 
ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO5-T 
出発 ・ 到 着地 | 1 泊 目 部 屋 タ イプ | 2 油 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
1 階 ま た は 2 階 
人 _ 正 |480.000 還 690.000 
ジュ ニア スイ ー ト | デラ ックス ツイ ン |520.000 円 |740.000 円 
ga シッ クタ ペ ジイ ン お 部 屋 の 例 添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


和田 屋 白山 比 蜂 神社 の 境内 の 緑 の 中 に ひっ そり と 件 む お 料理 宿 。 
囲炉裏 で いた だ く 評 判 の 鮎 料 理 を お 召し 上 が りく だ さい 。 (1 日 目 夕食 ) 


秋 が の 味覚 を 訪ね ラグ ジュ アリ ー バ ス で 巡り ます 
和田 屋 の 子持ち 鮎 


(1 日 目 夕食 ) 
風情 ある 囲炉裏 で 有名 な 創業 江戸 時 代 の 
老舗 料理 宿 。 
9 月 一 10 月 半ば まで の 期間 に の み 食 べら れる 
子持ち 鮎 を ご 賞味 くだ さい 。 


キー 和田 屋 (イメ ー ジ ) 
日 本 料理 音 玉 
(3 日 目 昼食 ) 


信州 ・ 小 諸 で 創業 100 年 を 越す 老舗 料亭 。 
大 正 ロ マン と クラ シカ ル が 融合 し た 館内 で 、 
秋 の 味覚 の 王様 松茸 会 席 を お 召し あがり 
くだ さい 。 

※ 近 年 地 物 松茸 収穫 量 減 少 に 伴い 、 他 県 産 や 
も 含ま れる 場合 が あり ます 。 予 め 


3.000m 級 の 山々 に 囲ま れ た 北ア ルプ ス の 山麓 の 杜 に 合 む お ヨー ロッ パ の シャ トー の よう な 
重厚 な ホテ ル で す 。 全 25 室 な ら で は の 行き 届い た サー ビス や 信州 の 素材 を 活か し た 西洋 
料理 の フル コー ス が 好評 で す 。 


2 様 よ り 出発 保 計 
イヤ ル ロ ー ド ・ 


グリ レミ アム 


4 


w 


語り フラ ネ ラジ ンコ 東 分 2 人 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 の は 車窓 観光 


東京 駅 (9:30 一 11:00) 発 王 (北陸 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 金沢 駅 
=ー デ 〇 ひがし 茶屋 街 散策 (情緒 あふ れる 旧い 街 普 
1 金沢 市 内 泊 (15:30 頃 ) 

白山 麓 に 休む 老舗 [料理 旅館 和田 屋 」 に て 子持ち 鮎 を 含 
む 会 席料 理 。 囲 炉 裏 で 供 さ れる 秋 の 味覚 を 堪能 。 


ュ ン 


L 


ホテ ル (9:30 頃 ) = 王 〇 新湊 観光 船 (日 本 の ベニ ス と も いわ れる 内 川 
を 船 か ら 観 光 / 約 50 分 ) お 寿司 の ご 昼食 (“天然 の いけ す " 
2 量 湾 産 の 魚 ) 椅子 席 〇 玉 肉 園 ・ 谷 村 美 術 館 

馬 八 方 泊 (16:00 略 ) 
償 フラ ンス 料理 


國 居 皿 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 づつ マン ズワイ ン 小 諸 ワ イナ リー デー 
上 小諸 [日 本 料理 音羽 」 ( 秋 の 味覚 の 王様 [松茸 」 を た っ ぷり 堪能 
東京 駅 (17:00 頃 ) 誠 


國 因 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス また は (株 ) フジ エク スプ レス 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
画 宿 泊 :〈1 泊 目 / 石 川 県 ・ 金 沢 市 内 〉 ホ テル 日 航 金沢 (洋室 ・ ツ イン ・ リ ュ ク ス フ ロ フ 
グ 約 31m) 
2 泊 目 長野 県 白馬 八方 〉 白馬 リゾ ー ト ラ ネ ー ジ ュ 東 館 ( 洋 室 ・ ツ イン ノ 約 42m) 
※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。 

最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 27 日 ( 水 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO5-V 


還 8B 屋 の 寺 例 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 430.000 幅 500,000 由 
往路 金沢 駅 合流 15.000 円 引き 
添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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近 譜 


夢 の 作 昌 


nw。。。。。 消 秋 の 奈良 と 京都 を 訪ね 9 "pp> > 
春日 大 社 件 本 殿 参 拝 と 重森 三 堆 の 庭 園 特別 拝観 3 日 間 


引 卓 ニ 


RI =| 080Bc| ii 


三方 正面 七五三 般 境 の 旗 (2 日 目 ) 昭和 を 代表 する 作 庭 家 、 重 赤 三 
玲 の 作品 「 三 方 正面 七五三 般 境 の 庭 」。 


春日 大 社 中 門 (2 日 目 ) 人 き 東和 3 日 上 

朱色 が 美しい 御 本 殿 の 直前 に ある 楼門 。 国宝 ・ 東 塔 は 1 2 年 に 及ぶ 全面 解体 修理 が 行わ れ 、 令 和 3 年 に 竣工 

春日 大 社 大 宮 ・ 若 宮 御 本 殿 参 拝 と スケ ジュ ユー ル は 入場 韻 、 〇 は 下車 失 光 、@ は 車窓 観光 、 療 は 花 の みどころ 
PEN ゝ 開 (2 目 ) ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00-11:00) 発 ==( 東 海道 新幹線 グリ ー 

人造 替 で 美しく よみ が えっ た 春日 若宮 に 参拝 。 ン 理 ) mit 都 原 ーー 生 栓 用 OR 痢 

その 後 、 御 本 典 (大 宮 ) 特別 参拝 の の ち 、 買 融 ] | 16:30 幼 ) 

館 ( 奈 良 県 有形 文化 財 ) に お 入り いた だ き 、 昭 主 腔 診 ホテ ル 内 レス トラ ン に て 鉄板 焼き 

和 を 代表 する 作 庭 家 ・ 重 森 三 鈴 の [三方 正面 [ 


七五三 舟 境 の 庭 ] 等 を 鑑賞 いた だ け ま す 。 


ホテ ル (9:00 頃 ) ニ 一 O 四股 科 恨 東寺 一 [ 平 宗 奈良 店 ]( 柿 の 葉 寿 

司 の ご 昼食 ) [ 符 子 席 | 一 〇 四 倍 庄 衣 春日 大 社 大 宮 ・ 若 宮 御 本 殿 

2 参拝 と 貴 宮 館 及び 重森 三 玲 の 庭園 特別 公開 一 一 O 〇 新薬 師 寺 
奈良 市 内 泊 (17:00 頃 ) 


回 き 春日 大 社 国宝 殿 を 開館 前 に 回 人 ホテ ル 内 レス トラ ン [ 三笠] に て フレ ンチ 


彰 昼 | 
学芸 員 の 解説 で 氏 賞 (s 引 ) 
、 ンコ 語 : ホテ ル (9:00 頃 )= ニ 一 〇 加計 鞭 有 春日 大 社 国宝 殿 開館 前 に 学芸 
| 平安 時 代 に 奉納 され た 美術 工芸 品 を 主として 甲 青 ・ 刀 0 ーー 中 0 
剣 が 数 多く 保存 され る こと か ら 、 平 安 の 正 含 院 と も 称 員 の 解脱 で 鑑 革 一 一 区 〇 般若 寺 ( コ スモ ス の 名 所 )- 一 け W マ リ 
され る 春日 大 社 。 当 ツア ー で は 、 開 館 前 の 「 国 宝殿 | に う | オ ッ ト 奈 良 ]( 和 食 の ご 昼食 ) [ 符 子 席 ] 一 一 〇 皿 計 識 選 薬師 寺 一 一 京 
放 て 、 学 芸 員 の 解説 と 共に ご 鑑賞 いた だ きま す 。 都 駅 テー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )== 東 京 駅 (19:30 一 20:30) 着 
國 居 


こ ー (利用 バス 会 社 ) 奈 良 交通 (2 一 3 日 目 ) 
ホテ ルグラン ヴィ ア 京 都 生 記 5 ※ 1 日 目 の 移動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 型 タ クシ ー の 利用 と な り ま す 
(人 数 に より 分 乗 ) 。 
JR 京都 駅 に 直結 する ロケ ーション 。 京 都 タ ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


ワー を 一 望 で きる お 部 屋 を ご 用 意 。「 心 に も eZ RES ミ 
還 ae ニ 店 画 宿 泊 :〈1 泊 目 京 都 府 ・ 京 都市 内 〉 ホ テル ブ グランヴィア 京都 (洋室 ・ ス ー ペ リア ツ 
体 に も 、 そ し て 環境 に も 優し い ホ テル 」 を テ P の の コー 


マ に 、 琴 初 の 時 を お 届け し ます 。 (2 泊 目 ノ 奈 良 県 - 奈 良 市 内 奈良 ホテ ル (洋室 新館 スタ ンダ ー ド ツイ ン ノ 33m?) 


1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 
お 部 屋 の 一 例 


出発 日 2023 年 9 月 26 日 ( 火 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY004-7 


奈良 ホテ ル 縮 訪 ! 


[関西 の 迎 買 館 」 と し て 奈良 公園 内 に 誕生 昌和 還 計 思 
だ たせ ウロ 国 寺 o 所 5 
創業 100 年 以上 の 歴史 を 持ち 、 広 大 な 自然 東京 駅 発 290.000 340.000 
公園 に 包ま れ た ホテ ル で す 。 往路 京都 駅 合流 15.000 円 きき 
復 相 京 都 駅 団 15.000 円 きき 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 作 


 】 


上 


日間 


ンー・ デ al 
ワ と っ 3 
< 


Em 美術 本則 水 許 


足立 美術 館 (2 日 目 ) 横山 大 観 を は じ め と する 近代 日 本 
画 や 、5 万 坪 の 日 本 庭園 を お 愉し みい た だ け ま す 。 


ます 」 
プッ 記 取 ゆ 還 


出雲 大 社 神楽 典 (1 日 目 ) 大 注連縄 は 長 さ 約 13m、 重 さ 5.2t あ り 、 日 本 有数 の 大 き さ を 誇り ます 。 鳥取 砂丘 (3 日 目 ) 東西 約 16km、 南 北約 2.4km に 広 が 
り 、 最 大 高低 差 は 約 90m 日 本 最大 級 と 言わ れ て いま す 。 
アル マ デ レ RY 
食 | AL /MARE の | スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 
ご 昼食 3 日 目 昼食 羽田 空港 (9:0011:00) 発 一 ヽ 出 雲 空港 一 一 古 民家 レス トラ ン 
西日本 エリ ア を 走る 豪華 列車 の 1 「 す ゞ 奈 ] (和食 創作 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 〇 出雲 大 社 (ガイ 
食事 場所 に な っ て いる 海辺 の イ | ド が ご 案内 ) 王 一 玉造 温泉 泊 (16:00 引 ) 
タリ アン レス トラ ン 。 美 し い 東 浜 ホテ ル に て 会 席料 理 
の 海 を 眺め な が ら お 料理 を お 愉 Come In MI 人 L 四 久 
MM ーー ホテ ル (9:30 頃 一 ーー 〇 足立 美術 館 一 一 [ANA フ ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 
MeAUDAKSB9W 着 。 つ | ポ 子 (洋食 ( 魚 料 理 ) の ご 昼食 ) | 穫 子 記 朝 温泉 泊 (16:00 員 ) 
加 時 参 ホテ ル に て 旬 の 食材 を 使用 し た 和 会 席 國 層 較 
5 上 ヒ 5 ホテ ル (9:00 頃 ) 王 王 〇 鳥取 砂丘 王 王 「AL MARE」 (イタ リア ン 
〈1 泊 目 ) 
佳 只 苑 皆 美 う | コー ス の ご 昼食 ) | 椅子 席 鳥取 空港 へ 羽田 空港 (16:00 一 
今 か ら 約 1300 年 前 の 昔 か ら 親 し まれ て きた 玉造 温泉 の 湯 を 存 分 に お 愉し みい た だ いた 後 、 20:30) 着 囲 司 「) 


夜 風 が 心地 いい 中 庭 や 、 湯 上 り 茶 屋 等 館内 で ご ゆっ くり と お 寛ぎ くだ さい 。 


間 


(利用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ま た は SNA 
= ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利用 と な り ま す 。 
(利用 バス 会 社 〉 東 出雲 観光 バス 


和 


田 宿 泊 :〈1 泊 目 ノ 島根 県 ・ 玉 造 温 泉 ) 訪 貢 訪 佳 裕 苑 皆 美 ( 大 ゆら 和洋 室 ・ ツ イン + 
7 畳 ) 
⑫ 泊 目 鳥 取 県 ・ 三 朝 温泉 〉 朝 薬 師 の 湯 万 筑 楼 ( 雅 ス イー ト 半 露天 風呂 付 
また は 三朝 スイ ー ト 半 露 天風 呂 付 ま た は 三朝 ユニ バー サル スイ ー ト 半 露 天風 呂 付 ) 
※ 三 朝 ス イー ト 、 三 朝 ユ ニ バ ー サ ルス イー ト の 半 露 天風 呂 は 温泉 で は あり ませ ん 。 


還 還 詳 識 | :※P 7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


"3 


お 部 屋 の 言 例 


用 品名 に 回 選 言 


三朝 薬師 の 湯 万 列 楼 【 寺 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 


三朝 温泉 は 歴史 深い 世界 屈指 の ラジ ウム 泉 。 出発 日 2023 年 9 月 29 日 ( 金 ) 
源泉 100% の 天然 温泉 を ゆっ くり と お 愉し みい た だ け ま す 。 pmeperr 
ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 但 コ ー ス 番号 :1GGY004-W 


出発 到着 地 | 2 泊 目 部 屋 タ イブ 2 名 1 室 1 名 1 室 
雅 ス イー ト | 350,.000 円 | 440,.000 由 


| 三 靖 ユニ パー サル | 360.000m | 450.000m 


スイ ー ト 
往路 出 霊 空港 合流 15,000 円 引 き 
復路 鳥取 空港 離 団 15.000 円 引き 
MICEESHDE2 訪 月 添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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ぉ いし い 伊 豆 と 箱根 を 愉し ち 2 日 間際 識 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 
東京 駅 (9:30) 発 一 一 沼津 倶楽部 「 茶 字 」 (モダ ンチ ャ イニ ー ズ の 
1 ご 昼食 ) 椅子 席 〇 沼津 御用 邸 記念 公司 熱海 泊 (16:00 妃 ) 


請 相模 湾 を 望む お ダイ ニン グ に て フラ ンス 料理 
較 太 | 


ホテ ル (10:00 頃 ) 王 二 4 〇 十 国 深 PANORAMA TERRACE1059 

ン パノラマ ケー ブル カー で 2022 年 リニュ ー ア ル の 絶景 テラ ス へ ) 

THE HIRAMATSU HOTELS & RESORTS 剖 講 ip ノ | 一 の 岡田 美術 館 一 一 強 弘 懐石 料 理 花壇 (懐石 料理 の ご 昼食 ) 
ダイ ニン グ 夕景 (イメ ー ジ ) 較 和 椅子 席 ] 一 一 東京 駅 (1700 頃 ) 着 


國 周 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 


戦後 、 日 本 国 憲 法 の 草案 が 話し 合わ れ た 場所 と 言い 
伝え られ 、 築 100 年 以上 の 登録 有形 文化 財 の 建物 が 
現存 する 「 沼 津 倶楽部 ] 。 

鎌 神 「 イ チリ ン ハ ナレ 」 の 齋藤 宏文 氏 監修 に よる 、 
2023 年 に リニュ ー ア ル し た ば か り の モダ ンチ ャ イ 
ニー ズレ スト ラン へ ご 案内 し ます 。 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


男 宿 泊 :〈 静 岡 県 熱海 ) 副 「HE HIRAMATSU HOTELS & RESORTS 熱海 
( 半 露天 温泉 風呂 付 洋室 /1 階 ツイ ン ま た は 2 階 ツ イン ) 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 3 日 ( 火 ) 


相模 湾 を 一 望 で きる ダイ ニン グ で は 、 相 模 灘 の 新鮮 
な 魚介 類 は も ちろ ん 、 日 本 全国 か ら 厳 選 し て 取寄せ る 
旬 の 食材 を 用 いた フラ ンス 料理 で も て な し ます 。 
“滞在 する レス トラ ン " で 至福 の ひと と き を お 過ごし く 
だ さい 。 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :2 名 人 コー ス 番 号 :1GGYRO5-W 
出発 ・ 到 着地 | 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
中 1 階 ツイ ン 290,000 由 340.000 由 
東京 駅 発着 
P _ | 2 ウ イィ ン | 300.000 360.000 
es の 主旨 ホ 乗員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 作 H 
2 つの 秋色 赤 の コキ ア と 臣 金 色 に 交 く スス キ の 野原 


絶景 の 宿 「 ホ テル 四季 の 館 箱根 芦ノ湖 」 の 休日 2H 問 剛 


スケ ジュ ー ル 。 は 和 場 准 、O は 下車 観光 、@ は 車 容 観 光 、 療 は 花 の みどころ 


東京 駅 (9:00) 発 一 一 勝沼 「 レ スト ラン テ 風 ] (特選 和牛 ロー スト ビー フ 
の ご 昼食 ) | 椅子 席 一 療 〇 大 石 公園 …… 富 士 大 石 ハナ テラ ス 
1 RUNRG 東 生前 山梨 県 産 の スイ ー ツ や 和 雑 貨 な 
どの お 買い 物 ) = 元 箱根 ・ 芦 之 湯 温泉 泊 (16:30 納 ) 
2 に 答 根 . 相 所 治 の 下 み を 活か し た 和 作 フ ラン ス 料 理 


訂 _ 


加太 | 
ホテ ル (10:30 頃 ) 一 仙石原 す すき 草原 (黄金 色 の スス キ に 囲ま 
れ た 幻想 的 な 景色 ) 一 一 岡田 美術 館 一 一 箱根 [ 旧 御 用 邸 菊 華 荘 | 
ノ | (歴史 深き 純 日 本 建築 の 中 で 蕎麦 会 席 の ご 昼食 ) [椅子 記 


東京 駅 (17:30 頃 ) 六 
eg 和 計 ツ 湖 國 悦 」 
国 守 さ 生生 史 す ご す お で で < ピ で ピ っ 写 の の ピ の の 
(利用 バス 会 社 ) (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 


還 ー Ps ※2 日 目 の ご 昼食 は 13:30 頃 か ら の 遅 め の 昼食 と な り ます 。 
ホテ ル 皿 季 の 館 箱根 芦ノ湖 の 生み ず お 読み < だ さい 。 


2022 年 グラ ンド オー プン 。 芦ノ湖 を 眼下 に 見 下ろ す 抜 群 ロ ケー ショ ン 。 還 宿 泊 :〈 神 奈川 県 元 箱根 ・ 芦 之 湯 温泉 ?/ ホ テル 四季 の 館 箱根 芦ノ湖 (和室 く ベ ッ ド 
全 客 室 露天 風呂 付 。 お 食事 は 和 心 を 込め た 旬 の フラ ンス 料理 を お 召し 上 が りく だ さい 。 付 〉 露天 風呂 付 / 約 57m) 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 14 日 詩 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 人 コー ス 番 号 :1GGYRO5-Y 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 260.000 円 300,.000 由 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 作 昌 


『 名 様 より 出発 保証 


ノ 


京都 ・ 美 山 町 は 多く の か や ぶ き 屋 根 の 建物 が 残り 、 歴 史 的 景観 の 保存 度 へ の 評価 が 伊根 湾 に 面 する 京都 伊根 町 に は 、 ま る で 海 に 浮か ん で いる よう に も 見 える 「 舟 屋 」 と 
高く 、 国 の 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 に 選定 され て いま す 。 (1 日 目 ) 呼ば れる 建屋 が 軒 を 連ね て いま す 。 (3 日 目 ) 


日 本 の 原 風景 京都 ・ 兵 庫 の 
伝統 的 な 町 並み を 歩く 


美山 ・ 与 謝 野 ・ 伊 根 ・ 出 石 ・ 篠 山 の 5 つ の 伝統 ある 町 を 
訪れ ます 。 

お 体 へ の 負担 を 考え 、1 日 に ひと つの 町 に し ぼり 、 ガ イ 
ド と と も に 町 歩き を お 愉し みい た だ きま す 。 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 


東京 駅 (8:00-9:00) 発 =ー (東海 道 新 幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 

京都 駅 一 一 美山 [料理 旅館 枕 川 楼 ] (美山 特産 の 松茸 会 席 ※) 
椅子 席 | = 一 〇 美山 か や ぶ き の 里 ( 地 元 ガ イド と と も に 散策 
2 約 90 分 ) 一 天 橋立 泊 (17:00 思 ) 
Na 禄 請 地場 食材 を 丁寧 に 仕上 げた 和食 会 席 し 層 多 


ホテ ル (10:00 頃 ) 一 府中 駅 ツィ 〇 傘 松 公園 (天橋 立 を 一 望 ) 
引 ? 々 府中 駅 一 橋立 ベイ ホテ ル 「 フ ィ ー ヌ ズ ・ エ ル ブ ] (洋食 の ご 
宣 食 ) | 椅子 席 〇 丹後 ちり めん 歴史 館 王 一 つ ち り めん 街道 
(与謝 野 町 加悦 地区 を 地元 ガイ ド と と も に 散策 / 約 60 分 ) ニー 

天橋 立 泊 (16:30 引 ) 國 層 図 


ホテ ル (9:40 頃 ) = 一 〇 伊根 湾 巡 り ( 約 25 分 ) と 散策 ( 約 60 分 ・ 
舟 屋 ガイ ド が ご 案内 ) 一 一 伊根 [ 艦 割烹 海 宮 ] (和食 の ご 昼食 ) 
守 子 席 (人 丹後 半島 絶 罰 ドラ イブ ノ 約 120 分 〉ー 一 

城崎 温泉 泊 (16:00 頃 ) 
久 き 珍 四季 折 々 の 但馬 の 食材 を 使っ た 和食 國 層 図 


ホテ ル (9:45 頃 ※) 一 一 〇 出石 城下 町 散策 (地元 ガイ ド が ご 案内 
グ 約 75 分 ) ・ 自 由 昼 人 〇 大 乗 寺 = 一 城崎 温泉 泊 (16:00 引 ) 


田 圧 の 町 聞 み 


Gr2e 


日 本 三景 の ー つ ・ 天 橋立 
の 絶景 を 一 望 する 高台 に 
位置 し 、 緑 の 木立 と 閑静 
な 環境 の 中 に あり ます 。 

ロビ ー や 展 望 浴場 か ら 
の 大 パノラマ を 存 分 に ご 


堪能 くだ さい 。 天橋 立 を 思 む お 部 屋 の 直史 


李 隅 い ご へ uS 


150 年 以上 の 歴史 を 詩 "ae 


る 西日本 屈指 の 老舗 で 、 松茸 を 含む 和 較 較 

数 寄 屋 造り の 伝 続 ある 

純 和 風 旅館 で す 。 苔 むす ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 器 約 120 分 = 篠山 城 大 書院 と 城下 町 の 

og 散策 (地元 ガイ ド が ご 案内 プ 約 75 分 ) 一 篠山 城下 町 ホテ ル 

ry 呈 夫 隊 隊 還 = | NIPPONIA 内 [ルアン 」 (丹波 の 食材 を 使っ た フラ ンス 料理 の 
ご 昼食 ) [椅子 席 | 一 一 新 大 阪 駅 ニー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 )=ー 


東京 駅 (19:00 一 20:00) 着 國 悦 
〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 )km モ ビリ ティ サー ビス 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 | / 往復 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 1 1 日 ( 水 ) ※ 1 日 目 「 枕 川 楼 」 の 昼食 は 、 仕 入 状況 に よっ て 美山 産 の 松茸 が ご 提供 で き な い 場 
合 が あり ます 。 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 催行 人 員 :2 名 @ コ ー ス 番号 :1GGYR03-0 。※ 城 崎 温 泉 に て 秋祭り が 予定 され て お り ま す 。 交 通 規制 の た め 、 分 乗 で の タク シー 
出発 ・ 到 着地 1・2 泊 目 部 屋 タ イブ 2 名 1 室 1 名 1 室 利用 や 発着 時 刻 の 変更 が 生じ る 場合 が あり ます 。 
和室 890 000 申 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
東京 駅 発 壮一 天 風呂 付 和室 | 930.000 ロ | 1.080.000 円 。 下宿 泊 1-2 泊 目 ノ 京 都 府 - 天 橋立 ) 氷 庵 (和室 ノ 13 財 洋 間 15mf ま た は 半 趣 天 
往路 京都 駅 合流 15.000 円 引き 風呂 付 和室 /13 畳 ) ※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。※ 客 室 の 半 串 天風 呂 お よ 
復路 新 大 阪 駅 離 団 15,000 円 引き び 大 浴場 は 温泉 で は あり ませ ん 。 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 5 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 〈③-4 泊 目 兵 庫 県 城 須 温 泉 〉 太 衣 軸 西村 屋 本 館 (和室 /8 財 ) 
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伊勢 志摩 


夢 の 作 
志摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト に ゆっ くり 連 泊 


伊勢 神宮 両 参り と 替 な る 美食 を 愉し む 3 日 間 


英 虎 湾 の 美しい リア ス 海 岸 と 伊勢 志摩 国立 公園 の 中 に 仔 お 全 室 


スイ ー ト タイ プ の ラグ ジュ アリ ー ホ テル (1・2 泊 目 ) 。 
る 環 


ーー ーー ge デー- ュ 5 伊勢 神 宮 内 宮 (宇治 橋 ) (イジ ) 


伊勢 神宮 内 宮 へ の 入口 、 五 十 鈴 川 に か か る 宇治 橋 は 、 医 2 日 目 の ご 夕食 は 三重 の 豊か な 食材 を 主役 に し た 総 料 理 長 

日 常 の 世界 か ら 神 聖 な 世 界 を 結ぶ 架け 橋 と いわ れ て いま す (2 日 目 ) 。 旨 桶 口 宏 江 氏 の 「 海 の 幸 フ ラン ス 料 理 」 を お 愉し みく だ さい 。 
| スケ ジュ ー ル 人 
伊勢 神 宮 外 宮 e 内 宮 の 両 宮 を 参拝 (2 日 目 ) 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 
「 お 伊勢 さん 」「 大 神宮 さん 」 の 愛称 で 親しま | 3 東京 駅 (6:0010:00) 玉 王 ーー 東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) =ー 
名 古屋 駅 (近鉄 特急 ) rrr 鳥羽 駅 ー 〇 ミキ モト 真珠 島 


れ て いる 伊勢 神宮 。 衣 食 住 を は じ め 、 あ ら 誕 主 還 
ゆる 産業 の 守り 神 で ある 「 豊 受 大 御 神 ] を 語 
お 祀り する 外宮 と 皇室 の 御 祖先 の 神 で ある 
「 天 照 大 御 神 ] を お 祀り する 内 宮 を ガイ ド 
の 案内 で 両 参り し ます 。 


(特別 ガイ ド ツ アー) = 賢 島 泊 (15:30 頃 ) 
加 22 [ 浜 木 線 ] に て 和食 会 席 ロロ 加 
り 


ホテ ル (9:00 頃 ) = 一 〇 伊勢 神宮 ・ 外 宮 一 [割烹 大 喜 」 (お 寿 

還 可 の ご 昼食 ) 〇 伊勢 神宮 ・ 内 宮 …… 〇 お は らい 町 

出 散策 一 一 賢島 泊 (16:30 頃 ) 

訪 倫 フレ レ チ レ スト ラン 「 ラ ・ メ ー ル 」 に て フラ ンス 料理 
國 悦 加 


出発 まで ホテ ル で ゆっ くり と お 寛ぎ ざく だ さい 。 
ホテ ル (10:00 頃 ) デーO 旧 小津 清 左衛門 家 …… 「 和 田 金 」 (松阪 
う 3 | 牛 寿 き 焼 の ご 昼食 ) | 椅子 席 一 一 松阪 駅 ntt+ (近鉄 特急 ) rf 名 

古屋 駅 = (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) == 東 京 駅 (18:00 
19:30) 着 國 悦 


(利用 バス 会 社 〉 三重 交通 また は 三 交 伊勢 志摩 交通 また は 三重 旋 行 自動 車 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 三 重 県 賢島 ) 履 著 編 志 摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト (洋室 ・ ス ー ペ リフ 
スイ ー ト ツイ ング 100nf ※ バ ルコ ニー 含む ) 


回 | 和田 金 sg) 


明治 初期 創業 の 松阪 和牛 料理 の 老舗 。 看 板 
料理 の 「 寿 き 焼 」 は 、 口 の 中 に 溶け だ す 濃 
厚 な 肉 の 旨み と 香り が お 愉し みい た だ け 
ます 。 


志摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト 最大 12 名 | /1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 


賢島 の 高台 に 建つ ラグジュアリー ホテ ル 。 
1 日 目 夕食 は 、 伊 勢 志摩 の 地 な ら で は の 季 
節 の 食材 を 生か し た 和食 会 席 、2 日 目 は 伊 


出発 日 2023 年 10 月 14 日 詩 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY004.R 


勢 海老 、 松 阪 后 、 多 な ど 、 三 重 を 代表 する 出発 到着 地 2 名 1 室 名 1 室 
食材 を 使っ た ホテ ル 伝 統 の 「 海 の 幸 フラ ン 了 
ス 料 理 ] を お 愉し みく だ さい 。 aa 430.000 550.000 
往路 名 古屋 駅 合流 10.000 四 3 き 
復 申 名 古屋 駅 団 10.000 円 き 


添乗 具 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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近 譜 


夢 の 人 
古都 に 伴 む 2 つの オー ベル ジェ ュ K 宿 泊 22wibfed 


ジ /| 


奈良 大 和 四 寺 巡 礼 と [コス モス 寺 」 3 日 間 蘭 


ン に に Ne 
過 | 6 トコ 半 


般若 寺 ( 秋 頃 ) 
写真 提供 : 三 般 財 団 法 奈良 県 ビジ タ 主 ズ ビ ピュ ニー 三 


スケ ジュ ー ル G は 和 場 御 光 、O は 下車 観 、@ は 車窓 観 光 、 療 は 花 の みどころ 
新 大 阪 駅 (9:00) 発 一 五條 [五條 源兵衛 ] (日 本 料理 の ご 昼食 ) 
1 椅子 席 | 一 〇 室生 寺 王 桜井 市 内 泊 (16:30 引 ) 

計 銀 奈良 の 旬 の 食材 を 使っ た "奈良 発 " の フラ ンス 料理 


較 奈良 大 和 四 寺 巡礼 q. 


} 長谷 寺 一 慈 意 の 仏 一 
全国 に 多数 存在 する 「 長 谷 寺 」 の 原点 で 


あり 、 か つ 三 千 の 未 寺 を 持つ 壮大 な 寺院 。 口 届 暫 

ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 〇 長谷 寺 一 桜井 「 千 寿 亭 」 (三輪 そう めん の 
8 5 IS ご 昼食 ) [椅子 庫 | 一 = ひ 〇 安倍 ーー 奈良 市 内 : 

回 寺 一 開 連 の 仏 安倍 文 珠 院 一 尼 上 の 仏 一 0 人 3 

正式 名 は 龍 蓋 寺 。 日 本 で 最初 の 厄除 け 日 本 最大 約 Z7m と 伝わる 文殊 菩薩 を 本 尊 ea 了 

寺 場 。 本 尊 の 如意 輪 観音 様 は 日 本 最大 と し 、 創 建 以来 1300 年 の 時 を 経て 今 な お 回 有 人 ホテ ル 内 [ ル ・ ボ ワ 」 に て フラ ンス 料理 

の 敵 像 で 奈良 時 代 に 造立 。 法 灯 が 守ら れ て いま す 。 囲 因 四 
ご 朝食 前 に 興福 寺 周 辺 の 朝 さ ん ぽ に ご 案内 いた し ます (ガイ ド 付 
ノ 約 60 分 ※ ご 希望 の 方 の み ) 

オー ベル ジュ ド ・ ぷ れ ざ ん す 桜 井 話 昌 2 っ | ホテ ル (100060 一 (ダク シー) 一 基 般若 寺 (コス モス 寺 ) 一 

公 大 な 歴史 文化 が 色濃く 残さ れ た 桜井 の 地 に 建つ 全 9 室 の オー ベル ジ UEC 20 時 2 生 AE 

2 へ 信 三 \ 色 渡 【: ー こ ー ベ ルン ジュ 。 記 

テラ ス 付 の 客室 か ら 豊か な 自然 風景 を 眺め 、 ゆ っ た り と し た 時 間 を お 過ごし いた だ け ま す 。 新 大 阪 駅 (1430 居間 


國 居 し 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 

※3 は 般若 寺 の 大 型 バ ス 規 制 に 伴い 、 ホ テル か ら 昼 食 箇所 まで の 行程 は タク 
シー また は ジャ ン ボ タク シー を 利用 し ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
較 宿 泊 :〈1 泊 目 奈 良 県 桜井 市 内 y オ ー ベ ル ジ ュ ド ・ ぷ れ ざ ん す 桜 井 ( 洋 室 ・ ス タン 
ダー ド ツ イン グ 約 30m ま た は エグ ゼクティ ブス イー トノ 約 87m) 
お 部 屋 の 一 例 〈2 泊 目 ノ 奈良 県 ・ 奈 良 市 内 〉 登 大路 ホ テル 奈良 (洋室 ・ デ ラッ クス ツイ ン ン 40 一 


43m) 
登 大 路 ホ テル 奈良 


2022 年 11 月 、“ 食 を 愉し お む お オー ベル ジュ "と し て リニュ ー ア ルオ ー プ ン 。 
お 食事 は 、 札 幌 の 名 店 「 レ スト ラン モリ エー ル 」 の 中 道 博 氏 ・ 今 智行 氏 が 監修 し 生ま れ 変 わっ た 
レス トラ ン 「 ル ・ ボ ワ 」 に て どう ぞ 。 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 22 日 (日 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 代 コ ー ス 番号 :1GGYRO6-6 


出発 * 到 着地 | 1 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
新 大 阪 駅 | スタ ンダ ー ド ッ イ ン | 350.000 円 | 440.000 幅 
発 六 | エグ ゼクティ ブス イー ト | 370.000 円 | 480.000 円 

添乗 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 3 日 目 新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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中 国 : 四 国 | 近 普 較 誠 


し まな み 海 道 か ら 眺 め る 美しき 瀬戸 内 海 『 243 り 出発 人 放 問 


_ 四国 周 導 遊 14 景 入り 2 に こ 


プレ ミア ム 


R 」 
祖谷 の か ずら 橋 


平家 一 族 の 哀 話 を 秘め る 秘境 祖谷 に ある か ずら 橋 。 
3 年 毎 に 架け 替え が 行わ れ ます 。 (3 日 目 ) 


四万十 川 - 沈 下 橋 
瀬戸 内 海 国立 公園 に 指定 され て いる 重 老 山 展望 公園 。 隈 研吾 氏 設 計 の パノラマ 展望 台 ブ リッ ジ か ら は 、 日 本 最後 の 清流 と 言わ れる 四万十 川 。 (4 日 目 ) 


晶 老 山 展望 台 か ら の 風景 


世界 初 三 連 吊 橋 「 来 島 海峡 大 橋 」 や 「 石 鉛 山 ] な ど を 眺め る こと が で きま す 。 (5 日 目 ) 


長 距離 移動 が 気 に な る 四国 の 周遊 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 
ラグ ジュ アリ ー バ ス な ら 快 適 に 東京 駅 7:30-8:30) 発 = (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) == 
観光 ポイ ント と 宿泊 地内 が 遠く 、 周 遊 じ づら い 四 国 で も ラグ ジュ アリ ー バ ス な ら 楽 々 。 1 | 新 大 阪 駅 一 一 明石 「 人 丸 花 壇 ] (ミニ 会 席 の ご 昼食 ) | 和子 席 ] 一 
人 気 ・ 定 番 ス ポッ ト の 観光 と 、 各 地 の 食 を 愉し みな が ら ダ イナ ミッ ク に 駆け 抜け ます 。 6 (明石 海峡 大 橋 ) (人 @ 大 鳴門 橋 ) 一 ⑳ 〇 大 塚 国際 美術 館 
移動 中 の 車窓 風景 も お 愉し みく だ さい 。 ( 林 ) | 王政 鳴門 公園 泊 (17:00 思 
先 人 ご 宿泊 者 専用 の [万 里 荘 ] に て 和 懐 石 届 多 
⑥ し まな み 街 道 き 過 
3 < ヤゴ に ホテ ル (10:15 頃 ) 一 公園 一 一 高松 「 日 本 料理 大 潜 亭 
の 旬 山 展望 議 選 Ca の ー ノ | 屋 介 本 店 | さぬき うど ん の ご 昼食 ) 和子 慮 | 一 -@O 総 本 山 天 通 寺 
出向 ーー デ こ ん びら 温泉 郷 泊 (16:30 負 ) 
2 和食 会 席 較 局 較 
大 近 国 際 美 術 館 
の 鳴門 公園 ホテ ル (9:00 需 ) 一 一 祖谷 ローー (ジャ ン ボ タク シー) ーー 


3 ⑥@ 祖 谷 渓谷 〉 一 一 (ジャン ボタ クシ ー) テー 〇 祖谷 の か ずら 橋 
グ 「 新 祖谷 温泉 MO 人 (山里 郷土 料理 の ご 昼食 ) | 和 椅 子 席 
浜 王 二 高知 市 内 泊 (17:00 頃 ) 

詳 肥 府 か つ お の た た き な ど 高知 の 食材 を 活か し た 和食 國 屋 図 


ホテ ル (8:45 頃 ) ニー 咽 約 150 分 = ニー@ 仁 淀川 ニー@@ 四 万 十川 ・ 
4 | 沈下 橋 一 四万十 「 と お わ 食 堂 ] (うな 重 の ご 昼食 ) | 短 子 席 一 
1 029 品 約 120 分 一 ⑩ 〇 釣 龍 山荘 一 道後 温泉 泊 (17:00 頃 ) 
2 料理 長 拘 り の 月 替わり の 懐石 料理 較 周 図 


ホテ ル (9:30 頃 ) ーー⑳@ 道 後 温泉 本 館 一 一 @@ 松 山城 一 
ロ | 〈⑯@ し まな み 海 道 ) 一 の 〇 重 老 山 展望 台 一 
al 尾道 料亭 旅館 魚 信 」 (瀬戸 内 名 産 オコゼ 会 席 の ご 昼食 ) [椅子 語 
(月 )| 一 福 山 駅 テー (東海 道 ・ 山 陽 新幹線 グリ ー ン 車 ) =ー 
| 栗林 公園 ー 依 上 東京 駅 (19:0020:30) 着 囲 貼 
写真 提供 :( 公 祉 ) 香 川 県 観光 協会 (利用 バス 会 社 》 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※ う 3 は 大 型 バ ス で 入 車 が で き な い 行程 に つい て 、 一 部 ジャ ン ボ タク シー また は 
最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 往復 宅配 付 0 0 り 
出発 日 MIEeuUEI す 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 。 iq 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


祖谷 渓谷 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り 最少 較 ー ス 番号 :1GGYR06-7 
Lui 2 名 1 室 IA 上 1 田 宿 泊 :〈1 泊 目 プ 徳島 県 ・ 鳴 門 公園 / ホ テル リッ ジ (洋室 ・ ツ イン グ 約 60m) 
ーー 主 三 (2 泊 目 香川 県 ・ こ ん ぴら 温泉 郷 ) 琴平 グラ ンド ホテ ル 桜 の 抄 ( 和 洋室 別邸 初音 
吉本 紅 730.000 ロ 870.000 プレ ミア ム ) 
往路 新 大 阪 駅 合流 15,.000 円 引き 〈3 泊 目 高 知 県 ・ 高 知 市 内 〉 城西 館 (洋室 ・ 和 モダ ン ハ リウ ッ ド ツイ ング 37m ま た 
復路 福山 駅 離 団 20,000 円 引き は 和 モ ダン スー ペリ アツ イン 37mf ※ 選 べ ま せん ) 
添乗 員 は 1 東京 駅 か ら 5 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 〈4 泊 目 愛 媛 県 ・ 道 後 温泉 ) 履 評 調 別 邸 騰 月 夜 (和洋 室 ・ 露 天風 呂 付 ) 
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北海 道 
東北 
北陸 
中 部 

関東 ・ 新 潟 
近 識 
九州 


日 本 が も っ と も 美しく 華やか に 彩 ら れる 季節 に 


紅葉 が 彩る 日 本 大 周作 


ど | 


金 鐘 湖 (1 月 頃 ) 


日 本 が も っ と も 美しく 華やか に 彩 ら れる 季節 に 
西日本 の 紅葉 の 名 所 を 大 周遊 する 8 日 間 


秋色 に 染まる 丹後 か ら 、 荒 波 寄せ る 日 本 海 側 を 通り 九州 まで 。 紅 葉 の 名 所 を 巡り な が ら 
西日本 を 大 周遊 する 旅 が 始ま り ま す 。 

ゆっ た り し た 座席 と ワイ ド に 仕切 られ た 車窓 か ら の ダイ ナミ ッ ク な 景観 。 

ラグ ジュ アリ ー バ ス な ら で は の “ 陸 の フル ー ズ "ツア ー を お 愉し みく だ さい 。 


西日本 ・ 九 州 各地 の 美食 の 数 々 


山陰 の 「 松 葉 ガ ニ 」 や 下関 の 「 ふ ぐ ]」 、 九 州 の 絶品 フレ ンチ や 各地 の 郷土 料理 な どこ の 
時 期 な ら で は の 味 巡 り を 愉し み ま す 。 


マ ーー レ ド ラー トト 
Mare dorato Ristorante Italiano 
(3 日 目 夕食 ) 
出雲 の 海岸 通り に オー プン 。 名 だ た る 著名 人 へ 料理 を ふる まっ て きた シェ フ が 贈る 本 格 
イタ リア ン を 、 夕 景 に 染まる 海 と と も に お 愉し みく だ さい 。 
P 


お 身体 に 優し い ベ ッ ド 付 客 室 を ご 用 意 


全て の お 宿 で お 身体 に 負担 の 少な い ベ ッ ド 付 客室 を ご 用 意 し まし た 。 


雨情 草庵 駅 計 


わずか 6 室 全 て が 路 天 風呂 付 離 れ の 将 
沢 な 宿 。 

個室 の 食事 処 で 海 の 京 懐石 を お 召し 上 
が りく だ さい 。 


松葉 か に (イメ ー ジ ) ⑤ 鳥 取 県 お 部 屋 の 三 例 
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九 州 中国 四国 | 近 癌 


西日本 の 紅葉 の 名 所 を 巡る “ 陸 の クル ー ズ ” 


ュ イ ヤル ロー ド ・ 


く 西 日 本 編 〉 8 日 間 2 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 鈴 光 、\ は 紅葉 の みどころ 
東京 駅 (8:30-10:00) 発 デー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 

新 大 阪 駅 一 嘱 約 180 分 一 与謝 野 町 \ 〇 項 徳 院 (丹後 紅 葉 寺 と 
人 し て 有名) タ 日 ヶ 浦 温泉 泊 (16:30 師 ) 

2 海 の 京 懐石 I 


ホテ ル (9:00 頃 ) ニー 〇 鳥取 砂丘 …… 〇 砂 の 美術 館 一 一 ご 昼食 | 椅子 席 


画 


2 兎 神社 (因幡 の 白 う さ ぎ 神話 の 舞台 ) = 一 \ 信 大 山 一 

放 還 雪 生 温 泉 泊 (16:30 納 ) 

| 3 秋 科 ならでは の 美食 材 松葉 が に コー ス 」 朝 [ 昼 | タ 
ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 導 〇 足立 美術 館 (日 本 の 美 を 集め た 美術 館 。 


名 2020 年 [角山 人 館 」 オ ー プ ン ) ニー ご 昼食 | 椅子 席 ] 一 一 信 夫 道 湖 
jj O 出 寺 大 社 一 一 大 社 泊 (1700 東 

| 諸 参 出雲 の 海 に 面 し た [Mare dorato Ristorante Italiano] 
に て イタ リア 料理 萌 | 昼 | 夕 | 


4 ホテ ル (9:00 頃 ) デー 〇 石見 銀山 ・ 大 森 の 旧い 町 並 散 策 一 一 
11720 郷土 料理 うず め 飯 の ご 昼食 | 椅子 席 ーーO 可 流 庄 旨 松下 村塾 = 一 
(月 | 萩 泊 (16:30 妃 ) 國 居 了 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 〇 元 乃 隅 神 社 (CNN" 日 本 の 最も 美しい 場所 31 選 
つ | に 選ば れ た 景観 美 ) 一 一 借 角 島 大 橋 ( コ バル トブ ルー の 海 に 伸び る 

1121 直線 の 村 ) 一 名 物 角島 カレ ー の ご 昼食 [須子 | 一 下関 泊 (1600 剛 
2 附 下関 の 冬 の 味覚 [天然 ふぐ の フル コー ス 」 國 局 四 


ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 〇 青 の 洞 門 一 一 導 〇 一 目 八景 (耶馬 肖 ) 一 

6 | 森 の 中 の オー ベ ペル ジュ で ご 昼食 | 特 子 貞 G 紅 葉 彩る 金 鱗 湖 を 
11722 人 力 車 で ゆっ た り 巡 り ま す 王 一 由布 院 温泉 泊 (16:00 引 ) 

( 水 ) | 請 計 き 参 大 分 県 産 廊 材 を ふん だ ん に 利用 し た 和 X 洋 の 創作 料理 
國 司 多 


か ァ ルル (9 00 頃 ) = 王 〇 高 干 穂 峡 (紅葉 と 切り 立つ 峡谷 の 幽玄 な 
\ 囲 気 を お 愉し みく だ さい ) ※ 通 常 階段 や 坂道 を 約 30 分 歩く と ころ を 
クシ ー ま た は ジャ ン ボ タク シー で ご 案内 。 下 車 後 徒歩 約 3 分 で 景勝 地 
11723 真名 井 の 滝 を ご 覧 いた だ け ま す ご 昼食 〇 大 岩戸 神社 

豆 崎 市 内 泊 (17:30 引 ) 
錠 符 落合 務 シ ェ フ 監修 の イタ リア ン レ スト ラン 「 リ スト ラン テ ・ 


es アル コ 」 に て 包 崎 邊 剛 居 | タ 
泊 中 萩 城 三 (3 泊 目 ) 
秋 城 三の丸 北門 屋敷 em ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 上 〇 暑 島 神宮 (天孫 降臨 神話 が 伝わる 社 。 参 道 か ら 


江戸 時 代 の 風情 が 色濃く 残る 萩 城 三 ノ 丸 、 境内 へ い 紅 葉 が を 有 霧 島 「 妙 見 石原 
毛利 屋敷 跡 に 建つ 上 質 の 宿 。 1 に と 美 し 同人 _ 炒 石 ) 社 (和食 の ご 昼食 ) 
“| | 椅子 席 鹿児島 空港 へ 羽田 空港 (17:30 一 20:50) 落 國 悦 


優雅 な 「 洋 」 と 落ち 着い た 「 和 」 の 融合 が ここ に 

し か な い 特 別 な 時 間 を 紡ぎ ます 。 (利用 予定 航空 会 社 )ANA ま た は JAL ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ます 。 
(利用 バス 会 社 ) (株 ) km モビ リティ サー ビス 

※3 日 目 ご 夕食 は タフ シー 送迎 と な る 場合 が あり ます 。 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


較 宿 泊 :〈1 泊 目 ノ 京都 府 ・ タ ロケ ヶ 浦 温泉 〉 誰 情 庵 (和洋 室 ) 
〈2 泊 目 ノ 鳥取 県 皆生 温泉 〉 や ど 紫 苑 亭 ( 
⑬ 泊 目 ノ 島根 県 大 社 〉 い に し え の 宿 侍 グ 約 36m) 
〈4 泊 目 ノ 山口 県 - 萩 ) 萩 城 三の丸 北門 屋敷 (和洋 

2 県 ・ 言 芋 周 下関 温泉 風 の 海 (洋室 ソイ ンプ 約 42m) ※ 客 室内 リ ビ 
ング 部 分 は 和室 タイ プ と 洋室 タダ イプ が あり ます 。 ※ 選 べ ま せん 。 


し お 
較 や ど 紫 苑 亭 褒 
皆生 温泉 に 誕生 し た 1 日 10 組 限定 の ラグ 
ジュ アリ ー ホ テル 。 100m の 広々 と し た 客室 
で ゆっ た りお 寛 ざ いた だ きま す 。 
秋 ・ 冬 の 山陰 の 美食 材 「 松 葉 が に 」 を お 愉し み 
くだ さい 


3 削 


nA 
MA 


下関 温泉 風 の 海 本 時 


全 室 オー シャ ン ビ ュー の 温泉 展望 風呂 付 客室 
か ら は 、 関 門 海峡 を 行き 交 う 船舶 を 眺め られ 


ます 。 さ | に 呈 戸 ュ ッ が ヽ チ 中 > 紀 パリ イト 6 っ 
ご 夕食 は 下関 名 物 「 天 然 ふ ぐ の フル コー ス 」 人 由 1 イフ リゾ ー ト 由布 院 別邸 (洋室 ・ ツ イン プ 約 64m) 
を ご 用 意 し ます 。 ※ 客 こ テ レビ の ご 用 意 は あり ませ ん 。 間 」 

⑦⑰ 泊 目 宮 崎 県 ・ 宮 崎 市 内 / シ ェ ラ トン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト (洋室 : フ ラブ ツイ ン ・ 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 


出発 日 2023 年 11 月 17 日 ( 金 ) 


仁 復 宅配 付 


= 


剛 


高 さ 154m の 高層 リゾ ー ト ホテ ル 。 

プレ ミア ムカ テ ゴ リ ー36 階 以上 の 客室 を 
ご 用 意 し ます 。 

ご 夕食 は 落合 務 シ ェ フ 監修 の イタ リア ン レ 
スト ラン 「 リ スト ラン テ ・ ア ルコ 」 に て 宮崎 和牛 講 。 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYR06-9 
出発 * 到 着地 | 2 泊 目 部屋 タイ プ 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発 ・ | プレミアム ス イー トル ー ム ( 約 100m) | 1 .480.000 円 | 1.880,000 


を お 召し 上 が りく だ さい 。 
羽田 空港 着 貴 費 室 ( 約 150m) |1.530.000 円 | 1.930,.000 由 

お 部 屋 の 寺 例 往路 新 大 阪 駅 合流 15,.000 円 引き 

ョ 復路 鹿児島 空港 離 団 20.000 円 き 


流 乗 員 は 1 東京 駅 か ら 8 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 87 


関東 新潟 


“ 徳 RE カー ルト ン 日 光 の 休日 。 


夢 の 作 


日 光 東 照 宮 "1 


宝 俺 寺 の 


わた ら せ 肖 谷 笛 道 ( 秋 頂 ) 

「 グ グ っ と ぐん ま 写 真 館 」 か ら 転載 

エメ ラル ド グ リ ー ン の 渡良 瀬川 と 紅葉 の 渓谷 
』 を 縫う よう に 走る 列車 旅 。 (2 日 目 ) 


! 宝 徐 の 床 紅葉 (1 月頃 ) 
宝 徳 寺本 堂 の 漆黒 の 床 に 映り 込む 美しい 紅葉 。 (1 日 目 ) 


関東 の 美 宿 ・ 美 景 を 愉し お む 秋 の 旅 スケ ジュ ー ル は 入場 級 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 観 光 、 は 紅葉 の みどころ 
・ 北 関東 屈指 の 美しい 床 も み じ で 知ら れる 「 宝 徳 寺 」 東京 駅 (9:00) 発 一 「 桐 生 吉野 家 」 (和食 の ご 昼食 ) [椅子 席 
・ 紅 葉 の 渓谷 沿い を 縫う よう に 走る 列車 の 旅 1 と 〇 宇徳 寺 (美しい 床 紅葉 で 有名 ) 一 前 橋 市 内 泊 (16:00 叶 
・ 今 話題 の 徳川 将軍 が 眠る 日 光 東照宮 で は 通常 立ち 入り が で き な い 回 2 前 作 フ ラン スズ 料理 
将軍 着座 の 間 へ ご 案内 
* 宿 泊 は 、 美 術 館 の よう な ホテ ル と し て 生ま れ 変 わっ た 「 白 井 屋 ホテ ル 」 ホテ ル (8:40 頃 ) 一 大 間々 駅 TH 【\ 〇 わた ら せ 渓 谷 鐵道 (紅葉 の 
と 世界 的 ホテ ル チ ェ ー ン 「 ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 」 渓谷 を 走る ) 】 足尾 駅 「 中 禅 寺 金 谷 ホ テル 」 (名 物 百 年 ライ ス 
5 カレ ー ラ ンチ ) | 椅子 席 〇 日 光 華厳 滝 観 肖 台 

日 光 東 照 宮 特別 拝観 略 2 | 中 祥 寺 湖 泊 (16:00 男 ) 

(3 日 目 ) - 


診 湖畔 に 浮か ぶ ボ ー ト ハウ ス の よう な レス トラ ン 「 レ ー ク ハウ 


一 般 入室 が 禁じ られ て いる 「 徳 川 将軍 着座 の 
間 ] へ ご 案内 。 
ご 祈 補 、 神 職 に よる 宝物 の 解説 を いた し ます 。 


國 因 皿 

の ホテ ル (9:30 頂 ) 一 一 \ 〇 凍 謗 世 選 日 光 東 昭 宮 (徳川 将軍 着座 の 問 

隊 六 市) っ | へ ご 案内 ) 一 「 日 本 絆 理 日 光 間 井 家 (名物 ゆば 料理 の ご 祥 信 ) 
_ 椅子 席 ] 一 一 東京 駅 (17:30 怖 ) 落 


國 居 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス また は (株 ) フジ エク スプ レス 

※ わ た ら せ 渓 谷 鐵 道 は トロ ッ 両 ま た は 窓 ガ ラス 付 車両 と な り ま す 。 ま た お 席 の 
希望 指定 は 承れ ませ ん 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


田 宿 泊 :〈1 泊 目 群 馬 県 ・ 前 橋 市 内 ) ホテ ル (洋室 ・ ソ ツイ ンプ 約 35m) 
(2 泊 目 栃木 県 ・ 中 禅 寺 湖 ) ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 (洋室 ・ ツ イン また は ダブ ル 
AD ShimglKigure 中 禅 寺 湖 ビュ ー ル ー ム ノ 約 57m ※ 選 べ ま せん ) 


泊 目 〉 


老舗 旅館 「 白 井 屋 」 が 緑 あ ふれ る 美術 館 の 
よう な ホテ ル に 生ま れ 変 わり まし た 。 


世界 的 美食 ガイ ド 「 ゴ ・ エ ・ ミ ヨ 」 掲載 レス ト 
ラン で 上 州 キ ュ イ ジー ヌ (創作 フラ ンス 料理 ) 
を 愉し み ま す 。 


ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 褒 虹 5 


2020 年 中 禅 寺 湖 畔 に 開業 し た 国内 5 番目 の 世界 的 ブラ ンド ホテ ル 。 ブ ラン ド 初 の 温泉 大 浴場 
を 備え 、 名 湯 日 光 湯元 温泉 を 愉し め ま す 。 湖 を 眺め る 約 57mYf の ゆとり の 客室 で お 寛 ざ くだ さい 。 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 11 月 16 日 相 ) 


ご 旅行 代金 (おぉ 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO6-8 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 480.000 由 620,.000 由 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


旨 部 
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南 信 州 の 名 和 宿 「 石 苔 学 いし だ 」 に 宿泊 


紅葉 の 千 時 E 敷 カー ル と 阿智 村 の 星空 3 日 間 罰 6 


” 宮 


NL 王 畳 敷 カー ル ( 秋 上 頃 ) 
中 央 アル プス 標高 2.600m を 超え る 高山 地帯 に 位置 する 千畳敷 カー ル 。9 月 初旬 か ら 色 付き 始め 、9 月 下旬 か ら 10 月 中 旬 頃 に か け て 紅葉 の 見 頃 と な り ます 。 (2 日 目 ) 


自然 ガイ ド が 案内 する 黄金 色 に 輝く スケ ジュ ー ル は 電 韻 、 〇 は 下車 観 光 、@ は 車窓 観光 、\ は 紅葉 の みどころ 
[千畳敷 カー ル 」 (2 日 和 ) 東京 駅 9:00) 発 一 O 平 山 郁 夫 シ ルフ ロー ド 美 術 館 一 一 
駒ケ岳 ロー プ ウ ェ イ か ら 約 950m の 高低 差 に よる 紅葉 の 移り 変わ り を ご 覧 いた だ いた あと は 、 北杜 オー ベル ジュ 清里 「 ル ・ マ リア ー ジ ュ ] (フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) 
自然 ガイ ド と 一 緒 に 紅葉 狩り を し な が ら の 散策 を 愉し み ま す 。 ( 約 90 分 ) 椅子 席 ] 一 一 昼 神 温泉 泊 (16:30 司 
] H 替 わり の 信州 会 席料 理 
剛 阿 得 村 「 日 本 一 の 星空 浪 合 パー ク 」 q 到 計 の の ご 人 六合 パー ク で の 「 日 本 の 時 | 抽 資 へ ご 
ホテ ル 彰 


標高 1.200m の 星空 の 聖地 「 浪 合 パ ー ク ] 。 
星 に まつ わる 映像 鑑賞 の あと は 、 ガ イド ( ス 
ター コン シェ ル ジ ュ ) に よる 解説 を お 愉し み 
くだ さい 。 


田 尽 | 


ホテ ル (9:00 頃 ) デー\ 〇 千畳敷 カー ル (駒ケ岳 ロー プ ウ ェ イ で 標高 
2.612m の 雲上 散策 へ 。 色 鮮やか な 紅葉 が お 愉し みい た だ け ま す 
グ 約 90 分 間 ※ 自 然 ガイ ド と 一 緒 に 雄大 な 景色 と 季節 の 花々 を 愛 で な が ら 
フ | 散策 し ます ) 一 駒ヶ根 「 や まだ や 保 爺 」 (そば を 含む 和食 の ご 昼食 ) 
阿 因 村 の 星空 (イメ ー ジ ) 椅子 席 | 一 一 上 諏訪 温泉 泊 (15:30 頃 ) 
に 充 請 信州 の 食材 を ふん だ ん に 使っ た フラ ンス 料理 


國 居 四 


芸 喜 > 

賠 石 台 亭 いし だ 3 ホテ ル (10:00 陣 一 - の SUWA ガ ラス の 里 一 - 小 湯沢 「 秀 よし ! 
約 1.000 坪 の 敷地 に 僅か 19 室 、 純 和風 数 寄 屋 造り の 静寂 な 宿 。 と ろり と し た 良質 な 泉 質 を 誇 う | (和食 の ご 昼食 ) | 生 子 席 東京 駅 (16:00 頃 ) 勘 

美肌 の 湯 と し て も 人 気 で す 。 國 居 


(利用 バス 会 社 ) (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※1 、 星 空 観 賞 へ は タク シー を 利用 し ます 。 

※2 日 目 . ホ テル より 駒ヶ根 ロー プ ウ ェ イ 乗り 場 ま で は 途中 タフ シー に 乗り 換え ます 。 
※ 千 畳 敷 カ ー ル は 急 勾 配 の 道 を 約 90 分 散策 し ます 。 歩 さき やすく 履き な れ た 靴 で ご 
参加 くだ さい 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


お 部 屋 の 計 例 田 宿 泊 :〈1 泊 目 長 野 県 ・ 昼 神 温泉 ) 族 貢 再 石 苔 亭 いし だ (和室 〈 ベ ッ ド 付 〉 ま た は 
和洋 室 ※ 選 べ ま せん ) 


と 生 ー > 〈⑫2 泊 目 長 野 県 ・ 上 諏訪 温泉 ) 履 散 山 か た くら シル ク ホ テル (洋室 ・ ツ イン ) 
か た くら シル フク ホテ ル 刻 8 
2021 年 に オー プン し た 諏訪 湖畔 の 洋館 。SUWA メ イド の 調度 品 や シル ク を 生か し た アメ ニ 
ティ が 心地 よい 時 間 を 紡ぎ ます 。 最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 30 日 詩 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO5-D 
出発 * 到 着地 ] 2 泊 目 部屋 タイ プ 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発 基 ラグ ジュ アリ ー( 約 68-70m) | 410.000 円 | 500.000 円 

2 スイ ー ト ( 約 100-105m) | 430.000 円 | 520,.000 由 
添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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7 ィ イ ヤル ロー ド ・ 
プレ ミア ム 


4/ 


立 I ロ ー プ ウェ イ ( 科 人 相 池 邊 然 園 () 
立山 黒部 アル ペン ルー ト ( 日 目 ) スケ ジュ ー ル は 和 電 綿 、O は 下車 観光 、@ は 車 宙 光 、\ は 紅葉 の みどころ 
立山 黒部 アル ペン ルー ト は 標高 500m2,450m と 標高 差 が ある た め 、 長 く 紅葉 を 愉し む 6 

こと が で きま す .。 特 徴 は 赤 や 凌 色 だ け で な く 、 ハ イマ ツ の 江 緑 - チ シマ ザ サ の 基 緑 な ど 色彩 SNIG00 029 0RUMB390SR0 
が 豊富 で ある こと で す 。 赤 い ナ ナカ マ ド や ミネ カエ デ ・ ダ ケ カ ン バ の 黄色 の 紅葉 が 9 月 下旬 ] | (や さい 懐石 の ご 昼食 ) | 和子 語 品 約 150 分 一 一 
か ら 約 1 ヶ月 半 の 時 間 を か け て 山頂 か ら 六 へ と 下り て きま す 。 10/3| 神通 峡 春 日 温泉 泊 (16:30 了 ) 

0I こ クタ ゾ ニ エ 」 に て フラ ンス 料理 
と HAKUBA MOUNTAIN HARBOR(GB 本 SND222 和 lk で 2 フ 228 | 還 較 
山 に 積もる 白い 寺 、 色 鮮やか な 紅葉 の 赤色 、 山 の 裾 を 埋め る 針葉樹 の 緑色 の 三 色 が 織り な す 7 こ 記 志 
景色 が 白 司 三 段 紅葉 で す 。2018 年 に オー プン し た 標高 1.290m に 伴 む 白馬 岩 席 山頂 の ホテ ル (8:30 頃 ) 一 一 過 約 210 人 2 一 バ 信 立山 黒部 アル ペン 
絶景 テラ ス 「HAKUBA MOUNTAIN HARBOR」 から の 眺め を お 愉し みく だ さい 。 ルー ト 〉 一 一 \※ 〇 立山 室堂 (みく り が 池 の 散 策 ・「 レ スト ラン 立山 」 


に て ご 昼食 | 椅子 席 |) ( ト 
2 〇 大 観 峰 ?? ィ (立山 ロー プ ウ ェ イ ノ 約 7 分 ) < イィ 黒部 平 ィ 
(黒部 ケー ブル カー グ 約 5 分 ) マタ ィ 〇 黒部 湖 …… 〇 黒部 ダム 

ー (電気 パス ン 混 乗 ・ 約 16 分 ) 一 扇沢 ーー(※ タ クシ ー) 
馬 八 方 泊 (17:00 引 ) 

回 及 診 新鮮 な 素材 を 厳選 し た 創作 フラ ンス 料理 


ぁ 欄 池 自然 園 (3 日 目 ) 


標高 約 1.900m に 広がる 日 本 有数 の 高層 湿原 「 料 池 自然 園 ] で は ナナ カマ ド の 燃え る よう な 
赤 、 ダ ケ カ ン バ の 黄 、 常 緑 の オ オシ ラビ ソ が メリ ハリ の ある 紅葉 風景 を 作り 出し ます 。 1074 


リバ パー リトリート 

H 拓 当世 四 (1 泊 目 ) 
神通 川 の 河畔 に 件 お む お ス モー ル ラ グ ジ ュ アリ ー 
ホテ ル 。 
館内 に ちり ば め ら れ た 現代 アー ト 作 品 、 美 し い 
景観 、 滋 味 あ ふれ る お 料理 な ど 、 殴 沢 な 空間 で 
旅 の ひと と き を お 過ごし いた だ け ま す 。 


國 居 皿 


ホテ ル (9:00 頃 ) 栓 池 高原 駅 ママ ィ ( 欄 池 パ ノラ マウ ェ イ ) * 々 ィ 
然 園 駅 …… 〇 梅 池 自然 園 約 2km・2 時 間 ) * 々 ィ 栓 池 高原 
3 | 軒 駅 一 -「 そ ば 工房 林檎 舎 ] (蕎麦 の ご 昼食 ) [椅子 席 ] 一 
105| 記 OHAKUBA MOUNTAIN HARBOR (ゴン ドラ リフ ト に 乗っ て 
( ホ ) | 還 山頂 の 絶 影 テラ ス か ら 北 アル プス の 三 段 紅葉 を 観賞 ) = 一 
馬 百 

二 八 方 泊 (16:30 妃 ) 較 国 際 


| ホテ ル (9:30 順 ) 一 ご 松本 市 美術 館 一 松本 [宮上 花 | (中国 和 理 
の ご 昼食 ) | 答 子 席 | 一 一 〇 天 葛 呈 そ ら さ ん ぼ ーー 
(* | 昼 神 温泉 泊 (16:30 較 


白馬 リゾ ー ト ホテ ル 


ジア (2・3 泊 目 ) 


3,000m 級 の 山々 に 囲ま れ た 北ア ルプ ス の 
山麓 の 杜 に 件 む ヨーロッパ の シャ トー の よう な 
重厚 な ホテ ル 。 

全 25 室 な ら で は の ゆき 届い た サー ビス や 信州 
の 素材 を 活か し た 西洋 料理 の フル コー ス が 


國 居 皿 


ホテ ル (9:30 頃 ) 〇 恵那 峡 遊 覧 船 恵那 「 メ ゾン ドゥ ジャ ル 
っ ダン ] (フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 | = 一 名 古屋 駅 


好評 で す 。 貞 ーー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 王 新 大 阪 駅 (16:00 一 17:00) 着 
國 居 し 
WM ※3 日 目 、 扇 沢 か ら ホ テル まで は タフ シー また は ジャ ン ボタ クシ ー を 利用 し ます 。 
出発 日 2023 年 1 0 月 3 日 ( 火 ) ※ 桐 池 自 然 公 園 で は 整備 され た 木 道 を 歩く 簡単 な ハイ キン グ へ ご 案内 し ます の で 、 
こい ご に 2 忠司 : | > 履き 慣れ た 靴 や リュ ッ フ サッ クタ イプ の カバ ン 、 帽 子 、 ス ラッ フス な ど を ご 用 意 く だ さい 。 
ご 旅行 代金 (お 1 人 欄 ぁ あたり @ 最 少 人 行人 貞 :2 名 @ コ ー ス 番号 :1GGYRO5K に の 打 も お な さ し 
定着 還 還 人] 信 田 宿 泊 :〈1 泊 目 富 山県 神通 量 〉 リ バー リト リー ト 雅 業 倶 ( 和 洋室 ・ 新 館 ス 
ジュ アリ ー 寺 に 上 M 2 容 日 温泉 亡 4L 注 至 ・ 
新 大 阪 駅 | プレ ミア ム ス イ ー ト 下 行 | 760.000 四 | 870.000 ロ イー ト ツ イン ン 115 一 150m) ※ お 部 屋 の 造り は それ ぞ れ 異 な り ます 。 
発着 ラプ ジ ュ ア リー ー ト : 湯 委 信 〈2・3 泊 目 プ 長野 県 白馬 八方 〉 馬 リ ゾ ラフ ネー ジュ 東館 ( 洋 ・ デ ラッ クス ツイ ン 
ーー ラグ ジュ アリ ー ス イー ト 温 泉 付 OUR 890,000 由 ノ 約 42m) ※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ま せん 。 
引野 駅 中 (4 泊 目 長野 県 ・ 昼 温泉 ) 基 庫 石 若 京 いし だ (和室 : ベ ッ ド 付 また は 和洋 室 
添乗 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 5 日 目 新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 ※ お 部 屋 の 造り は それ ぞ れ 異 な り 選べ ませ ん 。 
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四季 光紀 行 


秋色 の 樹海 を 見 下ろ # す * 


上 景 ロ ー ド ・ 


三国 峠 を ドラ イブ 


美瑛 か 十勝 5 つの 秋 美 時 を 訪ね る 3 日間 


三国 幅 (2 日 目 ) 


還 還 語 美 培 の 青い 池 」 が 
下請 茜 金 色 に 染まる (1 日 目 ) 


いつ も は 鮮やか な コバ ルト ブル ー の 「 白 金 ・ 
青い 池 ] は この 時 期 、 紅 葉 を 水面 に 映し 秋色 
に 染まり ます 。 


大 雪山 居 固 ・ 
押 較 黒岳 ロー プ ウ ェ イ (G 日 目 ) 


標高 670m の 層雲 峡 か ら ロ ー プ ウェ イ を 利 
用 し 標高 1.300m の 黒岳 五 合 目 ・ 黒 岳 駅 
へ 。 大 寺山 連峰 の 彩り 豊か な 紅葉 を お 愉し 
みく だ さい 


療 豆 の 三国 峠 の 樹海 か ら 見 下 

ろ す 黄葉 の 絶景 (2 日 目 ) 
国道 の 峠 と し て 道内 一 の 標高 1.139m を 誇 
る 三国 幅 。 眼 下 に 広がる 黄金 色 の 大 樹海 の 
パノラマ は 圧巻 で す 。 


天 寺 吊 層 雲 峡 : 黒 岳 ロ ー ズ ウェ 2( 秋 頃 ) 


| 泊 | 泊 | 富良野 リゾ ー eu ① 泊 目 ) 


客室 の 大 き な 窓 か ら は 、 絵 画 の よう な 田園 
景 と 悠々 と 連なる 山々 。 上 5 BE 和 
まれ た 空間 で お 宙 ざ くだ さい 


お 、 下 PE 
十勝 川 温泉 第 一 ホテ ル ・ 豊 州 亭 隊 寺 
「 美 人 の 湯 ] と し て 名 高い 十勝 川 温 泉 は 天然 
保湿 成分 た っ ぷり の 世界 で も 珍し い 植 物性 
モー ル 温 泉 。 雄 大 な 十勝 川 の 景色 と と も に 
お 愉し みく だ さい 。 


十勝 ヒル ズ (3 日 目 ) 


還 開 秦 大 な パノラマ 広がる 十勝 が 丘 展望 
(3 日 目 ) 


十勝 川 や 十勝 平野 、 日 高山 脈 を 望み 、 秋 色 に 染まる 大 地 を 堪能 で きま す 。 


Es⑥ 和 ハッ ドガ ー デ ナー が ご 案内 ・ 十 勝 ヒ ルズ (3 日 目 ) 


季節 ご と に 表情 を 変え る 色とりどり の ガー デン を お 愉し みく だ さい 


スケ ジュ ー ル は 電信 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 観 、 は 紅葉 の みどころ 


羽田 空港 (9:30 一 11:30) 発 へ 旭川 空港 一 一 閣 〇 美瑛 白金 ・ 青 い 

1 池 (神秘 の コバ ルト ブル ー) 信 車 窟 よ り 美 瑛 の 丘 風 景 一 一 富 
良 野 泊 (15:30 頃 ) 

四 有 4 ま 参 和洋 折 家 の コー ス 料 理 LIL 多 


ト テ ル (9:00 頃 ) 一 一 \ ま 〇 大 寺山 層雲 峡 ・ 黒 岳 ロ ー プ ウェ イーー ご 

ウ 昼食 一 一 交 〇 三国 峠 (大 樹海 の パノラマ を 一 望 ) 一 十勝 川 温泉 
(15:30 頃 ) 

42 ま 参 和食 会 席 國 層 耳 


1 


さん 


ト テ ル (9:30 頃 ) 一 一 交 〇 十勝 が 丘 展望 台 よ り 雄 大 な 十勝 平野 遠 
人 ヒル ズ (ヘッド ガー デ ナ ー に よる ご 案内 ) ニ ーー「 森 

の スパ リゾ ー ト 北海 道 ホ テル ] (洋食 の ご 昼食 ) [椅子 席 帯広 
空港 一 ヽ 羽 田 空港 (16:30-18:30) 着 國 居 


1 


(利用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ま た は AIRDO eb 


り ま す 。 〈 利 用 バス 会 社 〉 旭川 交通 ※2 


ラウ Ep が 


悪天候 等 の 理 


運休 の 場合 は 、 ロ ー プ ウェ イ 代 金 相当 を ご 返金 し ます 。 ※P. 2 テン 
読み くだ さい 。 
田 宿 泊 :〈1 泊 目 北 海道 ・ 富 良 野 〉 太 散 同 富良野 リゾ ー ト オリ カ (洋室 ・ デ ラッ クス 


ツイ ング 60m) ※ 大 浴場 は 温泉 で は あり ませ ん 。 
〈⑫ 泊 目 ノ 北 海道 ・ 十 勝川 温泉 〉 十勝 川 温泉 第 一 ホテ ル ・ 
(露天 風呂 付 ) ) 


最大 12 名 


豊 州 亭 ( デ ラッ クス ツイ ン 


1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 4 日 ( 水 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 


ー ス 番号 :1GGS002-V 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 360,000 円 430.000 円 
往路 旭川 空港 合流 15.000 円 き 
復路 帯広 空港 離 団 15,.000 円 引き 
添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 し ます 。 
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中 部 


四季 <% 少 紀行 


白馬 東急 ホテ ル 2 連 泊 で 秋 の 美景 を 満喫 


自然 ガイ ド と 愉し む 紅 葉 の 楓 池 自 然 園 3 日 間 


| ヒカリ ヤニ シン (日 目 昼食 


名 門 商家 を リノ ベー ショ ン し た レス トラ ン 。 身 体 が 喜ぶ 「 マ クロ 
ビオ ティ ッ ク 」 に 基づく ナチ ュ ラ ルフ レン チ を お 愉し みく だ さい 。 


あー 
| し ・ ーー - 
HAKUBA MOUNTAIN HARBOR( イ ヌメ 寺 ジ ) 


〆 | - 間 記 還 邊 伏 還 ( 頃 ス みき ジ ) 


樹 池 自 然 園 (2 日 目 ) 紅葉 に 彩 ら れる 池 自 然 園 の た すげ 湿地 を 自然 ガイ ド と 散策 。 HAKUBA MOUNTAIN HARBOR(3 日 目 ) 
紅葉 の 見 頃 (例年 )9 月 下旬 一 10 月 上 旬 標高 1.289m に 伴 む 白馬 岩岳 山頂 の 絶景 テラ ス か ら の 眺め 
を お 愉し みく だ さい 
わた すげ 湿原 みず ば し ょ う 湿 原 


スケ ジュ ー ル は 坦 纏 %、 〇 は 下車 観 光 、@ は 車窓 観光 、 は 紅葉 の みどころ 
新宿 駅 (8:00-10:00) 発 =ー( 中 央 本 線 特急 グリ ー ン 車 ) = デー 松 
本 駅 一 一 「 ヒ カリ ヤニ シ 」 (洋食 の ご 昼食 ) [椅子 席 〇 人 不 山 美 
り 肌 休館 馬 八 方 泊 (16:30 需 ) 
四 診 お 等 で いた だ く 和 洋 折 表 料理 圏 昼 | 夕 | 


ホテ ル (9:00 頃 ) 王 一 樹 池 高原 駅 々 々 ィ ン ( ゴ ンド ラリ フト ・ ロ ー プ 
ウェ イ ) 々 ィ 々 \ 〇 机 池 自然 園 (自然 ガ イド と 約 120 分 の ハイ 


2 キン グ ) ィ 々 々 ィ 欄 池 高 原 駅 ーー ご 昼 人 馬 五 竜 駅 々 々 ン ( ゴ 
拉 池 パノラマ ウェ イ ンド ラ ・ 展 望 リフ ト ) ィ ィ ン \ 〇 白馬 五竜 高山 植物 園 々 ッ ン 
AaEAKESL 石 間 駅 馬 八 方 泊 (16:30 頃 較 局 欠 
ホテ ル (9:00 頃 ) 馬 岩 岳 ゴ ンド ラリ フト 「 ノ ア 」 山 麓 駅 々 ィ ィ 


〇 HAKUBA MOUNTAIN HARBOR 々 ィ ン 白 馬 岩 岳 ゴン ド 
わた すげ 湿原 【 距 離 】 約 3km 3 う | リフ ト 「 ノ ア 」 山麓 駅 一 須 坂 「 割 烹 能登 忠 ] (和食 の ご 昼食 ) 
標高 1.800m、 み ず ば し ょ う 湿 原 か ら わた すげ 湿原 へ 。 椅子 席 |=ー 〇 豪商 の 館 田中 本 家 博 物 館長 野 駅 =ー( 北 陸 
整備 され た 林道 を 自然 ガイ ド と 歩き ます 。 新幹線 グリ ー ン 車 )== 東 京 駅 (17:0019:00) 着 國 周 


栓 池 自 然 園 ( 秋 頃 : イ メー ジ ) 


(利用 バス 会 社 〉 白 馬 交 通 
※ 気 象 状況 に より 、 ゴ ンド ラ 、 ロ ー プ ウェ イ 等 が 運休 と な っ た 場合 、 ゴ ンド ラ ・ ロ ー 
プ ウ ェ イ 代金 相当 を 払戻 し し ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 長 野 県 白馬 八方 ) [カジ ュ ア ル ] 白馬 東急 ホテ ル (洋室 ・ ス タン ダー ド ツ イン 
30m1 ま た は デラ ックス ツイ ン ノ 39mi) 


白馬 東急 ホテ ル 


北ア ルプ ス の と 迎 斬 館 に ふさ わし い 木 と 天然 | 
石 の コン トラ スト が 美しい 吹き 抜け の エン ト 
ラン ス が お 迎え し ます 。 雄大 な 白馬 の 風景 を 
眺 望 いた だ き 、 贅 沢 な リゾ ー ト ステ イ を 満喫 
くだ さい 。 


最大 16 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 3 日 ( 火 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり )  @ 最 少 仙 行人 員 :8 名 人 @ コ ー ス 番号 :1GGS002-N 
出発 ・ 到 着地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
新宿 駅 発 ・ | スタンダー ドッ イン | 260,000 円 | 290.000 由 
東京 駅 落 | デラ ックス ッ ィ イン | 280,000 円 | 310,000 由 
往路 松本 駅 合流 10.000 円 引き 

復路 長野 駅 離 団 10.000 円 引き 

添乗 員 は 1 日 目 新 宿駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


S 必 


ウ 夢 の 人 「 
2022 年 冬 開業 | 持 怒 川 渓 宮 」 に 宿泊 d 中 出 半 証 


仁川 ゆか り の 地 と 日 光 ・ 上 盾 怒 川 の 紅葉 3 日 間 了 


ザ ェ リッ ツジ : カ 言 劇 ド 光 目 光 約 観 (紅葉 時 期 ) 宮 客室 露天 風呂 の 一 例 
季節 に よっ て 装い を 変え る 中 禅 寺 湖 や 男 体 山 、 湖 の 先 に 広がる 日 光 連 山 の 豊 か な 鬼怒 川 渓谷 の 景色 を 眺め な が ら ゆ っ た り と 過ごせ る 露天 風呂 付 の お 部 屋 で す 。 
自然 を 一 望 で きる 「 ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 」 (1 泊 目 ) 。 (2 泊 目 ) 


奥 日 光 の 紅葉 を ホテ ル か ら も お 愉し みい た だ け ま す 。 


竹 日 光 東 照 宮 [将軍 着座 
の 間 」 特 別 拝観 (2 昌和 ) 


日 光 東 照 宮 神 職 ま た は 巫女 が 境内 を ご 案内 。 


スケ ジュ ー ル は ハ 場 編 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、\ は 紅葉 の みどころ 


ゆっ くり 出発 東京 駅 (10:00) 発 一 一 足利 [ 相 洲 楼 ]( 和 会 席 の ご 昼食 ) 
椅子 席 ] 一 一 〇 史跡 定 利 学 校 (徳川 家康 と も 強い 結び つき が ある 


一 般 の 立ち 入り が 固く 禁じ られ て いる 「 将 軍 着 WS W | ] 日 本 最 古 の 学校 ) 一 一 中 禅 寺 潮 泊 (16:15 頃 ) 
座 の 間 ] に て 特別 祈 裕 を 受け て いた だ きま す 。 還 し ・ [日 本 料理 by ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 」 に て 会 席料 理 


田 昼 | タ 


将軍 芽 座 の 間 


ホテ ル (915 一 ー\O 中 僚 き 彰 ク ルー ジン グーー 
\(@ い ろ は 坂 ) 一 [日光 千姫 物語 湯 波 御膳 の ご 昼食 ) 
_ 2|… 回 量 本日 光 東生 落 座 の 問 で 特別 白 宰 ) 一 
ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 論 計 9 鬼怒 川 温泉 泊 (16:00 頃 

[ ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 」 ブ ラン ド 初 と な る 温泉 大 治 場 を 備え 、 日 光 湯 元 温泉 の 湯 を 満 戻 で き 加 22 伝 統 的 な フレ ンチ を ペー ス と し た 新 交 料 理 5 
ます 。 

氏 秋 の 中 神 寺 湖 を 望む こと が で きる お 部 屋 か ら の 上 望 も お 価 し みく だ さい 


ホテ ル (9:00 軸 一 一 \ ( 代 日 塩 紅葉 ライ ン ) 一 一 \ 〇 マウ ント ジー ンズ 
1 那須 (紅葉 ゴン ドラ に 乗車 ) デー ホテ ル 森 の 風 那須 「 フ ォ ン ター ナ 」 

(イタ リア 料理 の ご 昼食 ) [椅子 席 東京 駅 (17:00 結 ) 着 
國 層 し 


(利用 バス 会 社 ) (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

4 還 宿 泊 :〈1 泊 目 / 栃 木 県 - 中 禅 寺 湖 ) ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 (洋室:・ ツ イン また は キ 
6950 計 2 議 誠 ング 中 禅 寺 052 ※ 選 べ ま せん ) 

② 泊 目 ノ 栃木 県 鬼怒 川 温 泉 鬼怒川 渓 可 (洋室 ツイ ン - 露 天風 呂 付 / 約 59m1) 


ザラ イブ ラリ 記 


鬼怒 川 渓 翠 交 虹 5 


鬼怒 川 の 醍醐 味 と 言え る 温泉 と 、 自 然 の さら な る 融合 を 愉し め る 全 室 鬼怒 川 渓谷 向き * 温 
露天 風呂 付 の リゾ ー ト 。 地 元 食材 に こだわ っ た グリ ル 料 理 と 「 さ ま ざ ま な 炎 の 体感 | を コン 
セプト に し た 居心地 の いい 空間 で 、 鬼 怒 川 な ら で は の 美味 が 満喫 で きま す 。 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 5 日 ( 相 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 全 コ ー ス 番号 :1GGYRO5.Z 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 470.000 幅 600,.000 幅 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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北 陸 中 部 


食 の 秋 大 田原 和牛 ・ 米 沢 生 の 食べ くら べ | ロイ ヤル ロー ド ・ | 計 


南東 北 の 紅 葉 と 名 産生 を 堪能 する 3 日 問 蘭 識 


ーー 


牛 超 本 店 大 田原 牛 ( イ メー ジ ) 
「 大 田原 牛 超 ] が 歳 月 を 重ね て 研究 し 、 た どり つい た 大 田原 牛 。 


較 A5 ラ ンク か つ BIS( 邊 脂肪 交雑 基準 ) 10 以 上 と いう 厳し い 
条件 を 満た すこ だ わり の 牛肉 を ご 電 能 くだ さい 。(1 日 目 昼食 ) 


の 人 ーー シ <C あだたら 山 ロ ー プ ウェ イ ( 秋 頃 ) 呆 沢 中 革 朋 問 PE の 2 光 ) 
例年 9 月 下旬 か ら 山 頂 が 色づき 始め ます 。 ロ ー プ ウェ イ で の 空中 散歩 と 、8 合 目 の 「 薬 師 后 パノラマ パー ク ] ヘ へ 大 正 12 年 より 目利き の 技 が 受け 継が れ て きた 老舗 の 「 米 沢 


ご 案内 し ます 。 (1 日 目 ) 牛 黄 木 」 の 直営 店 。 赤 身 の 中 に 絹 の よう な 加 降 り が 入っ た 
米沢 邊 の ステ ー キ を お 愉し みく だ さい 。 (2 日 目 昼食 ) 


磐 桶 吾 妻 ス カイ ライ ン スケ ジュ ー ル は 入場 級 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 観 光 、\ は 紅葉 の みどころ 
(2 日 目 ) 東京 駅 (8:30) 発 一 一 咽 約 180 分 一 一 「 大 田原 牛 超 本 店 ] (大 田原 牛 


の ご 昼食 ) [椅子 席 品 9 約 120 分 = 一 \ 〇 安達 太良 山 ロ ー プ 
1 | ウェイ ( 片 道 約 10 分 ) 一 磐 樺 熱海 温泉 泊 (17:00 頃 ) 
加代 名 の 食材 地元 の 食材 を 活か し た 和 


「 日 本 の 道 100 選 ] に も 選ば れ て いる 、 全 長 約 
30km の 山岳 観光 道路 。 平 均 標高 1.350m 
の 高地 で 、 吾 妻 小 富 士 、 つ ば くろ 谷 、 天 狗 の 
庭 な どの 絶景 が 広がり ます 。 例 年 9 月 下旬 頃 
か ら 紅 葉 の 見 頃 が 始ま り ま す 。 


口 層 了 
ホテ ル (9:15 頃 ) = 一 〈\ 人 磐 桶 吾 妻 ス カイ ライ ン ) ニー 中 約 165 分 


ーー 一 米沢 「 米 沢 牛 黄 木 金剛 閣 」 (米沢 邊 の ご 昼食 ) | 椅子 席 
= 記 の 〇 上 杉 神社 (「 や ま が た 愛 の 武将 隊 ] が ご 案内 
四季 彩 一 力 ま 生 記 ! か み の や ま 温 泉 泊 (16:00 織 ) 
創業 100 余 年 を 迎え た 老舗 旅館 。 敷 地内 に は 2.000 坪 の 美しい 日 本 庭園 が 広がり ます 。 四季 折々 の 味わい を 愉し お 名 月 蘭 流 和食 会 席 
純 和 風 の 落 ち 着い た 客室 と 、 繊 細 な 味 の 見 た 目 に も 美しい 会 席 の 夕食 を お 愉し みく だ さい 。 國 居 了 


ト テ ル (9:00 頃 ) 一 一 湯元 駅 ママ 々 ィ \ 天 元 台 ロー プ ウ ェ イ (片道 約 6 分 ) 
ィ ? 々 〇 天元 台 高原 ?? イ 湯元 駅 福島 「 岩 代 屋 敷 大 王 」 (和信 
う の ご 昼食 ) [椅子 席 (福島 駅 ) m 申 約 120 分 一 

東京 駅 (19:00 絡 ) 着 


1 


國 居 


< 利用 パス 会 社 ) (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※3 日 目 は 福島 駅 で 離 団 が 可能 で す 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
画 和 泊 :〈1 泊 目 ノ 福島 県 * 可 温泉 ) 民 陣 四季 彩 一 力 ( 和 室 12) 
名 月 荘 詳 弐 ! (2 泊 目 ノ 山 形 県 -・ か み の や ま 温泉 ) 名 月 荘 (和室 リビン グ - 半 用 天風 呂 付 約 55n1 
ー69mf ま た は 和洋 室 ・ 半 露天 風呂 また は 露天 風呂 付 / 約 83mー92m) 
基 連 話 を 正面 に 望む 小高 い 丘 に 促 む 木造 平屋 造り で 、 全 室 テラ ス 付 の 宿 。 
タ 食 は 四季 折々 の 旬 な 素材 を 活か し た 会 席料 理 を お 部 屋 の リビン グ で ゆっ くり と お 愉し み 
くだ さい 。 


NN 靖 理 (イメ ー ジ ) 


マ す 。 
9 1 」 
L 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 8 日 (日 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO6-0 
出発 ・ 到 着地 | 2 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 

es 時 和室 450,000 円 520,000 円 

こ 東京 駅 発着 = 1 > 

=4 < 画 "| 和 460.000m | 530.000 ロ 
| お部屋 の リビン グ と テラ ス の - 例 ie 柏 参 。 地下 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


四季 <% 少 紀行 


支 交 湖 (2 日 目 ) 岸辺 の 水面 に 映え る 紅葉 に 和 染まっ た 山々 と 支 区 清 ブ ルー の 美しい 青 
の コン トラ スト が 絶景 で す 。 


国 全 別 温泉 地獄 谷 (上) 


直径 約 450m の 爆裂 火口 跡 で 登別 温泉 の 源泉 
地 。 岩 丘 の 裂け 目 か ら 火 山 ガ ス が 噴出 し 、 硫 黄 
の 臭い が 漂い ます 。 遊 歩道 が 整備 され て お り 、 
地獄 谷 一 帯 を 約 30 分 ほど 歩い て めぐ り ます 。 


旧 』 神秘 的 な 
ロ 「 支 科 湖 ブル ー」 の 


世界 を 満喫 s 自 ) 


約 4 万 年 前 の 噴火 で で きた カル デラ 湖 で ある 支 較 

効 湖 は 日 本 有数 の 透明 度 を 誇り ます 。 船 の 底 ・ 湖 
部 ・ 水 深 2m に 窓 が 付い た 水中 観光 船 1 で 省 和 し 加 / / 半 
て 「 支 効 湖 ブ ルー」 を 堪能 し ます 。 


支 多 湖水 中 観光 毅 (G@ 守 ジ ) 


昭和 新 中 ど 洞 仙 湖 ( 秋 頃 ) 


有珠 山 ロ ー プ ウェ イ よ り 昭 和 新 山 と 洞爺 湖 (2 日 目 ) 
山頂 駅 脇 の 洞 爺 湖 展 望 台 か ら は 、 洞 苑 湖 や 昭和 新山 の 大 パノラマ が 眼科 に 広がり ます 。 


スケ ジュ ー ル は 入場 紋 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 鈴 光 、\ は 紅葉 の みどころ 


登別 温泉 卿 の 4 種 の 泉 質 の 湯 と 山海 の 幸 を ふ 
ん だ ん に 使っ た お 料理 を 愉し め る お 宿 。 
また 、 最 上 階 の 大 浴場 か ら の 眺め も 見 事 で す 。 


最上 階 の 露天 風呂 雲井 の 湯 」( 秋 頃 ) 


ゃ 」 ーー い / 三 | 
し こつ 湖 鶴 雅 リゾ ー ト スバ パ 水 の 詩 
命 の 源 で ある 水 に 着目 し 、 支 多 湖 の 季節 の 
移ろい を 愉し み 、 癒 し と 健康 を テー マ に し た 
森 と 湖 の リゾ ー ト 。 お 部 屋 は 、 起 天 風呂 付き 
和洋 室 を ご 用 意 い た し まし た 。 お 庭 に 備え 付 
けら れ た 起 天 風呂 で は 、 支 血 湖 の 森 を 眺め な 
が ら の 湯浴み を 存 分 に お 愉し みく だ さい 


〈⑫ 泊 目 〉 


羽田 空港 (9:00 一 12:00) 発 一 人 新 千 歳 空港 一 一 上 〇 新 登別 大 橋 
(紅葉 の 渓谷 に 梨 か る アー チ 橋 ) = デー 〇 登別 地獄 谷 ( 迫 力 の 間欠 
1 | 泉 ) ーー 登別 温泉 郷 泊 (16:30 頃 ) 
回 及 き 玉 登別 の 海 の 幸 ・ 山 の 幸 を ふん だ ん に 使っ た 会 席料 理 
| 


ホテ ル (9:00 頃 ) = 一 導 〇 洞 仙 湖 有珠 山 ジ オ パ ー ク (ロー プ ウ ェ 

| 麓 駅 々 々 タマ ィ ロープ ウェ イ 山 頂 駅 …… 〇 洞爺 湖 展望 台 ィ ィ ィ 

2 駅 ) デー「 ザ ・ ウ イン ザー ホテ ル : 洞 爺 湖 リゾ ー ト & ス パ 」 (フラ ン 
0 ご 昼食 ) 支 交 湖畔 泊 (16:00 頃 ) 

回 7 き 旬 の 食材 を 活か し た 会 席料 理 


問 


| 
イイ 
衣 
ス 


國 居 多 


ホテ ル (9:00 頃 ) =ー 〇 支 物 湖水 中 観光 船 (神秘 的 な 「 支 交 湖 ブ 
う | ルー] の 世界 を 電 能 「 ホ テル ニドム 」 (洋食 コー ス の ご 昼食 ) 
一 新 千歳 空港 一 人 へ 羽田 空港 (17:3019:30) 着 國 居 


〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ※ 航 空 座 席 は 普通 席 と な り ま す 。 
(利用 バス 会 社 〉 北都 交通 ※2 日 目 の 有 珠 山 ロー プ ウ ェ イ 、3 日 目 の 支 勿 湖 ・ 水 中 
観光 船 は 悪天候 な どの 理由 で 欠航 運休 と な る 場合 が ご ざい ます 。 そ の 場合 は 、 
ー プ ウェ イ 、 観 光 船 代金 相当 を ご 返金 いた し ます 。 ま た 、 運 行 の 都合 上 、 船 体 は 掲 
載 画像 と 異な る 場合 が ご ざい ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


ン 北 海道 ・ 登 別 温泉 郷 〉 訪 散 玉 滝 乃家 (内 風呂 付 和洋 室 また は 訓 天 


北海 道 ・ 支 多 湖 畔 7 し こつ 湖 鈴 雅 リゾ ー ト スパ 水 の 計 (温泉 赴 天 風呂 付 
和洋 室 /56 一 63m) 


最大 12 名 


1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 10 日 ( 火 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GG5003P 
出発 ・ 到 基 地 1 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
asu 340.000 下 | 410.000 由 

起 天 風呂 付 和 洋室 | 360.000 円 呈 寺 
往路 新生 歳 空港 合流 15,000 円 引き 

復路 新 千歳 空港 離 団 15,000 円 引き 

添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 し ます 。 


95 


友 の 作 


開業 90 周 年 を 迎え る 上 高地 淀 国 ボテ ル に 宿泊 


柚 池 自然 園 ( 秋 頃 ) 


樹 池 自 然 園 (2 日 目 ) 白馬 三山 を 中 心 と する 山々 と 紅葉 の コン トラ スト を 眺め な が ら 
ガイ ド と 散策 し ます 。 紅 葉 の 見 頃 (例年 ):9 月 下旬 10 月 上 旬 


畔 拘 池 自然 園 og 到 


ゴン ドラ リフ ト と ロー プ ウ ェ イ を 乗り 継い で 
到着 する 、 標 高 約 1.900m の 自然 の 宝庫 、 
樽 池 自然 園 。 
木 道 が 整備 され て お り 、 の ん びり と 散策 を 
愉し むこ と が で きま す 。 


柚 池 回 二 プ ウェ 4( 秋 頃 ) 


較 上 高地 mi) 


上 高地 の 中 心 に 位置 する 河童 橋 。 
梓川 の 水面 と 背 
三位一体 の 風景 が 愉し め ま す 。 


ョ 後 の 穂 高 連 峰 、 そ し て 紅葉 と 、 


旨 部 


2 る 株 よ り 出発 保証 


河 年 橋 ( 秋 頃 )⑥ 上 高地 観光 旅館 組合 


梓川 に か か る 河童 橋 か ら 眺 め る 穂高 連峰 と 紅葉 。 (3 日 目 ) 
紅葉 の 見 頃 (例年 ):10 月 中 旬 ー10 月 下旬 


スケ ジュ ユール  G は 和 場 鶴光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 は 紅葉 の みどころ 


東京 駅 (900) 発 一 一 約 210 分 ニー[ 割 烹 松本 館 」 (和食 の ご 昼食 ) 
1 椅子 記 馬 八 方 泊 (15:30 頃 ) 
信州 の 新鮮 な 素材 を 吟味 し た 創作 フラ ンス 料理 


し 届 力 


ホテ ル (8:30 頃 ) 一 和 池 高原 駅 々 ィ ( ゴ ンド ラ ・ ロ ー プ ウェ イ に て 
紅葉 空中 散歩 ) タッ \ 〇 樽 池 自然 園 ( ネ イチ ャ ー ガ イド と 約 2 時 間 
の の 紅葉 ハイ キン グ ) ツィ 栓 池 高原 駅 一 「 林 檎 舎 | (そば の ご 昼食 ) 
椅子 席 | 一 一 咽 約 180 分 上 高地 泊 (17:00 仙 

連 誠 メイ ンダ イニ ング に て フラ ンス 料理 


國 居 皿 


ホテ ル (8:30 頂 ) ……\ 〇 上 高地 散策 (河童 橋 周辺 を ガイ ド が ご 案内 
グ 約 3 時 間 ) KG 上 高 了 希 国 ホ テル (ご 中 尽 ) 椅子 席 
国語 2 3 日 目 の ご 昼食 は ミー ルフ ー ポ ン を お 渡し し ます 。 
う | 下記 の ⑧① か ら お 好き な メニ ュー を お 選び くだ さい 

⑳@ 伝 統 の ビー フカ レー ⑧ サ ンド ウィ ッ チ セッ ト 〇 ケー キ セ ッ ト 


3,000m 級 の 山々 に 囲ま れ た 北ア ルプ ス の 
山麓 の 杜 に 伴 む お ヨー ロッ パ の シャ トー の よう 
な 重厚 な ホテ ル で す 。 
全 25 室 な ら で は の 行き 届い た サー ビス や 
信州 の 素材 を 活か し た フラ ンス 料理 の フル 
コー ス が 好評 で す 。 


申 』 上 高地 電 国 
還 ホテ ル ② 泊 目 〉 96: 


開業 90 周 年 を 迎え る 日 本 初 の 本 格 的 な 山岳 
リゾ ー ト ホテ ル 。 

現在 の 建物 は 建て 替え られ た も の で す が 、 ス 
イス ・ ア ルプ ス の 山小屋 を 思わ せる 赤い 三角 
屋根 と 、 丸 太 小屋 風 の 外観 は 創業 当時 の 趣 
を その まま に 残し ます 。 
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お 部 屋 の 一 例 


=ー デ 東 京 駅 (17:00 賠 ) 着 
- 遼 選 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エク フス プレ ス ま た は (株 ) km モビ リティ サー ビス 


※ 机 池 自然 園 、 上 高地 で は 徒歩 に て 散策 を し ます の で 、 履 き 慣 れ た 靴 や リュ ッ ク 
サッ クタ イプ の カバ ン 、 帽 子 、 ス ラッ クス な ど を ご 用 意 く だ さい 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
画 宿 泊 :〈1 泊 目 長 野 県 ・ 白 馬 八 方 白馬 リ ゾー ト ホ テ ル ラ ネー ジュ 東館 (洋室 ・ 
デラ ックス ツイ ング 約 42m) ※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。 
〈⑫2 泊 長野 県 ・ ト 上 高地 〉 上 高 世 宙 国 ホ テル ( 洋 ・ ツ イン 30m ま た は 洋 
室 ・ ベ ラン ダ 付 ツイ ング 37m) 
※ 夕 食 時 間 は 二 部 制 と な り 、 お 時 間 の 指定 は で きま せん 。 現地 に て ご 案内 と な り ま す 。 
※3 日 目 の ご 昼食 は 混雑 時 は お 待ち いた だ く こ と も あり ます 。 

最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 11 日 ( 水 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO6-1 
出発 * 到 着地 | 2 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 洋室 (ツイ ン ) 390.000 貴 | 470,000 由 

洋室 (ベラ ンダ 付 ツィ イン) | 400,.000 円 | 480.000 円 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


中 縄 | 九 州 | 中 国 四 国 | 近 二 | 伊勢 志 訂 | 北 陸 | 中 部 | 関東 新湯 還 織 5 


八甲田 ロー プ ウ ェ イ (3 日 目 ) 山頂 か ら 紅葉 の グラ デー ショ ン 


ュー 


2 2 紅葉 の 奥 敗 瀬 渓 流 ( 秋 頃 = ジ ) 80 頃 所 性 ジ ) 

奥 入 瀬 渓 流 (2 日 目 ) 専門 ガイ ド が 渓流 沿い を ゆっ くり と ご 案内 し ます 。 十和田 (2 日 目 ) 紅葉 を 湖上 か ら お 協 し みい た だ き ます 。 

錦 秋 の 北東 北 の 中 で も 早く 色づく 、 スケ ジュ ー ル は 入場 紋 光 、 〇 は 下車 観 光 、@ は 車 窟 観 光 、 は 紅葉 の みどころ 
八甲田 ・ 奥 入 瀬 ・ 八 幡 平 の 紅葉 を 愉し む 東京 駅 (8:3010:30) 発 ==( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 ) ニー 盛 

[八甲田 ロー プ ウ ェ イ 」 や [十和田 湖 施 覧 船 ] な ど 乗 物 か ら 愛でる 紅葉 、 湖 面 に 映る 紅葉 が 絶景 岡 駅 一 \ 〇 八幡 平 大 沼 ( 自 然 探勝 路 を 散策 ) ニー 王 酸 ヶ 湯 温 

と も 言わ れる 「 切 沼 ] な ど 紅 葉 名 所 を ゆっ た り と めぐ り ま す 。 東 北 紅葉 シー ズン な ら で は の 鯉 や 1] | 還 泉 泊 (17:00 妃 ) 

か な コン トラ スト を 様々 な 角度 か ら お 愉し みく だ さい 。 青森 の 旬 の 厳選 素材 を 活か し た フラ ンス 料理 


ホテ ル (9:30 頃 ) 王 一 導 〇 葛 沼 (湖面 に 映る 紅葉 ) 一 \ 〇 奥 
入 瀬 渓流 (専門 ガイ ド が ご 案内 ンプ 約 60 分 ) 一 一 十和田 プリ ン 
2 ス ホ テ ル (広大 な 湖 を 眺め な が ら 洋 食 の ご 昼食 ) | 符 子 席 

休 屋 へ ン 導 〇 十和田 湖 遊 覧 船 (湖上 遊覧 ) へ ン 休 屋 一 一 酸 ヶ 
湯 温 泉 泊 (16:30 頃 ) 


旬 の 食材 に こだわ っ た 会 席料 理 朝 | 昼 || 

4 w ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 導 〇 八甲田 ロー プ ウ ェ イ (山頂 か ら 紅 葉 の 

記 沼 ( 秋 頃 イメ 計 ジ ) 八 幅 平 大 沼 ( 秋 頃 : イ メニ ジ 3 グラ デー ショ ン ) = 一 「 レ スト ラン 山崎 」 (奇跡 の りん ご フル コー ス 
の ご 昼食 ) | 椅子 席 ] 一 一 新 青森 駅 テー( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 ) 


(利用 バス 会 社 〉 三 八 五 バス また は 三 八 五 観光 タク シー また は 弘 南 バ ス 


== ェ 東京 駅 (18:30 一 20:00) 着 國 悦 し 」 


泊 八甲田 ホテ ル ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


八甲田 の 山麓 、 ブ ナ の 森 の 中 に 全 む 洋風 ログ 木造 建築 。 館 内 は 重厚 感 と 共に 温か み を 感じ 皿 宿 泊 〈1・2 泊 目 表 森 県 酸 ヶ 湯 温 泉 ) 記 本 中田 ホテ ル ( 半 室 : ツ イン グ 30nY 
る クラ シカ ル な リゾ ー ト ホテ ル 。 青 AAM 


1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 13 日 ( 金 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :10 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY004-P 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
東京 駅 発着 310,000 円 380,000 円 
往路 盛岡 駅 合流 15,000 円 き 
復路 新 青森 駅 離 団 18,000 円 引き 
大 浴場 (男性 用 ) 添乗 貞 は 1 の 東京 駅 か ら 3 の 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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中 部 関東 新潟 


清津峡 渓谷 トン ネル ( 秋 頃 ・: イ メー ジ ) NN に 

提供 : 公 益 社団 法人 新潟 県 観光 協会 八 芳 上 み 次 鳳 出 図 ! ぐ 涯 松 院 
清津峡 (1 日 目 ) 水鏡 に 映る 圧巻 の 絶景 へ 日 本 三 大 渓谷 に 選ば れる 清津峡 を 堪能 出来 る よう に 、 PT 人 方 昭 み 大 鳳 鳳 図 」 (3 日 目 ) 
建築 家 Ma Yansong( マ ・ ヤ ン ソ ン ) が トン ネル 内 に 巨大 な アー ト 「Tunnel of Light」 を 手掛け 、 希代 の 絵師 ・ 葛 飾 北斎 の 最 晩 年 の 大 作 で す 。 


まる で 上 下 の 感 覚 が 無く な る よう な 不思議 な 空間 を つく り だ し て いる 、 話 題 の 名 所 で す 。 


農 石打 丸 山 展望 テラ ス q 邑 ) 四 洒 ・ え ちご 雷蔵 館 


生コン 、 (2 日 目 ) 
最 * 上 が り [ ザ ・ ヴ ェ ラ > ら 広がる 自然 の 絶景 を お 愉 だ さい 。 
最新 の リフ ト で 上 が り 「 ザ ・ ヴ ェ ラ ンダ 石打 丸山 ] か ら 広 が る 自然 の 絶景 を お 愉し みく だ さい 米どころ 、 地 酒 王 国 の 新潟 で 


創業 1673 年 、 第 4 代 将 軍 徳 川 
家綱 公 の 時 代 よ り 酒造 り を し 
て いる 玉川 酒造 の 見 学 と 試飲 
を ご 案内 いた し ます 。 


イメ ニ ジ 
で 到 川 酒蔵 


に 


人 Pーe スケ ジュ ユー ル っ は 場 級 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 記 欠 光 、 は 紅葉 の みどころ 
の 5 人 ゆっ くり 看 発 | 京 駅 (10:30ー12.30) 発 = デ ( 東 北新 電線 グリ ー ン 
も ) mm 越後 湯沢 駅 一 一 \ 〇 清津峡 (パノラマ ステ ーション ) = ニー 
1 \ 〇 石打 丸 ・ ザ ・ ヴ ェ ラ ンダ 展望 テラ ス ( 世 界 最新 鋭 の ゴン ドラ 


っ ュー 間 で 眺め の 良い 展望 所 へ ) 王 一 南 魚沼 市 泊 (16:30 需 ) 
「yUgon( 龍 言 ) 陸 誠 回 2 雪国 ガス トロ ノミ ー・ 山 の 恵み や 雪国 に 欠か せな い 食 材 、 


新潟 を 代表 する 名 旅館 ・ 龍 言 が 装い 新しく ryugon と し て 生ま れ 変 わり まし た 。 魚沼 産 コ シ ヒ カリ と 地元 の 食材 を 使っ た お 料理 圏 昼 | 
雪国 を 感じ る 古 民家 ホテ ル と し て 、 土 地 の 自 然 と 人 、 生 き 物 と ゆっ くり と 育ん で きた も の を ホテ ル (10:00 頃 〇 玉川 酒蔵 ・ え ちご 雷蔵 館 (酒蔵 蔵元 で 見 


大 切 に 感じ て いた だ ける お 宿 で す 。 


う 学 と 試飲 ) 一 [越後 十日町 小嶋 屋 」 (へ ぎ 蕎 麦 の ご 昼食 ) 

椅子 席 〇 福島 棚田 の 奥志賀 高原 泊 (16:00 頃 ) 
罰 4 ま 参 イツ リア 料理 國 居 図 

ホテ ル (9:00 頃 )ーー 〇 岩松 院 (北斎 の 鳳 風 図 ) デー 〇 小布施 の 町 ・ 
由 散 策 一 一 「 メ ゾン ド ・ ナ チュ ー ル 」 (小布施 食材 を 使っ た フレ ン 
チ の ご 昼食 ) | 椅子 席 ] 一 一 長野 駅 テー テ ( 上 越 ・ 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 
車 ) == 東 京 駅 (17:3019:30) 藩 朝 昼 


ン 1 (利用 バス 会 社 〉 越 後 交通 ※ 清 津 峡 は 片道 750m 程 歩き まま す 。※ 中 学生 未満 
SpaMMSMA0SMMI の お 客 様 の ご 参加 は 遠慮 くだ さい 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


ュ ン 


外観 Gryugon 


ーー 5 画 宿 泊 :〈1 泊 目 新 潟 県 ・ 南 魚沼 市 〉ryugon ( 龍 言 ) (洋室 ・ ヴ ィ ラ ・ ス イー トノ 55ni 
岡 ホテ ル グラ ン フ ェ ニ ックス 奥志賀 k 記 5 〈2 泊 目 ノ 長野 県 ・ 興 志賀 高原 ?》 ホ テル グラ ン フ ェ ニ ックス 奥志賀 (洋室 ・ デ ラッ ク 
ー ス ツ イ ン ノ 53mi、 最 上 階 ツ イン ン 42n1 ※ お 部 屋 は 選べ ませ ん ) 
都会 の 喧騒 を 離れ 、 EMR (人 還 半 思 な 標高 約 1.500m の 奥志賀 の 大 自然 の 


中 で 優雅 な 時 間 を お 過ごし くだ さ 最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 16 日 (月 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS002-S 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
東京 駅 発着 330,000 円 390,000 円 
往路 越後 湯沢 駅 合流 5,000 円 引き 
復路 長野 駅 離 団 10.000 円 引き 


露天 風呂 ( 秋 頃 ) 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


性 | ァ イ ヤ ル ロ ー ド ・ 
プレ ミア ム 


秋 高 し みち の く 紅 業 の 中 を 走り ゆく 5 日 較 


IN で ん 


8 


い 


大 谷川 の 浸食 に より 成立 し た 高 100m の 断 央 絶壁 が 
2.5km に わた っ て 続く V 字 峡谷 が 紅葉 に 覆 わ れる さま 
は 圧巻 で す 。 (4 日 目 ) 


十和田 清 か ら 流出 する 唯一 の 川 。 滝 ・ 渓 流 、 娠 や コケ と の コラ ボレー ショ ン は 絶景 で す 。 (2 日 目 ) [アス ピー テ 」 と は 搬 を 伏せ た よう な 形 の 火 過す 名和 
で 、 八 幡 平 を 横断 する 全長 約 27kmm の ドラ イブ ウェ イ 。 
秋 に は 全国 で も 有数 の 紅葉 ルー ト と な り ま す 。 (3 日 目 ) 


剛 | 紅葉 に 彩 られ た みち の く 、 赤 ・ 黄 ・ 欄 一 緑 の グ ラ デ ー スケ ジュ ー ル は 入場 級 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 観 光 、\ は 紅葉 の みどころ 


山 、 渓 流 、 滝 、 湖 と 色づい た 木々 と が 織り な す 光 景 
は 錦 秋 と いう 言葉 が ふさ わし く 、 ま さ に 絶景 。 
移動 の 道中 も 秋色 に 染まる 東北 を ラグ ジュ アリ ー 
バス の 車窓 か ら お 愉し みく だ さい 。 


ショ ン の 中 を ラグ ジュ アリ ー バ ス で 駆け 抜け ます 東京 駅 (00 一 1000) 発 ==( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 ) ニー 
の 1 | 新 青森 駅 ー\ 〇 八甲田 ロー プ ウ ェ イ ーー\@ 城 ヶ 含 大 橋 ( 紅 
5 日 間 で 東北 の 紅葉 の 名 所 を めぐ り ま す 。 | 業 の 絶 果 ポ イン |) 一役 温泉 (100 


() | 回 雪 維 葬 句 の 食材 に こだわ っ た フラ ンス 料理 [ 八 四 田 キュ イジ ー ヌ ] 

男 較 | 夕 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 \ 〇 奥 入 瀬 渓流 散策 (ガイド 案 内 に よる 散策 
2 | プ 約 60 分 ) ニー\ 〇 十和田 湖 遊 覧 船 一 一 「 と わ だ こ 人 遊 月 ] (ヒメ マス 


08 を 含 お 入 の ご 昼食 ) | 椅子 席 |= 一 安比 高原 泊 (16:30 妃 ) 

( 水 ) | 加計 葬 和食 また は フラ ンス 料理 (前 日 に 添乗 貞 に ご 希望 を お 知 
ミ ー ら せ く だ さい ) 囲 司 四 
八甲田 ホ テル 対 記 % ホテ ル (10:00 仙 )…… タ ィ \ 〇 前 森山 スカ イデ ッ キ シィ ……ANA 


う | イン ター コン チ ネ ンタ ル 安 比 高 原 リゾ ー ト 「 白 露 」 (フラ ンス 料理 の 
ご 昼 良 ) 昌和 人 @ 八 幡 平 ア スピ ー テ ライ ン ン 八幡 平 樹 
温泉 泊 (16:00 候 ) 
人 里 の 旬 を 味わう " 佳 松園 会 席 * 國 層 較 


罰 了 ホテ ル (9⑨:00 軸 ーー 〇 0 子 上 散策 古川 「 古 梅 荘 ] に て 和食 の ご 


八甲田 の 山麓 、 ブ ナ の 森 の 中 に 伴 む 日 本 最大 級 の 
洋風 ログ (丸太 ) 建築 の ホテ ル 。 
ゆっ た り と な が れる 時 を お 過ごし くだ さい 。 


泊 | * ヽ 昼食 椅子 届 避 指 定 名 勝 ・ 秋 保 大 滝 一 一 秋保 温泉 (1700 届 ) 
財 績 | 4 il 器 軸 9 

ANA イ ンタ ー コ ンチ ネ : 0 共生 を 基本 と し た 日 本 料 回 因 

の 5 | ホテ ル (900 頂 ) 一 一 会 津 若松 「 割 烹 田 季 野 ] (わっ つ ぱ 飯 を 含む 和信 

イン ター コン チ ネ ンタ ル ・ ブ ラン ド の 中 で も ワン ラン iy| の ご 昼食 和子 席 0 

ク 上 の クラ ブイ ンタ ー コ ンチ ネン タル 仕様 と な っ て 男 中 二 NUSGO 便 。  。  。  。 、 玩 販 中 


お り 、 ク ラブ ラウ ンジ も ご 利用 いた だ け ま す 。 
「 安 比 の 自然 と の 一 体感 | を コン セプト に し た 客室 
で の ご 滞在 を お 愉し みく だ さい 。 


花巻 温泉 佳 松園 訪 E 


県 木 の 南部 赤松 に 囲ま れ た 、 新 数 寄 屋 造り の 建物 上 
の 純 和 風 旅館 。 

中 庭 で は 毎晩 稀 火 が 訂 か れ 、 幻 想 的 な 雰囲気 に 包 
まれ ます 。 


回 | 泊 穫 寮 宗 園 (4 泊 目 〉 


台 の 奥 座 敷 ・ 秋 保温 泉 に 他 む 南東 北 屈指 の 名 旅 
能 と いわ れる 純 和風 琶 理 築 の お 人 
ご 夕食 は みち の く の 素 材 を 懐石 料理 で お も て な し 
し ます 。 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 
Ni 

玉 宿 泊 :〈1 泊 目 県 ・ 酸 ヶ 湯 温泉 族 設 王 八甲田 ホテ ル (洋室 ・ ツ ソイ ング 約 30m) 
〈⑫2 泊 目 岩 手 県 HI が 和 キ MM Wa (プレ ミ 
アム ツイ ング 約 68m) 〈3 泊 目 岩 手 県 ・ 花 巻 温泉 ) 語 革 記 花巻 温泉 佳 松 園 (和室 ま 
た は 和室 ・ 半 露天 風呂 付 ま た は 和洋 ) (4 泊 グ 宮 城 県 ・ 秋 保温 泉 〉 茶寮 宗 園 (離れ ・ 
露天 風呂 付 和室 ) ※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 儲 復 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 17 日 () 


T 


路 大 風呂 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あ た り ) 人 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO6-2 
出発 * 到 着地 | 3 泊 目 部 屋 タイ プ 2 名 1 室 1 名 1 室 
和室 790,000 貴 | 960,.000 由 
東京 駅 発着 | 和室 ・ 半 露天 風呂 付 | 800.000 円 | 970.000 由 
和洋 室 810,000 貴 | 980,.000 中 
往路 新 青森 駅 合流 20.000 円 引き 

Mg 浅 乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 5 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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秋 の 胃 骨 柄 高原 ホテ ル 2 連 泊 


裏 骨 桶 高原 ホテ ル の ろ ヌ ラズ か ら の 眺め ( 秋 頃 ・ イ 條 ー ジ ) 


間 ミミ 党 の 五色 沼尾 沙門 沼 の カ 玉 デ 紅 葉 ( 秋 頃 : イ メー ジ ) 
五色 沼 ・ 昆 沙門 沼 (1 日 目 ) ミシュ ラン ・ グ リー ン ガ イド 1 つ 星 認定 。 訪 れ た 人 を 魅了 する 景観 で す 。 鶴 ヶ 城 (2 日 目 ) 赤 瓦 に 改修 され た 鈴 ヶ 城 。 


スケ ジュ ー ル は 場 遍 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 観 光 、 は 紅葉 の みどころ 
東京 駅 (8:00-11:00) 発 =( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 )== 郡 
山 駅 ーー「 四 季 彩 一 力 ] (和食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 導 〇 五色 
沼 ・ 昆 沙門 沼 一 一 上 桶 高原 泊 (16:00 頃 
ご 到着 後 、 ホ テル 敷地 内 「 弥 六 沼 ] 散 策 や 館内 で お くつ ろ ぎ く 
きき WN。 
四 錠 4 天 東 磐 桶 高 原 ホ テル 「 ダ イニ ング 毅 桶 ] で フレ ンチ 

地元 産 有 機 野菜 や 東北 ・ 福 島 ブ ラン ド の 素材 を 使用 し 、 フ レン 
チ な ら で は の 技法 で 東北 の 魅力 を 表現 し た コン テン ポラ リー な 
フレ ンチ フル コー ス 較 昼 | 夕 | 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 間食 磐 桶 山 ゴ ー ル ドラ イン = 一 剛 〇 鶴 ヶ 
城 一 一 「 割 烹 田 季 野 」 (会 津 郷 土 料理 の ご 昼食 ) [椅子 席 
〇 野口 英世 記念 館 一 一 頑 桶 高 原 泊 (15:30 頃 ) 
四 錠 4 参 東 磐 桶 高 原 ホ テル 「 ダ イニ ング 衣 桶 」 で 和食 会 席 
裏 磐 桶 の " 秋 " を 感じ て いた だ ける よう に 旬 の 食材 を 色 鮮 や か 
に 演出 し ます 。 こ の ホテ ル で し か 味わう こと の で き な い 日 本 料 
理 の 神 籠 を ご 堪能 くだ さい 。 國 層 了 


っ ホテ ル (11:00 頃 )= ニ 郡山 駅 ーー( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 )=ー 
東京 駅 (12:00 一 15:00) 着 國 ] 


(利用 バス 会 社 福 島 交通 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 福 島 県 ・ 欄 高原 〉 履 医 裏 磐 桶 高 原 ホテ ル (洋室 ・ 警 桶 山 側 ・ ツ イン 
36m) 


回 | 着 烹 田 季 野 (2 上 RT 


実り 豊か な 会 津 の 四季 を 奏で る よう な 卿 
土 料理 を お 愉し みく だ さい 。 


割烹 田 季 野 % 條 鋭 


李 隅 いこ へ uS 


裏 骨 桶 の 静か な 自然 の な か に あり 、 上 質 な リゾ ー ト ライ フ を お 愉し みい た だ ける ホテ ル で す 。 
開放 感 た っ ぷり の 展望 露天 風呂 か ら は 、 四 季 折 々 に 変化 する 裏 磐 桶 の 絶 罰 が 望め ます 。 
御 夕食 は 地元 産 の 素材 に 拘っ た フラ ンス 料理 や 日 本 食 を お 愉し みく だ さい 。 


1 名 参加 可能 | / 添 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 25 日 ( 水 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS002-T 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
東京 駅 発着 240.000 ロ 290.000 ロ 
往路 郡山 駅 合流 10.000 円 引き 
復 牙 郡 山 駅 離 団 10.000 円 引き 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 作 


東北 か ら 


間 還 還 。 ニ 。 杖 公 に 染まる 太 色 c 出 会 旅 。 
陣 館 へ 紅 全 の 名 所 を 聞 る 5 日 問 


東 北 | 北海 首 


まま デー まぐ - 
鳴子 峡 (2 日 目 ) 五 生 郭 タワ ー (4 日 目 ) 暫 選 見 時 公園 8 日 上 
変化 に 富ん だ 峡谷 を 紅葉 が 鮮やか に 彩り ます 。 見 事 な 紅葉 を 見 る こと が で きま す 。 北海 道 唯一 の 国 指定 文化 財 庭園 。 紅 葉 が 美しい 名 所 で す 。 
還 見 頃 を 迎え る 東北 と 函館 の 紅葉 を 5 日 間 か け て 巡り ます 。 スケ ジュ ー ル っ o は 入場 観 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 交 は 紅葉 の みどころ 
色づい た 紅葉 を 、 様 々 な 角度 か ら お 個 し みい た だ け ま す 。 ー 
ーー EE 上 東京 駅 (8:009:30) 発 ==( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 ) = 仙台 駅 
1 [伊達 懐 石 雲 外 」 (精進 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 ]…… 
| \ ひ 〇 円 通 院 (4 つの 庭園 と 紅葉 の 競演 ) 一 一 〇 松島 遊覧 般 
代 | 仙台 市 内 泊 (17:00 頃 ) 
2 きま 参 中 国 料理 圏 太 | 
2 ホテ ル (9:30 頃 ) 王 一 \ 導 @ 〇 鳴子 峡 一 一 古川 「 古 梅 荘 」 (和食 の ご 
10728 ミコ 椅子 局 = デ デ 花 巻 温泉 泊 (17:00 頃 ) 
) | 読 人 旬 を 映す 会 席料 理 國 層 釣 
:10 月 中 旬 一 1 1 月 下旬 う ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 盛岡 駅 テー( 東 北 ・ 北 海道 新幹線 グリ ー ン 
了 ー 』 車 )== 新 函館 北斗 駅 一 \@ 〇 函館 七 飯 ゴン ドラ ーー 函館 大 
峡 :10 月 下旬 11 月 上 旬 本 郭 公園:10 月 中 旬 一 1 1 月 上 包 9 aeooa 6 RI 
@ 函 館 七飯 ゴン ドラ :10 月 上 旬 一 岩 8 10 て 11 月 上 8 
MS | | 衣 厳 選 し た 旬 の 食材 を 使っ た 創作 料理 較 
ホテ ル (10:00 頃 ) 一 一 \@⑳ 〇 大 沼 湖 ・ 小 沼 湖 遊 覧 フク ルーズ ーー 
花巻 温泉 佳 松園 ME 4 | 「 富 茂 全 (会 席料 理 の ご 昼食 ) [和子 扇 一 -\@O 〇 五 策 郭 タ 
県 木 「 南 部 赤松 ] に 団 ま れ た 新 数 寄 屋 造り の 純 和 購 旅 館 。 美 肌 の 湯 と 呼ば れる 泉 質 の 温泉 と 103| フワ ーー 湯 の 川 温泉 泊 (16:00 細 ) 
こだわ り の 素材 に 手間 を か けた 心 尽く し の 会 席料 理 を ご 堀 能 く だ さい 。 (| 人 北海 道 ・ 青 森 の 食材 を 多く 取り 入れ た 和洋 会 席料 理 
と 國 層 多 
5 | ホテ ル (10:00 頃 )ーー ③ 〇 見 晴 公園 ・ 旧 岩船 氏 庭 園 (香寺 園 ) 
10731 =「 は こ だ て 鮨 金 総 本 店 ] (寿司 の ご 昼食 ) [椅子 席 団 館 空 
W) | 港 - へ 羽田 空港 (16:00-19:00) 着 國 悦 (」 
(利用 予定 航空 会 社 yJAL ま た は ANA ま た は AIRDO ※ 航 空 座席 は 普通 席 と な り 


露天 風呂 ( 秋 頃 ) 


泊 函館 大 沼 鶴 雅 リゾ ー ト エ プ イ 陸 誠 ) 
道 南 ・ 大 沼 の 地 の 豊 か さ を 楽 し め る オー ベル ジュ 「 エ プイ ] は 五感 の すべ て が 満た され る よう 
な ロケ ーション 。 厳 選 し た 旬 の 食材 を 使っ た 創作 料理 を お 愉し みく だ さい 


mr 
EE 


望 楼 NOGUCHI 函 館 区 加 
350 余 年 の 歴史 を 持つ 、 函 館 湯 の 川 温泉 。 大 人 が 寛げる 場所 を 追求 し た スタ イリ ッシュ ホテ ル 。 
展望 風呂 付 の お 部 屋 で 湯浴み を お 愉し みく だ さい 。 

まま ー 


ます 。〈 利 用 バス 会 社 〉 [1 一 3 日 目 ] 岩 手 県 北 自動 車 また は 東日本 交通 また は 花 


巻 観光 バス また は ファ ミリ ー 観 光 ま た は 仙 塩 交通 、[3 一 5 日 目 ] 函 館 タ クシ ー 株 


式 会 社 函館 帝 産 バス ※23 日 目 、 盛 岡 駅 か ら 新 函 館 北斗 駅 まで の 新幹線 で の ご 
移動 時 、 お 荷物 は ご 自身 で の ご 移動 と な り ま す 。 ポ ー タ ー サ ービス は ご ざい ませ ん 。 
予め ご 了承 くだ さい 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読 みく だ さい 。 

田 宿 泊 :〈1 泊 目 プ 宮城 県 ・ 仙 台 市 内 〉 仙 台 ロ イヤ ル パ ー ク ホテ ル (洋室 ・ ラ グ ジ ュ ア 
リー ツイ ング 37m) 

〈2 泊 目 岩 手 県 花巻 温泉 〉 訪 衣 亡 花巻 温泉 佳 松園 (和室 また は 半 露 天風 呂 付 
和室 ) 

⑬ 泊 目 北 海道 ・ 函 館 大 沼 〉 函 館 大 沼 鶴 雅 リゾ ー ト エ プ イ (洋室 ・ ツ イン ・ 露 天風 
呂 付 /28m) 

〈4 泊 目 北 海道 湯 の 川 温泉 〉 望 楼 NOGUCHI 函 館 (和洋 望 風呂 付 60m) 


最大 16 名 


出発 日 2023 年 10 月 27 日 ( 金 ) 


信 復 宅配 付 


ささ 


1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYO04-C 
出発 - 到 着地 | 2 泊 目 部 屋 タ ライ アプ | 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発 ・ 和室 530,000 円 | 620,000 円 
羽田 空港 着 | 半 路 天風 呂 付 和 室 | 540.000 円 | 630,000 円 

往路 仙台 駅 合流 10.000 円 引き 

復路 困 館 空港 訂 団 15,000 円 引き 

添乗 員 は 1 日 目 の 東 京 駅 か ら 5 日 目 の 羽 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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美濃 うだ つの 上 が る 町 並み (1 日 目 ) 
ーー の 江戸 時 代 の 様相 が 残り 、 国 の 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 
| 地区 に 選 JMA 


7 


誠二 6 


九頭竜 湖 (2 日 目 ) 豊か な 自然 に 恵まれ た 山 紫水 明 の 岐阜 、 福 井 の 美 濃 街道 治 い の 古き 町 並み を 散策 し 、 
紅葉 の 名 所 「 九 頭 竜 湖 ] を ドラ イブ 。 色 づく 紅葉 を 車窓 より ご 堪能 くだ さい 。 (例年 の 見 頃 :10 月 中 旬 一 1 1 月 中 旬 ) 


越前 大 野 寺町 通り (2 日 目 ) 北陸 の 小 京都 。9 つ の 宗派 、 
16 か 寺 が 並ぶ 城下 町 大 野 を 代表 する 町 並み 。 


スケ ジュ ー ル は 和 場 紋 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 は 紅葉 の みどころ 


東京 駅 (7:30-8:30) 発 =ー( 東 海道 新 幹線 グリ ー ン 車 )=ー 名 古屋 
駅 一 一 〇 美濃 うだ つの 上 が る 町 並み 散策 (ガイ ド が ご 案内 ) …… 
1 |「 の どか の 味 処 みや ちか ]」 ( 鮨 の ご 昼食 ) ーー 〇 郡上 八幡 町 並み 
散策 (ガイ ド が ご 案内 ) 王 郡 上 八幡 泊 (16:30 需 ) 


越前 和紙 懐 居 石 と 越前 伝統 工芸 「 匠 の 技法 ] 
越前 打 刃 物 を 見 学 (3 到 ) 


歴史 ある 町 並み の 一 角 に 伯 お 老舗 料亭 お 
りょう り 京町 萬 谷 で 、 越 前 市 の 「 越 前 和紙 」 
を 使用 し た 越前 和紙 懐石 を ご 堪能 くだ さい 。 


また 、 越 前 打 刃 物 の 最高 話 と 言え る 「 龍 泉 丸 回 4 了 閣 上 の 食材 を 生か し た 季節 の 和 人 口 悦 図 
物 」 の 工房 へ ご 案内 し ます 。 ー - ー 
※ 和 紙 懐 石 は 食材 や 使う 和紙 な ど が 季節 に ホテ ル (9:30 頃 ) 王 一 遂 亀 九 頭 竜 湖 一 一 越前 大 野 「 料 理 茶屋 寿 楽山 」 


よっ て も 変わ り ま す 。 


2 (越前 そば の ご 昼食 ) | 椅子 席 |…… 〇 越前 大 野 城下 町 散策 (ガイ ド 
ご 案内 ) 一 永 平 寺 ) (16:30 央 ) 

情 4 参 季節 の 食材 ・ 地 元 の 食材 を 使用 し た 精進 料理 國 司 較 
文 ご 希望 の 方 は 、 永 平 寺 に て 「 朝 課 ( 朝 の お つと め )」 に ご 参加 いた 
だ け ま す (4:00 頃 一 ) 
うっ ホテ ル (9:00 頃 ) …… 〇 永平寺 参拝 一 一 〇 龍泉 刃物 (伝統 「 越 前 丸 


物 」 見 学 ) 一 一 「 お りょう り 京町 萬 谷 」 (越前 市 京町 の 料亭 で 食す 越 
前 和紙 懐石 の ご 昼食 ) | 椅子 席 金沢 駅 (北陸 新幹線 グリ ー 
ン 車 )=ー 東 京 駅 (18:00 一 21:00) 着 較 悦 [ 」 
〈 利 用 バス 会 社 〉 岐阜 乗合 自動 車 
※ 徒 歩 で の 観光 が 多い コー ス で す 。 歩 きやすい 服装 で ご 参加 くだ さ 
※ 永 平 寺 で は 法要 や 行事 の 関係 で 、 内 容 が 大 きく 変 7 衝 さ が 6 店 
頭上 に 八幡 城 、 眼 下 に 城下 町 郡上 八幡 を 眺 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 謗 み くだ さい 。 
こ 位置 し 、 
NM 2 画 宿 泊 :〈1 泊 目 上 岐阜 県 郡上 八幡 〉 [カジ ュ ア ル ] 郡上 八幡 ホテ ル 積 翠 園 (洋室 ・ デ 


元 食材 を 中 心 と し た 奥 美 濃 の 郷土 料理 を お 
愉し みく だ さい 


ラッ クス ツイ ン ン 47m) ※ 大 浴場 は ど ざ いま せん 。 
〈⑫ 泊 目 ノ 福井 県 ・ 永 平 寺 〉 永平寺 親 禅 の 宿 柏 樹 関 (和洋 室 /40m) 
※ バ スタ ブ 無 し (シャ ワー ブー ス の み ) 、 大 浴場 が ご ざい ます 。 


最大 16 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 29 日 (日 ) 


還 隊 計 建物 に は 永平寺 の 敷地 内 
か ら 切 り 出 し た [永平寺 杉 」 を 使用 し て いま す 。 


ご 旅行 代金 おぉ 1 人様 あたり ) 、@ 最 少 催 行人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGS003.N 


お 食事 は 永平寺 が 監修 し た 精進 料理 を 味 わ 出発 到着 地 2 名 1 室 名 1 室 
うこ と が で きま す 。 ま た 、 ご 和希 望 の お 客 様 に 一 
は 朝 の お つと め な ど 、 禅 に 関す る 体験 に ご 参 kk 270.000 相 300.000 
加 い た だ け ま す 。 往路 名 古屋 駅 合流 10.000 円 きき 

復 中 金沢 駅 団 10.000 円 きき 
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添乗 具 は 1 東京 駅 か ら 3 


東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


1 宿場 町 。 ノスタルジー な 世界 が 広がり ます 。 


石 時 が 敷 か れ た 坂 に 沿 


宿 (2 日 目 ) 


が が 沢 目 誰 休業 林 で 紅 東 の 中 MAP 


(2 日 目 ) 


日 本 三 大 美 林 の ひと つ で あ 
る 赤沢 自然 休養 林 に は 、 樹 齢 
300 年 を 超え る ヒノ キ が 林立 
し て いま す 。 ト ロッ コ 列 車 の 
be 美しい 紅葉 を ご 覧 
くだ さ 


泊 | ホテ ルイ ン デ ィ ゴ 犬 山 有 楽 全 5 


回 プン の 犬山 城 に 近接 し 、 茶 室 

「 如 庵 ] を 敷地 内 に 擁する 、 二 つの 国宝 に 彩 
られ る 稀有 な ロケ ーション に ある ホテ ル 。 
施設 内 に は 、 犬 山 の " ネ イ バ パー フッド "な 雰 囲 
気 が 感じ られ る 、 地 元 職人 の 手 に よる 工芸 品 。 
や 家具 を 設置 され て いま す 。 


1 
財 
因 


つた や 季 の 宿 風 里 芝 


標高 1.200m に ある 長野 県 木曽 町 の 開田 高原 。 四 季 折 々 で 変化 する 自然 が 取り 囲む 一 軒 宿 。 
MANUEeS0cule な え 、 旅 人 の 心 を 癒し て くれ ます 。 


中 


「wz 


部 


奈良 井 宿 (3 日 目 ) 


犬山 城 (1 日 目 ) 


四 百 年 の 歴史 を も つ 、 日 本 最長 の 
訓 場 町 。 今 で も 当時 の 町 並み が ご 覧 いた だ け ま す 。 


- 犬山 城 (⑭ 頃 スー ジ ) 


室町 時 代 の 天文 6 年 (1537) に 建て ら 
れ 、 天 守 は 現存 する 日 本 最 古 の 様式 で す 。 


固 BYAkU Narai[ 語 | G 昌 上 


2021 年 8 月 に 開業 し た BYAKU 
Narai の レス トラ ン 。 


奈良 井 宿 の 気候 ・ 風 土 が 育 


ん だ 


食材 、 そ し て 地域 の 人 々 に よっ 


受け 継が れ た 生 
、 現 在 的 解釈 を 加え な が ら 、 新 


き 


活 文化 を 紐 解 


た な 食 体験 を 提供 し ます 。 


スケ ジュ ー ル は 和 場 紋 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観 、 


は 紅葉 の みどころ 


ゆっ くり 出発 


東京 駅 (10:00 一 11:00) 発 ==ー( 東 海道 新幹線 グ ! 


生生 


駅 


〇 


楽 苑 


BI 6:45 頃 ) 


2 ホテ 


し 内 レス トラ ン 


こ て 北 欧風 創作 洋 人 ( 


〇 国宝 犬山 城 一 一 犬山 


も J| 


ト テ ル (9:00 頃 ) ニ 一 路 約 


「 ま ご め や ] (蕎麦 の ご 


120 分 一 一 


mm 約 
泊 (17:00 頃 ) 


然 休養 林 ( ト ロッ コ 列 


車 ) 一 一 開 


出 避 原 


2 木曽 開 


良 材 と 各地 の 旬 の E 


〇 馬籠 宿 ( ガ イド 付 散策 ) 
〇 赤沢 


材 を 組合 


せ た 「 自 然 流 新 菜 野 料 理 


國 居 釣 


う 


ホテ ル (10:00 頃 ) 


Narai「 富 (くら )] ( 創 1 
央 本 線 特 妨 


※ 


椅子 松本 ! 
17:30 一 19:30) 勘 


ロロ 


ど 昼 


き 


〇 奈良 井 宿 (ガイド 付 散策 ) プ BYAKU 
E 料 理 の ご 昼食 ) 
RA グリ ー ン 車 )=ー 新 宿駅 ( 
NYC 自動 車 (株 ) 
ー 部 ジビエ が 含ま れる 場合 が あり ます 。※ 


駅 テー( 中 
國民 


良 メ ニュ ー に は 季節 に より 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さ 


猪 な 


い 。 


田 宿 泊 :〈1 泊 
山城 ビュ ー プ 
※ シ ャ ワー ブー ス の み の お 部 


(0@ 


愛知 県 ・ 犬 山 市 


3〉 ホ テ / 
ミア ムツ イン グ 35mi) ※ ハ リウ ッ ド ツイ ン と な り ま す 。 


犬山 有楽 苑 ( 洋 


ョ 大 


ン デ ィ 


屋 と な り ま 


す 。 大 浴場 を ご 利 


くだ さい 。 


泊 目 ン ] 


長野 県 ・ 開 


高原 〉 つ た や 季 の 宿 風 里 ( 和 室 ) 


最大 12 名 


1 名 参加 可能 


添乗 貞 同 行 


出発 日 2023 年 10 月 30 日 (月 ) 


復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGS002-U 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
東京 駅 発 ・ 新 宿駅 着 300,000 円 370,000 円 
往路 名 古屋 駅 合流 10,000 円 引き 
復路 松本 駅 離 団 10.000 円 引き 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 新宿 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 休日 
日 本 が も っ と も 美しく 華やか に 彩 ら れる 季 


紅 業 が *# 秒 ンジ る 日 本 大 用 了 


(4 征 目 串 0 月 頃 ) 


東日本 が 最も 美しく 華やか に の 0 を ラグ ジュ アリ ー バ ス で 巡り ます 
負 絹 の 奥 入 瀬 肖 流 を は じ め と する 日 本 を 鬼怒 川 肖 避 計 


代表 する 東北 の 紅葉 名 所 を た どり 、 雄 大 
な 北海 道 まで … si 
還 に つの ei の 挨 川 渓谷 向き 温泉 加 天 風呂 付 の 59m の 客室 を ご 用 意 。 
2 07 の タ 食 は 「 さ ま ざ ま な 災 の 体感 」 を コン セプト に し た 居心地 の いい 空間 で 、 地 元 食材 に 
8 こだわ っ た グリ ル 料 理 の 怒 川 な ら で は の 美味 が 満 舌 で きま す 。 


だ さい 


1 例年 の 紅葉 見 


@ 旧 子 峡 :10 月 下旬 一 11 月 上 旬 

@ 十 和田 湖 :10 月 中 旬 一 10 月 下旬 1 渓流 10 月 下旬 一 1 1 月 上 旬 
め 弘 前 公園 :10 月 下旬 一 11 月 上 旬 五 本 郭 :10 月 下旬 一 11 月 上 旬 
@ 大 沼 公園 :10 月 中 旬 一 10 月 下旬 Ba 


茶寮 宗 園 馬 品 EM 


仙台 の 奥 座 敷 ・ 秋 保温 泉 に 仔 む 南東 北 屈指 の 名 旅館 と いわ れる 純 和風 数 寄 屋 造 り の 
お 宿 。 プ ライ ベー ト 感 あふ れる 離れ の 客室 を ご 用 意 し まし た 。 


お 部 屋 の 計 例 


ゝ 
恋 洞爺 湖 鶴 雅 リゾ ー ト 沈 の 宙 泊 ) 


望 楼 NOGUCHI 函館 ( 泊 ) 


奥 入 瀬 渓流 ・ 十 和田 湖 


# 
大 温泉 佳 松園 泊 ) 花巻 温泉 佳 松園 放送 


直 太 康 出 の 紅葉 と ロニ プ ウ ェ イ 県 木 の 南 部 赤松 に 囲ま れ た 、 新 数 寄 屋 造り の 建物 の 純 和風 旅館 。 
還 に の 3 e 中 居 で は 毎 上 火 が 淡 か れ 、 紀 起 09 な 時 氏名 まれ ます 。 


料理 (イメ ニ ジ 誕 


鬼怒 桶 岩 大 再 橋 
和 川 渓 叶 ( 泊 ) 


燃 桶 岩 大 吊橋 (1 昨 目 : 秋 頃 ) 


/ 東京 か ら 
104 


H 国 ・ 四 近 毅 | 伊勢 志摩 | 北 図 mm 証 唱 旨 関東 新潟 | 東 北 | 北海 道 


東日本 の 紅葉 の 名 所 を 巡る “" 陸 の クル ー ズ " 「 


ィ イ ヤル ロー ド ・ 


〈 東 日 本 編 〉 7 日 間 了 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、\ は 紅葉 の みどころ 


画 


ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00) 発 一 宇都 宮東 武 ホ テル グラ ン デ [ 謙 」 
1 | (和食 の ご 昼食 ) 椅子 席 | 一 〇 殆 怒 大 (紅葉 の 上 
10722 か か る 長 さ 約 140m の 吊橋 ) 一 鬼怒川 温泉 泊 (16:00 妃 ) 

| 座 全 伝統 的 な フレ ンチ を ベー ス と し た 新 火 料理 


「1 


田 太 | 


ホテ ル (9:30 頂 ) 一 一 郡 山 「 リ スト ラン テ マル テッ ロ ] (イタ リア 料理 の 
2 | ご 昼食 ) | 符 子 席 一 一 \ 〇 安達 太良 山 ロ ー プ ウェ イ ( 紅 葉 絶 果 を 見 な 
0 が 5 ら 片道 約 1 0 分 の 空中 散歩 ) = 一 秋保 温泉 泊 (17:00 了 略 ) 

(月) 2 茶 懐 石 を 基本 と し た 日 本 料理 


國 居 皿 


ホテ ル (9.30 頃 ) 一 一 \ 〇 の 鳴子峡 (宮城 を 代表 する 紅葉 の 名 所 ) 一 
う | 古 「 古 梅 荘 」 (和食 の ご 昼食 ) [ 物 子 席 一 花巻 温泉 泊 (16:00 細 ) 


人 お 部 屋 に て 旬 を 大 切 に し た 会 席料 理 
彰 昼 | 
ホテ ル (9:00 頃 )ー 交 久 八 幡 平 デー\ 〇 発 荷 峠 展望 台 (十和田 湖 を 
眺望 ) 一 「 と わ だ こ 遊 月 ] (ヒメ マス を 含む 和食 の ご 昼食 ) | 短 子 席 
4 | 一 -\※ 〇 奥 入 瀬 渓 流 散策 (日 本 を 代表 する 美しい 紅葉 の 渓流 を 自然 
02⑳| ガイ ド と 散策 / 約 90 分 ) 一 酸 ヶ 湯 温泉 泊 (16:30 
青森 の 旬 の 食材 を 活か し た フラ ンス 料理 
彰 昼 | 
ーー ホテ ル (9⑨:30 頃 ) = 一 \ 〇 弘前 公園 一 一 弘前 「 野 の 庵 」 (津軽 そば を 含む 
紅葉 の 石和 (6 日 ・ 秋 引 ) ロ | 和 廊 の ご 昼食 ) | 科 子 席 一 一 新 青森 駅 =( 北 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 
10726 ーー 新 館 北斗 駅 一 (タダ クシ ) = デ 湯 の 川 温泉 泊 ( 7:15 人 頃 ) 
( 相 ) | 夫人 診 名 の 食材 が 集う 和洋 会 席料 理 
彰 太 | 
八甲田 ホテ ル 2 ホテ ル (10:00 頃 ) 一 \ の 〇 五 稼 郭 タワ ー・ 五 生 郭 公園 (時 型 城石 村 
上 郭 下 」 は 国 の 特別 史跡 ) 一 函 館 「 料 亭 富 茂 登 ] (和食 の ご 昼食 ) 
や 所 大 か ら も ブナ の が せま す 。 0 O | 子 誠 | 一 -\ 〇 大 沼 公 園 雄大 な 胞 ヶ 岳 と 紅葉 が 彩る 湖 ) 
と 1 洞爺 湖 泊 (17:00 略 ) 
回 2 地域 の 食材 を ふん だ ん に 使用 し た 洞爺 フレ ンチ 


國 違 較 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 〇 洞爺 消 サ イロ 展望 台 一 一 の つ ウ ポポ イ (民族 共生 
/ | 象徴 空間 ) ニー ご 昼食 稿 子 席 | 一 一 新 千歳 空港 


< 、 生生 10728| 羽田 空港 (17:30 て 19:30) 着 
ョ 周辺 の 紅葉 (イメ 宇 光 ) 中 ) 


國 周 


消 中 望 楼 NOGUCHI 函館 誠 天 旨 6 


MEMSSRAMEH 0 (利用 バズ 会 社 ) ( 杯 ) プ ジ ェ フス ズ プ レス ま た は ( 革 )km モ ビリ ティ サー ビス 

浴 み を お 愉し みく だ さい 。 魚 介 類 を は じ め 、 北 海道 の 豊か な 恵み が 可能 な 限り 活用 さ  ※2 日 目 、 新 軸 能 北斗 駅 一 ホテ ル 間 は ダク シー を 利 

れ 、 一 皿 一 皿 に 盛り 込ま れ た 料理 を お 召し 上 が りく だ さい 。 ※1 名 室 の 場合 、 洋室 は ダブ ル ベ ッ ド の お 部 屋 に な る 場合 が あり ます 。 
四 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 栃 木 県 鬼怒川 温泉 〉 鬼怒 川 渓 陵 ( 洋 室 ・ ツ イン ・ 露 天風 呂 付 約 59m) 
〈⑫ 泊 目 ノ 宮城 県 ・ 秋 保温 泉 〉 茶 穴 宗 園 ( 離 れ 和 室 ・ 露 天風 呂 付 ) 

〈⑬ 泊 目 岩 手 県 花巻 温泉 用 主 届 花巻 温泉 佳 松園 (和室 また は 洋室 ・ ツ イン ・ 半 宮 天 
風呂 付 ※ 選 べ ま せん また は 和洋 
(4 泊 目 青森 県 ・ 酸 ヶ 湯 温泉 〉 八 甲田 ホテ ル ( 洋 室 ・ ツ イン プ 約 30m) 

⑤ 泊 目 ノ 北海 道 ・ 湯 の 川 温泉 望 楼 NOGUCHI 函館 (和洋 室 ・ 展 望 風呂 付 / 約 60m) 
(6⑥ 泊 目 北 海道 ・ 洞 爺 湖 〉 洞 事 湖 鈴 雅 リゾ ー ト 沈 の 調 ( 洋 室 ・ ツ イン ・ 天 風呂 付 ま た 
は 和洋 室 ・ 露 天風 呂 付 ※ 選 べ ま せん ) 


間 


仁 復 宅配 付 


= 


ー の TI"2 訂 あー に 
美しい 草木 と 樹木 が 広がる 40.000mi の 巨大 な 庭園 に 囲ま れ た 、 北 国 な ら で は の ライ フ 最大 10 名 |/ 「 ぞ 参加 由 能 | / 渡 由 同 生 


スタ イル を テー マ と し た 新しい 形 の 北海 道 リ ゾー ト 。 館 内 の 至る 所 に 木材 が 使用 され 、 
木 の 香り 漂う リラ フク ゼ ーション 空間 を 演出 し て いま す 。 出発 日 2023 年 1 0 月 22 日 唱 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 但 コ ー ス 番号 :1GGYRO6-3 


出発 ・ 到 着地 3 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発 ・ | 守 を だ は 滞 ツイ ン | 1.270.000 ロ | 1.530.000 由 
ロロ プロ = 
羽田 空港 交 和洋 室 1.280.000m | 1.540.000 
。 / 復路 新 干 歳 空港 離 団 20.000 円 引き 
0 プス ニラ バニ 2) = 部屋 の 計 例 ( 添乗 員 は 1 日 目 東 京 駅 か ら 7 日 目 羽 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 休日 
名 秋 の 九頭竜 湖 ・ 黒 部 峡谷 


秋色 の 北陸 絶景 


紅葉 の 九頭竜 湖 ( 秋 【k 頃 ) 写真 提供 :( 公 社 ) 福 井 県 観光 連盟 
九 頭 章 ダム に よっ て で きた 広大 な 人 造 湖 は 、 秋 に な る と 色 鮮 や か に 色づき 、 湖 面 の 青 と 絶妙 な コン トラ スト を か も し 出す 北陸 屈指 の 紅葉 の 名 所 で す 。 (5 日 目 ) 


秋色 に 染まる 北陸 の 絶景 ポイ ント を 奈 す と ころ な く ラ グ ジ ュ アリ ー バ ス で 巡る 旅 へ ご 案内 し ます 
貧 綿 の 九 頭 電 湖 か ら 庄川 峡 昧 部 峡谷 な どの 骨 険 な 山河 、 信 波 寄せ る 日 本 海 な ど 変化 に と ん だ 美景 観 を 坦 能 くだ さい 。 


ーー ーー ーーー ーーー ー 


0 
7 


和 廊 温 泉 加賀 屋 提 ) 


氷見 漁港 場外 市 場 
ひみ 番屋 街 


千里 浜 な ぎ さ 
ドラ イブ ウェ イ 
黒部 峡谷 鉄道 
楽 土 慮 [イル フリ マ 」 , トロ ッ コ 電車 


トラ ン デ ィ ア 圭 / 得 平 駅 

ブラン ディ ア 芳 泉 田 NN 

(別邸 個 止 吹 気 亭 )( 泊 ) 東京 か ら 
の リバ パニ リド リー ド 修 業 倶 ( 泊 ) 


松本 城 


本 陣 平 野 屋 
花 兆 庵 ( 泊 ) 


東京 ベ 


財 ヾ 固 楽 土 護 [イル クリ マ 」 (3 日 目 昼食 ) 


信和 勝義 長 時 子 の 実測 (5 日 目 * イ メー ジ ) 
砺波 平野 に 広がる 日 本 最大 級 の " 散 居 村 " 

に 2022 年 10 月 に オー プン し た 、 伝 統 
建築 家屋 "アズ マダ チ " を 活か し た アー ト 
ホテ ル 「 楽 土 庵 ] 。 
古来 か ら の 自然 素材 を 用 い 、 周 囲 の 自然 
環境 や 歴史 と 切れ 目 な くつ な が る 空間 で 、 
富山 の 海 ・ 山 ・ 里 の 豊富 な 食材 を 使っ た 
に 富山 な ら で は の イタ リア 料理 を お 愉し み 
下 里 浜 な ささ ドラ ウェ (4 目 目 ) くだ さい 。 

写真 提供 : 有 県 観 光 連 盟 
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鉄道 ・ 庄 川 峡 と 散 居 村 イ タリ アン 訪 


ュ イ ヤル ロー ド ・ | 
上 プレ ミア ム 
メス イラ イト 6 日 間 5 
9 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、\ は 紅葉 の みどころ 
東京 駅 (93011:00) 発 = 王 (北陸 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 富山 駅 
1 王 地 上 〇 庄川 峡 湖上 遊覧 船 (秋色 の 湖 を 遊覧 ) 一 


1030| 悦 神通 春 日 温泉 泊 (16:40 引 ) 
| 回 2 富山 食材 を ふん だ ん に 活か し た フラ ンス 料理 


出 


【 
ホテ ル (9:00 頃 ) ニ 一 \ 〇 黒部 峡谷 鉄道 トロ ツ コ 電車 (宇奈月 温泉 駅 
グ ー 標 平 駅 往復 片道 約 80 分 ) ーー 

1021 神通 上 春 温泉 泊 (16:00) 


> (X) | 還 四 特 うつ つろ い ゆ く 季 節 を 彩る 地元 食材 を 用 いた 和 懐 石 
症 凍 | 入 葉 の 黒部 谷 トロ ッ コ 電車 ( 秋 怖 ) 


te た Ns 坦 曜 人 \ 社 ) と や ま 観光 推進 機構 1 | 楽 十 誠 [ ] 
ホテ ル (930 一 〇 佐藤 記念 美 術 館 一 砺波 業 土 庵 [ イ ルク リマ 
谷 の 一 つ 黒 部 肛 谷 1 車 。(2 0 
FEYPDSPTTYPPTTPTTPTIPE 邊 ( 散 居 村 の 伝統 建築 家屋 [アズマ ダチ 」 を 再生 し た ホテ ル で イタ リア 
っ | 料理 の ご 昼食 ) 克 記 一 - い 十 呈 海 央 (富山 交 越 し に 見 る 立山 連 放 
| の 絶 ) 一 - 〇 氷見 漁港 坦 外 市 場 ひみ 番屋 街 
( 水 ) | 和 高 温泉 泊 (16:30 頃 ) 


加須 お 部 屋 に て 能登 ・ 北 陸 の 海 幸 等 を 活か し た 会 席料 理 
國 司 四 
ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 〇 白米 干 枚 田 デ ー ご 昼食 符 子 席 ]=- 一 
4 | 僅 千 里 浜 な ざさ ドラ イブ ウェ イ ( 波 打ち 際 を 快適 ドラ イブ ) 一 
| あわ ら 温 泉 泊 (16:30 頃 ) 
) 替わり の 懐石 料理 
N 較 局 多 
テ > NE 隊 湖 人 覧 有 ( 和 頃 ) ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 〇 福井 県 立 巡 竜 博物館 (2023 年 夏 リ ニュ ー ア ル 
届 提 人 (公社) だ や ま 人 人 オー プン ) = 一 勝山 「 花 月 楼 」 (有形 文化 時 を リノ ベー ショ ン し た 建物 


秋色 の 庄川 峡 で 湖上 導 覧 を 愉し み ま す 。 (1 日 目 ) 5 で 郷土 料理 の ご 昼食 と 勝山 左義長 叱 子 の 実演 ) | 椅子 席 ]= 一 
1173 〇 九頭竜 湖 ・ 夢 の か け 橋 人] L 陸 随 一 の 紅葉 の 名 所 ・ 青い 湖面 に 映え る 
= ( 金 ) | 鮮やか な 紅葉 ) = 一 高山 市 内 泊 (16:30 師 ) 

リバ ー リ トリ ー ト 雅 業 島 ME 較 沈 そ 牧 飛騨 に ぎり を 含む 会 席料 理 


神通 蝶 の 河畔 、 美 し い 緑 の 木 々 に 囲ま れ た 隠れ 家 
的 な スモ ー ル ラグ ジュ アリ ー ホ テル 。 

115m 以 上 の ゆとり ある 客室 を ご 用 意 。 

連 泊 で フラ ンス 料理 と 和 懐 石 を ご 賞味 いた だ き 
ます 。 


國 居 多 


ホテ ル (9:00 頃 ) ーー デベ 〇 飛騨 高山 古い 町 並み 散策 一 一 信 国 宝 ・ 松 本 城 
O | (車窓 より ) 一 一 松本 ホテ ル ブ エ ナビ スタ 「 聖 紫 花 ] (中 華 料 理 の ご 昼 


(4 食 ) [ 商 子 席 ] 一 一 東京 駅 (18:30 周 着 


彰 居 | 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 : く 1・2 泊 目 富 山県 * 神 通 峡 春日 温泉 〉 リ バー リト リー ト 雅 業 倶 ( 和 洋室 / 約 115 
m 以 上 ) 
③ 泊 目 石 川 県 和倉 温泉 〉 訪 
また は 和洋 室 ※ 選 べ ま せん ) ※ 
〈4 泊 グ 福 民 ・ あ わら 温泉 〉 高 
吉 天 風呂 付 / 約 0m) 
お 部 屋 の 一 例 〈⑤ 泊 目 プ 岐阜 県 高山 市 内 


和倉 温泉 加賀 屋 上 
較 翼 階 の お 部 屋 を ご 用 意 。 


お 部 屋 の ダイ ニン グ テ ー ブ ル で 地元 食材 を 活か 
し た 会 席料 理 を お 召し 上 が りく だ さい 。 


温泉 加賀 屋 (雪月花 ・ 特 選 階 * 和 室 〈 ベ ッ ド 付 ) 
紳 定 は で きま せん 
山 グ ラン ディ ア 芳 泉 (別邸 個 止 吹 気 亭 ) (和洋 室 ・ 


本 陣 平 野 屋 花 水 庵 (和洋 室 ) 


寺 き /h 
| 高 評価 


ゃ =m こい うく IN 記 と ぶ き て い - 
プラン ディ ア 芳 泉 (5 介 旧 ) 詳 
全 16 室 の 特別 な 露天 風呂 付 ス イー ト を ご 用 意 。 
ゆっ た り と し た 空間 で 寛 ざ の 時 間 を お 過ごし い 


た だ け ま す 。 
ご タ 食 は 目 に も 美しい "月 替り の 懐石 料理 "を " 
お 部 屋 で ご ゆっ くり お 愉し みく だ さい 。 司 
と Ss 


お 部 屋 の 一 例 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 


出発 日 2023 年 10 月 30 日 (月 ) 


住 復 宅配 付 


二 


本 陣 平 野 屋 花 兆 庵 放 虹 ! 


飛騨 高山 の 観光 名 所 に 徒歩 1 分 の 距離 に あり 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO6-4 


な が ら 寛 ざ の 時 間 が 流れ ます 。60m 超 の ゆとり 出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
ある 広 さ の 客室 を ご 用 意 し まし た 。 東京 駅 発着 1.000,.000 由 1.340,.000 由 
往路 富山 駅 合流 15.000 円 引き 
添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 6 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 休日 


晩秋 の 九州 美景 


2 
V タン まで Se を ーッ テ 47 っ 


到 呈 神宮 (和央 ) 


6 世紀 に 始ま る た い へ ん 長い 歴史 を 持つ 、 南 九州 最大 の 神宮 。 鮮 や か な 朱色 と 美しい 装飾 が な され た 社殿 に 紅葉 が 映え ます 。 
本 殿 ・ 幣 殿 ・ 拝 殿 は 2022 年 に 国宝 に 指定 され まし た 。 (2 日 目 ) 


po の 


フェ リー さん ふら わあ 新造 船 の 旅 ⑦.sB 到 EE の 1 


| 輸 門 神社 人 
2023 年 1 月 、 大 阪 信 別 府 航路 で 運航 開始 し た 日 本 初 の LNG 燃 料 新造 フェ リー「 さ ん ふら と そ 8 
わあ くれ な い ]。3 層 吹き 抜け の アト リウ ム の 天井 に は プロ ジェ クシ ョ ンマ ッ ピ ング が 投影 と 
され ます 。4 月 か ら は 2 隻 目 と な る 「 さ ん ふら わあ むら さき 」 が 運航 開始 し ます 。 
進化 し た 「 さ ん ふら わあ 」 で の 洋上 の ひと と き を お 愉し みく だ さい 。 
※「 く れ な い 」 ま た は 「 む ら さ き 」 い ずれ か の 船体 で の 運航 を 予定 し て いま す 。 本 山 8) 


いう 。 明 


ド : 


3 


AMANE RESORT 
/@AHAMA( 泊 ) 


旅 


亭 半 水上 G 軒 
1 


世界 遺産 仙 歳 園 ~ 


の 誠 M 村 溶 岩 展望 所 
SHIROYAMA HOTEI 議 ノ み 


kagoshima( 泊 ) リノ ン と 


SHIROYAMA HOTEL kagoshima 


の 記 の 〈1・2 泊 目 〉 

還 上 記 鹿児島 市 内 の 高台 に 建つ ホテ ル 。 

豊か な 自然 に 囲ま れ て 四季 折々 の 美しい 風景 を ご 堪能 いた だ け ま す 。 
特に 忠 天 風呂 か ら 眺 め る 錦江 湾 と そこ に 浮か ぶ 桜 島 は 絶景 で す 。 


圏 オ ー ベ ル ジ ュ ・ フ ア ・ マ ・ 
ファ ソン (日 目 昼食 ) 

阿蘇 の 山々 を 一 望 す る 山 の オ ー ベ ル ジ ュ 。 

絶景 の 中 で 味わう 、 旬 の 恵み の 美味 し さ を 


最大 限 に 引き 出し た 美しい フラ ンス 料理 を 
ご 坦 能 くだ さい 


(Cx ジ 風 お 部 屋 の 一 例 起 天 風呂 か ら の 朝焼け 
108 


九 州 伊勢 志摩 関東 ・ 新 潟 


IS7 が 人 


1@/ 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 、\ は 紅葉 の みどころ 
羽田 空港 (9.00-10:00) 発 鹿児島 空港 

1 O 中 計 軸 翌 仙 歳 園 (和食 の ご 昼食 短 子 席 ] と 桜島 と 錦江 湾 を 

11725 借景 に し た 美しい 庭園 の 見 学 ) 鹿児島 内 泊 (16:00 略 ) 


) | 関 計 診 ホテ ル 内 「 ル ・ シ エル ]」 に て 洋食 


ヾ 


較 尽 | 


ホテ ル (9:20 軸 鹿 り 島 港 ペ ヘン (桜島 フェ リー グ 約 1 5 分 ) SC 
桜島 港 一 一 〇 有 村 溶岩 研究 所 一 一 福山 「 黒 酢 の 郷 覆 志 田 」 (名 産 


ノ | 細 の 黒 覆 を 使っ た ご 昼食 ) | 間 子 庶 | 一 \ 〇 閉 島 神宮 一 
負 ( | 財 硬 児 島 市 内 泊 (16:30 引 ) 
紅葉 する 植物 が 120 種 類 を 越え る 雲仙 の 紅葉 名 所 の ひと つ 。 六 兵衛 茶屋 の 経営 者 が 、 2 診 ホテ ル 内 [志水 ] に て 和信 
8.000 坪 の 自宅 裏山 に も み じ を 植え だ し た こと が 三十路 苑 の 始ま り で す 。 (4 日 目 ) 較 司 久 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 忠 約 180 分 一 一 熊本 「 青 柳 」 (郷土 会 席 の ご 昼食 ) 
う | 一 熊本 港 ン (雲仙 フェ リー グ 約 30 分 ) て ン 島原 港 一 

11/27 雲仙 泊 (16:15 頃 ) 

月) | 連 き 参 四季 折々 の 彩り を 愉し お 本 懐石 料理 


國 層 多 
ホテ ル (9:45 頃 ) 一 王 \ 〇 三十路 苑 王 一 諫早 「 魚 荘 ] (諫早 名 物 の 録 の 
4 ご 昼食 ) [椅子 席 〇 寿福 寺 = 一 嬉野 温泉 泊 (16:45 頃 ) 
oo 佐賀 : 症 野 の 旬 の 味覚 を 器 と と も に 愉し お 和食 会 席 
國 層 多 
提供 : (一 1 明光 池 呈 合 ー 別 府 温泉 泊 (16:30 頃 ) 
甲 


色 餅 や か な [逆さ 紅葉 」 が 期間 限定 で 公開 され る 佐世保 の 寿福 寺 。 そ の 罰 観 は まさ に | 2 姉妹 館内 「 ビ スト ロ ヴァ ン ヌー ボ ] に て フラ ンス 料理 
ー 枚 絵 の よ う で す 。 (4 日 目 ) ※2023 年 の 公開 時 期 は 未定 の た め 、「 逆 さ 紅 葉 ] を ご 覧 國 多 


いた だ け な い 場合 は 通常 の 拝観 と な り ま す 。 細 EE EE 
0 ホテ ル (9:30 由 一 一 O 〇 両 子 寺 一 一 杵築 「 若 栄 屋 (名 物 の [ 鯛 茶漬 うれ 


ーー O | 記し の ! の ご 太 人 [本 の 光 地 久 一 列 和 温泉 泊 (1530 過 
旅 亭 半 水 慮 族 訪 9 1 回 78 「 松 秀 」 に て 新鮮 な 介 類 を 使っ た 和食 

タ 
6,000 坪 の 広大 な 庭園 の 中 に 、 日 本 建築 の 粋 を 集め た 数 寄 屋 造 り の 宿 。 ニー トー 


当 の MOONIRGIYSRG 和 Rb 関 記 00 科 の 当ら 6 B く だ さい 。 ホテ ル (9:30 頃 ) 一 〇 九重 " 夢 "大 吊橋 [オー ベ ペル ジュ ・ ア ・ マ ・ フ ァ 
Je 『 | ノ | ソン | (洋食 の ご 昼食 ) 椅子 席 〇 由布 院 の 散策 一 一 

| @ プ ロー バル タワ ー( 別 府 の 夕景 を 一 望 ) 一 一 別 府 港 (19:35) 発 
( 金 ) | ヘン (フェ リー さん ふら わあ ) ーー 


國 層 多 
8 | て ン 大 阪南 港 (の 35 必着 一 一 新 大 阪 駅 =ー( 東 % 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 
172 | 王 呈 東京 駅 (12:15 一 13:15) 着 
ーー 5 寺 ) 國 [ 
> Ba 叶 (4 泊 目 (利用 予定 航空 会 社 JAL ま た は ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ます 。 
椎葉 山荘 1 〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 


椎葉 山 と 棚田 に 囲ま れ た 椎葉 川 に 件 む 一 軒 宿 。 自 然 の 息吹 と 川 の せせらぎ を 感じ る ※7 日 目 夕食 お よび 8 日 目 朝食 は 船内 の ビュ ッ フ ェ 利 用 と な り ま す 。 

癒し の 空間 が 広がり ます 。 有 田 焼 や 波佐見 焼 の 器 を 使っ た 季節 の 会 席 や 、 朝 食 の 大 正 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

屋 自家 製 [ に ろ け る 湯 どう ふ 」 を お 愉し みく だ さい JR 
り ョ は アス / 圧 ビ ノ ロ 5 コッ トト 夏 ビ ノロ 5「 | 


洋室 ・ 桜 島 ピ ュー・ プ レミ アム ツイ ン ノ 53m) 
(3 泊 目 ノ 長 許 県 雲仙 旅 亭 半 水 慮 (和室 また は 和洋 室 /2 階 建て ・250mi ※ 選 べ ま 


ROYAMA HOTEL kagoshima 


〈4 泊 目 ノ 佐賀 県 - 嬉 野 温泉 〉 椎 葉山 荘 ( 和 洋室 ・ 川 側 ま た は 山側 /10 畳 20mi) 
※ 眺 望 は 選べ ませ ん 。 
(5・6 泊 目 大 分 県 ・ 別 府 温泉 ) 履 革 編 
天風 呂 付 / 約 85m) 
⑦ 泊 目 / 船 中 〉 フェリー さん ふら わあ (スイ ー ト ノ 約 22m) 


| 泊 AMANE RESORT GAHAMA WE 記 和 0 


2019 年 に 新設 され た ガ ハ マ タワ ー の 客室 は 全 室 オー シャ ン ビ ュー の 半 趣 天風 呂 付 で す 。 出発 日 2023 年 11 月 25 日 ( 土 ) 
刻々 と 表情 を 変え る 別府 湾 を 眺め な が ら 上 質 な 時 間 を お 周 ご し くだ さい 。 


E RESORT GAHAMA( 和 洋室 ・ 半 露 


儲 復 宅配 付 


HN 
Ni 
叶 
避 
E 
CC 
モ 
光 
可 
| 
際 


ご 旅行 代金 (おぉ 1 人 様 あたり ) 信 最 少 催 行人 中 : ⑯ コ ー ス 番号 :1GGYR06-5 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 

4 羽田 空港 発 ・ 東 京 駅 着 1.280.000 由 1.620,.000 由 
UL. > 時 往路 鹿児島 空港 合流 20.000 円 引き 
は 員 ! ーー 復路 新 大 阪 駅 離 団 15.000 円 引き 
添乗 員 は 1 羽田 空港 か ら 8 東京 駅 まで 1 名 同行 し ます 。 
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近 談 


四季 $ 多 紀行 
Lo 高野 山 ・ 吉野 山 探訪 4 日 間 


吉野 山 (4 日 目 ) 桜の 名 所 と し て 名 高い 吉野 
| 紅葉 の シー ズン に は 春の 桜色 と は 対照 的 に 、 赤 や 黄 、 
棋 色 に 山 全体 が 覆 わ れ 、 見 事 な 光景 が 楽し め ま す 。 


融 野 山 金 剛 内 寺 ( 秋 頃 : イ メー ジ ) 


主夫 社団 法人 和歌 山県 観 光 連 盟 IE 記 3 区 ス 計 ウ ) 

金剛 峯 寺 (2 日 目 ) 高野 山 真 言 奈 の 総本山 で ある 金剛 内 寺 。 比 角 山 延暦寺 (1 日 目 ) E 博 二 の ラジ 
風格 ある その 建物 か ら は 、 脈 々 と 受け 継が れ て いる 深い 信仰 が 感じ られ ます 。 する の が 根本 中 堂 で す 。※ 現 在 は 大 改修 工事 の 旋 、 写 真 
の よう な 姿 で は ご 覧 いた だ け ませ ん 。 


個人 で 訪れ に くい 三 つ の 世界 遺産 スケ ジュ ー ル は 入場 紋 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 は 紅葉 の みどころ 


ーー 比 吉 山 ・ 高 野山 ・ に 6 ゆっ くり 出発 | 京都 駅 (12:15) 発 一 一 ( 比 吉 山 ド ライ ブウ ェ イ ) 一 

比 者 山 ・ 延 暦 寺 で は 通常 非 公 開 の 大 - < 還 記 1 〇 机 計 庄 紅 比 者 山 延暦寺 (大 書院 の 特別 拝観 ・ 根 本 中 堂 ) 一 一 

書院 の 特別 拝観 や 国宝 「 根 本 中 堂 」 の 京都 市 内 泊 (16:45 頃 ) 

大 改修 の 様子 を 間近 で ご 覧 いた だ け 記 3 ホテ ル 内 レス トラ ン で 中 国 料 理 

2 ジー DU 完全 ホテ ル 内 レス トラ ン で 中 国 料 回 較 | | 
ホテ ル (9:30 頃 ) 高野 山 「 花 鞭 ] (懐石 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 


で は 専門 ガイ ド が 神 1 習合 の 文化 な 
どの ご 案内 を し な が ら 散 策 。 宿 坊 に 宿 2 O 時計 高野 山 ( 金 則 峯 寺 ・ 奥 之 院 を 専門 ガイ ド と 散策 / 約 
180 分 ) デ 高野 山 泊 (16:30 頃 ) 


泊 す る こと で より 深く 高野 山 を 知る こ 
と が で きま す 。 坂 道 が 多い 吉野 山 で は 

参 四季 折々 の 新鮮 な 旬 の 素材 を 生か し た 精進 料理 國 司 較 
宿坊 (9:30 頃 ) ーー 〇 慈 尊 院 一 〇 真田 ミュ ー ジ アム …… 九度山 


ジャ ン ボ タク シー 利用 で 山内 を 移動 。 
紅葉 スポ ッ ト の 散策 が 楽に お 愉し みい 
7/ 選 | ま 9 衣 


3 「 そ ば 如 幸村 庵 ] (蕎麦 と 奈良 名 物 ・ 柿 の 葉 寿司 の ご 昼食 ) | 椅子 席 
〇 長谷 寺 一 桜井 市 内 泊 (16:30 刀 
泊 総 持 了 7 大 和 野 菜 な ど 地 元 の 食材 を 活か し た フラ ンス 料理 較 同 較 
(2 泊 目 ) 
金剛 剛 寺 、 の mr 隣接 し 、 開 静 で 格式 ある 宿坊 で す 人 
に 中 1 a 元 う 良 の ご 昼 奇 子 席 恒 原 神宮 前 駅 - 近 多 
us ん RE 1 還 1 


〈 利 用 バス 会 社 奈良 交 通 (1 一 3 日 目 ) 

※ 延 暦 寺 根本 中 堂 は 改修 工事 中 で す が 、 本 堂 の 屋根 、 回 廊 屋根 の 昔 き 替え 工事 
な どの ご 見 学 が で きる ステ ー ジ に 上 が っ て いた だ く こ と が 出来 ます 。※4 日 目 の 
移動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 型 タク シー と な り ま す (人 数 に より 分 乗 ) 。 
※ 金 峯山 寺 は 拝観 いた だ け ま す が 、 仁 王 門 は 現 0 修理 工事 中 の た め 足 場 が 
組ま れ て いま す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


本 画 宿 泊 :〈1 泊 目 京 都 府 ・ 京 都市 内 〉 京都 東急 ホ テル (洋室 ・ プ レミ アム フロ アハ リ 
ウッ ド ツ イン ) 
【《2 和歌山 県 高野山 〉 総 3 持 院 (本 館 和 室 10 畳 (風呂 無し ) ま た は 新館 和室 ) 
ー ベ ベルジュ くれ ざ ジ 3 泊 目 〈3 泊 目 ノ 奈良 県 ・ 桜 井 市 内 \ メ オー ベル ジュ ・ ド ・ ぷ れ ざ ん す 桜 井 (洋室 ・ ス タン ダー ド 
泊 | オ ベル ジュ ・ ド ・ ぷ れ さ ん す 桜 井 居 7 ツイ ン ノ 30rf ま た は エグ ゼクティ ブス イー トノ 90m) 
回 濃く 残さ れ た 桜井 の 地 に 建つ 全 9 室 の オー ベル ジュ 。 
テラ ス 付 の 客室 か ら 豊 か な 自然 風景 を 眺め る ゆっ た り と し た 時 間 を どう ぞ 。 最大 15 名 1 名 参加 可能 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 
出発 日 2023 年 1 1 月 7 日 ( 淡 ) 
ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり )  @ 最 少 催 行人 員 :8 名 人 @ コ ー ス 番号 :1GGS002-E 
出発 ・ 到 着地 | 2 泊 目 部 屋 タ イブ 還 部 屋 タ イブ 2 名 1 室 1 名 1 室 


本科 和室 10 財 合 無し) | スタ ンダ ー ド ツイ ン | 290.000 ロ |350,.000 ロ 
新館 和室 (風呂 有 ) | エグ ゼ 2 フ ティブ ス イー ト | 320.000 中 | 390.000 ロ 
SNE ご 添乗 員 は 1 日 目 京都 駅 か ら 4 日 目 京都 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


京都 駅 発着 
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演奏 予定 プロ グラ ム 14:00 開 演 


仲道 部 代 が ベー トー ヴェ ン 没 後 200 年 と 自身 の 演奏 活動 40 周 年 が 重なる 2027 
年 に 向け て 企画 し た 、10 年 間 に 及 ぶ コ ン サ ー ト シリ ー ズ で す 。 

仲道 本 人 が 構想 し た 全 20 回 の 各 プ ログ ラム か ら 成 り 、 ベ ー ト ー ヴ ェ ン を 核 と し た 
[春の シリ ー ズ ] と ピア ニズム の 新 境地 に 挑む [ 秋 の シリ ー ズ ] の 2 本 の 柱 で 展開 さ 


れ で てい ます 。“ 夢 の 休 日 "で は 、 こ の リサ イタ ル ・ シ リー ズ の 後半 の 始ま り で ある 6 月 
の コン サー ト か ら 鑑 賞 ツ アー を 企画 し て 皆様 を お 放 い し ます 。 


6 月 3 日 ( 土 ) 10 月 22 日 (日 ) 
サン トリ ー ホ ー ル 大 ホー ル 東京 文化 会 館 小 ホー ル 


2023 年 春の シリ ー ズ 2023 年 秋 の シリ ー ズ 
「 劇 場 の 世界 」 「 ブ ラー ム ス の 想 訟 」 

演奏 曲目 演奏 曲目 

ベー トー ヴェ ン ピア ノ ・ ソ ナタ 第 19 番 op.49-1 ブ ラー ム ス 7 つの 幻想 曲 
ベー トー ヴェ ン ピア ノ ・ ソ ナタ 第 20 番 op.49-2 人 ブラームス 3 つの 間奏 曲 
ベー トー ヴェ ン ピア ノ ・ ソ ナタ 第 18 番 op.31-3 ブラ ー ム ス 6 つの 小品 

人 シュー マン パピ ヨン op.2 念 ブ ラー ム ス 4 つの 小品 


令 導 午 第 司 マー 人 シュー マン 謝肉祭 op.9 
⑨ ら タダ Spa 所 ピ 


6/2 発 の ツア ー で 鑑賞 する 美術 館 10/21 発 の ツア ー で 鑑賞 する 美術 館 
国立 西洋 美術 館 | 企画 展 「 憧 慢 の 地 ブル ター ニュ 一 モネ 、 ゴ ー ガ ン 、 黒 田 清輝 ら が 見 た 異 郷 ] 国立 新 美術 館 | 企画 展 「 け イヴ ・ サ ン ロ ー ラ ン 展 」 
国立 新 美術 館 | 企画 展 「 け ルー ヴ ル 美術 館 展 愛 を 描く 」 東京 都 美 術 館 | 展覧 会 [永遠 の 都 ロ ー マ 展 ] 
サン トリ ー ホ ー ル の 音楽 会 東京 文化 会 館 小 ホ ー ル の 音楽 会 
2 つの 美術 館 の 展覧 会 鑑賞 3 日 間 2 つの 美術 館 の 展覧 会 鑑賞 3 日 間 
6 月 2 日 ( 金 ) 発 10 月 21 日 詩 ) 発 
スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観 光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 


ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (13:00) 発 一 一 (ガイ ド さ ん の 案内 で 車窓 か ら 
東京 都心 を 見 学 ) 一 一 〇 国立 新 美術 館 (企画 展 「 イ ヴ ・ サ ン ロ ー ラ 
ン 展 」 鑑 賞 ) 一 山の上 ホテ ルー テー 東京 都内 泊 (19:30 頃 ) 


ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (13:00) 発 一 一 (ガイ ド さ ん の 案内 で 車窓 か ら 
東京 都心 を 見 学 )ーー 〇 国立 西洋 美術 館 ( 企 画展 「 憧 慢 の 地 ブル 
1 ター ニュ - モ ネ 、 ゴ ー ガ ン 、 黒 田 清輝 ら が 見 た 異 卿 鑑賞 ) 一 1 


山の上 ホテ ルー 東京 都内 泊 (19:30 引 ) 回 愛人 珍 山の上 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 て ん ぷら 山の上 」 (天ぷら 料 
| 回 学 3 山の上 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 て ん ぷら 山の上 」 (天ぷら 料 由理 ) | 符 子 席 
S 理 ) 椅子 席 | I 
内 ホテ ル (9:30 頃 ) ニ ーー 〇 国立 新 美術 館 (企画 展 [ ル ー ブ ル 美術 館 展 用 ホテ ル (9:30 頃 )ーー 〇 東京 都 美 術 館 (展覧 会 「 永 遠 の 都 ロー マ 
固 愛 を 描く 」 鑑 賞 ) 一 「ANA イ ンタ ー コ ンチ ネン タル ホテ ル 東 京 己 展 」 鑑 賞 ) ……「 上 野 精 養 軒 本 店 グリ ルフ フクシマ 」 (フレ ンチ コー 
2 36 階 の モダ ン フ レン チ 『 ピ エー ル ・ ガ ニ ェ ー ル 」 | (フラ ンス 料理 の の ス の ご 昼食 ) | 椅子 席 |…… 〇 東京 文化 会 館 小 ホ ー ル (仲道 部 代 ピ 
ご 昼食 ) | 椅子 席 | …… 〇 サン トリ ー ホ ー ル (仲道 部 代 ピ アノ リサ イ アノ リサ イタ ル を 鑑賞 ) 王 東京 都内 泊 (17:00 需 ) 


タル を 鑑賞 ) 一 東 京都 内 泊 (17:00 頃 ) 回 時 珍 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 水 鷹 」 に て 日 本 料理 [椅子 席 

加計 移 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 水 誠 」 に て 日 本 料理 答 子 席 ] 較 司 較 較 司 区 
う | ホテ ル (1 1:00 頃 ) 一 一 東京 駅 (1 1:30 頃 ) 着 國 ロ ロロ う | ホテ ル (11:00 頃 ) 一 一 東京 駅 (1 1:30 頃 ) 着 國 | 
(利用 バス 会 社 〉 東急 トラ ン セ (大 型 24 席 定員 プレ ミア ム バ ス 利 用 ) (利用 バス 会 社 〉 東急 ト ラン セ (大 型 24 席 定員 プレ ミア ム バ ス 利 用 ) 
画 宿 泊 :〈 東 京都 赤坂 ) ザ が - キ ャ ピ ト ル ホテ ル 東 急 (洋室 ・ デ ラッ クス カテ ゴリ ー 利 用 ン 容 泊 :〈 東 京都 ・ 赤 坂 〉 ザ - キ ャ ピ ト ル ホテ ル 東 急 (洋室 ・ デ ラッ クス カテ ゴリ ー 利 用 
44.8m) ※ お ひと り 部 屋 ご 利用 の 場合 に は キン グ ベ ッ ト ル ー ム に な り ま す 。 44.8m) ※ お ひと り 部 屋 ご 利用 の 場合 に は キン グ ベ ッ ト ル ー ム に な り ま す 。 


最大 14 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 | / 復路 宅配 付 


ザ ・ キ ャ ピ ト ル ホテ ル 東 急 
出発 日 2023 年 6 月 2 日 ( 金 )、10 月 21 日 ( 圭 
東京 ・ 赤 坂 、 由 緒 あ る 山王 日 枝 神 社 の 杜 に 接する 緑 豊か な 一 角 に ザ ・ キ ャ ピ ト ル ホテ 年 6 月 3 月 中) 
ル 東急 は 位置 し て いま す 。 大 都会 の 喧騒 を 忘れ させ る 閑静 な 環境 、 し か も 皇居 、 皿 > ご 旅行 代金 (おぉ 1 人 様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :6 名 
関 の 官庁 街 、 丸 の 内 、 銀 座 へ も 地下 鉄 や タフ シー で 約 10 分 と いう アク セス の 良さ を 許 コー ス 舌 呈 : e - 
り ま す 。 こ の ツア ー で は 、44.8m の “デラ ックス カテ ゴリ ー" の お 部 屋 で 2 連 泊 い た だ 5 に 層 ーー 
きま す 。 お ひと り で の ご 参加 の 場合 は キン グ ベ ッ ト の お 部 屋 の ご 利用 に な り ます 。 中 240 四 幸 
6 月 2 日 ( 金 ) 二 290.,000 円 380.000 由 
10 月 21 日 ( 土 ) 2 310,000 円 400,.000 貼 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


※ 、2 順 は 、 事 前 の 通知 な く 変更 と な る 場合 が あり ます 。 音 楽 会 を 
鑑賞 いた だ く お 席 は S 席 (設定 され た 最上 位 の カテ ゴリ ー) で ご 用 意 し ます 。 席 
番 は 、 演 奏 会 直前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽 選 後 、 お 渡 
し し ます 。 お 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。※ 1 良 場所 へ の 移動 に タク 
シー また は ジャ ン ボ タク シー を 利用 する 場合 が あり ます 。 ご 参加 人 数 に 応じ て 分 
乗 と な る 場合 が あり ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


目 枝 神 社 か ら 上 お ホテ ル 2 失 デラ ックス カテ ゴリ ー の お 部 屋 の 一 例 


夢 の 作 昌 


関東 新潟 


静 誠 堂 文庫 美術 館 と 国立 西洋 美術 館 鑑賞 


英国 ロイ ヤル ・ バ レ エ 団 日 本 公演 と 東京 の 美食 3 日 間 


英国 ロイ ヤル ・ バ パレ エ 団 (イメージ ) 


ロミ オ と ジュ リエ ッ ト ] 公 演 か ら 左 Kiyonori Hasegawa 右 @Alice Pennefather 


東京 文化 会 館 大 ホー ル 
英国 ロイ ヤル ・ パ レ エ 団 日 本 公演 


6 月 29 日 ( 木 ) 13:30 開 演 
英国 ロイ ヤル ・ バ パレ エ 団 2023 
日 本 公演 「 ロ ミオ と ジュ リエ ッ ト 」 
古典 バレ エ と 独自 の 英国 スタ イル を 両輪 と する 


世界 屈指 の 名 門 イ ギリ ス の 王立 バレ エ 団 で す 。 
フラ ンス の パリ ・ オ ペラ 座 、 ロ シア の マリ イン ス 
キー・ バ レ エ の 2 大 バレ エ 団 に 加え て 、 世 界 三 
大 バレ エ 団 の 一 つと 称 さ れる こと も あり ます 。 
「 ロ ミオ と ジュ リエ ッ ト 」 は 英国 ロイ ヤル ・ バ パレ 
エ 団 の 金 看板 と いえ る マク ミラ ン の 傑作 で す 。 
【 予 定 さ れる 主 な 配役 】 

人 ジュリエット: ヤスミン ・ ナ グ デ ィ 

念 ロ ミオ : マ シュ ー・ ボ ー ル 

久 演 奏 : 東 京 シ ティ (フィ ル ハ ー モ ニッ ク 管 弦楽 団 


英国 ロイ ヤル ・ バ パレ エ 団 (イメージ ) 


静 嘉 堂 文庫 美術 館 国立 西洋 美術 館 


静 玄 堂 は 、 岩 崎 縛 之 助 (1851 一 1908 負 太 郎 の 弟 、 三 菱 第 二 代 社 長 ) と 岩崎 小 華 


太 (1879 一 1945 
国宝 7 件 、 重 要 文 化 財 84 件 を 含む 、 お よそ 20 万 冊 の 古典 籍 と 6,.500 件 の 東洋 古 
美術 品 を 収蔵 し て いま す 。 創 設 130 周 年 の 2022 年 10 月 、 丸 の 内 の 重要 文化 財 ・ 
明治 生命 館 1 階 に て 展示 活動 を 始め まし た 。 


三菱 第 四 代 社長 ) の 父子 二 代 に よっ て 創設 ・ 拡 充 さ れ 、 現 在 、 


西洋 美術 全般 を 対象 と する 美術 館 と し て は 日 本 で 唯一 の 国立 美術 館 で す 。 実 業 家 
松方 幸次 郎 が 20 世 紀 初 め に ヨー ロッ パ で 収集 し た 印象 派 な どの 19 世 紀 か ら 20 
世紀 前 半 の 絵画 ・ 彫 刻 を 中 心 と する 松方 コレ フク ション が コレ クシ ョ ン の 基礎 と な っ 
て お り 、 本 館 は 「 ル ・ コ ルビ ュ ジ エ の 建築 作品 - 近 代 建築 運動 へ の 顕著 な 貢献 -」 の 構 
成 資産 と し て 世界 文化 遺産 に 登録 され て いま す 。 


新 江戸 洋食 「 ベ ッ ラ ・ ヴ ィ ス タ 」 
(ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニニ ガー デン タワ ー40 階 ) (日 目 タ 食 ) 


ガー デン タワ ー の 最上 階 に 位置 する 、 

ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ の メイ ンダ イニ ング 
「 ベ ッ ラ ・ ヴ ィ ス タ 」。2022 年 か ら 新 た な コン 
セプト と し て “ 新 江戸 洋食 "を 掲げ 、 東 京 を は 
じ め と する 全国 の 厳選 食材 を 使用 し た 新 感 
覚 の お 料理 を 、 都 内 を 一 望 で きる 絶景 と と も 
に お 愉し みい た だ け ま す 。 


峰 | 上 野 精 養 軒 本 店 グリ ルフ クシ マ (日 邊 硫 人 ) 


夏目 激 石 や 森 隊 外 の 文学 作品 に も 登場 する 
「 精 養 軒 ]。 グ リル フク シマ は 伝統 と 格式 を 
持つ 精養軒 の メイ ンダ イニ ング で 、 明 治 の 
頃 よ り 、 内 外 の 王侯 貴族 た ち に 愛さ れ た お 
店 で す 。 歴 史 の 息吹 を 感じ な が ら 、 本 格 フラ 
ンス 料理 を お 愉し みく だ さい 。 


日 本 料理 [紀尾井 な だ 万 」 


(ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ ガ 
ツア ー で 滞在 する 緑 豊か な 落ち 着い た 件 ま 
い を 見 せる ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 。 ガ ー デ ン 
タワ ー の 6 階 に ある | 紀尾井 な だ 万 』 か ら は 
1 万 坪 に 及ぶ 広大 な 日 本 庭園 が 望め ます 。 
季節 に より その 趣 を 変え る 庭園 と 本 格 的 日 
本 料理 は 、 優 雅 な 彩 を 添え る こと で し ょ う 。 


ーー いて 


ー デ ンタ ワー6 階 ) (2 日 目 タ 食 ) 


性 豊か な 数 多く の レス トラ ン や 50 店 も の 
ショ ッ ピ ング アー ケー ド 、 郵 便 局 、 診 療 所 な ど を 
備え 、1 つ の 街 の よう な 機能 を 有 し ます 。 数 多く 
の 国 公 寅 を 接 遇 し て きた 経験 ・ サ ービス で お 客 
様 を お 迎え し ます 。 お 部 屋 か ら は 、 新 宿 新 都心 
や ホテ ル の 日 本 庭園 の 緑 な ど が 眺め られ ます 。 
ゆとり の 空間 で お 寛ぎ ざく だ さい 。 


ザ : メ イン スタ ンダ ー ド ジイ ジ 
お 部 屋 の = 例 


東急 トラ ン セ プレ ミア ム バ ス 利 用 

通 員 50 名 ほど の 定員 と する 大 型 パス の 車体 に 、 独 立 型 3 列 、24 席 の シー ト で 
ゆっ た り と し た 空間 を 確保 し て いま す 。 ペ ー ジ ュ を 大 調 と し た スマ ー ト デザ イン 
の 総 革 張 り シ ー ト で ワン ラン ク 上 の 優し い 乗 り 心 地 が 提供 され ます 。 


N 
| 邊 
| 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 
ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (13:30) 発 王 一 (ガイ ド さ ん の 案内 で 車窓 


か ら 東 京都 心 を 見 学 )ーー 〇 静 嘉 堂 文庫 美術 館 一 一 東京 都内 
] 泊 (17:00 略 ) 

因 及 診 ホテ ル 内 レス トラ ン "“ 新 江戸 洋食 "を 語 う 『「 ベ ッ ラ ・ ヴ ィ 

スタ 」 | 椅子 席 LIL 廊 

ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 〇 国立 西洋 美術 館 ……「 上 野 精養軒 本 店 


グリ ルフ クシ マ 」 (フレ ンチ コー ス の ご 昼食 ) | 椅子 席 |…… 〇 東 
和 京 文化 会 館 (英国 ロイ ヤル ・ バ パレ エ 団 日 本 公演 を 観賞 ) 一 東 


京都 内 泊 (16:30 幼 ) 

ホテ ル 内 レス トラ ン 日 本 料理 紀尾井 な だ 万 」 で 協 石 

コー ス | 和子 席 朝 | 大 | タ 
う | ホテ ル (1 1:00 頃 ) 一 一 東 京 駅 (1 1:30 頃 ) 着 圏 | 
(利用 パス 会 社 ) 東 急 ト ラン セ ※ 出 演 予定 


アー ティ スト は 、 事 前 の 通知 な く 変 更 と な る 場合 が あり ます 。 


Ki 


席 番 は 、 公 演 直 前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽 選 後 、 お : 
し し ます 。 お 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿泊 :〈 東 京都 ・ 港 区 ) 履 諸 山 ホテ ナル ニュ ー オ ー タ ニ (洋室 ・ ザ ・ メ イン スタ ンダ ー ド 
ルー ム 利 用 /36m 
最大 14 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 6 月 28 日 ( 水 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 : 6 名 人 


ー ス 番号 :1GGY003-G 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
東京 駅 発着 300,000 由 390,000 幅 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 休日 
aa IO ソー トミ 5 イー グ 10 名 生 


葉 加瀬 太朗 NH&K KTRIO Pe ソート Pt 路 党 3 日 間 


八ヶ岳 高原 音楽 堂 (2 日 自 ) 

標高 1.500m の 高原 の 風景 に な じ む 六角 形 の 美しい フォ ルム 
の 音楽 堂 。 

主 に 室内 楽 の 演奏 を 想定 し た 理想 的 な 響き の 小 ホ ー ル で 、 木 の 
ホー ル な ら で は の 耳 に 心地 よい 柔らか で 自然 な 響き が 音楽 の 
魅力 を 引き 立て ます 。 


葉 加瀬 太郎 NH&K TRIO 
2 リク ニョ ンジ リド 


出演 葉 加瀬 太郎 (ヴァ イオ リン ) 、 
柏木 広樹 (チェ ロ ) 、 西 村 由 紀 江 (ピア ノ ) 
開場 14:30 ノ 開演 15:00 


スケ ジュ ー ル 。 は 和 場 准 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 容 観 光 、 療 は 花 の みどころ 


農 補 徳 寺 風鈴 まつ り 


(1 日 目 ) 東京 駅 (9:00) 発 一 中 約 150 分 王 一 桐生 [吉野家 ] (和食 の ご 昼 
春 と 秋 の 床 も み じ が 有名 な 宇徳 寺 。 1 記 椅子 民 〇 宝 徳 寺 王 御代田 泊 (17:00 引 ) 
夏 は 涼し げ な 音色 を 響かせ る 風 欠 が 境内 を 『 問 2 際 ダイ ニン グ に て 旬 の 信州 食材 を 使っ た フラ ンス 料理 


彩り ます 。 
3,.000 個 の 風鈴 トン ネル を 歩き 、 風 鈴 の 音 に 
涼 を 感じ る ひと と き を お 過ごし くだ さい 。 


し 居 還 
ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 中 約 120 分 = 一 〇 ポー ル ・ ラ ッシュ 記念 館 ニ 一 
清里 「 清 泉 寮 」 (和食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 八ヶ岳 泊 (14:00 妃 ) 

ノ | チェ ッ ク イ ン 後 、 八 ヶ 岳 高原 音楽 堂 に て 葉 加瀬 太郎 NH&K TRIO 


岡 ーッ に サマ ー リ ゾー ト ・ コ ン サ ー ト (15:00 一 17:00 妃 ) 
N 又 く ゞ 
THE HIRAMATSU 軽井沢 御代 田 訟 諾 凍ら 店 


回 そびえ る 浅間 山 の 南 航 、 豊 か な 自然 の 中 で 静か な 時 が 流れ る 北佐久 郡 8 本 6 
御代 田町 に ある 小高 い 森 の 中 に 侍 む 「 森 の グラ ン ・ オ ー ベ ペル ジュ | で ゆっ くり お 寛ぎ くだ さい 。 ホテ ル (⑨:30 頃 ) 一 一 開 〇 明野 サン フラ ワー フェ スーーー 山 梨 市 「 い づ 
う | 屋 | (寿司 の ご 昼食 ) [ 符 子 席 ] 一 勝沼 〇 大 善 寺 ([ ぶ どう 寺 ] と し て 


ンー 誠 知ら れる ) ーー 咽 約 120 分 王 一 東京 駅 (17:00 了 ) 着 國 悦 
/ ー 〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) 群馬 バス また は (株 ) kmm モ ビリ ティ サー ビス また は (株 ) フジ エ 
/ ま M クス プレ ス 
」 に ※ コ ン サ ー ト の お 座席 の 希望 や 場所 の 指定 は 承る こと が で きま せん 。 
紅 ※ 八 ヶ 岳 高原 ロッ ジ と 八 ヶ 丘 吉 原 音楽 堂 間 は ホテ ル の 送迎 車 を 利用 し 、 他 の お 客 欄 
本 こさ っ と ご 一 緒 と な り ま す 。 
の ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
上 620= 画 守 泊 ( 泊 目 / 胡 県. 合 代田 )THE HIRAMATSU 加 御代 田 (洋室 - ツ イ 
ン * 半 露天 温泉 風呂 付 ・ デ ラッ クス ツイ ング 79.7 一 85.9mi キ テラ ス ま た は ジュ ニア ス 
回 モー くい 、 イー トン グ 98.7 一 106.5m+ テ ラス ) 
八ヶ岳 高原 ロッ ジ 放り (2 泊 目 / 長 野 県 ・ ヶ 惨 》 人 ル ヶ 岳 高 原 ロッ ジ (洋室 ・ デ ラッ フス ツイ ン ノ 約 40m ま た 
200 万 坪 の 広大 な 敷地 内 に あり 、 白 樺 ・ カ ラマ ツ ・ 小 梨 な どの 植物 や 島 、 花 々 が 、 四 季 を 通じ て “ユー アス イー トノ 約 57 サ 
お 客 様 を お 迎え し ます 。 最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


晴天 時 は 素晴らし い 星 空 を ご 覧 いた だ け ま す 。 


出発 日 2023 年 7 月 29 日 詩 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY004-0 
出発 - 到 着地 | 1 当 目 部屋 ウイ プ | 2 泊 目 部屋? イプ | 2 名 1 室 1 名 1 室 

5702 390.000 幅 | 520.000 由 
東京 駅 発着 | ジュ ニア スイ ー ト 415.000 幅 | 570.000 円 
スカ イ ビ ュ ー | ジュ ニア スイ ー ト | 430,000 円 | 600,000 円 


添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


関東 新潟 


夢 の 作 昌 
ラフ マニ ノ フ 生誕 150 年 記念 ノミ ハイ ル ・ プ レト ニョ フ 


フフ マニ ノ フ ピア ノ 協 奏 曲 全曲 演奏 会 と 美術 館 鑑 賞 2 日 間 


高 関 健氏 


- E、』 ー ー 
ミハイル ・ プ レト ニョ フ 氏 は ピア 控 着 菩 作曲 家 、 こ それぞれ の 分 野 に お いて 並外れ た 才能 を 発揮 し 。 二 
界 中 の 観客 を 魅了 し て いる 現代 を 代表 する 芸術 家 で す 。1978 年 、 弱 冠 21 歳 で チャ イコ フス キー 国際 ヨ ジ ク 三 
ル ・ ピ アノ 部 門 に お いて ゴー ルド ・ メ ダル 及び 第 1 位 を 獲得 。 こ れ に より 早く も 世界 的 に 認め られ る 存在 と な り ま 
すい 完璧 に コン トロ ー ル され た 美しい 音色 で 、 カ リス マ 的 人 気 


: あか お 誇る 現代 最 ピア ニス ト の 一 人 と し て 活躍 し て いま す 。 9 Ne 6 
東京 フィ ル ハ ー モ ニー 交 9) E ミハイル ・ プ レト ニョ フ 氏 〇 Rainer Maillard DG 


9 月 13 日 ( 水 ) 、9 月 21 日 ( 木 ) 東京 オペ ラ シ テ ィ コン サー ト ホ ー 


ラフ マニ ノ フ 生誕 150 年 記念 ミハイル ・ プ レト ニョ フ ラフ マニ ノ フ ピア ノ 協 奏 曲 全曲 演奏 会 


開場 時 間 18:20 開演 時 間 :19:00 終演 予定 :21:00 出演 : ミ ハイ ル ・ プ レト ニョ フ ( ピ アノ ) 、 高 関 健 (指揮 ) 、 東 京 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽団 
演奏 曲目 (13 日 ) 第 1 番 ・ 第 2 番 金 (21 日 ) 第 4 番 ・ 第 3 番 


9/13( 水 ) 国立 新 美術 館 9/2 1 ( 木 ) 東京 都 庭園 美術 館 


英国 ・ テ ー ト 美術 館 の コレ フシ ョ ン よ り 「 光 」 を テー マ に 作品 を 厳選 穫 し 、18 世 紀 示 から 1933 年 に 建設 され た アー ル ・ デ コ 様 式 の 旧 朝 香 宮邸 と その 空間 を いか し た 、 展 臣 
現代 まで の 約 200 年 間 に お よぶ アー ティ スト た ちの 独創 的 な 創作 の 軌跡 に 注目 す 会 、 緑 豊か な 庭園 を 楽し め る 美術 館 で す 。 当 時 か ら 現在 まで 内 部 の 改造 は 僅少 で 、 
る 企画 展 「 テ ー ト 美術 館 展 光 一 ター ナー、 印象派 から 現代 へ 」 を 第 賞 し ます 。 アー ル ・ デ コ 様 式 を 正確 に 留め 、 昭 和 初 期 の 東京 に お ける 文化 受容 の 様相 を うか が 
多様 な 作品 を 通じ 、 様 々 な アー ティ スト た ち が ど の よう に 光 の 特性 と その 輝き に 魅 うこ と が で きる 貴重 な 歴史 的 建造 物 と し て 、 国 の 重要 文化 財 に 指定 され て いま す 。 


了 さ れ た の か を 検証 し ます 。 展覧 会 [庭園 芸術 と アー ル デ コ ] を 鑑賞 し ます 。 
スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 
ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (11:00) 発 一 一 
2 テル ニー ター プー (0 メイ ント 12 に |9TGB 和 10 一 
過 ホー ナル * * 小 ナ ぶす 。 = テ ドア 受 ーー ニー ー ュ コー オー ター ーー で 3 時 . コ ョ ュー に ーー 
格付 け 評価 ホテ ル 部 門 に お いて 、4 年 連続 で 最高 評価 の 5 つ 星 を 受賞 し て いま す 。 ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 「 ベ ッ ラ ・ ヴ ィ スタ ] (西洋 料理 * 新 江戸 洋食 ラン 
1 チコ ー ス の ご 昼食 ) | 椅子 席 
9 2 1 ( 木 ) 発 〇 東京 
ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 「 紀 尾 井 な だ 万 」 (天ぷら の ご 昼食 ) 
we ーー 〇 東京 オペ ラ シ テ ィ コ ン サ ー ト ホー ル 
1 ーー デ 東京 都内 泊 (22:00 頃 ) 属 ( 
s ノ | ホテ ル (11:00 頃 ) 一 一 東京 駅 (1 1:20 頃 ) 着 朝 較 | 
ンク 2o 匠 | IT 
エグ ゼクティ ブ バ ウ 時 ゼクティ ジ : お 部 屋 の (利用 バス 会 社 〉 東 急 ト ラン セ ま た は 東京 ヤサカ 観光 
席 番 は 、 演 奏 会 直前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽 選 後 


お 渡し し ます 。 お 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。※1 名 1 室 で ご 利用 の 場合 、 ダ ブ 
ルル ー ム の ご 利用 に な る 場合 が ご ざい ます 。※ 演 奏 順 は 事前 の 通知 な く 変更 と な 
る 場合 が あり ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿泊 :〈 東 京都 ・ 港 区 〉 騙 芋 間 ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ エグ ゼクティ ブ ハ ウ ス 禅 ( 洋 
室 ・ デ ラッ クス ルー ムン 45mi) 


最大 14 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 13 日 ( 水 ) 、9 月 21 日 ( 木 ) 


ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ で の ご 昼食 


se ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 催行 人 貞 : 
ベッ ラ ・ ヴ イィ スタ | 9 月 13 日 ( 水 発 | 紀尾井 な だ 万 [9 月 21 日 (お 発 @ コ ー ス 番号 :(9/13 発 〉1GGY004-G 〈9/21 発 〉1GGY004-H 
「 ハ レ の 日 」 の お 祝い に お 薦め の メイ ンダ イ 「 老 舗 は いつ も 新しい ] を テー マ に 、 永 い 「 な 出発 到着 地 2 名 1 室 1 名 1 室 
ニン グ 。 最 上 階 の 景色 と 共に 、 西 洋 料理 の だ 万 」 の 伝統 の 中 に も 趣向 を 取り 入れ た 料 es 230.000 280.000 
伝統 を 引き 継ぎ 、 進 化し た 洋食 メニ ュー を 理 の 数 々 の な か か ら 季 節 の “天ぷら "を お 愉 東京 駅 発 六 ,UUU 円 :UUU 円 
お 愉し みく だ さい 。 し みく だ さい 。 添乗 員 は 1 東京 駅 か ら 2 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 作 


間 還 還 記 二 コイ ヤー コン ルト へ ボウ 管弦 楽団 ライプツィヒ ・ 
ヨー ロッ パ 名 門 オ ー ケ スト ラ 日 本 


国立 西洋 美術 館 https://Wwww.nmwa.go.jp で 国立 西洋 美術 館 


企画 展 覧 会 「 イ ヴ ・ サ ン ロ ー ラ ン 展 」 
「 パ リ ポン ピ ド ゥ ー セ ンタ ー キュ ビス ム 展 一 美 の 革命 会 期 :2023 年 9 月 20 日 ( 水 ) 12 月 11 日 (月 ) 
ピカ ソ 、 ブ ラッ ク か ら ドロ ー ネ ー、 シ ャ ガー ル へ 」 本 展 は イヴ ・ サ ン ロ ー ラ ン 美 術 館 パリ に よる 全面 協力 を 得 て 、 没 後 、 日 本 で 初め て 開催 

琴 開 NN され る 大 回 顧 展 で す 。 イ ヴ ・ サ ン ロ ー ラ ン は 40 年 間 の 活動 を 通じ て 、 多 様 な 文化 や 歴史 

会期 :2023 年 10 月 3 日 ( 火 )2024 年 1 月 28 日 (日) か ら 刺 激 を 受け な が ら 普 通 的 な スタ イル を 提案 し 続け まし た 。 
序章 と 1 1 章 か ら 構 成 さ れる 本 展 で は 、 デ ィ オ ー ル で の デビ ュー か ら 、 ブ ラン ド と し て 初 
の コレ クシ ョ ン 、 そ し て 独自 の スタ イル を 確立 する まで を 、 イ ヴ ・ サ ン ロ ー ラ ン に よる ルッ 
ク 110 体 の ほか アク セ サ リ ー、 ド ロー イン グ 、 写 真 を 一 堂 に 集め て ご 紹介 し ます 。 
イヴ ・ サ ン ロ ー ラ ン の クリ エイ ショ ン が 生み 出す 豪華 絢 な 美 の 世界 を ご 堪能 くだ さい 。 


較 | 東京 の " 食 "を 愉し む お 2 つの レス トラ ン 


ザ ・ キ ャ ビ ピ ト ル ホ テル 東急 
日 本 料理 「 水 鷹 」 (日 目 ヶ 食 ) 


ザ ・ キ ャ ピ ト ル ホテ ル 東急 の 「 和 の も て な し ]」 を 象徴 する メイ 
ンダ イニ ング 「 水 謙 」。 旬 の 魚介 や 野菜 を ふん だ ん に 使い 、 
丁寧 に や さ し く 仕上 げ る 、 板 長 桁 植 実に よる 懐石 料理 。 
伝統 的 で あり な が ら 創 意 工夫 を 凝ら し た お 料理 は 、 月 ご と 
に 献立 が 替わり 、 い つ 訪 れ て も 新た な 美味 を お 楽し みい た 
だ け ま す 。 厳 選 し た 素材 の 良さ を 最大 限 に 引き 出し た お 料 
理 を 、 シ ェ フ の 鯉 や か な 手さばき と パフ ォ ー マ ンス と と も に 
ご 堪能 くだ さい 。 


| 水 謙 の 料理 (イメ ニ ジ ) 


フラ ンス 料理 グラ ン メ ゾン 

Os 
「 ア ピ シ ウ ス 」 (2 日 自 昼食 ) 
東京 を 代表 する フレ ンチ レス トラ ン 「 ア ピ シ ウ ス 」 は 、1983 年 
4 月 に 東京 都 ・ 有 楽 町 (日 比 谷 ) に て 創業 の グラ ン メ ゾン で す 。 
創業 以来 、 数 々 の 政財界 の 要 人 、 文 化 人 、 美 食 家 に 愛さ れ て 
いる 名 店 で す 。 ア ー ル ヌー ボー 建築 を モチ ー フ に し た ダイ ニ 
ング の 内 装 。 ゆっ た り と し た ダイ ニン グ ス ペ ー ス や 個室 で 
ビュ ッ フ ェ や ユ ト リ ロ 、 シ ャ ガー ル な どど 印象 派 の 絵画 に 囲ま れ 
落ち 着い た 雰囲気 で 、 心 ゆく まで お 料理 を ご 賞味 いた だ け ま 
す 。 伝統 的 フレ ンチ を ベー ス に し た 芸術 的 な 美味 を 心ゆく ま 
で お 楽し みく だ さい 。 ま た 、 フ ラン ス の 名 門 シ ャ トー 産 を 中 心 
に 、 約 4 万 本 を 揃え る 国内 有数 の ワイ ン セ ラー を 誇り 、2018 
年 に は 英国 の ワイ ン 専 門 誌 に に る 「 ワ ー ル ド ・ ベ スト ・ ワ イン リ 
スト ・ ア ワー ド 」 審 査 貞 賞 を 受賞 。 ま た シェ フ ソ ム リエ で ある 情 
野 博之 氏 は 、 フ ラン ス の レス トラ ン ガ イド 誌 「 ゴ ・ エ ・ ミ ヨ ジャ 
ポン 」 に て 、2019 年 の 「 ベ スト ソム リエ 賞 」 を 受賞 し て いま す 。 


本 


2 ラン ウス の 中 (テン) 
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ゲヴァントハウス 管弦 楽団 、 国 立 西洋 美 


公演 と 2 つの 美術 館 鑑 賞 
サン トリ ー ホ ー ル 大 ホー ル 


サン トリ ー ホ ー ル は 、 東 京 で 最初 の コン サー ト 専 用 ホー ル と し て 「 世 界 一 美しい 響き ] 
を コン セプト に 1986 年 秋 に 誕生 し まし た 。 日 本 で 初め て ヴィ ン ヤ ー ド (ブドウ 畑 ) 形 
式 を 採用 し 、 演 奏 家 と 聴 家 が 一 体 と な っ た 臨場 感 溢れ る 音楽 体験 を 共有 で きま す 。 
現在 で は 、 日 本 を 代表 する コン サー ト ホ ー ル と し て 、 毎 年 、 約 550 の 公演 に 60 万 人 規 
模 の お 客 様 が 来場 し て いま す 。 


東急 トラ ン セ プレ ミア ム バ パス 利用 


通常 50 名 ほど の 定員 と する 大 型 バ ス の 車体 に 、 独 立 型 3 列 、24 席 の シー ト で ゆっ 
た り と し た 空間 を 確保 し て いま す 。 ベ ー ジ ュ を 基調 と し た スマ ー ト デザ イン の 総 革 


二 り シ ー ト で ワン ラ ンク 上 の 優し い 乗 り 心 地 が 提供 され ます 。 


間 


 【 


最大 14 名 | / 1 名 参加 可能 復 了 宅配 付 
出発 日 2023 年 11 月 6 日 (月 ) 、11 月 20 日 (月 ) 


少 催行 人 員 : 


添乗 貞 同 行 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) @ 最 


全 コ ー ス 番号 :〈11/6〉 1GGY004-」 〈11720 発 71GGY004-K 


出発 ・ 到 着地 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 


2 名 1 室 1 名 1 室 
340,000 400,000 由 
東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


関東 新潟 


術 館 と 国立 新 美術 館 


き 9 日 間 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 
ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (13:00) 発 一 一 (ガイ ド さ ん の 案内 で 車窓 か ら 
東京 都心 を 見 学 )ーー 〇 国立 新 美術 館 (展覧 会 「 イ ヴ ・ サ ン ロ ー ラ 
1 ン 展 」 鑑 賞 ) 一 東京 都内 泊 (19:00 引 ) 

府 ホテ ル 内 レス トラ ン [水府 」 (日 本 料理 ) [椅子 席 


1 


ホテ ル (10:00 頃 ) ーー 〇 国立 西洋 美術 館 ( 企 画展 「 パ リ ポン ピ 
ドゥ ー セ ンタ ー キュ ビス ム 展 一 美 の 革命 ピカ ソ 、 ブ ラッ ク か ら ド 
2 ー ネ ー、 シ ャ ガー ル へ 」 を 鑑賞 ) 一 一 「 ア ピ シ ウ ス 」 (フラ ンス 料理 

の ご 昼食 ) | 椅子 席 ホテ ル (休憩 


) 一 つづ 〇 サン トリ ー ホ ー ル 
(オー ケス トラ コン サー ト 鑑 賞 ) 一 東京 都内 泊 (22:00 頃 ) 
國 悦 」 
3 ホテ ル (1 1:00 頃 ) 王 東京 駅 (11:15 頃 ) 六 
國 
(利用 バス 会 社 〉 東 切 ト ラン セ 
※: 、 出 演 予定 アー ティ スト は 、 事 前 の 通知 な く 変 更 と な る 場合 が あり ます 。 
席 番 は 、 演 奏 会 直前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽 選 後 、 お 渡 
し し ます 。 お 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。 
※P .7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
較 宿 泊 :〈 東 京都 ・ 赤 坂 ) ザ ・ キ ャ ピ ト ル ホテ ル 東 急 (洋室 ・ デ ラッ クス カテ ゴリ ー 利 用 


44.8m) ※ お ひと り 部 屋 ご 利用 の 場合 に は キン グ ベ ッ ト ル ー ム に な り ま す 。 


ホー ル 大 ホ 


サン トリ ー 


ー ル 演奏 会 予定 プロ グラ ム 


11 月 7 日 ( 火 ) 19:00 開 演 


11 月 21 日 ( 火 ) 19:00 開 演 


ロイ ヤル ・ コ ン セ ルト へ ボウ 管弦 楽団 日 本 公演 

オラ ンダ 、 ア ム ス テ ル ダム を 拠点 と する 世界 屈指 の オー ケス トラ で す 。 1888 年 に 創設 
され 、 楽 団 が 創立 100 年 を 迎え た 際 に 正式 に 「 ロ イヤ ル ( 王 立 )」 の 称号 を 与え られ まし 
た 。 オ ラン ダ の マキ シマ 女王 が パト ロン を 務め ます 。 類 い 稀 な 響き さと し な や か な 演奏 ス 
タイ ル に は 定評 が あり 、 そ の サウ ンド は 世界 最高 峰 の ひと つと 主 われ クラシック 界 に 

お いて 重要 な 役割 た 果たし て いま す 。 ア ム ス テ ル ダム の コン セル ト ヘ へ ボウ に お ける 年 
間 90 回 ほど の コン サー ト の ほか 、 毎 年 世界 各地 40 ヶ 所 ほど の 主要 な ホー ル で 演奏 し 
で て いま す 。 録 音 も 多く 、 こ れ ま で に 1.,100 以 上 の LP、CD、DVD を リリ ー ス し て お り 、 そ 
の 多く が 国際 的 に 高い 評価 を 得 て 、2004 年 より 自主 レー ベル を 開始 し て いま す 。 
指揮 : フ ァ ビ オ ・ ル イー ジ 
演奏 曲目 に つい て は 下記 ホー ムペ ー ジ に て 後日 発表 と な り ま す 。 
https://Www.kajimotomusic.com/ 


セル ト へ ボウ 管弦 楽団 
ぅ SimonlWamlBoxtel 


ライ プ ツ ィ ヒ ・ ゲ ヴァ ント ハウ ス 管 弦楽 団 日 本 公演 
ライ プ ツ ィ ヒ ・ ゲ ヴァ ント ハウ ス 管 弦楽 団 は 、250 年 を 超え る 歴史 を 誇る 由緒 ある 
オー ケス トラ で す 。 そ の 発祥 は 、 ラ イプ ツィ ヒ の 商人 た ち が 資 金 を 出し 合っ て 発足 さ 
せ た コ ン サ ー ト 愛好 会 に 遡り ます 。 こ の 愛好 会 が 、 音 楽 界 の 歴史 を 作り 、 世 界 で も 
最も 有名 で 、 か つ 高 い 名 声 を 誇る オー ケス トラ を 育て て きま し た 。 ゲ ヴァ ント ハウ ス ・ 
オー ケス トラ は 、 地 元 ラ イプ ツィ ヒ だ け で 、1 シーズ ン に 70 近 くも の 「 グ ラン ド ・ コ ン 
サー ト 」 を 行っ て いま す 。 200 年 以上 も の 間 、 彼 ら は ライ プ ツ ィ ヒ ・ オ ペラ の 歌劇 場 付 
き の オ ー ケ スト ラ と し て 演奏 し 、 ま た 、 毎 週 行わ れる 聖 ト ー マ ス 教会 で の J.S. パ ッ ハ の 
カン ター タ 演 奏 会 、 さ ら に 1 シー ズン に 35 以 上 の 客演 を 世界 各地 で 行っ て いま す 。 
指揮 (アンド リス ・ ネ ルソン ス 
演奏 曲 昌 に つい て は 下記 ホー ムペ ー ジ に て 後日 発表 と な り ます 。 
https:/ ハ www.kajimotomusic.Com/ 


アン ドリ ズミ ネ ルツ ジス 
@Marco-Borggieve 


ザ ・ キ ャ ピ ト ル ホテ ル 東 急 


東京 ・ 赤 坂 、 由 緒 あ る 山王 日 枝 神社 の 杜 に 接する 緑 豊か な 一 角 
に ザ ・ キ ャ ピ ト ル ホテ ル 東 旋 は 位置 し て いま す 。 大 都会 の 喧騒 
を 忘れ させ る 閑静 な 環境 、 し か も 皇居 、 想 ヶ 関 の 官庁 等 、 丸 の 
内 、 銀 座 へ も 地下 鉄 や タクシー で 約 10 分 と いう アク セス の 良さ 
を 誇り ます 。 こ の ツア ー で は 、44.8mf の “デラ ックス カテ ゴリ ー” 
の お 部 屋 で 2 連 泊 いた だ きま す 。 お ひと り で の ご 参加 の 場合 は 
キン グ ベ ッ ト の お 部 屋 の ご 利用 に な り ま す 。 


デラ ックス カテ ゴリー の お 部 屋 の 一 例 


関東 新潟 


白井 星 ホ テル に 宿泊 し て 愉し わ 高崎 と 前 橋 の 芸術 と 美食 2H 間 


0 高崎 芸術 劇場 大 劇場 (日 紳 

上 信越 ・ 北 関東 最大 級 の 音楽 と 「 舞 台 芸 術 の 殿堂 ] と し て 2019 
年 9 月 に 開館 し た 「 鑑 賞 創 造 」 が 一 体 化 し た 複合 的 な 芸術 江 電 
で す 。2.027 席 の 大 財 場 で 、 こ の 借 場 を 本 拠 地 と する 日 本 の 地方 
オー ケス トラ の 草分け “ 群 響 "の 響き を お 愉し みく だ さい 。 


9 月 17 日 (日 ) 演奏 会 プロ グラ ム 
群馬 交響 楽団 第 591 回 定期 演奏 会 
指揮 : 飯森 範 親 ( 群 罰 常 任 指揮 者 ) 
ソプラ ノ : 森谷 真理 メゾ ・ ソ プラ ノ : 富岡 明子 
群馬 交響 楽団 演奏 会 (イメ ー ジ ) テノール : 村上 公太 バス パリ トン : 平野 和 
合唱 : 群馬 交響 楽団 合唱 団 ( 合 唱 指揮 阿部 純 ) 
演奏 曲目 
モー ツァ ルト ノブ “レクイエム "ニニ 短調 K.626 か ら “ ラ クリ モザ " 
ヴェ ルディ ノン "レクイエム" 


10 月 28 日 ( 土 ) 演奏 会 プロ グラ ム 
群馬 交響 楽団 592 回 定期 演奏 会 
指揮 : 井 上 道義 ピア ノ : 仲 道 郁代 
演奏 曲目 
モー ツァ ルト ピア ノ 協 奏 曲 第 23 番 イ長調 K.488 


_ 人 箱 紀 者 第 馬 ショ スタ コー ヴィ チノ 交響 曲 第 4 番 ハ 短 調 作品 43 
@⑥KyeslKai Sg 


高崎 市 山田 か まち 美術 館 (1 日 目 ) 萩原 期 太 郎 記念 館 ・ 水 と 緑 と 詩 の まち 前 橋 文 学 館 (2 日 目 ) 


1960 年 、 高 崎 市 に 生ま れ た 山田 か まち は 、 絵 画 や 詩 の 豊か な 才能 に 恵まれ な が ら も 、 詩人 萩原 期 太郎 は 口語 自由 詩 を 確立 し 、 近 代 詩 史 に 大 き な 定 跡 を 残し まし た 。 他 に 
17 歳 と いう 若 さ で この 世 を 去り まし た 。 彼 の みず みず し い 青 春の 作品 群 は 、1990 年 平井 晩 村 、 高 橋元 吉 、 萩 原 恭 次 郎 、 伊 藤 信 吉 ほ か 多く の 詩人 を 墓 出し た 前 橋 は [近代 
代 に 各地 で 開催 され た 展覧 会 な ど を と お し て 全国 的 に 知ら れる よう に な り ま す 。 高 校 詩 の ふる さと ] と 言わ れ て いま す 。 前 橋 文学 館 は 、 こ れ ら 詩 人 た ちの 資料 を 展示 し 、 特 
の 教科 書 に も 彼 の 絵 や 詩 が 掲載 され 、 様 々 な 形 で 若者 た ち に 影響 を 与え て いま す 。 水 に 翔太 郎 資料 は 原稿 な ど 全国 一 の 質 と 量 を 有 し ます 。 萩原 期 太郎 記念 館 で は 、 移 設 
彩 画 、 ク レ ヨ ン 画 、 詩 文 な ど 、 約 120 点 の 展示 を 、 学 芸 貞 の 方 の 案内 で 鑑賞 し ます 。 復元 され た 萩原 期 太郎 の 生 家 の 土蔵 、 書 斎 ・ 離 れ 座 敷 を 見 学 し ます 。 


x* * = er・ 
本 し 


高崎 市 タワ ー 美 術 館 ( 日 委 2 クン 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 


13 年 11 月 15 日 に 開館 し まし た 。 横 山大 観 高崎 駅 デー 山 田 か まち 美術 館 一 一 高崎 市 役所 2 1 階 の 「 ア ー ト 
や 平山 孝 夫 な ど 、 近 現代 の 日 本 画家 の 作品 マル シェ チー ム アル ・ ケ ッ チ ァ ー ノ 」 (フレ ンチ コー ス の ご 昼食 ) 
を 収蔵 し 、 企 画展 ・ 収 蔵 作 品 展 な ど 、 日 本 画 椅子 席 一 〇 高崎 市 タワ ー 美 術 館 …… 高崎 芸術 劇場 


を 幅広 く 紹介 する た め に 年 間 5 一 6 回 の 展覧 
会 を 開催 し 、 あ わせ て 展示 解説 や 講演 会 な 
どの 関連 事業 を 行っ て いま す 。 い 
※ 本 パン フレ ッ ト 制 作 時 現在 、 こ の 時 期 の 展 ! 
覧 会 の 予定 が 未 発表 で す 。 展覧 会 の 内 容 は 
4 月 以降 に 美術 館 の ホー ムペ ー ジ 等 で ご 確 


認 く だ さい 。 


9 月 (日 ) 発 | 〇 高崎 芸術 劇場 大 ホー ル に て 群馬 交響 楽団 第 
1 591 回 定期 演奏 会 を 5 席 で 鑑賞 

10 月 28 日 ( 土 ) 発 | 〇 高崎 芸術 劇場 大 ホー ル に て 群馬 交響 楽団 第 
592 回 定期 演奏 会 を S 席 で 鑑賞 
ー デ 前 橋 市 内 泊 (18:00 頃 ) 
白井 屋 ホ テル メイ ンダ イニ ング 
the RESTAURANT で “上 州 キ ュ イ ジー ヌ ” の コー ス | 椅子 席 


回 


白井 屋 ホ テル 四 ロ ク 
江戸 時 代 の 創業 、| 旧 宮内 庁 や 森 随 外 、 有 カ 木 希 ホテ ル (10:00 頃 ) 王 一 〇 攻 原 期 太郎 記念 館 ・ 水 と 緑 と 詩 の まち 前 
典 と いっ た 多く の 芸術 家 や 要 人 に 愛さ れ た 前 の 橋 文学 館 一 一 前 橋 市 内 の レス トラ ン で ご 昼食 | 椅子 席 高崎 駅 
橋 の 老舗 「 白 井 屋 旅館 」 が 前 橋 市 中 心 街 の 活 ーー (上 越 新幹線 グリ ー ン 車 ) エー 東京 駅 (16:30 頃 ) 着 
性 化 の 一 環 と し て 再生 し まし た 。 レ アン ドロ ・ 朝 昼 | 較 
エル リッ ヒ 氏 や 杉本 博司 氏 、 宮 島 達男 氏 を は 
じ め 名 だ た る 国内 外 の アー ティ スト や デザ イ (利用 バス 会 社 〉 群馬 バス また は 群馬 中 央 パス また は 上 信 観 光 バ ス 
ナー が 参加 する 本 プロ ジェ クト の 全体 設計 は 、 ※ 演 奏 演目 は 、 事 前 の 通知 な く 変 更 と な る 場合 が あり ます 。 タル を 鑑賞 
日 本 を 代表 する 建 筑 家 ・ 藤 本 壮介 氏 が 手がけ ・ す 。 席 番 は 、 原 則 、 公 演 直 前 の 抽選 
まし た 。 話 題 の デザ イン ホテ ル で す 。 お 部 屋 の 一 例 〇 KatsumasaTanakd (ご netGUDWG7/EGYESGI AR の の 原 券 よ 、 抽選 後 、 お 渡し し ます 。 お 席 の 指定 、 e 
希望 は 承れ ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 謗 み くだ さい 。 

ーーーー 時 ンー ヽ 田 宿 泊 :〈 群 馬 県 前 橋 市 内 〉 ホテ ル (洋室 ・ デ ラッ クス カテ ゴリ ー 利 用 /35 
白井 屋 ホ テル メイ ンダ イニ ング m) ※ デ ザイ ナー ズ ホ テル の た め 、 各 部 屋 の 仕様 は 若干 異な り ます 。 

the RESTAURANT(i 日 目 タ 食 ) 
東京 青山 の ミシュ ラン 2 つ 星 、 ア ジア 第 三 位 最大 14 名 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


の 「 フ ロリ レー ジュ 」 の オー ナー シェ フ 川 手 
寛 康 氏 が 監修 し 、 地 元 群 馬 出 身 の 片山 ひろ 
シェ フ が 腕 を ふる いま す 。 食 通 の 愛読 書 で 


出発 日 2023 年 9 月 17 日 (日 )、10 月 28 日 圭 ) 


も ある レス トラ ン の 世界 的 な 格付 け “ ゴ ・ エ ・ ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS002-X 
を 全う で 上 の 人 和 目 の 財 間 地 2 を 1 名 1 宮 
/ 0 で ) ーー 
解釈 で 再 構築 する 上 州 キュイ ジー ヌ の 一 皿 』 東京 駅 着 170,000 200,000 ロ 
一 皿 を お 愉し みく だ さい 。 メイ ンダ イニ ング ShinyaKigure 添乗 員 は 1 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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!4 島 で r 
bo 


辰 の 島 (る 区 寺 汐 馬 下 提 供 3 守 神 ) 胡 崎 県 観光 連盟 


エメ ラル ド の 海 に 浮か ぶ 無 人 島 「 辰 の 島 」 (3 日 目 ) 。 
国定 公園 の 特別 保護 地区 に も 指定 され て いる 美しい 島 を 遊覧 


谷 か ら 眺 め ま す 。 


便 九 州 の 玄界灘 に 浮か ぶ 長 崎 県 の 2 つの 離島 へ 。 神 々 が 宿る 島 「 壱 岐 島 」 と 国境 に 位置 する 

然 豊 か な 島 「 対 馬 ] を 、 地 元 食材 や 郷土 料理 に 舌鼓 を 打ち な が ら “おいしく " 旅 し ます 。 

人 玄界灘 に も まれ た 身 の 引 き 締まっ た 多彩 な 海鮮 が 年 間 を 通し て 楽し め る 島 グ ル メ を 

愉し み ま す 。 プ リ や ヒラ マサ 、 ケ ン サ キイ カ 、 飽 や サザ エ 、 名 産 の 生 ウ ニ な ど に 加え 、 カ メ 
ノ テ 、 対 馬 西 あな ご 、 壱 岐 の 新 名 物 と ら ふ ぐ 、 幻 の 銘 牛 「 索 岐 生 ] な ど 、 島 ブラ ンド 食材 
の 数 々 を ご 堪能 くだ さい 

念 壱岐 の エメ ラル ド グ リ ー ン に 輝く 海 と 奇岩 や 断崖 絶壁 の 絶景 、 無 数 の 島々 が 織り 成す 
対馬 の リア ス 式 海岸 な ど 自然 美 も 満喫 。 澄 み 切っ た 美しい 海 を 眺め な が ら 、 ゆ っ くり と 
流れ る 島 時 間 に 癒 され て くだ さい 


山本 衣 子 氏 ( ツ アー 同行 講師 ) 

20 代 か ら フ ラン ス を 中 心 に ヨー ロッ パ 等 で 料理 を 学ぶ 。 語 
その 後 、 香 港 を は じ め と し て アジ ア 料 理 の 研究 を 重ね 、 広 く 和 洋 中 の 
料理 を 探求 。 

1979 年 か ら 「 ス ウィ ー ト ハー ト ]」 を 開き 、 
人 気 の 料 理 ・ お 菓子 教室 と し て 開催 。 
NHK「 き ょ う の 料 理 ] ほ か テレ ビ 、 雑 誌 、 新 聞 、 講 演 な ど で 活躍 中 。 


現在 も 全国 か ら 生 徒 が 集まる 


上 居 壱岐 対馬 の 旬 の 食材 を 満喫 


DODKb 和則 ふぐ と 志 岐 生 の 会 届 笠 理 (イヌ メ ジ ) 


還 5 真 提供 : ビ ュー ボテ ル 索 胡 


泊 | 対 馬 グ ラン ド ホ テル 用 3) 


テラ ス か ら 雄 大 な 対馬 海峡 を 臨む お ホ テル 。 豊か な 自然 に 囲ま れ た 対馬 な ら で は の 海 の 幸 ・ 


山の幸 、 旬 の 食材 を 活か し た お 料理 も 愉し み で す 。 


外観 ( 空 撮 ) 


お いし い 岐 ・ 対馬 3 日 間 


熱し た 石 の 上 で 魚介 や 野菜 を 焼く 対馬 名 物 「 石 料理 | 。 
(1 日 目 夕食 ) 


壱岐 神楽 (イメ ー ジ ) 
写真 提供 :( 一 社 ) 壱岐 市 観光 連盟 


歴史 ある 住吉 神社 に て 「 壱 岐 神楽 」 を 観賞 。 (3 日 目 ) 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 
羽田 空港 9⑨30 一 11:30) 発 一 全 福 岡 空港 また は 長崎 空港 

対馬 空港 一 一 〇 和 多 都 美 神社 (鳥居 が 海中 に 立つ 神秘 的 な 古 社 ) 
1 〇 鳥 帽子 岳 展望 所 一 対馬 市 内 泊 (17:30 孔 ) 

熱々 に 熱し た 石 の 上 で 旬 の 魚介 や 野菜 を の せ て 焼く 郷土 
料理 「 石 焼 会 席 ] Il 


ホテ ル (9:00 頃 ) ニー 浅茅 湾 遊 覧 クル ー ズ ( 海 か ら 眺 め る 奴 大 な 
自然 ・ 約 90 分 ) (対馬 グル メ の 島 ご は ん の ご 昼食 ) 
ノ | 厳原 港 - ン (ジェ ッ ト フ ォ イ ル ノ 約 65 分 ) ン 芦 辺 港 一 
〇 猿 岩 ・ 砲 台 跡 王 一 壱岐 市 内 泊 (17:00 仙 


壱岐 の 新 名 物 「[ と ら ふ ぐ 尽 くし ] 國 居 


ホテ ル (9:00 頃 ) 一 〇 勝 本 朝市 一 〇 辰 の 島 フ ルー ズ (美しい 海 と 
絶景 ・ 約 40 分 ) 一 〇 住吉 神社 (壱岐 神楽 も 鑑賞 ) 一 

3 | 壱岐 リ トリ ー ト 海里 村上 ] ( 海 を 眺め な が ら 愉 し お 会 席料 理 ) 
〇 壱岐 オリ ー プ 園 王 一 壱岐 空港 一 へ 長崎 空港 
羽田 空港 (18:50 一 21:30) 次 


〈 利 用 予定 航 
り ま す 。 

〈 利 用 バス 会 社 〉 対 馬 交通 また は 宝 観 光 バ ス (1・2 日 目 ) 、 壱 岐 交通 また は 玄海 交通 
(2・3 日 目 ) 

※ 気 象 条 件 、 フ ェ リ ー の 運航 状況 、 道 路 状 況 に より 行程 を 入れ 替え また は 変更 と な る 
場合 が あり ます 。※2 日 目 浅茅 湾 遊 覧 フク ルーズ は 、 船 の ドッ グ ( 可 備 点検 日 に あたっ 
て し まっ た 場合 、 島 内 観光 に 変更 させ て いた だ く 場 合 も あり ます 。※ 島 内 は 小型 また 
は 中 型 バ ス 利用 と な る 場合 が あり ます 。 ※2 日 目 の ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル 搭 乗 の 際 、 船 内 に 
持ち 込み で きる 手荷物 は 、 お 一 人 様 2 個 ま で 、 そ の 全て の 3 辺 の 合計 が 200qm 以 下 ・ 
か つ 重 さ が 30kg 以 下 の 物 と な り ま す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 長 崎 県 : 対 馬 市 内 〉 カジュアル] 対馬 グラ ンド ホテ ル ( 和 洋室 また は 
※ 


さく 


朝 尽 | 較 
空 会 社 )JAL ま た は ANA ま た は ORC ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な 


洋室 / 約 20ー30mf ※ 選 べ ま せん ) 
〈2 泊 目 長 崎 県 ・ 壱 岐 市 内 〉 [カジ ュ ア ル ) ビュ ー ホ テル 壱岐 (和室 /8-10 畳 ※ 選 べ 
ませ ん 

最大 16 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 30 日 詩 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGS003- 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 350,000 380,000 幅 

往路 対馬 空港 合流 20.000 円 き 

復路 壱岐 空港 離 団 20.000 円 き 


添乗 具 は 1 日 目 泌 田 空港 か ら 3 


羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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所 
時 


【 美 術 さ ん ほぼ 】 


どっ 


> ーー-- 


設計 し まし た 。 


国 | アサ ヒビ ー ル 

_ 大 山崎 山 料 美術 館 
(1 日 目 ) 

大 正 時 代 の 歴史 的 ・ 美 術 的 価値 の 高い 

建築 を 改装 し た 美術 館 。 

モネ 「 睡 蓮 ] を 始め と し た 近代 絵画 や 、 

工芸 コレ クシ ョ ン が 展示 され て いま す 。 


観 うろ この 家 ・ 
_ 展望 ギャ ラリ ー (3 昌 到 ) 
神戸 の 代表 的 な 異人 館 で 、 う ろ この よう な 
形 の 天然 石 ス レー ト で 覆 わ れ て いる こと 
か ら そ の 名 が つい た 建築 。 
西洋 の 名 磁器 コレ フク ショ ン や エミ ー ル ・ ガ レ 
の ガラ ス 工 芸 品 が 展示 され て いま す 。 
(展示 内 容 は 変わ る 場合 が あり ます 。) 

うろ この 家 内 部 

写真 提供 : 異 人 館 う ろ こ グル ー プ 


日 本 三 大 和牛 「 近 江 牛 」 
-_ を 味わう (2 日 自 昼食 ) 


築 100 年 の 民家 を 利用 し た 趣 の ある レス トラ ン 
[百年 民家 ・ 黒 釜 ] に て 精肉 店 直営 な ら で は の 四 
鮮度 の 高い 近江 和牛 と 、 店 名 の 由来 と な っ た 大 き な 
黒 釜 で 炊い た ご 飯 を お 召 上 が りく だ さい 。 


琵琶 湖 ホ テル 2 
。 天然 温泉 の 大 浴場 や ベラ ンダ 付き の 客室 か 
= ら 人 雄大 な 琵琶 湖 を 望め ます 。 


お 部 屋 が ら の 眺め (1@ 寺 汐 ) 
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建築 も 素晴らし ぃ 個性 的 な 4 つの 美術 館 へ 


秋 の 近畿 名 耐 と 名 建築 を 愉し な 3 日 間 


MIHO MUSEUM エン トラ ンス (2 日 目 ) 写真 提供 :MIHO MUSEUM 
美術 館 棟 ま で の 道のり を 含め 、 パ リ の ルー ヴ ル 美術 館 の ガラ ス の ピラ ミッ ド の 設計 者 が 桃源 郷 を イメ ー ジ し て 


N = 


うろ この 家 外観 (3 日 目 ) 写真 提供 : 異 人 館 う ろ こ グル ー プ 


山 


佐川 美術 館 外観 (2 日 目 ) 写真 提供 : 佐 川 美術 館 


比 吉山 を 仰ぎ 、 琵 琶 湖 を 望む 地 に 建つ 美術 館 。3 棟 の 
建物 が 水 庭 に 浮か ぶよ うに 建つ 建築 美 が 見 事 で す 。 


回 Mo 


ジジ 72 5 パ 
MUSEUM (日 自 ) 
緑 豊か な 山間 に 位 む 、 世 界 の 古代 美術 や 
日 本 美術 を 所 蔵 、 展 示す る 美術 館 。 


MIHO MUSEUM 遠景 
写真 提供 :WIHO MUSEUM 


クシ ン ョ ニル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴光 
東京 駅 (8:30-10:30) 発 =ー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) =ー 
京都 駅 テー イタ リア 料理 の ご 昼食 | 椅子 
1 〇 アサ ヒビ ー ル 大 山崎 山 首 美術 館 ( モ ネ 「 睡 蓮 ] な ど 和 鑑賞 ) = 一 
大 津 市 内 泊 (17:00 引 ) 
回 腕 府 ホテ ル 内 に て 和 会 席 
ホテ ル 発 (9:00 頃 ) デ ーMIHO MUSEUM デ デー 


田 昼 | タ 


「 百 年 民家 ・ 黒 釜 ] ( 古 民 家 を 改装 し た レス トラ ン で 近江 和牛 の 
2 ご 昼食 ) = 一 〇 佐川 美術 館 一 一 大 津 市 内 泊 (16:00 紀 ) 
回 腔 診 ホテ ル 内 に て フラ ンス 料理 國 選 図 
ホテ ル 発 (9:30 頃 ) = 一 づ う ろ こ の 家 ・ 展 望 ギ ャ ラリ ー…… 
1 〇 北野 町 を 散策 (異人 館 が 並ぶ だ エリ ア ) = 一 洋食 の ご 昼食 [ 椅 子 ) 
ーー 新神戸 駅 テー (東海 道 ・ 山 陽 新幹線 グリ ー ン 車 ) ーー 
東京 駅 (18:00 一 20:00) 着 朝 居 | 


(利用 バス 会 社 〉 滋 賀 中 央 観光 バス 

※1 アサ ヒビ ー ル 大 山崎 山 首 美術 館 へ の 道 は 幅 が 狭く 大 型 パ バス が 入れ な いた 
め 付 近 で 下車 し 約 10 分 ほど 歩き ます 。 ※ 美 術 館 側 の 都合 で 、 見 学 順序 を 入れ 替え 
る 場合 が あり ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

画 宿 泊 :〈1・2 泊 目 ン 滋賀 県 ・ 大 津 市 内 ) 琵琶 湖 ホ テル (洋室 ・ デ ラッ クス ツイ ング 約 
40m 


最大 16 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 24 日 ( 火 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 最少 催 行人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGS003-M 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 260.000 ロ 290.000 貴 
往路 京都 駅 合流 15,000 円 引き 
復路 新神戸 駅 離 団 15,.000 円 き 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


待 い \S パ ー\i 


芝 で 肢 展 六 


ヾ 党 温 弄 交 々 薄 


3 でき 


生き SI IS 2 


〇 募集 人 数 8 二 18 名 様 の ツア ー 
1 ツア ー の 募集 人 数 は 最大 8 一 18 名 まで で す 。 
目的 地 に あわ せ て 最適 な 募集 人 数 を 設定 し ます 。 
(※ 添 乗員 の 同行 し な たい コ ー ス を 除き ます 。) 


② ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 央 選 の 深 乗 員 が 同行 の いい 
添乗 経験 か 豊富 な 添乗 員 や コー ス を 熟知 し た スタ ッ フ が 写真 提供 : 立 山 黒 部 アル ペン ルー ト 
きめ 細やか に お 客 様 を サポ ー ト し ます 。 
(※ 添 乗員 の 同行 し たい コ ー ス を 除き ます 。) 


③ 新 幹線 は 「 グリ ー ン 車 」 の お 座席 を ご 用 意 


(※ 一 部 の コー ス を 除き ます 。) 


〇 お 荷物 宅配 で お 帰り は 身軽 に 美しい 植林 され た 伊勢 の 森 ( イ メー ジ ) 
最終 宿泊 地 か ら ど 自宅 へ 、 お ひと り 様 お ひと つ 無 料 で お 荷物 を お 送り 
いた だ け ま す 。 5 日 以上 の コー ス で は 、 と れ に 加え て ど 自 宅 か ら 最 初 の 宿 
泊地 へ も お 荷物 を お 送り いた だ け ま す 。(※ 一 部 の コー ス を 除き ます 。) 


〇 ⑨ こ 出発 前 に 添乗 員 よ り ご 連絡 いた し ます 
安心 し て ど 旅 行 を お 愉し みい た だ く た め に 、 と 出発 2 て 3 日 前 頃 に ご 挨拶 を 兼ね て 最終 の ご 案内 を いた し 
ます 。 と 不安 、 ど 不明 な 点 等 ご ど ざ いま し た ら 上 革 細 な と と で も 結構 で す の で ご 相談 くだ さい 。 
(※ 添 乗員 の 同行 し た い コ ー ス を 除き ます 。 ※ お 申込 み 代 表 者 様 の み へ の ご 連絡 と な り ま す 。 ) 


②③ 旅 の アレ ンジ を 承り ます 


お 部 屋 の アッ プ グ レー ド や 現地 合流 ・ 離 団 、 往 復 交 通 の お 座席 の アッ プ グ レー ド な ど 
お 客 様 の ご ど 希望 に お 応え し ます 。 

ど と 予約 時 に お 申込 の 販売 店 へ お 申し 付け くだ さい (と 出発 21 日 前 まで ) 。 

空き 状況 等 に より ど 希 望 に 添え を ない 場合 も ご ざい ます 。 


⑤ 国 内 旅行 保険 が 含ま れ て いま す 


詳細 は P.34 の と 案内 を ご 覧 くだ さい 。 


【 ご 案内 】 四季 彩 紀 行 で は ど 旅行 の 目的 や 移動 の 利便 性 を 重視 し 、 比較 的 簡易 な 設備 や 通常 より ゃ 狭い 客 
室 の ホテ ル を 設定 し て お り ま す 。 また 、 タン な 凍る 提 全 エー 


ビス が 無い 場合 が ご ざい 
- 電 ココ な た 5 で の ae 
販売 店 ウチ な きま 信人 2 通 の わ 夫 の アッ プ グ レー ド は に て 衣 し で くだ さい 。 


伏 清 (イメ ニ ジ ) 計 121 


北海 首 


季 <$2 %* ク 紀行 


世界 道産 知床 五 NH の 0 の 1 4 日 間 


知床 石沢) ー ペペ 5 ZED 還 

知床 五 湖 (2 日 目 ) 知床 五 湖 は 、 知 床 連 山 を 背景 に 原生 林 の 中 に た た ず む 5 つ の 湖 で す 。 阿 塞 湖 の アイ ヌ に と っ て 、 生 活 に 欠か せな い 大 切な 森 。 イ オル と は アイ ヌ 語 で 狩猟 採 
ヒグマ の 生息 地 で あり 、 多 く の 野 生 動物 が 生息 し て いま す 。 集 の 意味 。 ア イヌ の 案内 役 と 共に イオ ル の 森 を 歩き ます 。 (3 日 目 ) 

知床 五 湖 一 周 ・ スケ ジュ ー ル っ は 入場 維 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 療 は 花 の みどころ 

地上 遊歩 道 (大 ルー プ ) の 目安 ゆっ くり 出発 | 羽田 空港 (1 1:0013:00) 発 女満別 空港 一 

皿 劇 約 sm 1 〇 大 に 続く 道 一 一 オシ ンコ シン の 滝 き ョ ーー ワッ トロ 温泉 泊 (16:30 頃 ) 

※ ヒ グマ 活動 期 (5/10 一 7/31) 2 洋食 コー ス メ ニ ュ I 

※ 植 生保 護 期 (8/1 一 11/ ー 

OS 0 4 ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 ※O 加計 計 知床 国立 公園 知床 五 湖 ハ 


※ ヒ グマ て 出没 時 に 遊歩 道 が 閉鎖 され 
た 場合 は 、 他 の 散策 場所 に 変更 させ て 
いた だ く こ と が あり ます 。 ※ 散 策 前 に 


事前 レフ チャ ー を 受講 いた し ます 。 有り 


ルー 8 = ご 用 歩道 を 約 3km、 ガ イド と 共に 約 180 分 か け 
が HE 間 て 知 打 五 池 全て を ゆっ くり と 沙 さ ます 。 
に yz: 議 較 (EE3 zi 度 ミ の 請 人 切 級 者 の 方 で も 歩き や すい 「 知 床 五 湖 地上 遊歩 
た ekiE ゆ zzzsk3t の ss 蘭 の 菩 追 (大 ルー プ )」 コース へ ご 案内 いた し ます 。 
と りあ る も の 、 足 首 も カバ ー で きる 服 
装 が お 薦め で す 。) 【 帽 子 】 日 差し を 遮る 帽子 (7 月 ) 、 暖 か い 帽 子 (10 月 ) 
【 靴 】 ス ニー カー や 歩き や すい 履き な れ た も の 【 リ ュ ッ ク ( ザ ッ ク )】 必需 品 で す 。 徒 歩 


知床 五 湖 5 
フィ ー ル ド ハ ウ ス 大 ルー プ 小 ル ー プ 


イキ ング (ガイ ド と と も に 遊歩 道 (大 ルー プ ) を 散策 ( 約 3km・ 
史 約 180 分 ) 一 一 ご 昼食 一 一 阿寒 湖 温 泉 泊 (17:00 頃 ) 

回 多 4 き 参 海 や 山の幸 な ど 、 旬 の 食材 を 取り 入れ た 創作 和 R 
(2・3 泊 目 共通 ) 國 司 狗 


の 

理 ホテ ル (9:00 頃 ) 王 一 療 〇 阿寒 湖 の ほとり イオ ル の 森 を アイ ヌ の 
案内 役 と 散策 ( 約 120 分 )ー ア イヌ 料理 の ご 昼 信 〇 遊覧 
船 で 阿寒 湖 フ ルー ズ と マリ モ 観 察 ( 約 90 分 ) デ 一 阿寒 湖 温 泉 泊 
(16:00 頃 ) 國 層 了 


=ー デ 〇 釧路 市 湿原 展望 台 ー「 和 商 市 場 (自由 
昼食 ) 釧路 空 羽田 空港 (16:0019:00) 國 [ 


〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ま た は AIR DO 
※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利 用 と な り ま す 。 
人 阿寒 バス また は 網走 観光 交通 また は 網走 バス また は 斜里 バス 


時 両手 は あけ た 方 が 良い で す 。 【 飲 み 物 】 水 また は お 茶 【 レ イン ウェ ア 】 必 ず 上 下 に ホテ 
分 か れ た レイ ン ウ ェ ア を ご 準備 くだ さい 。 4 2 が 


阿寒 湖 遊 覧 船 (3 日 征 ) 


船上 か ら 雄 阿寒 岳 や 周囲 の 眺め を 愉し みな ※2 日 目 、3 日 目 の 散 策 は 天候 お よび ヒグマ の 出没 状況 に より 、 安 全 上 の 判断 で 
が ら 湖 北側 に 浮か ぶ 小さ な 島 、 チ ュ ウル イ 島 コー ス や 内 容 が 変 更 に な る 場合 も あり ます 。 ま た 、 プ ログ ラム が スタ ー ト し て か 
へ 。 島内 の マリ モ 展 示 観 察 セ ンタ ー で 大 小 ら も 、 天 候 の 女 変 な ど に に より 、 ガ イド の 判断 で 、 コ ー ス の 変更 や 途中 中 止 に な 
の マリ モ を 観察 し ます 。 5 る 場合 も あり ます 。 
写真 提供 : 向 欠 光 泊 朋 倍 s 誠 = ※ フ 日 目 の 回 乗 湖 遊 覧 船 は 悪天候 に よる 欠航 時 は 阿 寮 湖 ア イヌ コタ ン へ ご 案内 
- いた し ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
北 こ ぶし 知床 HOTEL&RESORT 【 継 記 5 玉 宿泊 :〈1 泊 目 北 海道 ・ ウ トロ 温泉 大 主 山 北 こ ぶし 知床 HOTEL&RESORT( 洋 
- - 室 ・ オ ホー ツク 倶楽部 フロ ア 和 モ ダン ツイ ン ま た は 露天 風呂 付 デ ラッ クス ツイ ン ) 
世界 自然 遺産 知床 の 玄関 ロウ トロ 温泉 に お (2・3 泊 目 北 海道 ・ 困 寒 湖 温泉 ) あ か ん 遊 の 里 鈴 雅 (別館 ・ 和 洋室 /45m) 
いて 、 海 辺 に 立地 する ホテ ル で す 。 客 室 や 大 
浴場 か ら は 、 四 季 折 々 の オホーツク 海 の 大 パ 
ノラ マ を ご 電 能 で きま す 。 
最大 9 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 
2 出発 日 2023 年 7 月 4 日 ( 火 )、10 月 2 日 (月 ) 
あか ん 遊 久 の 里 鶴 雅 K 計 B) ご 旅行 代金 (お 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS001G 
阿 守 湖 の 西側 に 位置 する 「 あ か ん 導 久 の 回 出発 * 到 着地 1 泊 目 部 屋 タイ プ 2 名 1 室 1 名 1 室 
宮 こ 位置 人 ee 
鶴 雅 」 。 疲 れ を 癒す 温泉 と 山海 の 美味 、 日 本 ー で 8 4 羽田 空港 和 モ ダン ツイ ン 460.000 ロ | 550.000 由 
の 旅館 文化 を 継承 する お も て な し を ご 電 能 く 発着 軒 天 風呂 付 デ ラッ クス ッ ツイン | 480.000 =ー 三 
7 だ さき U こ ーー 
往路 女満別 空港 合流 15,000 円 引き 
復 中 釧路 空港 離 団 15,000 円 き 


8 階 療 浴場 回 天風 絡 ※ 添 乗 具 は 1 日 目 羽 田 空港 か ら 4 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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四季 用 紀 行 
z ク ジュ アリ ー ホ テル 「 楽 水 山 」 と 2023 年 4 月 オー プン |「 洞爺 湖 鈴 雅 リゾ ー ト の 詩 」( に 宿 


We が 樽 運 河 ど 含 庫 群 (? ジ 
| 小樽 (1 日 目 ) 明治 か ら 大 正 に か け て 、 北 海道 の 商業 


生計 心 と し て 栄え た 港町 を 散策 し ます 。 


ドコ 


人 ー 昌和 < 


の っ 
NM 人 提 人 


鹿山 (2 日 目 2020 年 開業 。 わ ず か 18 室 の 湯 宿 。 全 て の 客室 に 羊 踊 山 を 望む お 源泉 か け 流し の 温泉 を 設え 、 羊 路 山 と ひま わり 畑 (2 日 目 ) 7 月 中 旬 一 8 月 下旬 、 羊 


ゃ 


上 MM 日常 か ら 離れ た 閑静 な 空間 で 癒し の 時 を お 過ごし いた だ きま す 。 鷺 山 を パッ ク に 夏 の 代名詞 ひま わり が 金色 に 輝き ます 。 
スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 
jPB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 企画 羽田 空港 (8:0010:00) 発 - ヽ O 〇 新 千歳 空港 一 一 「 お た る 政 
寿司 本 店 ] (寿司 の ご 昼食 ) [椅子 席 |…… 〇 小樽 散策 一 ニセ 

Cage 本 コ 泊 (17:00 妃 ) 

海 醸造 が ニセ コ 町 に ジン と ウィ スキ ー ジ ] | 同 革 2 鉄板 焼き また は 日 本 料理 
の 蒸溜 所 を オー プン 。 北 海道 産 の ニ ホ 2 呈 と 下記 ②⑧ か ら お 選び くだ さい (グル ー プ 毎 ) 
ン ハ ッ カ な どの ボタ ニカ ル を 取り 入れ | こ B [海王 ] に て 鉄板 焼き ⑥[ 入 舟 ] に て 日 本 料理 

た ジン を 製造 し て いま す 。 蒸 溜 所 見 学 2 ※ 予 約 時 選択 
ツア ー 後 、 夕 食 は ニセ コ 蒸 留 所 の ジン 議 議 計 EMMA ーー 
と 楽 水 山 の 料 理 長 に よる メー カー ズ = 半 、、 ホテ ル (9:00 頃 ) = 一 〇 神仙 沼 湿 原 ハ イキ ング ( 約 2km・ 約 
ディ ナー を お 愉し みい た だ きま す 。 es 120 分 ) ひま わり 「 楽 水 山 ] (お 蕎麦 の ご 昼食 ) 

ー / 〇 ニセ コ 蒸 溜 所 = 一 セコ 泊 (16:00 頃 ) 
[5 負 『 還 ニセ コ 蒸 溜 所 と の メー カー ズ デ ィ ナ ー 


國 翌 了 
ホテ ル (10:00 頃 ) 〇 サイ ロロ 展望 台 ー「 ザ ・ ウ ィ ン ザ ー ホ テル 
1 洞爺 リゾ ー ト & ス パ ] (洋食 の ご 昼食 ) | 桂 子 席 ⑤ 洞 苑 湖 フク 
ルー ズー 洞爺 泊 (16:30 頃 ) 

回 久 診 和食 会 席 萌 | 昼 | 
ホテ ル (9:00 頃 ) = 一 〇 洞爺 湖 有 珠 山 ジ オ パ ー ク (ガイ ド 同 行 ) (ロー 
4 プ ウ ェ イ 山 末 ソ 駅 々 ィ ィ 有珠 山 プ ウ ェ イ 山頂 駅 …… 洞爺 湖 展 望 

台 …… 有 珠 山 火口 原 展望 台 ?? イ 山麓 駅 ) 老 邊 の ご 昼 人 
椅子 席 新 干 歳 空港 へ 羽田 空港 17700-20:00) 着 國 司 
〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ま す 。 


神仙 沼 湿 原 ハ イキ ング 
(2 日 目 ) 


【 距 離 】 約 2km 

ニセ コ 山 系 の 湖沼 の 中 で 最も 美しい と い 
われ る 神秘 の 沼 。 木 道 で 道 が 整備 され て 
お り 、 歩 きやすい ハイ キン グ コ ー ス を ガイ 
ド と 一 緒 に 散策 し ます 。 


(利用 バス 会 社 ) ド リー ム 観 光 バ ス ※2 日 目 の ニ セコ 周辺 は 、 小 型 バ パス の 利用 と な 

ロビ ーー お り ま す 。※ ニ セコ 周辺 の ひま わり 開花 時 期 に あわ せ て 設定 し て お り ま す が 、 年 に よっ 
洞爺 湖 有 珠 山 て 時 期 は 前 後 し ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。※ 天 修 に より ルー ト が 変更 、 ま た は 中 上 
ジオ パー ク (4 日 自 ) と な る 場合 が あり ます 。※ 日 程 1 日 目 の 夕食 で す が 、 席 数 に 限り が あり ご 希望 に 添 
洞爺 湖 有 珠 山 ジ オ パ ー ク は 、 火 山 の 噴 火 に えな い 場 合 が ご ざい ます 。※2 日 目 悪天候 等 の 理由 で 辿 が 欠航 の 場合 、 お 一 人 欄 


より 数 十 年 に 一 度 の 割合 で その 姿 を 変え 続 oO ご 
け て いま す 。 世 界 で も 類 を 見 な い 「 変 動 する PS 2 
ンク 


ご 返金 し ます 。 ※4 日 目 悪天候 等 の 理由 で プ ウ ェ イ が 運休 の 場合 、 お 
金 し ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


大 地 」 で 、「 火 山 と の 共生 ]」 に つい て ガイ ド が 画 宿 泊 :〈1・2 泊 目 / 北 海道 ・ ニ セコ ) 楽 水 山 (洋室 ・ 山 の 間 ・ ツ イン ノ 75m) 
思案 内 ゆま (3③ 泊 目 ノ 北 海道 洞爺 洞爺 湖 骸 雅 リゾ ー ト 沈 の 主 ( 吉 天風 呂 付 和洋 室 /48 
mf また は 霞 天 風呂 付 デ ザイ ナー ズ ツ イン ノ 48mi) ※ 客 室 タ イプ の 指定 は で きま 
せん 。 最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 
洞 元 湖 鶴 雅 リゾ ー ト 沈 の 詞 攻 時 5 
2023 年 4 月 28 日 開業 。 洞 爺 湖 を 望む 丘 の 上 PIE ンー 四 
人 PPE HE ゃ ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :8 名 但 コ ー ス 番号 :1GGS002-5 
mi に も 及ぶ 広大 な 敷地 に 建つ 施設 。 皿 天 加計 計 了 3 寺 = ニーー ーー 出発 到着 地 2 名 1 室 名 1 室 
呂 付 の お 部 屋 を ご 用 意 し まし た 。 羽田 空港 発着 540,000 円 750,000 由 
往路 新 千歳 空港 合流 15,000 円 引き 
復 新 千歳 空港 区 団 15,000 円 引き 


添乗 具 は 1 羽田 空港 か ら 4 日 目 羽 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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中 国 ' 四 国 


【 花 と 庭園 さん ぼ 】 「 植 物 学 の 父 」 ゆ か り の 地 と 憧れ の 庭園 へ 


高知 歴 園 めぐ り 牧野 植物 園 と 「 モネ の 庭 3 日 間 


ーー 


0 展示 館 中 庭 
立 牧野 植物 園 


ー、 一 wm om 


回 ^] と 称 さ れる 、 高 知 出身 
の 植物 学者 ・ 牧 野 富 太郎 氏 。 

2023 年 春 よ り 放送 の ドラ マ の 主人 公 と 
し て 注目 を 浴び て いま す 。 

夏 ま た は 秋 に 咲く 彼 ゆ か り の 植物 や 展示 
品 を 見 学 し ます 。 


悦 』 「 モ ネ の 庭 」 を 庭師 の 
で 骨 人 (3 日 目 ) 


モネ が こよ な く 愛 し た フラ ンス ・ ジ ヴェ ル ニ ー 

の 庭 を モデ ル に し た 庭園 。 

色とりどり の 睡蓮 と ゆら めく 水面 パラ の アー チ 、 

: そし て 混ざり 合う 花 の 色 と 光 …、 花 の 手入れ を 
es し て いる 庭師 の お 話 を 聞き な が ら モ ネ の 名 画 

8 10 月 頃 見 どれ る 青い 睡 胃 ( イ メニ ジ ) 還 2Lbk32KS32E き : 有 

写真 提供 : 北 川村 「 モ ネ の 庭 」KZ ル モッ タン 


[大正 軒 」 (2 日 目 昼食 ) 


大 正 2 年 創業 、 完 全 予 約 制 の 老舗 うな ぎ 
専門 店 。 

100 年 以上 の 歴史 を 積み 重ね た 深い 味 
わい を お 愉し みく だ さい 


明治 7 年 創業 、 歴 史 と 気品 ある 老舗 宿 。 
最上 階 の 共用 スペ ー ス か ら は 高知 城 を ご 覧 
907 人 中舘 ま 9 本 
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ここ 5 


還 水 の 庭 (イメ ー ジ ) 写真 提供 : 北 川村 [ 正 ネ の 庭 」 マ ル モ ッ タン 


ーー 


5 RS 
衛 回 言 ド 准 サキ (夏紀 区 言 光 ) 
写真 提供 高知 県 立 牧 野 植物 園 


スケ ジュ ユール は 和 坦 弓 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 療 は 花 の みどころ 


羽田 空港 (8:30-10:30) 発 一 高知 空港 カツ オ を は じ め 
と し た 高知 料理 の ご 昼食 一 一 差 O 牧 野 植 物 園 (季節 の 花々 を 
学 ) 王 二 高知 市 内 泊 (16:00 引 ) 

回 禄 診 ホテ ル 内 に て 和 会 席 

田 昼 | 

ホテ ル (9:30 帆 ) 〇 [ 司 牡丹 ]」 蔵 元 (高知 の 銘酒 の 製造 過程 を 

回 見 学 し 、 試 飲 を 体験 )……「 大 正 軒 ] (創業 大 正二 年 の 老舗 うな ぎ 

専門 店 で 蒲焼 き の ご 昼食 )…… O 佐 川町 牧野 富太郎 ふる さと 


館 …… 〇 佐川 町 城下 町 の 散策 一 一 高知 市 内 泊 (16:30 頃 ) 
罰 符 ホテ ル 内 に て 和 会 席 


國 居 皿 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 療 〇 北川 村 「 モ ネ の 庭 」 マ ル モ ッ タン (庭師 の 
ご 案内 に よる 見 学 )…… 園内 の レス トラ ン に て 地元 食材 を 活か し た 
う フラ ンス 料理 の ご 昼食 | 椅子 席 高知 空港 

羽田 空港 (18:00 一 20:00) 着 


國 因 


〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ま す 。 
(利用 バス 会 社 〉? と さ で ん 交通 また は 宮地 観光 バス また は 明神 観光 また は 土佐 市 
観光 また は 高知 東部 交通 また は 高知 駅 前 観光 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 高 知 県 ・ 高 知 市 内 〉 城西 館 ( 和 モ ダン スー ペリ アツ イン また は 和 モ ダン ハリ 
ウッ ド ツ イン ン 37ni ※ 選 べ ま せん ) 


最大 16 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 8 月 28 日 (月 ) 、10 月 24 日 ( 火 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GG5003-K 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 290.000 ロ 320.000 ロ 
往路 高知 空港 合流 20.000 円 き 
復路 高 知 空港 離 団 20.000 円 引き 
添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


“ 
季 $ ク 紀行 ーー 
【 絶 景 さん ぼ 】 今 、 注 目 の 絶 景 を 満天 の 星空 も 愉し む 


仁淀 ブル ー か ら 四 万 十 ・ 足 摺 岬 3 日 間 


四 


蒼き 絶景 


還 議 妨 誠 川 護 覧 船 


キー 
Ne S が: 
| 像 提供 : 直 佐 清水 市 観 革 協会 


記 。 
』 画 像 提供 : 三 朋 社 団 法 火 信 淀 ルー 観光 協議 会 


スク ショ ニル 


国 絶 早 ① 奇跡 の 清流 仁淀 ブル ー ng) 6 人 還 O は 8 
澄ん だ 仁淀 川 は 陽 の 光 を 受け て 神秘 的 な 青 さ を 醸し 出し ます 。 羽田 空港 @00-10700) 発 一 高知 空港 一 カツ オ を は じ め と し た 
代表 的 スポ ッ ト で ある 山奥 の 滝 つぼ 「 に こ 淵 」 を 訪ね ます 。 1 高知 料理 の ご 昼食 ニー 〇 仁淀 川 - に こ 淵 一 一 高知 市 内 泊 (17:00 必 
件 近 回 診 ホテ ル 内 に て 高知 の 山海 の 恵み を 活か し た 和 会 席 
NM EE ヨク 
| 観 絶景 ② 日 本 最後 の 較 ほ | 用 | 
清流 ・ 四 万 十川 を ホテ ル (9:00 頃 ) 一 〇 黒潮 町 - ソ ル テ ィ ー ブ (天然 の 天日塩 づく り を 
ゆっ た り 遊 覧 (2 日 旨 ) 栖 験 ) 一 〇 四万十 川 ( 貸 切り 屋形 船 で 遊覧 し な が ら 、 四 万 十川 の 
時 人 鮎 な どこ の 地域 の 食材 を 調理 し た お 弁当 の ご 昼食 ) 
貸切 り 遊 覧 船 に 乗っ て 、 川 を 泳ぐ 魚の 群れ 人 二 水 市 時 200 
詞 両 岸 の 景 観 を お 愉し みく だ さい 。 DMR 
聖 及 符 ホテ ル に て 海 の 幸 を 中 心 に 旬 の 素材 を 使っ た 和 会 席 
“ 夜 、 お 天気 が 良けれ ば 、 ホ テル 屋上 に て スタ ッ フ の 解説 付き で 星空 
四 万 直 川 ミ 架かる 沈下 橋 を くく る 遊覧 ウォ ッ チ ング 
ここ 固 因 加 
| 評 = F- で SI 誠 % 1 
加 絶景 ③ 四国 最 南端 ・ 足 摺 岬 で 地球 を 感じ る G 下 ) ホテ ル 発 (900 頂 ) 一 一 〇 足摺 岬 灯台 …… 〇 足摺 展 望 台 一 
語ら 記 お 結末 時 「 ネ スト ・ ウ ェ ス ト ・ ガ ー デ ン 土 佐 ] ( 海 沿い の レス トラ ン で 地産 地 消 
ES づ | イタ リア 料理 の ご 昼食 ) [椅子 知 空 
サイ ド の ご で 絶景 ky な が と ー キ ング を 居 の ギ 三 出 可 r ロ 同和 丸 笠 浴 
ガイ ド の ご 案内 で 海 の 絶景 を 眺め な が ら ウ ォ ー キ ング を 愉し み ま す 同和 9 ie 
|  。  。 パ パパ 較 司 唱 
性 | ネス ト ・ ウ エス ト ・ (利用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ます 。 
| 
本 り ガー デン 土佐 | (利用 パス 会 社 ) と さ で ん 交通 また は 宮地 観光 パス また は 明神 観光 また は 土佐 市 
テン 観光 また は 高知 東部 交通 
(3 日 目 昼食 ) ※ 1 日 目 の に こ 淵 へ は バス を 下車 後 、 約 100 段 の 階段 を 下り ます 。 見 学 後 、 再 び 階 
海辺 に 建ち 美しい 砂浜 を 眺め る こと が で き 段 を 上 り ます 。 
る レス トラ ン 。 ※2 夜 の 星空 ウォ ッ チ ング は お 天気 が 悪い 場合 、 中 止 と な り ま す 。 
旬 の 地元 素材 を 使っ た イタ リア 料理 を お 召 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
し 上 が りく だ さい 。 画 宿 泊 :〈1 泊 目 / 高 知 県 ・ 高 知 市 内 ) 三 玉 園 (和室 /10 財 ) 
〈⑫ 泊 目 ノ 高知 県 ・ 土 佐 清水 市 内 〉 (カジュアル ) 足摺 国際 ホテ ル (和室 ・ 海 側 /8 畳 ) 
最大 16 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 


② 泊 目 ) 


お 部 屋 か ら ど こま で も 続く 海 と 空 、 雄 大 な 
自然 美 を 一 望 で きる ホテ ル 。 


ー ス 番号 :1GGS003-L 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 人 


夜 は 天気 が 良けれ ば ホテ ル 屋 上 に て スタ ッ フ 出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
の 解説 付き で 宿泊 者 だ け の 星空 ウォ ッ チ ング 羽田 空港 発着 280,000 円 300.000 円 
を 開催 し ます 。 往路 高知 空港 合流 20,000 円 き 
復路 高知 空港 離 団 20,000 円 き 
お 部 屋 の 滞 多 添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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芝 議 
四季 < 少 紀 行 


』。。 。 。 。 。 秒 境 ・ 本 州 最 北端 の 地 。 
下北 半島 を 巡る 3 日 間 


奏 立 馬 ( イ メニ ジ ) 


下北 半島 最 東 端 に ある 「 尻 屋 崎 」 に 放牧 され て いる 
寒 立 馬 。 (2 日 目 ) 


仏 z 清 (イメ ニ ジ ) 


古く か ら 人 々 を 師 ぶ 思い を 集め る 霊場 恐山 。 (1 日 目 ) 


スム クン ショ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 氏 は 車窓 観光 
東京 駅 (8:30~10:30) 発 =ー( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 )=ー ル 戸 
また は 七戸 十和田 駅 一 一 忠 約 140 分 一 一 〇 恐山 (日 本 三 大 霊 
場 / 専 門 ガ イド に よる ご 案内 ) テ ーー む つつ 市 泊 (16:40 頃 ) 

連 書 参 ホテ ル に て 和食 また は 洋食 (※1) 


LIL 劉 


ホテ ル (8:45 頃 ) 王 佐井 港 ー ン 〇 仏 ヶ 浦 遊 覧 船 ( 奇 岩 怪 石 が 
並ぶ 秘境 / 約 90 分 ) - ン 佐井 港 一 一 「 ま ぐろ 長 宝 丸 ] (大 間 の 
マグ ロ 料 理 の ご 昼食 ) [椅子 語 〇 大 間 崎 (本 州 最 北端 ) ニ ーー 
〇 尻 屋 崎 一 一 むつ 市 泊 (16:30 眞 ) 

5 思 計 還 ホ テル に て 「 下 北 の 能 舞 ] 鑑賞 

加 府 ホテ ル に て 和食 また は 洋食 (※1) 


中 央 いこ ハ り で 


境内 を 専門 ガイ 
| 的 宗教 的 背景 を より 深く 知る こと が で きま す 。 


國 居 劉 


台 ヒ ーー 
AAM ya ホテ ル (9:30 頂 一 mm 約 150 分 一 八戸 [ 害 譜 萬 鐘 | 卿 土 料 理 の 
日 本 の 中 世 芸 能 の 面影 を 色濃く 残し 、 国 の 重要 無形 民俗 文 う | こ 恒 戸 且 ニー( 東 北 新吉 級 ゲ リー ン 車 ) 
化 財 に も 指定 され る 「 下 北 の 能 舞 ] を 当 ツ アー の お 客 様 限 定 と 昼 食 ) (椅子 江 駅 テー( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 ) == 東 
で 披露 し ます 。 約 500 年 の 歴史 を 体感 くだ さい 。 ( 表 さと 京 駅 (17:30-19:30) 着 閉 | 尽 較 


(利用 バス 会 社 〉 三 八 五 バス また は 三 八 五 観光 タフ シー また は 弘 南 バス 

※2 日 目尻 屋 崎 の 寒 立 馬 は 放牧 され て いる た め ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 
※ 仏 ヶ 浦 遊覧 船 は 天候 に より 運休 と な る 場合 が あり ます 。 

(※1 ご 出発 前 の ご 案 内 と な り ま す 。 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


田 宿 泊 :〈 青 森 県 ・ む つ 市 )[az ル | お むつ グラ ンド ホテ ル (洋室 / ツ イン ) 


国 まぐ ろ 長 宝 丸 2 日 上 人 


太平 洋 と 日 本 海 の 海流 が 交わ る 大 間 で 獲れ る マグ 
ロ 料 理 を ご 賞味 くだ さい 。 大 間 崎 に ある マグ ロモ 
ニュ メン ト の モデ ル に な っ た マグ ロ は 、 長 宝 丸 で 平 
成 6 年 に 水揚げ され た マグ ロ で す 。 


最大 16 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 9 月 9 日 ( 土 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :10 名 コー ス 番 号 :1GGS001-T 


| むつ グラ ンド ホテ ル 出発 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
下北 半島 観光 の 拠点 と し て 好 立 地 な リゾ ー ト ホテ ル 。 東京 駅 発着 230.000 円 | 270,000 由 
「 美 人 の 湯 」 と 称 さ れる 泉 質 が 自慢 の 大 浴場 が あり 、 旅 1 こ 二 ey ご の We 補 
の 疲れ を 癒す こと が で きま す 。 Ma 17,000 円 引き 

復路 八戸 駅 離 団 17.000 円 き 

回 詳 地 語 財 (6 記 計 添乗 員 は 1 日 目 の 東京 駅 か ら 3 日 目 の 東 京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


126 


四季 光紀 行 
星 に いち ば ん 近い 


リゾ ー ト 「 ホ テル 立山 」 に 連 治 


ゆっ た り 過 


みく り が 池 ( 秋 頃 ) 実 


みく り が 池 (2 日 目 ) 室堂 の 散策 スポ ッ ト 「 み くり が 池 ] 。 


立山 の 歴史 ・ 文 化 に 触れ る 
(ll=| 三 0) 


立山 博物 館 で 学芸 員 と と も に 立山 の 原点 (歴史 ・ 
文化 ) を 学び 、 旧 宿坊 「 教 算 坊 ] に て 明 茶 紀 絵 解 
き と 郷 土 食 を 盛り 込ん だ お 弁当 を 味わう 特別 プ 
ログ ラム で す 。 


国 専門 ガイ ド と 共に 室堂 ・ 弥 陀 ヶ 原 散策 og) 


2 日 目 は 専門 ガイ ド が ご 案内 し ます 。 例 年 、9 月 中 旬 か ら 室堂 付近 より 紅葉 が スタ ー ト し ます 。 


ーー も 


弥 陀 多 原 (( 秋 頃 ) 流 


アル ペン ルー ト 内 に 宿泊 、 
ルー ト 内 の 混雑 を 避け る こと が で きま す 
一 日 で アル ペン ルー ト を 通る 場合 、 立 山 駅 の 出発 が 朝 早く 、 そ の 時 間 に 集中 する た め 乗り 


も の に 乗る の に 2 時 間 待 ち も あ り ま す 。 本 プラ ン で は 混雑 を 避け た ルー ト で ゆっ くり ご 出発 
いた だ け ま す 。 室 堂 の 観光 は 2 日 目 の 午 後に ご 案内 、 ゆ っ た り と 散策 する こと が で きま す 。 


| 和 Ez | <。wr 
ホテ ル 立 山 と 星空 (イメ ー ジ ) 


スケ ジュ ー ル 


どす 立山 黒 SEM 3 日 間 


mW 川 加 二 の ウ 中 3 人 ( 秋 頃 ) 席 


〇 ⑥ は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 氏 は 車窓 観光 


東京 駅 (8:00-10:00) 発 = デー 
富山 駅 一 臨 語 


北陸 新幹線 グリ ー ン 車 ) =〒 


奉還 〇 立山 博物 館 ( 立 山 の 歴 史 と 立山 信仰 、 


自然 を 学芸 貞 よ り ご 案内 庭園 が 美しい 旧 宿 坊 「 教 算 坊 ]」 に て 
お 弁当 の ご 昼食 ) 一 一 < 立山 有料 道路 > 一 一 室堂 泊 (15:30 候 
4 回 ホテ ル に て 和食 
) 田 寺 || 
夫 ホテ ル (10:00 頃 ) …… 〇 みく り が 池 散 策 ( 約 60 分 ) …… ホ テル 
泊 肌 立山 (ご 昼 人 ) II 室 党 (立山 高原 バス ) 弥 陀 ケ 原 AM 
〇 弥 陀 ヶ 原 遊歩 道 シ ョ ー ト コー ス 散 策 ( 約 90 分 ) …… 弥 陀 ヶ 原 
(立山 高原 バス) 一 室堂 泊 (16:00 頃 ) 
2 仙 ホテ ル に て 洋 代 
朝 | 居 ] タ | 


ホテ ル (9:30 頃 )= 一 (トロ 


バス ) = 大観 農 ィ 々 て (ロープ ウェ 


イ ) 々 々 黒部 平々 ィ ィ (黒部 ケー ブル カー) ィ ィ て 黒 部 湖 …… 黒 部 
3 ダム ーー ニトロ リー バス > 扇沢 [ANA ホ リ デ ィ ・ イ ン リ ゾー 
ト 信濃 大 町 くろ よん 」 (洋食 の ご 昼食 ) 信濃 大 町 駅 また は 松本 
駅 = (中央 本 線 特急 グリ ー ン 車 指定 席 ) = デ デ 新 宿駅 (18:00 一 


20:00) 着 


國 居 


(利用 バス 会 社 〉 (1 日 目 ) 富山 地方 鉄道 また は 加 越 能 バ ス 


(3 日 目 ) 北ア ルプ ス 交 通 

※ 重 装備 の 必要 は あり ませ ん が 、 履 き な れ た 歩き や すい 靴 、 風 たけ パー カー 類 な 
どの ご 用 意 を お すす めし ます 。 

※ 天 候 に より 散策 ルー ト が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 

※ ご 来 光 や 星空 、 野 生 動物 等 は 自然 現象 の た め 、 ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さ W5 

画 宿 泊 :〈 富 山県 ・ 室 堂 〉 [カジュアル ) ホ テル 立山 (洋室: ツイ ング 18m 一 26mi ※ 広 さ 


は 選べ ませ ん ) 


立山 黒部 フル ペン ルー ト の 中 心地 の 標高 2,.450m の 室堂 に 建つ 山岳 リゾ ー ト ホテ ル 。 


宿泊 者 アフ ク ティビティ 
ホテ ルス タッ フ に よる 夕刻 の 散策 案内 
ホテ ルス タッ フ に よる スラ イド また は 
ビデ オ 上 映 を まじ えた 自然 解説 
(毎日 20 時 頃 よ り ) 
上 映 後 、 屋 上 へ 星 の 観察 に ご 案内 
ご 来 光 バ ス ツ ア ー ※ 参 加 費 別途 


文 写真 提供 : 立 山 黒 部 フル ペン ルー ト 


最大 18 名 


出発 日 2023 年 9 月 14 日 


1 名 参加 可 


復路 宅配 付 


( 森 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :10 名 角 コ ー ス 番号 :1GGSO01-S 
出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発 新 宿駅 着 230,000 円 | 330,.000 円 
往路 富山 駅 合流 14,000 円 引き 
復路 信濃 大 町 駅 また は 松本 駅 離 団 7,000 円 引き 
添乗 貞 は 1 の 東京 駅 か ら 3 の 新宿 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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三 千 院 (2 日 目 ) 
三 千 院 で は 僧 但 の 案内 の も と 秋 が 深まり ゆく 美しい 境内 を 拝観 し ます 。 


ガイ ド の 案内 を 聞き な が ら 、 大 原 の 里 を 散策 し ます 。 


国 大 原 の 地 元 食材 を 堀 能 (2 


大 原 の 広 大 な 里山 の 大 自然 の 中 で 真心 こ 
め て 作ら れ た 、 新 鮮 な 野菜 や 自然 の 恵み 
を た っ ぷり 受け た 食材 を 使っ た お 料理 を 
お 愉し みい た だ きま す 。 


野 お ら 山 荘 軍鶏 小鍋 (イメ ー ジ ) 


国 京都 学 講師 と 歩く 大 原 里 歩 き (2 引 ) 


2 日 目 は 京都 学 講師 の ガイ ド と 一 緒 に 大 原 の 里 を 散策 し ます 。 
三 千 院 や 寂光 院 で の 特別 拝観 な ど 、 大 原 の 歴 史 と 自然 を 一 度 に お 愉し みい た だ け ま す 。 


ザ ・ プ リン ス 京 都 宝 ヶ 池 
比 吉山 を 借景 に し 、 古 く よ り みや こび と の 保養 地 と し て も 知ら れる 景勝 の 地 洛 北 ・ 宝 ヶ 池 。 


京都 駅 か ら 、 地 下 鉄 で わずか 20 分 ほど で 辿り 着く 清 爽 の 別天地 に 建つ 、 懐 か し い 心地 よさ 
を 感じ る ホテ ル で す 。 
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詩 仙 堂 (3 日 目 ) 


源 光 庵 (3 日 目 ) 


クン デル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 氏 は 車窓 観光 


ゆっ くり 出発 


東京 駅 (10:0011 


ホテ ル [ 山 


京都 市 内 


(20:30 眞 ) 


:00) 発 〒〒 (東海 道 新幹線 グ 
ーー 京都 駅 ニー 〇 相国 寺 =ー 陳 計 英紀 上 損 茂 神 


ば な 平八 茶屋 ] (季節 懐石 の 


L 


叶 | 、 迷 較 和 列 押 和 ) 
里 歩き 」 ( 約 60 分 ) 


:15 頃 ) = 一 〇 味 工房 
大 原 の 地元 人 


[志野 」 ニー「la buche( ラ ・ 


材 を 使 


し た フラ ンス 料理 の ご 昼 


… 〇 寂光 院 ( 通 常 非 公開 の | 旧 本 尊 「 六 万 体 地蔵 


…・ 京 都 学 講師 と 歩く 「 大 原 


he 〇 三 千 院 ( 憎 偶 の ご 案内 ) 一 「 野 むら 


F 

1 
1 
5 


軍鶏 鋼 の ご 夕食 ) 


椅子 届 


京都 市 内 泊 (20:00 頃 ) 


國 居 多 


ル (10: 


30 頃 ) = 王 〇 詩 仙 


堂 


⑥G 源 光 庵 


加 ) | 椅子 席 


※ 移 動 


) mm 東京 駅 


8 ジジ トド の 2 クル ジン ま 7 


(18:30 一 20: 


ES 


は 山道 や 坂道 な ど 徒 歩 で の 


履 さ な れ た 痢 


で ご 参加 くだ さい 。※2 
れる 場合 が ご ざい ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


00) 着 


京都 駅 =ー( 東 海 


型 ・ 中 型 タ クシ ー と な り ま す 。 (人 数 
観光 が 多い ツア ー と な り ま す 。 歩 き や す ぐ く 


「 喜 shin]( 和 仏 折 表 の ご 昼 
道 新幹線 グリ ー 


國 悦 」 
こ 応 じ て 分 


の 昼食 ・ 夕 食 


きま % 三 ョ ー に ジジ ビエ 涼 告 き ま 


画 宿 泊 :〈 京 都 
大 必 ララ タラ 


・ 京 都 証 


内 〉 ザ ・ プ リン 


京都 宝 ヶ 池 ( 洋 


9 の ララ ライ 8 


アハ リウ ッ ド ツイ ン / 約 40m1 ※ 選 べ ま せん ) 


最大 15 名 


1 名 参加 可能 


添乗 貞 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 12 日 ( 木 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGS002F 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 290.000 由 350,000 円 
往路 京都 駅 合流 15.000 円 引き 
復 路 京都 駅 離 団 15,000 円 引き 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


別 往 で プラ イベ ー ト ディ ナー 


(イメ - 交 


を 眺め る テラ ス に て ご 案内 いた し ま 98 


国 英 虐 湾 の 隠れ 家 で プラ イベ ー ト ディ ナー( 到 


約 2000 年 の 歴史 を 持つ 素 潜り 漁 の 名 人 で ある 海女 は 全国 的 に も 多く が 志 


摩 半島 に お り 、 地 元 の 水産 業 を 支え て きま し た 。 


し か し 近年 後継 者 不足 な ど 伝 統 的 な 海女 文化 の 継承 が 危ぶま れ て いま す 。 こ の 旅 で は 海女 の 話 を 聞き な が ら 、 伝 統 の カゴ 漁 ( 素 潜り 漁 は あり ませ ん ) を クル ー ザ ー 朋 か ら 見 学 し ます 。 
下船 後 、 海 女 さ ん と の 歓談 交流 を 愉し み 、 獲 っ て きた 新鮮 な 食材 を 地元 食材 を 知り つく し た 戸 張 料理 長 に よる 献立 で お 愉し みい た だ きま す 。 


英 謀 湾 が 最も 美しい 夕方 か ら 夜 に 島 の 隠れ 家 に て プラ イベ ー ト ディ ナー を お 愉し みく だ さい 


TB ロイ ヤル ロー ド 銀 座 特別 企画 

伊勢 の 森 に 入り ・ い に し え か ら 伝わる 

山 を 育て る 「 沖 中 造林 」 の 技術 を 知る (1 日 自 ) 

伊勢 の 国 の 一 帯 は 伊勢 神宮 が 20 年 に 一 度 社殿 を 建て 替え る 「 式 年 遷宮 ] を 行う 際 に 
大 量 の 良質 な 木材 が 必要 に な る こと か ら 林 業 (造林 ) が 発展 し て きま し た 。 

その 昔 か ら 伝わる 祝詞 の 儀式 や お 話し を 聞き な が ら 森 を 歩き ます 。 

その 後 、 昔 な が ら の 方 法 で 保存 する 展示 場 ・ 工 場 な ど お 話し を 聞き な が ら 見 学 。 
伊勢 の 森 を 訪れ た 記念 に オリ ジ ナ ル の 箸 と 箸置き 作り を 体験 し ます 。 


ーー 
村 の 製材 木工 弄 房 の も く ゆ らち: ミル Bk 


sa 0 ジン 

VISON ( 食 ・ 文 化 ・ ア ー ト な ど が 
集結 し た 複合 施設 ) (3 日 自 ) 

木 を ふん だ ん に 使用 し た 、 三 重 県 ・ 多 気 町 に 誕生 し た 「 癒 ・ 
食 ・ 知 | を 備え た 新しい 商業 施設 。 広 大 な 敷地 に 日 本 最大 


級 の 産直 市 場 や 有名 料理 人 が 手がけ る 地域 食材 を 活か 
し た 飲食 店 、 オ ー ガ ニッ ク 農 園 な ど 今 注目 の 場所 で す 。 


se 


キ ーー キー ィ ー イ ーY 下記 ド ツレ ジェ イル 缶 


志摩 観光 ホテ ル ザ クラ シッ ク 
英 膚 湾 を 見 下ろ す 賢 島 の 高台 に 建つ ラグ ジュ アリ ー ホ テル 。 1 95 1 年 開業 当初 か ら 多く の 冥 客 
を お 迎え し 、 伊 勢 志摩 サミ ッ ト で は 各国 の 首脳 を 料理 で お も て な し し た 名 門 ホテ ル 。 

お 廊 事 や 時 間 と 共に 表情 を 変 な える 英 膚 湾 の 景色 を お 部 屋 よ り ご 堪能 くだ さい 。 


スク ン ョ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 


東京 駅 (Z:00-9:00) 発 = デー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 引 


咽 


) エー 


名 古屋 駅 rr 松阪 駅 一 人 SA 店 ] (松阪 生 の 「 汐 ち 
り ] の ご 昼食 ) [和子 席 還 届 の つも くい ち ・ マ ル ゴ (伊勢 


1 | 還 の 森 に 入り ・ いにしえ か ら 伝わる 山 を 育て る [の 和 
術 を 知る ) 賢島 泊 (17:30 頃 ) 


因 座 請 「 ラ ・ メ ー ル ザ クラシック 」 に て フラ ンス 料理 

悦 了 
ホテ ル (9:00 頃 ) 〇 伊勢 神宮 ・ 内 宮 ( お 伊勢 さん 観光 案内 
人 付 / 約 90 分 )…… お か げ 横 ] 伊勢 市 [割烹 大 喜 ] (て こ 
ね 寿司 の ご 昼食 ) [椅子 席 〇 横山 展望 所 ( 英 廣 湾 の 眺望 ) 


ーー マリ ー ナ 港 よ り ク ルー ザー 船 に 乗船 し て 出航 ・ か ご 漁 見 
9 学 ※ 素 潜り 漁 は あり ませ ん 。 (海女 さん と の 交流 と 英 謀 湾 の 
隠れ 家 で 戸 張 料理 長 に よる プラ イベ ー ト ディ ナー) 一 賢島 
泊 (20:30 頃 ) 


人 英 貞 湾 を 眺め る 別 


は ほ に て ご 夕食 ( 外 信 


と な り 


す ) 


國 居 皿 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 〇 VISON ( 木 を ふん だ ん に 使 
3 化 ・: ア ー ト が 集結 し た 注目 の エ 

の ご 昼食 ) | 椅子 名 古 
== 東 京 駅 (17:00 一 19:00) 着 
※ 全 日 ジャ ン ボ タク シー 利用 と な り ま す 。 ご 参加 人 数 に よっ て 分 乗 と な る 場合 が 
あり ます 。※ 悪 天候 な ど に より 一 部 の プロ グラ ム が 中 止 に な る 場合 も あり ます 
が 、 払 戻し は ご ざい ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 三 重 県 ・ 賢 島 〉 志摩 観光 ホテ ル ザ クラシック (洋室 ・ プ レミ アム ツ 
イン グ 約 36m) 


し た 依 
ア 散 策 ・「 鮨 処 喜 ぜ ん ] (握り 寿 
駅 王 ー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 


1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 24 日 ( 火 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :6 名 人 


ー ス 番号 :1GGS002-G 


出発 - 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 390.000 円 450.000 円 
往路 名 古屋 駅 全 流 10.000 円 引き 
復路 名 古屋 駅 離 団 10,.000 円 引き 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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| 凍 六 肖 Ba 
間 間 | 


届 | 


[前 
U 呈 川 | 


四季 <《 有 紀行 


隠れ 家 オ ー ベ ル ジ ュ 「Ryokan 浦 島 」 に 連 泊 


日 本 海 浮 か ぶ 島 「 佐 渡島 」 3 日 間 


佐渡 金山 (イメ ー ジ ) 


佐渡 金山 ・ 宗 太 天 抗 (江戸 金山 絵巻 コー ス ) (3 日 目 ) 
江戸 初期 に 開発 され た 琉 道 跡 に 「 佐 渡 金 山 絵巻 ] に 描か 
れ た 採掘 作業 を 再現 し て いま す 。 


ーー ンタ ンー RyoKan 清 島 外 鈴 較 久 体 験 ( イ 計 


佐渡 島 西部 、 穏 や か な 入り 江 ・ 真 野 湾 治 い に 建 つ 全 32 室 の オー ベル ジュ 「Ryokan 浦 島 」 に 連 泊 し ます 。 た らい 有 舟 体験 (2 日 目 ) 女性 船頭 さん が 巧み に 操る た ら 
い 舟 を お 愉し みく だ さい 。 


スク ショ ニール 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 療 は 花 の みどころ 
東京 駅 (8:00-9:30) 発 = デ (上 越 新 幹線 グリ ー ン 車 )= デ 新潟 
駅 一 一 新潟 港 - ペ ンジ ェ ッ ト フ ォ イ ルー 両津 港 一 一 つ ト キ の 森 
公園 (ガイド が ご 案内 ) デ 佐渡 島 ( 佐 和田 ) 泊 (16:00 結 ) 


宿根 木 2 日 自 ) 

江戸 時 代 、 船 大 工 が 作り 上 げた と いう 、 佐 渡 
宿根 木 の 町 並み 。 入 り 江 の 小さ な 土地 に は 、 
100 棟 以上 の 家々 が 所 狭し と 立ち 並び ます 。 


ガイ ド の 案内 で 国 の 重要 伝統 的 建造 
用 PSON 加計 フレ ンチ [ 
OS 0] ホテ ル (9:30 員 一 ※ 〇 夢 符 話 寺 一 - 〇 た らい 骨 体 験 ( 約 10 人 9 
1 内 ノ の 至 浦 油 宙 (モー ター ボー ト 約 20 分 ) 一 宿根 木 け お 料理 あな 
国 ぐち ] (洋食 の ご 昼食 ) [椅子 席 | …… 〇 宿根 木 散 策 ( ガ イド が ご 案 
トキ の 森 公園 (日 引 1 内 ) 一 一 佐渡 島 (佐和 田 ) 泊 (17:00 刀 
「 ト キ ふ れ あ い プ ラ ザ ] は 再現 され た 生息 環 ご 夕食 泡 計 
放電 つ 上 ご 夕食 時 、 伝 統 芸能 [佐渡 お けさ 」 を お 楽し みく だ さい 。 國 司 較 
ば む 姿 、 目 の 高 さ に ある 巣 な ど 、 他 で は 見 ら ホテ ル (9:00 頃 )ー 一 〇 佐渡 金山 プ 〇 北沢 浮遊 選鉱 場 ( ガ イド が ご 案 
れ な い 希 少な シー ン が 見 られ ます 。 1 内 )ーー「SEISUKE next door] (洋食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 両津 
港 ン ジェ ッ ト フ ォ イ ルン ン 新潟 港 一 新潟 駅 テー( 上 越 新幹線 グ 
(メー ジ リー ン 車 ) == 東 京 駅 (19:0020:30) 着 衣 同 


(利用 バス 会 社 〉 お けさ 観光 バス ※ 新 潟 駅 か ら 新潟 港 ま で は ジャ ン ボ タク シー ま 
た は 中 型 タ クシ ー を 利用 し ます 。 ご 利用 人 数 に よっ て 分 乗 と な り ま す 。 ※ 利 用 バス 
は 中 型 バ パス と な り ま す 。 ※ た らい 舟 ・ モ ー タ ー ボ ー ト 運休 時 は 行程 が 大 幅 に 変更 と な 
る 場合 が ご ざい ます 。 荒天 で な けれ ば ご 乗船 いた だ け ま す 。※ モ ー タ ー ボ ー ト は ご 
利用 人 数 に よっ て 分 乗 と な る 場合 が ご ざい ます 。※ ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル 運 休 時 は 行程 
が 大 幅 に 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。※ 佐 渡 金山 で は 金山 撤 道 見 学 を 予定 し て 
いま す 。 坂 道 の コ ー ス は 全長 500m、 階 段 合 計 190 段 ご ざい ます 。※P.7 の ご 案内 
も 必ず お 読み くだ さい 。 
画 宿 泊 :〈1・2 泊 目 新 潟 県 ・ 佐 渡島 (佐和田 )〉Ryokan 浦 島 (東館 洋室 / デ ラッ ク 
ス ツ イ ン 約 40rfi ま た は クラ ブル ー ム 約 40mi(( ツ イン また は ダブ ル ※ 選 べ ま せん ) ) 


、 ※ ク ラブ ルー ム の 場合 は 、、 ダ ブル ベッ ド の お 部 屋 と な る 可能 性 が ご ざい ます 。 

泊 | Ryokan 浦 島 5 選べ ませ ん 。※Ryokan 浦 島 に は 大 浴場 が あり ます が 、 温 泉 で は ご ざい ませ ん 。 
家 ・ こよ る 、 使 また 、 東 館 と 南館 が あり 、 大 浴場 は 南館 の 3 階 に あり 、 エ レベ ー タ ー は ご ざい ませ 

本 の ん. 外 を 歩い て や 階段 で の ご 移動 と な り ま す 。 

建築 家 ・ 北 山 恒 氏 が 創出 させ た ガラ ス 張 り で 

モダ ン な 「 南 の 館 」。2 つ の 表情 を も つ 名 ホテ ル 

は 、 新 鮮 な 佐渡 食材 を 極上 の 和食 や フレ ンチ 固 

で 味わえ る 美食 の 宿 と し て も 知ら れ て いま す 。 


蓮華 峰寺 (2 日 自 ) 


佐渡 が 皇 城 の 鬼門 に あたる と し て 、 弘 法 大 
師 が 開基 し た と いわ れる 古 刺 。 

6 月 下旬 か ら 7 月 上 旬 に は 7.000 株 の アジ 
サイ が 一 斉 に 開花 する 様子 が 見 事 な た め 、 
別名 アジ サイ 寺 と よ ば れ て いま す 。 


最大 15 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 7 月 6 日 ( 木 ) 


フッ ダ 《⑭⑰%-2 ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGS002) 
出発 ・ 到 着地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
デラ ックス ツイ ン | 270.000 円 | 300.000 円 


PS 。 | 2 ラブ ルー ム | 290.000m 320.000m 
こっ ト . 二 往路 新潟 駅 合流 10,000 円 引き 
プ Ne ふ | 復路 新潟 駅 離 団 10,000 円 引き 
デラ ックス ツイ ン " お 部 屋 の 言 例 こ NN 和良 (区 計 光 ) 添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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四季 < 用 紀行 


八丈 ブル ー と 主 われ る 吸い 込ま れ そ うな マリ ン ブ ル ー の 海 が 美しく 、 
年 間 を 通し て も 温暖 で ゆっ つた り と し た 時 間 が 流れ て いま す 。 


上 后 炎 的 工芸 品 黄 八丈 染 元 に て 


関東 新潟 


東京 か ら 約 55 分 の 楽園 へ 


/ 定 
服部 屋敷 (イメ ニー ジ ) 友 


服部 屋敷 G 日 部 黄 八丈 を まとい 顕 る 、 八丈 島 の 
伝統 芸能 で 無形 文化 財 の 「 極 立 踊り 」 を 鑑賞 し ます 。 


裏 見 ヶ 滝 (3 日 目 ) ジャ ング ル の よう な 空気 感 の 中 、 
滝 喜 の 間近 まで いき 滝 の 裏 側 を 通り ます 。 


AS 富 直 と 海 民 肖 が %S 族 束 小 島 の 眺め 
内 阪 ド シネ 展望 所 まり (3 区 語 ジ ) 大 


玉石 の 石垣 (1 日 目 ) 昔 か ら 台 風 の 通り 道 で あっ た 
為 、 住 居 を 守る た め に 玉石 の 石垣 を 築き 、 そ の 上 に ツ 
バキ や タブ ノ キ 等 を 植え て 防風 林 と し て いま し た 。 


美しい 糸 を つむ ぐ 様 子 を 見 学 (2 日 自 ) 


古く か ら 都 より 来 た 人 々 に よっ て 織物 の 技術 が 伝わる 歴史 を 持つ 。 島 で 自生 する 植物 の 煮 
汁 か ら 染 め ら れ た 黄色 、 薦 色 、 黒 色 で 紡ぎ 出さ れる その 織物 は 大 変 美しく 、 最 近 で は 個展 な 


スケ ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 信 は 車窓 観光 


ど で 展 示さ れ 注 目 を 集め て いま す 。 


羽田 空港 (8:00-10:30) 発 一 八丈島 空港 一 〇 都立 八丈 


| 泊 リー ド パ ー ク リゾ ー ト 人 交 島 

八丈 富士 の 人 、 組 碧 の 八丈 ブル ー 海 を 見 下ろ す 立地 に あり ます 。 夜 は 、 屋 上 より 満天 の 星空 を 
眺め る こと が で きま す 。 お 天気 の 良い 日 は 星空 観賞 会 を 行い ます 。 (※ 天 候 に より ます ) ゆっ くり 
と 滞在 を お 愉し みく だ さい 。 


植物 公園 デー 〇 陣屋 跡 ・ 大 里 の 玉石 } 〇 あし た ば 加工 
工場 一 一 八丈 島 泊 (16:00 違 ) 

回 回 2 仙 ホテ ル に て 

の ホテ ル (10:00 皿 ー 二 〇 南原 告 敷 一 一 〇 ふれ あい 牧場 一 一 [ 語 
固 (明日 葉 うど ん と 郷土 料理 の ご 昼食 ) 一 一 〇 大 阪 ト ン ネ ル の 展 
記 望 所 一 一 〇 黄 八丈 染 元 (見 学 ) 一 〇 名 古 の 展望 台 一 一 〇 み は 

< らし の 湯 ( 高 台 に あり 眺め が 良い 温泉 ) 八丈島 泊 (16:00 局 ) 
還 誠 の 美 じい イメージ) 回 2 府 ホテ ル に て 郷土 料理 國 局 加 
ホテ ル (9:30 頃 ) = デー 〇 服部 屋敷 ([ 極 立 踊り ] を 鑑賞 〇 裏 
う | 見 ヶ 漠 す し の ご 昼 信 八丈 島 空 港 羽田 空港 
4:00 一 19:00) 蓄 國 悦 [ 」 


(利用 予定 航空 会 社 〉ANA ※ 航 空 座席 は 普通 席 と な り ま す 。 〈 利 用 バス 会 社 〉 


八丈 町 営 バ パス ※ ご 宿泊 の ホテ ル 館 内 に は エレ ベー ター が ご ざ 


' い ませ ん 。 客 室 は 


1 階 と 2 階 に あり 、2 階 へ は 階段 で お 上 が り い た だ きま す 。※ 星 空 は 気象 条件 に より 
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ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます (天気 が 良い 時 は 星空 観賞 会 を 行い ます ) 。※ 八 
丈 島内 で は 、 パ バス ドラ イ バ ー が ガイ ド を 兼任 する 可能 性 や 、 バ スガ イド が 同乗 せ ず 
テー プ で ご 案内 する 場合 が ご ざい ます 。※2 日 目 の み は らし の 湯 は 約 50 分 の お 時 
間 で す 。 ご 入浴 され る 方 は タオ ル を お 持ち くだ さい 。 ま た 入浴 され な い 方 は 、 眺 め の 
良い 休憩 場所 に て お 待ち くだ さい 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 東 京都 八丈島 〉 [カジ ュ ア ル ] リ ー ド パー クリ ゾー ト 人 人 丈 島 (洋室 ・ ツ イン ル 


上 ム 海 側 ノ 約 28m) 
の - 最大 1 2 名 | / 1 名 参加 可能 | / 浅生 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お ] 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS002-H 


出発 ・ 到 着 地 2 名 1 室 名 1 室 
羽田 空港 発着 240,000 由 270,000 円 
往路 八丈 島 空港 合流 10,.000 円 引き 
復路 八丈 島 空港 離 団 10.000 円 引き 
添乗 貞 は 1 羽田 空港 か ら 3 羽田 空港 まで 1 名 同行 し ます 。 


AS 


関東 ・ 新 潟 


移 4 ルー」 の 海 と 稀少 な 生 


一 度 は 坊 れ た い 加 熱帯 


交 島 境 浦 と 三 見 港 (イメ ー ジ ) 大 


父島 境 浦 と 二見 港 (2 日 目 ) 小笠 原 の 玄 関口 ・ 父 島 最大 の 港 ・ 二 見 港 。 
また 湾内 東部 に ある 波 静か な 海岸 で ある 境 浦 に は 、 

太平 洋 戦争 中 に 座礁 し た 演 江 丸 が 鎮座 し て いま す 。 

※ 写 真 は イメ ー ジ で 、 実 際 に ご 覧 いた だ く 景 色 と は 異な り ます 。 


己 四 


態 系 の 奇跡 の 森 へ お が さわ ら 丸 で 航 > 


の 楽園 世界 邊 然 遺産 ・ 小 沈 原 6 日 間 


買 昭 記 池 (G 之 少 )A 


南島 扇 池 (4 日 目 ) 世界 自然 遺産 地域 に ある 、 石 灰 岩 で で き て いる 沈 水 カ ルス ト 地形 の 


島 。 買 重 な 自 然 環境 を 保存 する た め 、 ル ー ト が 定め られ 、 ガ イド の 同行 が 必要 で す 。 
※ 気 象 ・ 海 況 な どの 状況 に より 、 南 島 に 上 陸 で き な い 場合 が あり ます 。 


ハー トロ ッ ク ヴ ィ レ ッ ジ 時 虹 ) 
[快適 だ けど ECO- エ コ -」 を コン セプト に 、 自 然 の 一 部 を 利用 
し な が ら 快 適 に 過ごせ る プチ リゾ ー ト と し て リピ ー ト 率 も 高 
い 人 気 の 施設 で す 。 般 客 待合 所 か ら 徒歩 1 分 と いう 好 立 地 
も 魅力 的 。※ エ レベ ー タ ー は あり ませ ん 。 


2016 年 7 月 に 就航 し た 第 3 代目 お が さわ ら 丸 
の 特 2 等 寝台 (プレ ミア ム ベ ッ ド ) を 利用 し ます 。 
(上 下 2 段 ベ ッ ド . テ レビ ・ コ ン セ ント ) 

※ シ ャ ワー、 お 手洗 い は 共用 と な り ま す 。 足 重 品 
ッ カ ー が あり ます 。※ 個 室 で は あり ませ ん 。 
1 人 1 人 の 寝 合 スペ ー ス が カー テン で 仕切 ら 
れ 、 プ ライ ベー ト が 確保 され ます 。 


特 2 等 寝台 


「 お が さわ ら 丸 」 グ レー ドア ッ プ プラ ン 
(出発 日 の 2 ヵ月 前 以降 、 手 配 可否 を お 知ら せ し ま す 。 ご 希望 に 添え な い 場 合 ご ざい ます 。 


に 


スケ ショ ー ル 

竹 乏 客船 ター ミナ ル ( 
謀 全 ・ プ レミ アム ベッ ド 約 24 
小笠 原 諸島 人 5 
ド と めぐ る 自然 観察 ( 〇 ウェ 
望 台 信 境 : 念 扇 : 
ホテ ル (9:00 頃 ) 王 一 ネイ チャ 
り 歩く ] 上 究 計 産 の 森 】 〇 】 
周辺 の 戦 誤 世界 

と 一 緒 に 歩き ます 。) 

ト テ ル (8:30 頃 ) 結 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 
合 11:00 発 ) ヘン (お が さわ ら 丸 特 2 等 
時 間 ) 較 | 圏 
港 (11:00 皿 ) 萬 一 一 ネイ チャ ー 
r ザ ー ス テー ショ ン 展 望 台 一 一 〇 長 
リー デー 小笠 原 父島 泊 (16:00 局 
人 
\ 港 海岸 ・ 枕 状 溶岩 〇 夜 明 
了 全 ガイ 
\ 等 原 父島 泊 (16:00 絡 ) 國 
港 〇 パノラマ ボー ト ツ アー( ネ 
イチ ャ ー ガ イド 同行 で 、 小 笠原 特有 の 青い 海 へ 。 気 象 ・ 海 況 が 好 
条件 の 場合 は 新 東京 100 景 の 無人 島 「 南 島 」 に 上 陸 。 運 が 良 け 
れ ば イル カ の 和 群れ 、 ア オウ ミ ガ メ な ど に も 出会え る 可能 性 が あり 
ます 。) 港 …… 小 笠原 父島 泊 (16:00 頃 ) 
人 玉 島 魚 料理 が 人 気 の 大 村 の 居酒屋 へ ご 案内 し 


に 一 3 


0:00 集 


マハン 


ワ 


. グ 


p 


Gee 


ロ ノ | 


ます 。 

國 し | 還 
まで フリ ー タ イム 、 大 村 周 辺 の 散策 な ど を お 愉し みく だ さい 。) 
マー ン (お が さわ ら 丸 特 2 等 寝台 ・ プ レミ ア 
國 | 


し ご づ 


HE 
5 小笠 原 ・ 二見 港 (15:00 発 ) 
ムペ ベッド 約 24 時 間 ) 


6 竹芝 客船 ター ミナ ル (15:00 人 着 


※ 島 内 の 移動 は 自動 車 ( 混 乗 ) と な り ま す 。 ま た 、 島 内 の 自動 車 や ボー ト は 、「 
紀行 」 に ご 参加 の お 客 様 以 外 の お 客 様 と 一 緒 に な る 場合 が あり ます 。※3 
の 観光 は 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が あり ます 。※ 気 象 ・ 海 況 な どの 状況 
島内 ツア ー の 内 容 を 変更 する 場合 が あり ます 。※3 の 「 ネ イチ ャ ー ガ イド と めぐ る 
然 観 察 ] は 、 歩 き 通し の コー ス で は あり ませ ん が 、 未 舗装 の 森 の 中 を 歩き ま 
距離 3 一 4km) ※4 日 目 の パ ノラ マ ボ ー ト ツア ー は 、 悪 天候 の 場合 は 中 」 
他 の プロ グラ ム に 変更 と な り ま す 。 小 型 ボー ト 1 艇 また は 2 有 艇 の 分 乗 と な る 場合 が あ 
ます 。※ 南 島 の 上 陸 は 、 上 時短 所 の 足場 が 悪く 、 上 且つ 岩肌 を 3m 程 堂 る た め 、 船 明 
判断 で お 断り する こと が ご ざい ます 。※2020 年 8 月 より 、 お が さわ ら 丸 乗船 に 際 し 、 
の 本旨 肖 が % 


寺 に 検 続 され て いる 場合 は 、 必 ず 検 
こ ど ご 協力 くだ さい ます 様 、 お 願い いた し ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
田 宿 泊 :〈2 一 4 泊 目 東京 都 ・ 小 笠 


原 父島 》 [カジ ュ ア ル ]) ハー ト 
SC ジイ ジ デラ ッ ク ラ 一 人 ム ) 


S 


ッ ク ヴ ィ レ ッ ジ ( 


め ご 了承 くだ さい 。 
加 こ 最大 8 名 1 名 参加 可 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 
7 の | 全 計 | 2 名 生 利 用 | 1 名 1 室 和 船室 の 概要 
ウン の アン 出発 日 2023 年 10 月 25 日 ( 水 ) 
① 特 等 室 ( ス イー ト ) | 全 4 室 | 128.000 円 | 174.000 円 に RA し 
シン プル サイ ズ へ ヘッ ト 2、 バ スー ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 @ コ ー ス 番号 :1GGS002-P 
5 シ バッ ド 2 台 、 バ ス 、 
② 特 1 等 室 ( デ ラッ クス ) | 全 24 室 | 106.000 円 | 152,000 円 Mb 2 名 1 室 1 名 1 室 
③1 等 室 ( ス タン ダー ド ) | 全 39 室 | 50.000 円 | 66,000 円 | シン グル サイ ズ ベ ッ ド 2 台 、 テ レビ 360,000 円 420.000 由 
※ 片 道 で の ご 利用 の 場合 は 半額 と な り ます 。 ※ 添 乗員 は 1 日 目 の 人 竹芝 客船 ター ミナ ル か ら 6 日 目 の 竹 芝 客 船 ター ミナ ル ま で 
※ お が さわ ら 丸 個室 グレ ー ド アッ プ に つき まし て 、「 お 伺い 書 ] に ご 記入 くだ さい 。 1 名 同行 いた し ます 。 
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九 州 


け 流 し の 名 旅館 「 壱岐 リ トリ ー ト 」2 連 泊 


委 xs 父 久 の 目 然 と 歴史 が 忌 つ づく 用 岐 ・ 対 馬 4 日 間 


浅茅 湾 (2 日 目 ) 美しい 景観 が 続く 日 本 有数 の リア ス 
式 海岸 。 貸 切 の フル ー ザ ー で 手つかず の 自然 美 を 満喫 。 


の 2 本 ペー ンー ミミ ニー シー、 ー 支 国 博物 館 


壱岐 神楽 (4 日 目 ) 古 よ り の 伝統 が 受け 継が れ て きた 「 壱 岐 神楽 」 を 格式 高い 住吉 神社 の 境内 で ご 鑑賞 いた だ きま す 。 一 支 国 博物 館 (3 日 目 ) 原の辻 遺 中 や 壱岐 島内 の 遣 中 
の 出土 品 を 展示 し て いま す 。 
ケシ ジョ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 
羽田 空港 (⑨00 一 11:30) 発 一 人 福岡 空港 また は 長崎 空港 一 へ 対 征 空 
辰 の 島 フル ー ズ ] | 港 一 〇 和 多 都 美 神社 (鳥居 が 海中 に 立つ 神秘 的 な 古 社 ) 王 一 
2 〇 鳥 帽 子 績 展望 所 一 一 信 万 関 橋 一 一 対馬 市 内 泊 (17:30 必 ロロ 較 
2 勝 城 状 表 ホテ ル (8:20 頃 ) 一 浅茅 湾 ク ルー ズ ( 約 50 分 ) 一 万 松 院 
_ @| 。 月 主神 社 .@ ーー 一 穴子 料理 の ご 昼食 一 一 厳原 港 ン (ジェ ッ ト フ ォ イ ル 約 65 
| 小島 神社 2 | 園 分 ) 芦辺 港 一 〇 月 証 神 社 一 一 壱岐 焼酎 蔵元 見 学 一 一 
直 和 0 住吉 神社 
猿 震 (4 日 目 ) 太 三 支 国 博物 館 壱岐 湯本 温泉 泊 (16:00 頃 ) 
て し 和夫 二 生け に 回 天然 素材 に こだわ っ た 会 席料 理 椅子 席 彰 昼 | タ | 
、 は ら ほ け 地 基 テル (9:00 頃 ) 一 - 〇 ー 支 国 博物 館 一 - 〇 原の辻 遺 中 
和 多 都 美 神社 上 上 還 計 ば 所 内 ホテ ル (900 文 国 人 辻 遺 
対馬 Ye = 忠 | 〇 と ら ふ ぐ 養 殖 場 見 学 一 一 と ら ふ ぐ 料 理 の ご 昼食 | 椅子 席 
に 1 戻入 索 岐 | つ | 軒 ご 騰 本 城中 ! 勝 本 町 歩き ーー 〇 辰 の 島 フル ー ズ ( 約 40 分 ) 一 


索 野 本 温泉 (17:00 頃 ) 
回 錠 診 壱 岐 牛 ステ ー キ な ど 洋 食 コ ー ス [椅子 庫 國 居 較 


ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 〇 猿 岩 ・ 砲 台 跡 一 一 〇 住吉 神社 (神功 皇后 由来 
4 | の 格式 高い 神社 、 に ーー 〇 小島 神社 一 一 つづ は ら ほ げ 地 
蔵 一 一 ご 昼 人 i 辺 港 ヘン (ジェ ッ ト フ ォ イ ル 約 65 分 ) へ ン 博多 
港 一 一 福岡 空港 一 へ 羽田 空港 (18:30 一 21:00) 着 朝 [ 恒 
(利用 予定 航空 会 社 ) JAL ま た は ANA ま た は ORC ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 
利用 と な り ま す 。 〈 利 用 バス 会 社 対 馬 交 通 (1・2 日 目 ) 、 壱 岐 交通 また は 玄海 
交通 (2 一 4 日 目 ) 、 西 鉄 観光 バス また は 西鉄 バス 日 市 また は 和 電 の 井 バ ス ま 
PE am ーー た は 西 昌 バス (4 日 目 ) ※1・2 日 目 対馬 で は 中 型 バ ス を 利用 し ます 。 ※2 

は ほげ (日 上) み 壱 財 焼 酎 (1 イメージ) 文 万 松 院 で は 、132 段 の 階段 を 上 り ま す 。※4 日 目 の 小島 神社 は 、 潮 の 千 満 関係 
で 上 陸 し な い 場 合 が あり ます 。 ※2 日 目 、4 日 目 の ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル 搭 乗 の 際 、 
船内 に 持ち 込み で きる 手荷物 は 、 お ひと り 様 2 個 ま で 、 そ の 全て の 3 辺 の 合計 が 


| 泊 | 8 200cm 以 下 ・ か つ 重 さ が 30kg 以 下 の 物 と な り ま す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読 
| 壱岐 リト リー ト 海里 村上 7 0 0 [ 


対馬 空港 人 
3 対馬 グラ ンド ホテ ル 【@sl 


万 松 院 3 
@ 
厳原 港 


TE 面 し 、 湯量 豊富 な 源泉 か け 流 し の 名 旅館 。 画 宿 泊 :〈1 泊 目 // 長 崎 県 : 対 馬 市 内 〉 [カジ ュ ア ル ] 対馬 グラ ンド ホテ ル (和洋 室 /30m) 
全 12 室 露天 風呂 付 の ゆとり ある 客室 で お くつ ろ ぎ いた だ け ま す 。 〈2・3 泊 目 長 崎 県 ・ 壱 岐 湯本 温泉 〉 吉 岐 リト リー ト 海里 村上 (プレ ミア ム 
和洋 室 また は プレ ミア ム 和 室 ・ ベ ッ ド 付 、82rf・ テ ラス 含む ) ※ 選 べ ま せん 


最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 但 コ ー ス 番号 :1GGS002-L 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 490,000 円 540.000 ロ 
往路 対馬 空港 合流 20,000 円 き 
復路 福岡 空港 離 団 15.000 円 き 
添乗 貞 は 1 羽田 空港 か ら 4 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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る 


四季 % 有 紀行 


N 


ダイ ナミ ッ ク な 自然 美 と 太古 か ら の 歴史 が 意 る 鳥 旅 へ 


歴史 と 自然 の 宝庫 隠岐 島 と 玉造 温泉 4 日 間 


水 若 本 神社 (2 日 目 ) 隠 帆 国 一 宮 で 、 隠 岐 造り の 本 典 は 重要 
文化 財 に 指定 され て いま す 。 


< さ 


で なこ が 2 6 / ッッ ー oc 其 3 ーー 
通 天 橋 (3 日 目 ) 国立 公園 に 指定 され て いる 隠岐 島 を 代表 する 景勝 地 ・ 国 賀 海岸 の 巨大 な 奇岩 。 


られ た 神楽 の 宿 で 出 楽 神楽 を 貸切 鑑賞 し ます 。 


に スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 
水 若 酢 神社 の 羽田 空港 (10:30~12:30) 発 空港 へ 隠岐 空港 一 
ーー 


た まわ か す ゅ こと 
ヒー ニコ 


FR 1 | 叶 O 陣 貝 自然 館 一 玉 若 本 神社 ( 隠 最 古 の 神社 ) ・ 〇 ハ 
杉 :O 位 計 家 住宅 宝物 館 一 隠岐 島 後 泊 (16:30 還 | 
】 
「 本 ホテ ル (8:40 枯 一 ーO 隠 岐 モー モー ドー ム (800 年 の 歴史 [隠岐 
ー 分 寺 後 本 本 天皇 行 在 所 跡 一 O 屋 


生 突 き ] 見 学 )……⑨ 隠 岐 上 


ぷに で ー 妥 用 2 


用 ご 昼食 一 - 〇 那 久 岬 一 〇 水 若 本 神社 
〇 白島 展望 全 一 - つ か ぶら 杉 一 一 陣 岐 島 後 泊 (16:30 培 

囲 貼 四 
ホテ ル (8:00 頂 )…… 西 郷 港 て ン (フェ リー 約 95 分 ) ン ン 別府 港 
ーー- 〇 赤尾 展望 所 一 一 O 通 天橋 一 〇 摩 天 崖 一 ご 昼食 一 一 別 
う | 府 港 ン ン (高速 船 レイ ン ボ ー ジ ェ ッ ト 約 60 分 ) ン ン 七 類 港 一 
@ 松 江 城 一 -@ 央 道 湖 一 玉造 温泉 泊 (16:30 細 


屋 那 の 松原 ・ 舟 小屋 群 (2 日 目 ) 文 


っ 
EEES 


知夫 里 議 計 細 Se ー 人 問 学 地元 の 素材 を 活か し た 会 席料 理 | 答 子 席 朝 尽 | 
ーーーーーーーーーーーーーー ス ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 O 須 我 神社 (古事記 に 記さ れ た 日 本 初 の 宮 ) 
m 男 ン ン 由 生 突き (2 日 目 ) (イメ ー ジ )X 。 ノ || …… の 神楽 の 宿 ( 出 雲 神楽 貸切 鑑賞 ) 一 一 ご 昼食 一 - 〇 出雲 
レム や 三 り ェ e 
上 出雲 空港 羽田 空港 (17:30 一 21:00) 蓄 
羽田 空港 =! IN om っ の 
ag ーー と ん < 利用 予定 航空 会 社 ) JAL ま た は ANA ※ 航 空 科 の 座席 は 普通 席 利 用 と な り ます 。 
呆 出雲 空港 2 (利用 バス 会 社 〉 隠岐 一 畑 交 通 (1・2 日 目 ) 、 隠 財 観 光 (3 日 目 ) 、 一 畑 バス (3・4 日 目 ) 
1 ※1 日 目 一 3 日 目 の 隠 岐 島内 は 、 中 型 バス の 利用 と な り ます 。 ※3 日 目 の 西 郷 港 一 別 


江 我 午 信 府 港 の フェ リー の 船室 は 、 椅 子 』 


で は あり ませ ん 。 天 気 の 良い 日 は デッキ 甲板 の 椅子 


語 を ご 利用 いた だ け ま す 。※3 日 目 の レ イン ボー ジェ ッ ト 搭乗 の 際 、 般 内 に 持ち 込み 
6 で きる 手荷物 は 、 お ひと り 様 2 個 まで 、1 個 あたり の 大 き さ は 、3 辺 の 合計 が 100cm 
佳 翠 苑 皆 美 除 庄 Ey 以下 、 か つ 重 さ が 10kg 以 下 の 物 と な り ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
いにしえ より [ 神 の 湯 ] と 呼ば れる 山陰 屈指 の 名 湯 ・ 玉 造 温泉 に 建つ 、 現 代数 寄 屋 造り の お 宿 軒 宿泊 :〈1・2 泊 目 島 根 県 - 隊 岐 島 後 Pa ァ ル 隔 岐 プラ ザ ホテ ル ( 和 室 風 折 な し 
で す 。 歴 史 を 紡い で きた 佳 以 苑 皆 美 伝統 の お も て な し と 味 を お 愉し みく だ さい 。 0 PSP 本 
ノ り ント 9( 三 m レ に ョ afl E 主 夫 注 


最大 15 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 1GGS001D 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 360,.000 由 420,.000 由 
往路 隠岐 空港 合 流 20,000 円 き 
復路 出雲 空港 離 団 15,000 円 き 
日 本 庭園 (1 メー ジ 琶 居 馬 2 別 。 ※ 添 乗員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 4 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


文 写真 提供 :( 公 益 財団 法人 ) 島根 県 観光 加盟 
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| 史 


美しい 海 と 亜熱帯 の 森 が 広がる 烏 


人 


世界 目 


9\\ や 


田中 一 村 の 作品 を 常設 展示 し て いま す 。 


金 作 原 原生 林 ( イ メー ジ ) 災 
熱帯 植物 や 、 


5 ーー ュー 


金 作 原 原生 林 (2 日 目 ) 生き た 化石 と いわ れる 巨大 な ヒ カ ゲ へ ゴ な どの 亜 
国 指定 天然 記念 物 の 希少 生物 が 生息 し て いま す 。 


奄美 山羊 島 ホ テル 【@ 


田中 一 村 記 念 美術 館 (1 日 目 ) 奄美 の 自然 を 描い た 日 本 画家 


大 島 細 村 (4 日 目 ) 大 島 細 の 製造 の 様子 を ご 覧 いた だ け ま す 。 


 S カン ョ ョ リル 信光 ル 
PP 意 美 大 島 空 港 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 2 
海浜 公園 @  @" ゆっ くり 出発 | 羽田 空港 (10:0013:00) 発 へ 奄美 大 島 空港 
1 で 語 KS ーー 〇 田中 一 村 記 侯 美 術 館 一 一 奄美 大 島 泊 (16:45 頂 ) 
@ 。 田中 一 村 記 記 美 術 館 還 婦 訪 ホテ ル に て 和 画 較 || 
こ 金 作 原 原生 林 ーー 一 ーー 
Na と ホテ ル (9:30 頃 ) 一 三 〇 大 浜 海浜 公園 * 〇 奄美 海洋 展示 館 一 一 
紅 2 ラ ンカ ガラ の 光華 ラビ 多 追 定 ビ ン ン 「 触 石庵 (奄美 本 秋 海 鮮 寺 の ご 昼食 ) [ 椅 子 
> 6 ァ ッ デ 2 | 瑞 G 回 琴 賠 金 作 原 原生 林 ( 約 120 分 ・ 約 3km ノ ガイ ド 付 で 
CS も 、 デ マ ゆっ くり 散策 ) 一 一 欠 美 大 島 泊 (17:30 頃 ) 
Nm 回 錠 符 ホテ ル に て 洋 人 國 違 陶 
を ん まく ば る ュ ン ツレ ホテ ル (10:00 頃 ) 一 の 奄美 大 島 世界 遺産 セン ターーー「 宇 検 
回 金 作 原 原 生 林 を ガイ ド 付 で ご 案内 昌 ) 」 食 の ご 太 信 ) 肌 子 司 一 - 〇 赤土 山 展 公園 一 
天然 の 亜熱帯 広葉 樹 が 多数 残っ て いる 金 作 原 原生 林 を 訪れ 、 〇 アラ ン ガ チ の 滝 一 一 奄美 大 島 泊 (16:30 頃 ) 
ガイ ド が 同行 し 約 120 分 の ゆっ くり と し た 散策 に ご 案内 し ます 。 了 ホテ ル (17:30 頃 ) 発 一 一 
往復 約 3ktm ほ どの ゆる や か な 傾斜 の ある 山道 ・ 林 道 ( 未 舗装 道路 ) を 歩き ます 。 特別 企画 Auberge Tebiro 1732 に て 奄美 の 食材 を 
活か し た フレ ンチ 技法 の 創作 料理 一 一 ホテ ル (21:00 頃 ) 國 悦 狗 
寺 = 代 際 5 
中 B ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 企画 ホテ ル (10:00 陣 一 -O 大 島 細 村 (大 島 細 製造 工程 見 学 ) 一 ご 
奄美 食材 を モダ ン に アレ ンジ 4 | 昼食 一 - つ あや まる 岬 一 奄美 大 島 空港 一 へ 羽田 空港 (16:00 一 
三 い に ーー い 19:00 
五感 で 嗜む 創作 フレ ンチ の ご 夕食 (s 昌 苔 = 
Ell( アル た コミ レモ ゴット 19: に に Ito 琴 た Age 才 SH の 主 (利用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ま た は JAC ま た は SNA 
モダ ン 版 「 鶏 飯 1732」 を 含む 多彩 な 特別 ディ ナー を ご 堀 能 く だ さい 。 ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利用 と な り ます 。 
(利用 パス 会 社 ) 株 式 会 社 し ま パス ※2 日 目 金 作 原 原生 林 散 策 は 、 重 装備 の 
必要 は あり ませ ん が 、 履 さ な れ た 歩き や すい 寺 、 長 そ で ・ 長 ズボン の 着用 を お す 
| 固 軒 較 -L MI すめ し ます 。 ※3 日 目 ア ラン ガチ の 滝 へ は 片道 10 分 程度 歩き ます 。 ※3 日 目 の 
Ll 語 寺 是 。 ご 食 内 容 に 一 部 ジビエ が 含ま れる 場合 が あり ます 。 苦 手 な 方 は ご 予約 時 販 
呈 遇 | MM 位 和 人 中 に お 申し 出 く < だ さい 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
誠 時 イメージ レス トラ ン 内 観 画 宿 泊 :〈 鹿 児島 県 ・ 奄 美 大 島 〉[7 ュ ァ ル 規 美山 羊 島 ホ テル (洋室 ・ ス タン ダー ド ツ イ 
ン ノ 約 29mi) ※ お 部 屋 ま で の ポー ター サー ビス は ご ざい ませ ん 。 


奄美 山羊 島 ホ テル 


名 瀬 港 近く の 小島 に ある 大 浴場 スパ 付 リ ゾー ト ホ テ ル 。 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり) 


人 @ 最 少 催行 人 貞 :8 名 人 


ー ス 番号 :1GGS003-C 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
羽田 空港 発着 400,000 円 450,.000 円 
往路 奄美 大 島 空港 合流 15,000 円 き 
復路 奄美 大 島 空港 離 団 15,000 円 き 
添乗 貞 は 1 羽田 空港 か ら 4 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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四季 < 紀行 


訪ね る 


| 祈り の 烏 」 五 鳥 列島 と 長崎 を 


堂崎 教会 (2 日 目 ) 禁 教 令 解禁 初め て 石島 に 建て られ た 海辺 に 伴 む 教会 


mi 


| 旧 五 輪 教会 堂 
記 や 


約 50 の 教会 が 点 在 し 祈り の 島 と いわ れる 五島 列島 と 、 
異国 情緒 あふ れる 長崎 を 訪ね ます 。 


回 
五島 リト リー ト ray 


2022 年 夏 開業 。 美 し い 五 島 の 海 を 一 望 で きる 半 露 天風 呂 付 客室 。 
※ 客 室 の 路 天 風呂 は 温泉 で は あり ませ ん 。 


MMW 
還 


お 部 屋 の 一 例 


デン テラ ス 長 崎 ホ テル & リ ゾー ト E 庄 


世界 的 に 有名 な 建築 家 に より 設計 され た ホテ ル 。 稲 佐山 の 中 腹 に 立ち 全 室 オー シャ ン ビ ュー 
の お 部 屋 か ら は 長崎 港 の 煙 め く 夜 景 を ご 堪能 いた だ け ま す 。 


最大 12 名 1 名 参加 可能 


同行 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 10 月 1 ご ( 水 )、1 1 月 29 日 63) 


ご 旅行 代金 ( ぉ 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS003-E 


2 ( 則 目 ) 


キリ ジ ツク 少 沿 記 (Gi 三 


キリ シタ ン 洞 窟 (3 日 目 ) 船 で の み 近づけ る 秘境 ・ キ リ シ タ ン 洞 窟 へ 貸 
切 船 で ご 案内 し ます 。 (船上 より 見 学 ) 


4 日 間 


SEI 


ジ ) @KAMIGOTO 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 信 は 車窓 観光 


空港 (8:00-11:00) 発 


石 


展 崎 空港 又は 福 岡 空港 


「 カ ン パ 


信 江 空港 = 一 


ナ ホ テル | 


(五島 うど ん を 含む 和食 騰 


昼食 ) 


1・2 泊 目 共通 ) 


椅子 〇 


r ロ 


福 2 


革 泊 (16:00 頃 ) 


ホテ ル に て 五 


き ( の 信 


し た 和食 創作 料理 


田 尽 || 


テル (9:30 頃 ) 王 一 〇 堂崎 教会 


〇 水 ノ 浦 教会 堂 ( ロ マネ ス 


亜 の 美しい 教会 。 外 観 の み 


『 シ ッ ク 、 和 風 建築 が 混合 し た 


学 ) 


「 椿 茶 


」 (地元 料理 の ご 


昼食 ) [ 特 子 席 ]- 一 〇 明星 


良 ) 


r ロ 


〇 武家 屋敷 通り 


昌 泊 (17:30 頃 ) 


呈 江 城 陣 … 〇 五 


姓 園 王 デ 


國 居 釣 


エフ 


ホテ ル (⑧:10 頃 ) 一 一 福江 港 … ン 貸切 ク ルー ジン グ ] ( 〇 加法 計 衣 | 


五輪 教会 堂 ・ 価 キリ シタ ン 洞 窟 (船上 より 見 学 ) ニン 士 井 ノ 清 港 
う 信 若 松 大 橋 一 一 〇 青 砂 ヶ 浦 教 [「 ホ テルマ ル ゲリー タ ]」 (パス タ 
ia ) [椅子 席 O [ 避 計 甘 良 頭 ヶ 島 天 主 堂 一 一 有川 港 
長崎 港 展 崎 市 内 (18:30 人 頃 ) 
訪 全 ホテ ル に て 鮨 会 席 國 層 図 
ホテ ル (9:30 頃 )ーー 〇 グラ バー 園 ……O 本 時 較 計 大 浦 天主 堂 一 一 
mean 長崎 
空港 へ 羽田 空港 (16:00ー19:00) 着 國 悦 


〈 利 用 予定 航空 会 社 ) JAL ま た は ANA ま た は SNA ま た は ORC 
※ 航 空 座席 は 普通 席 と な り ま す 。 
(利用 バス 会 社 〉 五島 自動 車 (株 ) (1 一 3 日 目 福江 港 まで ) 、 上 五島 観光 交通 ( 有 ) 
(3 日 目 有川 港 まで ) 、 長 崎 バ ス 観 光 株 式 会 社 (3・4 日 目 ) 


※ 教 会 は 
は 外観 の み の 見 和 
程 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ 人 数 に より 、 
シー と な る 場合 
ます 。※ 高 速 船 の 
す 。※ 有 用 
いま す 。3 辺 の 和 


場合 


が あ 
ご 各 


会 行事 等 の 都合 


こよ り 内 部 


B 学 が で き な く な る 場合 が あり ます 。 そ の 


と な り ま す 


。※ 貸 切 ク ルー ズ 船 が 欠航 の 場合 、3 


の 行 
ド タ ク シー また は 小型 タク 


ジャ ンカ 


が あり ます 。※3 
ダイ ヤ 改 正 等 に 伴 


い 、 ホ テ 


り 


光 王 時 仙 港 間 


ト テ ル の ご 到着 が 18:30 
H 発 時 応 
の 高速 船 乗 船 時 、 持 込 荷 物 に サイ ズ の 家 


は ご 宿泊 
LH 


頃 と な り 
や 行程 が 変更 と な る 場合 
限 が 


が 1.58m 以 内 


2 個 ま で ) ま 


出発 ・ 到 其 地 Te 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 490.000 円 590.000 由 
往路 五島 福江 空港 合流 25.000 円 引き 
復路 長崎 空港 離 団 15,.000 円 引き 
添乗 貞 は 1 の 羽田 空港 か ら 4 の 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


た 乗 


す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


ト 船 時 ポー ター が お り ま せん の で ご 


で か つ 重 量 が 10kg 以 内 の も の を お ひと り 様 


身 で の 運搬 を お 願い し ま 


田 宿 : 


呂 な 
3⑬ 泊 


ノ 


白 :〈1・2 泊 
し ・ シ ャ ワー ブー ス 付 / 約 58m1) ※ ハ リウ ッ ド ツ 


長崎 県 ・ 福 江 


島 〉 五 島 リ トリ 


ト ray (洋室 ・ 半 露天 風呂 付 ・ 内 風 
ン と な る 場合 が あり ます 。 


ン ] 


展 崎 県 ・ 長 


市 内 ) ガー デン テラ 


ス 長 崎 ホ テル & リ ゾー ト ( 洋 室 ・ 新 


館 ハー バー スイ ー ト ツイ ング ノ 約 50m) ※ ハ リウ ッ ド ツイ ン と な り ま す 。 
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大 川 の 滝 (2 日 目 ) 


夢 の 作 


ジャ ン ボ タク シー で ゆっ た り 


「 日 本 の 滝 百 選 ] に も 選ば れ て いる 屋久 島 最大 の 滝 。 


大 川 の 滝 K.P.V.B 請 鞭 駐 了 世 あう 
樹齢 3.000 年 と 島 に 伝わる 巨 杉 。 


紀元 杉 (2 日 目 ) 


スケ ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 


は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 


ゆ 
つ 


羽 
た 


は 伊 崩 
ター( 屋 久 


田 空 港 (9:00 一 14:00) 発 鹿 児 


空港 また は 福岡 空港 ま 


港 


主 久 


喝 空港 (⑯) 


遇 の 


に 取り 入れ た カジ ュ ア ルフ レン チ (1・2 


然 や 文化 を ご 紹介 ) 
祖 ホテ ル 内 レス トラ ン ayana に て 刀 ) 


屋久 島 環 境 文化 村 


セン 


pe 


屋久 


(17:00 頃 ) 


コノ 


共通 ) 


州 の 地方 料理 を 絶妙 


処 潮騒 (和信 E 
が で きる 最も 大 き な 屋 久 杉 ) 
1.000m の 自然 公園 ) 


ホテ ル (9:20 頂 ) 一 - 〇 大 ) 
〇 永田 いな か 浜 ( ウ ミ ガ メ の 産卵 地 と し て 有名 ) 


の ご 昼 


) | 短 子 


ロ 


屋久 島 泊 (1 


コノ 


II の 滝 一 -@ 回 庄司 還 本 


〇 紀元 杉 ( 車 で 行く こと 
ーー 〇 ヤク スギ ラン ド (標高 約 


7:00 頃 ) 


部 林道 一 
「 お 食事 


國 居留 


ホテ ル (1 


せん ぴろ 


0:00 頃 ) 一 一 〇 千尋 の 滝 


「 か た ぎり さん ] (と び う お の ひ 


中 


つま ぶし の ご 昼食 ) 


椅子 


馬 久 島 空港 - へ 1 


空港 また は 福 


は 普通 席 利用 と なり ます 。 


避 空 港 ま た は 


〈 利 用 予定 


BD5 う 7 宮 


羽田 


※ 全 


港 (16:00 一 20:50) 着 國 悦 [] 
空 会 社 ) JAL ま た は ANA ま た は JAC ま た は SNA 


※ 航 空 機 の 座席 


ジャ ン ボ タク シ 


数 に 応じ て 分 乗 と な る 場合 が あ ! 


ます 。 ※P.7 の ご 案 


利 


と な 
内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


ノリ ます 。 ご 参加 人 


画 宿 泊 :〈 


※ 客 室 の 


児 県 ・ 


久 島 〉sankara hotel&spa 
また は マナ サ ヴィ ラノ 約 53m) ※ 
階 :2 階 の 指定 は で き 


久 島 ( 洋 


・ サ ンド ラ ヴィ 


ハリ ウッ ド ツ イン タイ プ と な り ま す 。 
は ん 。2 階 へ は 階段 で の 昇降 と な り ま す 。 


最大 12 名 


1 名 参加 可能 


添乗 貞 同 行 


復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 


ー ス 番号 :1GGY004-U 
出発 ・ 到 着地 出発 部 屋 タ イプ | 2 名 1 室 1 名 1 室 
箇月 68 邊 サン ドラ 引 420.000 円 550,000 幅 
羽田 空港 マナ サヴィ ラ |460,000 幅 
発芽 サン ドラ ヴィ ラ 
表 員 5 四半 ンド ラ 旨 390,.000 円 500.000 円 
マナ サヴィ ラ |430,000 申 
往路 屋久 島 空港 合流 20.000 円 引き 
復路 屋久 島 空 港 離 団 20.000 円 引き 
添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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7 1】 な な): 


二 和 98 9 


Je さっ > ヤク スギ ラン ド 
に な ・ 団 法 鹿児島 県 観光 連盟 


稚 ヤク スキ ラン ド (日 自 ) 
屋久 島 は 登山 ・ 長 時 間 の トレ ッ キ ング を する イメ ー ジ が あり ます が 、 登 山 を する こと も 
な く 屋 久 島 らし い 美 し い 自 然 を 愉し め る スポ ッ ト が 多く あり ます 。P.138 の コー ス で 最 
も 長い 距離 を 歩く の は ヤク スギ ラン ド の 「 ふ れ あ い の 径 コー ス ]」 約 30 分 (0.8km) 。 
整備 され た 木 道 を ゆっ くり と 一 周 し ます 。※ 重 装備 の 必要 は あり ませ ん が 、 履 さき な れ た 
歩き や すい 靴 、 長 そ で 、 長 ズボン の 交 用 を お すす めし ます 。 


sankara hotel&spa 屋久 島 


屋久 島 の 東南 、 山 を 背 に 望む 緑 深き 高台 に 位置 する リゾ ー ト ホテ ル 。 ホ テル 敷地 内 の 緑 の 中 
に 点 在 す る ヴィ ラ タ イ プ の お 部 屋 の サン ドラ ヴィ ラ 。 そ の サン ドラ ヴィ ラ の お 部 屋 を 浴室 中 
心 に リニュ ー ア ル し た お 部 屋 が マナ サ ヴィ ラ と な り ま す 。 


9 


語 ン ドラ ヴィ ラ お 部 屋 の 一 例 


上 。、 
2/ 
KiP、 VIB 較 
5 ュー 


四季 <$ 用 紀行 


永田 いな か が 浜 (2 日 目 ) 


屋久 島 い わ さ き ホテ ル (C3 連 泊 


島内 で 最も 大 き な 砂 泊 。 例年 5 月 7 月 に か け ウミ ガメ が 産卵 する 浜 と し て 知ら れ て いま す 。 


世界 自然 遺 


屋久 島 環境 文化 村 セ ンタ ー 


計 ボッ ニカ ル 
靖 リサ ー チ パー ク 


中 産 の 大 | 屋久 感 」 を 包 る 日間 


間 衣 白谷 雲 水量 


ケシ \ 


ケ ジ ュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


羽田 空港 (9:00 一 14:00) 発 鹿 児 


空港 ま 


た は 福岡 空港 また 


は 伊 内 


クウ 


港 


ロニ 
ここ に / 己 


〇 屋久 島 


久 島 ) 


MA 月 こ 夕食 


環境 文 
トド テ ル に て 和洋 食 


L 村 セン ター 


El 田 い な か 浜 


国 ホテ ル (⑨00 志 一 - 〇 大 川 の 滝 一 -@ 回避 国 本 部 本 


〇 永 


全 子 民 
屋久 二 


(17:30 刀 に うほ ん 


浜 王 一 「 か た ぎり さん 」 (こび ぴ う お の ひつ ま 
〇 紀元 杉 


ぶし の ご 昼食 ) 


〇 ヤク スギ ラン ド ( 約 30 分 散策 ・0.8km) 


* テ ル に て 洋 信 


調 選 夕 


ゆっ くり 散策 ) ) 一 一 「 お 
⑥ ボ タニ カル リサ ー チ パ 


時 DP リナ 00m ノ 約 120 分 ン ガ イド 付 で 


良 事 処 潮 騒 ] 


の ご 


昼食 ) 


椅子 席 


屋久 上 


ホテ ル に て 和 


2 


(16: 


0 だり) 
國 居 因 


4 


P.139 の コー ス で は 、 白 谷 雲 水 峡 入 品 


付近 の 弥生 杉 の 周辺 を 、 ガ イド 付 で 通 
淀 1 時 間 の と ころ を ゆっ くり と 2 時 間 か 
け て 散策 し ます ( 喜 低 差 約 100m) 


屋久 島 い わ さ き ホテ ル 
然 温 泉 の 大 浴場 で お 軸 ざ いた だ け ま す 。 
HPS ※ お 部 屋 ま で の ポー ター サー 


ビス は ご ざい ませ ん 。 


※ 屋 久 島 島内 の 移動 は 
合 が あり ます 。※4 
da 。 ※3 


ホテ ル (10:00 思 ) 


ーー の 〇 寺 尋 


き の 滝 


「sankara hotel&spa 


久 島 」] 


(洋食 の ご 


玉依 ) 


椅子 届 


久 人 5 


ヾ 


空港 


空港 また は 


B 刀 呈 主 六 


羽田 


港 ( 


人 Ne9o イ 


6:00 一 20: 


(利用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ま た は JAC ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 
は 普通 席 利用 と な り ま す 。 


1 


空港 また は 福岡 
50) 着 國 司 


(利用 バス 会 社 〉 種 子 島 ・ 屋 久 島 交通 (1 一 3 日 目 ) 


AVEs7 


は ジャ ン ボ タク シー を 利 


は ジャ ン ボ タク シー 利 


と な る 場 


し ま 


谷 雲 水 


で ロ 


省 を 散策 する 健 


道 


す 。 ご 参加 人 数 に 
区 で は 女 な 階段 や 舗装 され て いな い 


応じ た 分 


H 凸 また は コー ス を 変 


は 


装備 の 必要 は あり ま 


引 | 三 欠 全 @⑧ り ERCIOES こ 2 
だ 


還 な ど に よる 増水 等 


、 履 さき なれ た 靴 、 長 
あく リュ ッ ク を お すす めし ます 。 ※P.7 の ご 案 内 も 用 ず お EZ4S 人 SO 


で ・ 長 ズボン の 着用 、 両 手 の 


田 宿 泊 :〈 鹿 児島 県 ・ 


久 島 〉 


久 島 いわ さき ホテ ル (洋室 ・ デ 


ツク め 


ング 約 42m) 


ご 旅行 代金 おぉ 1 人 様 ぁ た 


名 参加 可能 


添乗 員 同 行 


復路 宅配 付 


)) 最少 催行 人 員 :8 名 欠 


55 


1GGS003-D 


出発 ・ 到 着地 


2 名 1 室 


1 名 1 室 


羽田 空港 発着 


390.000 ロ 


440.000 円 


往路 屋久 島 空 


港 合流 


20.000 円 引き 


復路 屋久 島 空 港 離 団 


20.000 円 引き 


流 乗 員 は 1 


羽 


港 か ら 4 


羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ま 
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た へ 


の 


動画 で 見 る ラグ ジュ アリ ー バ \ ス 「 ロ イヤ ル ロ ー ド ・ . プ レミ ア 


全 10 席 の ラグ ジュ アリ ー バ ス 「 ロ イヤ ル ロ ー ド ・ プ レミ ア 


旅行 券 の 
基 細 = 証 AI コ 
※ 一 部 自治 体 の み 

国 


@ 募 集 型 企画 旅行 契約 契約 解除 の 日 取消 料 (お ひと り 様 ) (受託 旅行 業者 に より 当該 取扱 が で き な い 場合 が あり ます 。 ま た 取扱 で きる 
この 旅行 は 、( 株 )JTB (以下 「 当 社 ] と いう ) が 企画 ・ 実 施す る 旅行 で あり 、 こ の 1) 21 日 目 に あたる 日 以前 の 解除 カー ド の 種類 も 受託 旅行 業者 に より 異な り ま す 。 ) 
旅行 に 参加 され る お 客 様 は 当社 と 募集 型 企画 旅行 契約 (以下 「 旅 行 契約 」 と | _ (日 帰り 旅行 に あっ て は 1 1 日 目 ) 無料 (1) 契約 成立 は 、 当 社 が 電話 又は 郵便 で 旅行 契約 の 締結 の 承諾 通知 を 発信 
いう ) を 締結 する こと に な り ま す 。 ま た 、 旅 行 条件 は 、 下 記 に よる ほか 、 別 途 お 渡 | 旅行 開始 日 [5)20 日 目 に あたる 日 以降 の 解 し た と き (e-mail 等 電子 承諾 通知 を 利用 する 場合 は 、 そ の 通知 が お 客 様 
し する 旅行 条件 書 ( 全 文 )、 出 発 前 に お 渡し する 最終 日 程 表 と 称す る 確定 書 2 (日帰り 旅行 に あっ て は 10 日 目 ) 旅行 代金 の 209% に 到達 し た と き ) と し ます 。 ま た 申込 時 に は 「 会 員 番号 ・ カ ー ド 有効 期限 ] 等 
面 及び 当社 旅 生業 約 吉 募集 型 企画 旅行 契約 の 部 に より ます 。 な お 、 下 記 旅 | 写 半 し て 。 | (3-6 を 除く ) LE 
行 条 件 と 別途 お 渡し する 旅行 条件 書 ( 全 文 ) に 記載 され た 条件 と の 相違 が あ 3) 7 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 と (2) 「 カ ー ド 利 用 日 」 と は 旅行 代 会 笠 の 広 払 い は 払 生 し 債務 を 履行 すべ き 日 
る 場合 は 、 下 記 旅行 条件 が 適用 され ます 。 (4<6 を 除く ) AS を いい ます 。 旅行 代金 の カー ド 利 用 日 は 「 契 約 成立 日 ] と し ます 。 (但し 、 成 
@ 旅 行 の お 申し 込み 及び 契約 成 立 時 期 旅人 始 日 の 前 日 解除 旅行 代金 の 40% 草場 は 層 和 提 じ 人 
(1) 必要 事項 を お 申し 出 の うえ 、 下 記 の お 申込 金 を 添え て お 申し 込み くだ さい 。 5) 当日 の 解除 (6 を 除く ) 旅行 代金 の 50% 「 負 和久 日 ] と し ます 。 ( 但 ト 依 到 は 
お 申込 金 は 、 旅 行 代金 お 支払 い の 際 差 し 引か せ て いた だ きま す 。 、 6) 旅行 開始 後 の 解除 又は 無 連絡 不参加 | 旅行 代金 の 100% 利用 日 以降 で あっ た 場合 は 、 当 社 は 旅行 代金 か ら 取消 料 を 差し 引い た 額 
(2) 電話 、 郵 便 、 フ ァ ク シミ リ 及 び イ ンタ ーネット その 他 の 通信 手段 で お 申し 込 ※ お 客 様 の ご 都合 に よる 出発 日 お よび コー ス 変更 、 運 送 ・ 宿 泊 機 関 等 行程 の 一 部 を 人 HO か 5 人 し て 7 を カ ー ド 利用 日 と し て 払い 戻し 
の 場合 、 当 社 が 予約 の 承諾 の 旨 通 知 し た 翌日 か ら 起 算 し て 3 日 以内 に の 変更 に つい て も 、 全 体 に 対す る お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ます 。 < 
申込 金 の 支払 を し て いた だ きま す 。 (3 ) ち 人 等 の より 会 員 の お 申し 出 の クレ ジッ トカ ー ド で の お 支払 い が で 
3) 旅行 契約 は 、 当 社 が 契約 の 締結 を 承諾 し 、 申 込 金 を 受領 し た と き に 成立 す 念 旅行 代金 に 含ま れる も の ない 場合 、 当社 は 人 契約 を 朋 除 し 、 規 定 の 取消 と 同額 の 違約 料 を 
る も の と し ます 。 (1) 旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 ・ 料 金 (注釈 の な いか ぎり 航空 機 は 普通 席 し 受け ます 。 た だ し 、 当 社 が 別途 指定 する 期日 まで に 現金 に よる 旅行 代 
(4) お 申込 金 ( お ひと り ) (エコ ノミ ー ク ラス )、 宿 泊 費 、 食 事 代 、 入 場 料 拝観 料 等 及び 消費 税 諸税 。 金 の お 支払 い を いた だ いた 場合 は この 限り で は あり ませ ん 。 
了 行 代金 お 申込 多 (gtYASEP り dr な 心 付 。 に HMD7 人 サト イッ トー 上 が か カミ と と あり ます 
B 寺 5 5 3) その 他 、 旅 行 代金 に 含ま れる 旨 表 示し た も の 。 ご 旅行 中 、 け が 送 費 等 が か か る こと が 
Sg 旅行 代金 の 206 以 上 旅行 代金 まで | これ ら の 費用 は お 客 様 の ご 都合 に より 、 一 部 利用 され な く て も 原則 と し て 払い 戻し は い また 、 事 故 の 場合 加害 者 へ の 損 村 央 人 請求 や 剛 償 人 金 の 回 収 が 大 変 困難 
5 万 円 未満 70.000 円 以上 旅行 代金 まで た し ませ ん 。 (コー ス に 含ま れ な い 交 通 和 等 の 計 費 用 及び 個人 的 費用 は 含み ませ ん 。) ある 場合 が あり ます 。 こ れ ら を 担保 する た め に 、 お 客 様 ご 目 和 で 錠 分 な 拉 の 還 
30 万 円 未満 60,000 円 以上 旅行 代金 まで 人 @ 特 別 補償 内 旅行 保険 に に 加 人 する こと を お 動 めし ます 。 国内 旅行 保険 に つい て は 、 お 申 
25 万 円 未満 50.000 円 以上 旅行 代金 で 半 当社 また HEY DPYN IA 5 
ロ 未 以上 旅行 代 3 型 企 が 団 
上 9 折 回 和 a9I066 還 上 彰人 代 人 人 に より その 合作 は 手 伯 初 上 に 当社 及び 販売 店 は 、 旅 申込 の 際 に 提出 され た 申込 書 等 に 記載 され た 個人 
15 万 円 未満 30.000 円 以上 旅行 代金 まで た 一 定 の 損 室 に つい て 、 以下 の 全額 の 範囲 に お いて 、 補 償 全 又は 見 無 全 を 支払 い 情報 に つい て 、 お 客 様 と の 間 の 連絡 の た め に 利用 させ て いた だ く ほ か 、 お 客 欄 
10 万 円 未満 20.000 円 以上 旅行 代金 まで ます 。 な お 、 手荷物 の 損害 に 対し て 保険 全 を 支払 うべ き 保 険 人 契約 か ある 場合 24 は 写 公 署 等 の 提供 する 
5 万 円 未満 10.000 円 以上 旅行 代金 まで 当社 は 、 は が 補 払 うべ は き 損失 を 下 絡 する こと が あり ます 。 きた て た な きま と の の Ed 生 - 8 
害 こつ き 一 【 覧 こ 
旅行 代金 は 放 生 出発 日 の 前 日 か ら さ か の ぼっ て 1 3 日 目 に あたる 日 より 前 (お 申し 10 を お宮 に うき 1 外 ( た だ いあ た り 間 礎 な どの 個人 情報 を 、 い 当社 太 び 当 守 と 提 現す る 人 の 商品 ヤ サ ー! 
込み が 間際 の 場合 は 当社 が 指定 する 期日 まで ) に お 支払 くだ さい 。 ま た 、 お 客 欄 の お 生 栓 の 人 住 ( 拉 ) ス 、 キ ャ ン ペ ー ン の ご 案内 ② 旅 行 参加 後 の ご 意見 や ご 肛門 の ご 提供 の お 願い 


が 当社 提携 カー ド 会 社 の カー ド 会 員 で ある 場合 、 お 客 様 の 零 名 な くし て 旅行 代 8 本 ③ ア ン ケ ー ト の お 願い ④ 特 典 サー ビス の 提供 統計 資料 の 作成 に お 客 様 の 

人 取消 料 、 追 加 結 間 用 な ど を お 支払 いた だ く こと が あり ます 。 こ の 場合 の カー ド する だ. カビ 半 箇 と な る 放 サ ービス が さかた と ス を 円滑 に 愛 依 個人 情報 を 利用 みせ て いた だ く こと が あり ます 。 

利用 日 は 、 お 客 様 か ら お 申し 出 が な い 限 り 、 お 客 様 の 承諾 日 と いた し ます 。 行 地 に お いて 速やか に その 旨 を 添乗 員 、 現 地 ガ イド 、 当 該 旅行 サー 人 、 和 旅行 抄 件 ・ 旅 行 代金 の 基準 _ 了 

人 取消 料 は お 申込 店 に 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 と の 旅行 条件 は 2023 年 4 月 1 日 を 基準 と し て いま す 。 ま た 、 旅 行 代金 は 2023 

旅行 北 お客様 の 和合 で 灯 約 を 角 除 れる と き は 、 次 の 多額 を 取消 @ [通信 契約 」 を 希望 され る お 客 様 と の 旅行 条件 年 3 月 1 日 現在 の 有効 な 運賃 * 規 則 を 基準 と し て 算出 し て いま す 。 

料 と し て 申し 受け ます 。 当社 提携 クレ ジッ トカ ー ド 会 社 の カー ド 会 員 (以下 会 員 ] と いい ます 。 ) より 「 会 員 の | 折 堆 . ホ テル 等 に お いて 、 お 客 様 が 酒類 . 料 理 - そ の 他 の サー ビス 等 を 追加 され 

な 行 代金 や 取消 料 \ を 受け る 」 こ と (以下 通信 いた 入 へ ego る 電 を 通 

粗い | た 場合 は 、 原 則 と し て 消費 税 な どの 諸 科 が 課せ られ ます の で ご 了承 くだ さい 。 


人 @ 旅 行 企画 ・ 実 施 人 @ 受 託 販 売 ( お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ ) 


株 式 会 社 」1B 


観光 庁 長官 登録 旅行 業 第 64 号 一 般 社団 法人 日 本 旅行 業 協会 起 
東京 都 品 ) 川 区 東 品 川 2- 3-11 〒140-8602 
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(ご) #CF 人 人 員 ( 位 」% 旅行 業 公正 取引 (の 
ペン amusseaeerea 隊 光 科 協 議会 会 員 


ベー 
1645097 特 


総合 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 責任 者 で す 。 
この 旅行 契約 に 関し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 御 遠慮 な く 総合 旅行 業務 取扱 
管理 者 に お 尋ね 下さ い 。 


| 夢 の 体 日 国内 | 検 索 」 ヌ は 


表紙 の 写真 : 白 


] 馬 リゾ ー ト ホテ ル ラ ネー ジュ 東館 外観 ( 夏 頃 ) 


